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特
集外

国
人
材
の

受
入
れ
と

多
文
化
共
生
の
推
進

　

横
浜
市
内
の
外
国
人
人
口
が
10
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
１
日
に
は
、
改
正
出
入
国
管
理
法
の
施
行
に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者

の
受
入
れ
を
拡
大
す
る
新
た
な
制
度
が
始
ま
り
、
外
国
人
人
口
は
今
後
も
ま
す
ま

す
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
多
様
な
文
化
的
背
景
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
相
互

理
解
を
深
め
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
っ
て
生
活
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
の
市
民
と
し
て
、
お
互
い
を
思
い
や
り
、
異
な
る
文
化
を
尊
重
し
合
い
、

共
に
暮
ら
し
て
い
く
上
で
必
要
な
視
点
や
意
識
と
は
何
か
、
ま
た
、
何
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
。
現
在
に
至
る
ま
で
の
外
国
人
支
援
・
多
文
化
共
生
に
関
す
る
取

組
や
そ
の
背
景
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
い
て
実
施
・
検
討
さ
れ
て
い

る
取
組
の
紹
介
、
市
民
に
よ
る
座
談
会
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
更
に
は
学
識
経
験
者

や
外
国
人
支
援
に
携
わ
る
関
係
機
関
等
の
方
々
の
寄
稿
な
ど
を
通
し
て
考
え
て
い

き
ま
す
。

　

外
国
人
材
の
受
入
れ
と
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
考
え
、
行
動
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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は
じ
め
に

　

２
０
１
８
年
12
月
、
改
正
入
管

法
が
成
立
し
、
政
府
は
新
た
な
外

国
人
労
働
者
受
入
れ
の
た
め
の
在

留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
創
設
し
、

介
護
、
外
食
、
建
設
な
ど
14
業
種

で
今
後
5
年
間
に
最
大
34
万
５
千

人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
併
せ
て
同
月
下
旬
に
は
「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め

の
総
合
的
対
応
策
」
を
と
り
ま
と

め
た
。
２
０
１
９
年
４
月
に
は
、

「
特
定
技
能
」
に
よ
る
外
国
人
労

働
者
の
受
入
れ
が
始
ま
っ
た
。

　

新
方
針
策
定
の
背
景
に
は
深
刻

な
人
手
不
足
が
あ
り
、
外
国
人
労

働
者
が
既
に
急
増
し
て
い
る
現
実

が
あ
る
。
外
国
人
労
働
者
の
数
は

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
２
０
１

２
年
10
月
に
前
年
か
ら
僅
か
に
減

少
し
、
68
万
2
千
人
と
な
っ
た

が
、
そ
こ
か
ら
急
増
を
始
め
、
２

０
１
８
年
10
月
末
現
在
、
約
１
４

６
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
在
留
外

国
人
数
も
２
０
０
８
年
の
世
界
金

融
危
機
と
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
一
時
期
減
っ
た

が
、
そ
の
後
急
増
し
、
２
０
１
９

年
6
月
末
現
在
、
約
２
８
３
万
人

と
な
り
、
日
本
の
総
人
口
の
約

2
％
を
占
め
て
い
る
。

　

政
府
は
、
２
０
１
４
年
4
月
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
・
産
業
競
争

力
会
議
合
同
会
議
で
「
外
国
人
材

の
活
用
」
方
針
を
打
ち
出
し
た
際

に
「
移
民
政
策
と
誤
解
さ
れ
な
い

よ
う
に
配
慮
」
す
る
こ
と
を
強
調

し
て
以
来
、
そ
の
姿
勢
を
変
え
て

い
な
い
。
今
回
も
、「
移
民
政
策

と
は
異
な
る
」
こ
と
を
強
調
し
、

外
国
人
材
の
在
留
期
間
の
上
限
を

５
年
と
し
、
家
族
の
帯
同
は
基
本

的
に
認
め
な
い
と
い
う
。

　

外
国
人
受
入
れ
に
関
す
る
政
策

は
、
ど
の
よ
う
な
外
国
人
の
入
国

を
ど
の
程
度
の
規
模
で
認
め
る
か

に
関
わ
る
「
出
入
国
管
理
政
策
」

と
、
入
国
し
た
外
国
人
を
支
援
し

社
会
の
構
成
員
と
し
て
受
け
入
れ

る
「
多
文
化
共
生
政
策
」
に
分
か

れ
る
。
後
者
は
海
外
で
は
「
統
合

政
策
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

２
０
１
８
年
の
改
正
入
管
法
案

を
巡
る
国
会
審
議
で
は
、
新
た
に

受
け
入
れ
る
外
国
人
労
働
者
を

「
移
民
」
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
が
論

争
と
な
っ
た
。
そ
の
呼
び
方
に
か

か
わ
ら
ず
、
新
た
な
外
国
人
労
働

者
の
受
入
れ
が
成
功
す
る
鍵
は
多

文
化
共
生
政
策
に
あ
る
。
滞
在
が

長
期
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
多
文
化

共
生
政
策
の
ニ
ー
ズ
は
増
し
、
短

期
の
滞
在
だ
と
し
て
も
就
労
・
生

活
環
境
が
良
け
れ
ば
外
国
人
の
満

足
度
が
上
が
り
、
社
会
と
の
摩
擦

や
軋
轢
が
起
き
に
く
い
か
ら
だ
。

　

特
定
技
能
外
国
人
に
認
め
ら
れ

る
在
留
期
間
は
5
年
で
あ
る
が
、

技
能
実
習
生
の
場
合
は
、
特
定
技

能
へ
の
移
行
が
可
能
な
の
で
、
合

計
で
8
年
か
ら
10
年
の
滞
在
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
10
年
滞

在
す
る
外
国
人
を
「
移
民
」
と
呼

ば
な
い
と
し
て
も
、
定
住
者
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
本
は

２
０
０
８
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減

少
が
進
み
、
特
に
生
産
年
齢
人
口

は
今
後
40
年
間
で
２
５
０
０
万
人

以
上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
長
期
的
に
み
れ
ば
、
外
国
人

の
更
な
る
増
加
と
定
住
化
が
進
ん

で
い
く
可
能
性
が
高
い
。
人
口
減

少
を
前
提
に
社
会
の
あ
り
方
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
女
性
や
高
齢
者

そ
し
て
外
国
人
も
含
め
た
多
様
な

人
々
が
活
躍
す
る
新
し
い
社
会
の

形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１   

１
９
７
０
～
２
０
０
０
年
代

の
取
組

　

出
入
国
管
理
政
策
は
国
（
法
務

省
）
の
所
管
だ
が
、
多
文
化
共
生

政
策
は
国
と
地
方
自
治
体
が
連
携

し
て
取
り
組
む
べ
き
分
野
で
あ

る
。
だ
が
日
本
で
は
、
多
文
化
共

生
政
策
は
主
に
外
国
人
住
民
の
多

い
自
治
体
が
こ
れ
ま
で
担
い
、
国

の
取
組
は
大
き
く
遅
れ
て
き
た
。

　

１
９
７
０
年
代
前
半
に
当
時
の

外
国
人
住
民
の
多
数
を
占
め
て
い

た
在
日
コ
リ
ア
ン
の
多
い
川
崎
市

や
大
阪
市
と
い
っ
た
自
治
体
が
、

人
権
の
観
点
か
ら
外
国
人
住
民
施

策
に
取
り
組
み
始
め
た
。
１
９
８

０
年
代
後
半
に
な
る
と
、
新
た
な

外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
が
進

み
、
１
９
９
０
年
の
改
正
入
管
法

施
行
に
よ
っ
て
、
主
に
東
海
地
方

で
南
米
出
身
の
日
系
人
を
中
心
と

す
る
外
国
人
が
急
増
し
た
。
外
国

人
が
集
住
す
る
公
営
住
宅
を
中
心

に
、
ゴ
ミ
出
し
、
騒
音
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
、
外
国
人
の
子
ど

も
が
通
う
学
校
で
は
、
い
じ
め
や

不
就
学
な
ど
の
問
題
も
起
き
た
。

そ
う
し
た
自
治
体
で
は
、
国
際
化

の
観
点
か
ら
多
言
語
で
の
情
報
提

供
や
生
活
相
談
、
日
本
語
教
室
の

支
援
、
ま
た
学
校
で
の
日
本
語
指

導
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。

　

１
９
９
０
年
代
に
外
国
人
労
働

者
が
急
増
し
た
浜
松
市
や
愛
知
県

豊
田
市
、
群
馬
県
大
泉
町
な
ど
13

市
町
が
、
２
０
０
１
年
5
月
に
外

国
人
集
住
都
市
会
議
を
結
成
し

た
。
同
年
10
月
に
「
浜
松
宣
言
」

を
発
表
し
、
日
本
人
住
民
と
外
国

人
住
民
が
共
生
す
る
社
会
づ
く
り

を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
国
に
外

国
人
受
入
れ
体
制
の
整
備
を
求
め

た
。
２
０
０
４
年
3
月
に
は
、
愛

知
県
、
群
馬
県
、
岐
阜
県
、
静
岡

県
、
三
重
県
及
び
名
古
屋
市
が
多

文
化
共
生
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
同
様
に
国
に
対
す
る
提
言
活

動
を
始
め
た
。

執
筆山

脇　

啓
造

明
治
大
学
国
際
日
本
学
部
教
授
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こ
う
し
た
自
治
体
の
動
き
を
受

け
て
、
２
０
０
６
年
3
月
、
総
務

省
は
「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
全

国
の
自
治
体
に
多
文
化
共
生
を
推

進
す
る
指
針
や
計
画
の
策
定
を
求

め
た
。
そ
れ
以
降
、
そ
う
し
た
指

針
や
計
画
を
策
定
す
る
自
治
体
が

増
加
し
た
。
同
プ
ラ
ン
の
も
と
と

な
っ
た
総
務
省
「
多
文
化
共
生
の

推
進
に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
書

に
は
、「
地
域
に
お
け
る
多
文
化

共
生
」
が
「
国
籍
や
民
族
な
ど
の

異
な
る
人
々
が
、
互
い
の
文
化
的

ち
が
い
を
認
め
合
い
、
対
等
な
関

係
を
築
こ
う
と
し
な
が
ら
、
地
域

社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
き

て
い
く
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
同
プ
ラ
ン
が
「
生
活
者

と
し
て
の
外
国
人
」
と
い
う
観
点

を
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、
２
０
０

６
年
12
月
に
は
政
府
が
一
体
と

な
っ
て
外
国
人
の
生
活
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、「『
生
活
者
と
し
て

の
外
国
人
』
に
関
す
る
総
合
的
対

応
策
」
も
策
定
さ
れ
た
。
日
本
政

府
が
初
め
て
策
定
し
た
多
文
化
共

生
（
統
合
）
政
策
の
基
本
方
針
と

言
え
る
。

　

２
０
０
８
年
9
月
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
日
本
の
景

気
は
急
速
に
悪
化
し
、
南
米
系
日

系
人
を
中
心
と
す
る
外
国
人
労
働

者
の
多
く
は
解
雇
さ
れ
た
。
政
府

は
２
０
０
９
年
1
月
に
内
閣
府
に

定
住
外
国
人
施
策
推
進
室
を
設
置

し
、
外
国
人
労
働
者
支
援
に
取
り

組
ん
だ
。

２  

２
０
１
０
年
代
の
取
組

　

２
０
１
０
年
8
月
に
日
系
定
住

外
国
人
施
策
に
関
す
る
基
本
指
針

を
策
定
す
る
と
、
そ
れ
以
降
、
政

府
の
取
組
は
日
系
外
国
人
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
た
。
一

方
、
自
治
体
の
施
策
は
、
外
国
人

を
支
援
の
対
象
と
み
る
観
点
か
ら

外
国
人
を
地
域
づ
く
り
の
担
い
手

と
み
な
す
観
点
に
次
第
に
移
っ
て

い
っ
た
。
こ
れ
を
筆
者
は
「
多
文

化
共
生
２
・
０
」（
多
文
化
共
生

の
第
2
ス
テ
ー
ジ
）
と
呼
ん
で
い

る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、

２
０
１
２
年
1
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
日
韓
欧
多
文
化
共
生
都
市

（
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
シ

テ
ィ
）
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
。
欧
州

か
ら
は
、
欧
州
評
議
会
が
多
様
性

を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
を
目
指

し
て
始
め
た
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
会

員
都
市
で
あ
る
リ
ス
ボ
ン
市
長

（
現
ポ
ル
ト
ガ
ル
首
相
）
ら
が
参

加
し
た
。
韓
国
か
ら
は
水
原
市
長

ら
が
参
加
し
、
日
本
か
ら
は
、
浜

松
市
長
、
新
宿
区
長
、
大
田
区
長

の
３
首
長
が
参
加
し
た
。
サ
ミ
ッ

ト
の
最
後
に
採
択
さ
れ
た
東
京
宣

言
は
、「
文
化
的
多
様
性
を
都
市

の
活
力
、
革
新
、
創
造
、
成
長
の

源
泉
と
す
る
」
こ
と
を
謳
っ
て
い

る
。

　

一
方
、
２
０
１
０
年
代
に
は
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
深
刻

な
地
方
の
小
規
模
自
治
体
に
お
い

て
も
、
多
文
化
共
生
の
取
組
が
進

ん
だ
。
代
表
例
が
２
０
１
３
年
に

多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た

広
島
県
安
芸
高
田
市
（
人
口
約
3

万
人
）
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
に

策
定
さ
れ
た
同
市
の
第
2
次
プ
ラ

ン
で
は
、「
移
住
・
定
住
し
た
く

な
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
」
を

基
本
目
標
に
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、

多
文
化
共
生
の
観
点
に
立
っ
た
地

方
創
生
の
取
組
と
言
え
る
。
２
０

１
９
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基

本
方
針
２
０
１
９
」
で
も
、「
多

文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
」
と
し

て
、「
新
た
な
在
留
資
格
の
創
設

を
踏
ま
え
、
外
国
人
材
の
地
域
へ

の
定
着
に
向
け
、
受
入
支
援
や
共

生
支
援
を
行
う
」
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
安
芸
高
田
市
の

よ
う
な
自
治
体
が
増
え
て
い
く
だ

ろ
う
。

　

こ
う
し
た
２
０
１
０
年
代
の
自

治
体
の
新
し
い
動
き
を
踏
ま
え

て
、
総
務
省
は
２
０
１
７
年
3
月

に
「
多
文
化
共
生
事
例
集
」
を
策

定
し
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
」、「
生
活
支
援
」、「
多
文
化

共
生
の
地
域
づ
く
り
」
に
加
え

て
、「
地
域
の
活
性
化
や
グ
ロ
ー

バ
ル
化
へ
の
貢
献
」
と
い
う
新
た

な
多
文
化
共
生
施
策
の
柱
を
提
起

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
１
８

年
12
月
の
入
管
法
改
正
等
を
踏
ま

え
て
、
２
０
１
９
年
10
月
に
、
新

た
な
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
の

策
定
を
目
指
し
た
研
究
会
を
立
ち

上
げ
た
。

　

な
お
、
２
０
１
０
年
代
の
自
治

体
の
も
う
一
つ
の
新
し
い
動
き
と

し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
外
国
人

へ
の
偏
見
や
差
別
に
対
す
る
取
組

で
あ
る
。
大
阪
市
は
２
０
１
６
年

1
月
に
全
国
に
先
駆
け
て
「
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
処
に
関
す
る

条
例
」
を
策
定
し
た
。
世
田
谷
区

は
２
０
１
８
年
3
月
に
「
多
様
性

を
認
め
合
い
男
女
共
同
参
画
と
多

文
化
共
生
を
推
進
す
る
条
例
」
を

策
定
し
た
。
同
条
例
は
、
国
籍
や

民
族
の
違
い
を
理
由
に
し
た
差
別

や
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
へ

の
差
別
の
解
消
を
目
指
し
、
苦
情

処
理
の
仕
組
み
を
規
定
し
て
い

る
。
差
別
解
消
を
目
指
し
た
多
文

化
共
生
の
条
例
と
し
て
は
全
国
初

で
あ
り
、
多
文
化
共
生
と
男
女
共

同
参
画
の
両
者
を
取
り
上
げ
た
条

例
と
し
て
も
全
国
初
と
な
る
。
東

京
都
も
２
０
１
８
年
10
月
に
、「
多

様
な
性
の
理
解
」
と
「
本
邦
外
出

身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
」
の
推

進
を
目
指
し
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

憲
章
に
う
た
わ
れ
る
人
権
尊
重
の

理
念
の
実
現
を
目
指
す
条
例
」
を

制
定
し
て
い
る
。

３  

学
校
教
育
と
多
文
化
共
生

　

多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
の
た

め
に
は
、
様
々
な
分
野
の
取
組
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
次
世
代

の
育
成
と
い
う
中
長
期
的
な
観
点

か
ら
重
要
な
の
が
、
学
校
教
育
分

野
の
取
組
で
あ
る
。
多
文
化
共
生

に
取
り
組
む
横
浜
市
が
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
分
野
で
も
あ
る
。

　

文
部
科
学
省
（
文
科
省
）
に
よ

れ
ば
、
２
０
１
８
年
5
月
現
在
、

日
本
の
公
立
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
外
国
人
児
童
生
徒
は
９
万
３
１

３
３
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
日

本
語
指
導
が
必
要
な
外
国
籍
児
童

生
徒
は
４
万
４
８
５
人
（
約

43
％
）
で
あ
る 

。
こ
の
数
は
、

文
科
省
が
統
計
を
と
り
始
め
た
１

９
９
１
年
の
５
４
６
３
人
か
ら
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
一
次

減
少
し
た
も
の
の
、
大
き
く
増
加

し
て
い
る
。
加
え
て
、
日
本
語
指

導
が
必
要
な
日
本
籍
児
童
生
徒
も

１
万
２
７
４
人
い
る
。
日
本
語
指

導
が
必
要
な
外
国
人
児
童
生
徒
数

の
都
道
府
県
別
内
訳
を
み
る
と
、

愛
知
県
が
突
出
し
て
多
く
、
神
奈

川
県
、
東
京
都
、
静
岡
県
が
続
く
。

　

１
９
９
０
年
代
以
降
の
外
国
人

児
童
生
徒
の
増
加
に
応
じ
て
、
文

科
省
は
様
々
な
対
策
を
と
っ
て
き

た
。
日
本
語
指
導
等
に
対
応
し
た

教
員
の
配
置
、
外
国
人
児
童
生
徒

担
当
の
指
導
主
事
や
教
員
等
を
対
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象
と
し
た
連
絡
協
議
会
や
日
本
語

指
導
の
た
め
の
指
導
者
養
成
研
修

会
の
開
催
、
日
本
語
初
期
指
導
と

教
科
指
導
を
つ
な
げ
る
Ｊ
Ｓ
Ｌ

（
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
児
童
生
徒
の

日
本
語
能
力
を
把
握
す
る
仕
組
み

（
Ｄ
Ｌ
Ａ
）
の
開
発
、
外
国
人
児

童
生
徒
教
育
を
推
進
す
る
モ
デ
ル

地
域
の
支
援
事
業
、
外
国
人
児
童

生
徒
教
育
を
担
う
教
員
の
養
成
・

研
修
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、各
種
教
材
・

資
料
の
作
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
特
に
、「
外
国
人
児
童
生
徒

受
入
の
手
引
き
」（
２
０
１
１
年

作
成
、
２
０
１
９
年
改
訂
）
は
、

多
文
化
共
生
の
観
点
を
取
り
入
れ

て
お
り
注
目
に
値
す
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
４
年
に
は
、

日
本
語
指
導
が
「
特
別
の
教
育
課

程
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
２
０
１
７
年
か
ら
は
、
課

題
に
応
じ
て
特
別
に
増
員
さ
れ
る

加
配
定
数
に
含
ま
れ
て
い
た
日
本

語
指
導
が
児
童
生
徒
数
に
応
じ
て

自
動
的
に
決
ま
る
基
礎
定
数
に
組

み
込
ま
れ
、
安
定
的
に
教
員
が
配

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
学

習
指
導
要
領
（
２
０
１
７
年
3
月

公
示
）
で
は
、
初
め
て
、「
特
別

な
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
へ
の

指
導
」
と
し
て
、「
日
本
語
の
習

得
に
困
難
の
あ
る
児
童
に
対
す
る

日
本
語
指
導
」
が
明
記
さ
れ
た
こ

と
も
大
き
な
前
進
と
言
え
る
。

　

一
方
、
外
国
人
児
童
生
徒
の
多

い
自
治
体
で
は
、
独
自
に
日
本
語

指
導
等
を
担
当
す
る
教
員
、
非
常

勤
講
師
、
日
本
語
指
導
協
力
者
等

の
配
置
、
担
当
教
員
や
支
援
員
等

の
連
絡
協
議
会
や
研
修
会
の
開

催
、
拠
点
校
・
セ
ン
タ
ー
校
や
日

本
語
指
導
教
室
、
教
育
相
談
窓
口

の
設
置
、
各
種
教
材
・
資
料
の
作

成
な
ど
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
外

国
人
児
童
生
徒
教
育
の
基
本
指
針

を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く

な
い
。
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
市
民
団
体
に
よ
る
外
国
人
児
童

生
徒
の
日
本
語
や
教
科
学
習
へ
の

支
援
活
動
も
、
こ
れ
ま
で
各
地
で

活
発
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
外

国
人
児
童
生
徒
の
教
育
の
た
め
に

は
、
学
校
を
中
心
に
、
保
護
者
、

自
治
会
・
町
内
会
や
市
民
団
体
等

が
連
携
し
て
、
地
域
社
会
が
一
体

と
な
っ
た
取
組
が
欠
か
せ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
が
約
30
年
続
い

て
き
た
が
、
外
国
人
児
童
生
徒
の

受
入
体
制
は
い
ま
だ
十
分
に
整
備

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
日

本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
の

約
2
割
が
日
本
語
指
導
等
特
別
な

指
導
を
受
け
て
い
な
い
し
、
そ
も

そ
も
日
本
語
指
導
が
必
要
か
ど
う

か
、
日
本
語
能
力
を
測
定
せ
ず
に

判
断
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た

め
、
こ
の
割
合
は
更
に
高
い
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
指
導

を
担
当
す
る
教
員
が
日
本
語
教
育

の
専
門
知
識
と
経
験
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
も
多
い
。

　

２
０
１
８
年
度
の
文
科
省
の
調

査
で
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
高

校
生
の
中
退
・
進
路
状
況
が
初
め

て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
日
本
語
指

導
が
必
要
な
高
校
生
等
の
中
退
・

進
路
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
高
校

生
等
と
比
較
す
る
と
中
途
退
学
率

で
７
・
４
倍
、
就
職
者
に
お
け
る

非
正
規
就
職
率
で
９
・
３
倍
、
進

学
も
就
職
も
し
て
い
な
い
者
の
率

で
２
・
７
倍
高
く
な
っ
た
。
ま

た
、
進
学
率
で
は
全
高
校
生
等
の

6
割
程
度
と
な
っ
た
。
ま
た
、
２

０
１
９
年
度
に
は
、
外
国
人
の
子

ど
も
の
不
就
学
状
況
の
調
査
も
行

い
、
義
務
教
育
諸
学
校
、
外
国
人

学
校
等
の
い
ず
れ
に
も
就
学
し
て

い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
者
１

千
人
を
含
め
て
、
不
就
学
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
子
ど
も
は

約
２
万
人
と
な
る
こ
と
を
公
表
し

た
。
住
民
登
録
手
続
の
際
に
就
学

案
内
を
行
っ
て
い
な
い
自
治
体
が

16
・
３
％
、
小
中
学
校
新
入
学
相

当
の
年
齢
の
外
国
人
の
子
ど
も
が

い
る
家
庭
に
就
学
案
内
を
送
付
し

て
い
な
い
自
治
体
が
37
・
３
％
と

な
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
根
本
的
な
原

因
は
、
国
に
外
国
人
受
入
れ
の
ビ

ジ
ョ
ン
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
前
述
の
よ
う
に
、
総
務
省
は

自
治
体
に
多
文
化
共
生
を
推
進
す

る
指
針
・
計
画
の
策
定
や
担
当
部

署
の
設
置
を
求
め
る
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
そ
れ
を
受
け
、
指
針
・
計

画
や
部
署
を
設
置
し
た
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
一
方
、
国
に
は
、

多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
指
針
や

計
画
も
担
当
部
署
も
存
在
し
な

い
。
学
校
教
育
分
野
で
も
、
多
文

化
共
生
の
観
点
に
立
っ
た
外
国
人

児
童
生
徒
教
育
の
指
針
を
策
定
す

る
自
治
体
が
あ
っ
て
も
、
文
科
省

に
は
そ
う
し
た
指
針
が
存
在
し
な

い
。
文
科
省
が
設
置
し
た
「
学
校

に
お
け
る
外
国
人
児
童
生
徒
等
に

対
す
る
教
育
支
援
に
関
す
る
有
識

者
会
議
」
の
報
告
書
（
２
０
１
６

年
6
月
）
は
、「
こ
れ
か
ら
の
外

国
人
児
童
生
徒
等
教
育
に
あ
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
」
と
し

て
、「
多
文
化
共
生
に
基
づ
く
外

国
人
児
童
生
徒
等
教
育
」
を
掲
げ

る
と
と
も
に
、「
外
国
人
児
童
生

徒
等
教
育
に
お
け
る
国
の
基
本
的

な
方
針
を
示
す
」
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
更
に
言
え
ば
、こ
れ
ま
で
、

外
国
人
学
校
の
存
在
等
を
理
由

に
、
外
国
人
に
就
学
の
義
務
を
課

す
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
い
う

国
の
姿
勢
に
基
本
的
な
問
題
が
あ

る
。

今
後
の
課
題

　

国
は
こ
れ
ま
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
す
べ
く
、
外
国
か
ら
の

高
度
人
材
や
留
学
生
の
受
入
れ
を

推
進
し
て
き
た
。
経
済
連
携
協
定

に
よ
る
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
候

補
者
の
受
入
れ
も
進
め
て
き
た
。

２
０
１
５
年
以
降
、
国
家
戦
略
特

区
に
お
い
て
家
事
や
創
業
、
農
業

分
野
の
外
国
人
材
も
受
け
入
れ
て

い
る
。
ま
た
、
第
三
国
定
住
制
度

に
よ
っ
て
少
数
な
が
ら
難
民
も
受

け
入
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
9

月
に
「
介
護
」
の
在
留
資
格
を
創

設
し
、
同
年
11
月
に
は
技
能
実
習

法
が
施
行
さ
れ
、
実
習
期
間
を
3

年
か
ら
5
年
に
延
長
す
る
な
ど
、

技
能
実
習
制
度
を
拡
充
し
た
。
そ

し
て
２
０
１
９
年
4
月
に
、「
特

定
技
能
」
外
国
人
の
受
入
れ
が
始

ま
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
外
国
人
の
受
入
れ

は
少
し
ず
つ
拡
大
し
て
き
た
が
、

前
述
の
よ
う
に
、
外
国
人
受
入
れ

全
体
の
基
本
理
念
や
政
策
の
基
本

的
方
向
性
は
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。
今
こ
そ
、
自
治
体
の
取
組
を

参
考
に
、
国
は
多
文
化
共
生
社
会

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
国
と
自
治
体
、
企

業
や
市
民
団
体
等
が
連
携
し
て
、

そ
う
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
取

り
組
む
た
め
に
は
、
多
文
化
共
生

（
社
会
統
合
）
を
推
進
す
る
基
本

法
の
制
定
と
担
当
組
織
の
設
置
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

今
回
の
総
合
的
対
応
策
に
は
、

多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
法
律
の

制
定
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
同
法

の
目
的
は
、
多
文
化
共
生
社
会
づ

く
り
の
基
本
理
念
を
定
め
、
国
や

都
道
府
県
に
基
本
計
画
の
策
定
を
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義
務
づ
け
、
施
策
の
推
進
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
に
あ
る
。
基
本
法

を
制
定
し
て
こ
そ
、
国
と
自
治

体
、
企
業
や
市
民
団
体
等
と
の
連

携
も
進
み
、
地
域
社
会
の
取
組
が

よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。
国
や
自
治
体
が
連
携
し
て
取

り
組
む
男
女
共
同
参
画
施
策
、
障

害
者
施
策
、
高
齢
社
会
対
策
な
ど

に
は
、
施
策
を
推
進
す
る
基
本
法

が
あ
り
、
同
様
に
「
多
文
化
共
生

社
会
基
本
法
」
の
制
定
が
必
要
な

の
で
あ
る
。

　

国
の
担
当
組
織
と
し
て
は
、
２

０
１
９
年
4
月
に
法
務
省
の
入
国

管
理
局
を
拡
充
し
て
出
入
国
在
留

管
理
庁
を
設
置
し
、
同
省
の
総
合

調
整
機
能
の
下
、
政
府
が
一
丸
と

な
っ
て
「
外
国
人
と
の
共
生
社
会

の
実
現
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。
同
庁
は
、
出
入
国

管
理
部
と
在
留
管
理
支
援
部
か
ら

な
り
、
後
者
に
置
か
れ
た
在
留
支

援
課
が
、
外
国
人
支
援
や
共
生
施

策
を
担
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
法
務
省
が
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
出
入
国
管
理
や
在
留
管

理
に
加
え
、「
在
留
支
援
」
に
力

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
懸
念

さ
れ
る
。

　

学
校
教
育
分
野
で
は
、
多
文
化

共
生
教
育
基
本
指
針
の
策
定
と
学

習
指
導
要
領
へ
の
反
映
が
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
教
員
養
成
課
程

に
お
け
る
日
本
語
教
育
や
多
文
化

共
生
に
関
す
る
科
目
を
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
外
国
人
児
童
生
徒
等

教
育
を
担
当
す
る
教
員
の
資
格
の

設
置
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
外
国

人
児
童
生
徒
に
関
す
る
各
種
デ
ー

タ
を
整
備
す
る
こ
と
も
国
の
役
割

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
外
国
人
児
童

生
徒
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保

障
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
外
国
人
学
校
も
学
校

教
育
法
上
の
「
学
校
」
に
相
当
す

る
と
位
置
付
け
た
上
で
、
外
国
人

児
童
生
徒
も
日
本
人
児
童
生
徒
と

同
様
に
義
務
教
育
諸
学
校
の
対
象

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

一
方
、
多
文
化
共
生
社
会
の
形

成
に
向
け
た
自
治
体
の
主
な
課
題

は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
第
一

に
、
庁
内
に
多
文
化
共
生
の
担
当

部
署
を
定
め
る
と
と
も
に
、
多
文

化
共
生
の
指
針
や
計
画
を
定
め
る

こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
多
文
化

共
生
と
人
権
や
教
育
な
ど
庁
内
の

担
当
部
署
間
の
連
携
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
町
村
と
都
道
府
県
そ

し
て
行
政
と
民
間
の
連
携
に
取
り

組
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
そ
う
し
た
連
携
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
人
材
が
必
要
で
あ

る
。
第
三
に
、
多
文
化
共
生
の
地

域
づ
く
り
の
成
功
事
例
を
つ
く

り
、
そ
れ
を
社
会
に
発
信
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
鍵
と
な
る
の
は
多
文

化
共
生
の
学
校
づ
く
り
で
あ
る
。

筆
者
が
二
つ
の
著
書
（『
多
文
化

共
生
の
学
校
づ
く
り
ー
横
浜
市
い

ち
ょ
う
小
学
校
の
挑
戦
』
明
石
書

店
、
２
０
０
５
年
、『
新 

多
文
化

共
生
の
学
校
づ
く
り
ー
横
浜
市
の

挑
戦
』明
石
書
店
、
２
０
１
９
年
）

で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
横
浜
市
に

は
多
文
化
共
生
の
学
校
づ
く
り
の

先
進
事
例
が
あ
る
。
多
文
化
共
生

の
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

以
下
の
三
つ
の
取
組
が
重
要
で
あ

る
。

　

一
つ
は
、
多
文
化
共
生
の
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
た
校
長
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ

る
。
近
年
、
大
学
や
一
部
の
高
校

で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の

た
め
に
、
多
様
な
文
化
背
景
を

持
っ
た
人
々
と
協
働
す
る
教
育
実

践
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
取
組
は
、
義
務
教

育
段
階
か
ら
始
め
て
こ
そ
効
果
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。
校
長
が
多
文

化
共
生
の
理
念
を
学
校
運
営
方
針

の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
多
文
化
共
生
の
授

業
づ
く
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本

国
民
の
中
に
は
、
国
際
結
婚
や
外

国
滞
在
な
ど
に
よ
っ
て
、
多
様
な

文
化
的
背
景
を
持
つ
人
々
が
い
る

こ
と
を
児
童
生
徒
が
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
国
語
や
社
会
の
教
材
や
授
業

内
容
の
見
直
し
が
必
要
だ
ろ
う
。

次
に
、
市
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
育
成
の
た
め
の
教
育
も
重
要

で
あ
る
。
国
籍
の
如
何
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
も
が
日
本
社
会
そ
し
て

地
域
社
会
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と

を
学
ぶ
。
そ
の
際
、
在
日
コ
リ
ア

ン
な
ど
外
国
人
の
定
住
化
に
つ
い

て
、
歴
史
的
な
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
必
要
だ
ろ
う
。
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
出
発
点
に
、
地
球
市
民
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
結
び
つ

け
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

保
障
す
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
教
育
は
在
日
コ
リ
ア
ン

の
多
い
関
西
の
小
中
学
校
を
中
心

に
、
長
い
間
、
実
践
さ
れ
て
き
た
。

同
じ
言
語
と
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を

望
む
児
童
生
徒
が
、
一
定
の
人
数

に
達
し
た
学
校
で
は
、
そ
う
し
た

児
童
生
徒
が
そ
の
言
語
や
文
化
を

学
ぶ
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
さ
ら
に
、
運
動
会
や
学
習

発
表
会
の
よ
う
な
学
校
行
事
に
お

い
て
も
、
多
文
化
共
生
の
観
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
解
説

（
２
０
１
７
年
7
月
）
で
は
、「
帰

国
児
童
や
外
国
人
児
童
，
外
国
に

つ
な
が
る
児
童
と
共
に
学
ぶ
こ
と

を
通
じ
て
，
互
い
の
長
所
や
特
性

を
認
め
，
広
い
視
野
を
も
っ
て
異

文
化
を
理
解
し
共
に
生
き
て
い
こ

う
と
す
る
姿
勢
を
育
て
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」

（
総
則
編
１
１
５
頁
）、「
外
国
人

児
童
や
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
に

つ
い
て
は
，
課
外
に
お
い
て
当
該

国
の
言
語
や
文
化
の
学
習
の
機
会

を
設
け
る
こ
と
な
ど
に
も
配
慮
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」（
総
則

編
１
１
７
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　

三
つ
目
は
、
学
校
と
地
域
の
連

携
で
あ
る
。
日
本
語
指
導
が
必
要

な
児
童
生
徒
の
日
本
語
教
育
そ
し

て
教
科
学
習
の
支
援
の
た
め
に

は
、
地
域
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
学
校

ご
と
に
、
教
職
員
と
保
護
者
と
自

治
会
・
町
内
会
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
か
ら
な
る
連
絡
会
を

つ
く
り
、
日
本
語
学
習
や
教
科
学

習
そ
し
て
多
文
化
共
生
教
育
の
支

援
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
学
校
が
、
保
護
者

や
地
域
住
民
に
向
け
て
、
多
文
化

共
生
の
学
校
づ
く
り
に
関
す
る
発

信
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

＊
本
稿
は
山
脇
啓
造
「
多
文
化
共
生
の

新
時
代
へ
」（『
自
治
体
国
際
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
２
０
１
９
年
1
月
号
）
を
大
幅

に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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１  

は
じ
め
に

　

本
市
の
外
国
人
人
口
は
、
２
０

１
９
（
平
成
31
）
年
４
月
末
に
初

め
て
10
万
人
を
突
破
し
、
今
後
総

人
口
が
減
少
傾
向
に
転
じ
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
な

お
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
の
数
は
、
全
国
の
自
治
体
の

中
で
大
阪
市
に
次
い
で
２
番
目
に

多
く
、
前
年
の
増
加
数
は
国
内

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
（
表
１
）。

　

な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
人

口
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く

「
登
録
人
口
」
で
あ
り
、
国
勢
調

査
の
確
定
値
を
基
に
し
た
「
推
計

人
口
」
と
は
定
義
が
異
な
る
。

　

外
国
人
は
、
か
つ
て
は
外
国
人

登
録
制
度
と
い
う
、
日
本
人
と
は

別
の
制
度
で
把
握
さ
れ
て
い
た

が
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に

「
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
、
外
国
人
も
日
本
人
と
同
様

に
、
観
光
や
出
張
な
ど
に
よ
る
短

期
滞
在
者
を
除
き
、
住
民
票
が
作

成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
住
民

基
本
台
帳
へ
の
登
録
に
よ
り
、
年

齢
別
や
動
態
な
ど
各
種
統
計
が
と

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２  

外
国
人
の
増
加
の
推
移

　

本
市
に
お
い
て
外
国
人
が
増
加

し
始
め
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
か
。

図
１
で
、
外
国
人
登
録
法
が
施
行

さ
れ
た
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年

以
降
の
推
移
を
み
る
と
、
１
９
８

０
（
昭
和
55
）
年
ま
で
は
微
増
傾

向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
１

～
２
万
人
台
で
比
較
的
安
定
し
て

い
た
。

　

し
か
し
、
80
年
代
後
半
に
な
る

と
急
増
し
、
外
国
人
は
３
万
人
を

超
え
、
こ
の
時
期
に
外
国
人
の
大

幅
な
流
入
超
過
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
時
点

で
は
外
国
人
は
５
万
人
を
超
え
、

そ
の
後
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
若
干
、

増
加
の
勢
い
は
停
滞
す
る
が
、
近

年
に
な
る
と
再
び
増
加
幅
が
大
き

く
な
り
、
２
０
１
９
（
平
成
31
）

年
に
10
万
人
に
達
し
た
。

　

１
９
８
０
年
か
ら
の
約
40
年

間 

で
、
総
人
口
の
増
加
が
１
・

３
倍
（
約
２
８
１
万
人
か
ら
３
７

５
万
人
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
外

国
人
人
口
は
５
倍
近
く
増
加
し
た

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
総

人
口
に
占
め
る
割
合
も
、
１
９
８

０
年
に
０
・
７
％
だ
っ
た
も
の

が
、
２
０
１
９
年
に
は
２
・
７
％

と
４
倍
ほ
ど
に
拡
大
し
て
い
る
。

３  

国
籍
別
の
推
移

　

表
２
で
、
国
籍
別
に
推
移
を
み

る
と
、
１
９

５
２
（
昭
和

27
）
年
か
ら

１
９
８
５

（
昭
和
60
）

年
頃
ま
で
、

外
国
人
の
半

数
を
占
め
て

い
た
の
は
、

戦
後
、
そ
の

多
く
が
日
本

へ
の
在
留
を

選
択
し
た
韓

国
・
朝
鮮
で

あ
り
、
他
の

国
籍
は
中

国
、
米
国
、

英
国
が
比
較

的
多
い
程
度
で
、
そ
れ
ら
以
外
は

極
め
て
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
80
年
代
後
半
か
ら

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
い
て
高
度
成
長

を
果
た
し
た
日
本
へ
の
留
学
や
就

労
の
関
心
度
が
高
ま
り
、
中
国
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
増
加
が
始
ま
る
。

他
方
、
バ
ブ
ル
経
済
の
進
行
に
伴

い
、
製
造
業
や
建
設
業
を
中
心
に

外
国
人
の
単
純
労
働
の
需
要
増
と

不
法
就
労
が
問
題
化
し
、
こ
れ
を

執
筆伊

藤　

智
啓

政
策
局
統
計
情
報
課
担
当
係
長

表１　外国人人口の多い市区－全国（2019年1月1日現在）

増加数(人) 増加率

1 大阪市 （大阪府） 137,467 5.1% 5,885 4.5%
2 横浜市 （神奈川県） 97,532 2.6% 6,092 6.7%
3 名古屋市 （愛知県） 83,244 3.6% 4,688 6.0%
4 神戸市 （兵庫県） 48,205 3.1% 1,325 2.8%
5 京都市 （京都府） 46,451 3.3% 2,169 4.9%
6 新宿区 （東京都） 43,068 12.4% 640 1.5%
7 川崎市 （神奈川県） 41,702 2.8% 2,891 7.4%
8 福岡市 （福岡県） 37,130 2.4% 1,873 5.3%
9 川口市 （埼玉県） 35,988 6.0% 2,709 8.1%
10 江戸川区 （東京都） 35,710 5.1% 2,253 6.7%
資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（総務省）

2018年中の増加総人口に
占める割合

外国人人口
（人）

市区

（元データ）
年 登録外国人総人口に占め総人口（日本人日本人

12月31日 1952 12,568 1.2 1,049,132 1,049,132

12月31日 1955 14,777 1.3 1,150,846 1,150,846

12月31日 1960 16,815 1.2 1,387,960 1,387,960

12月31日 1965 18,581 1.0 1,806,461 1,806,461

12月31日 1970 20,648 0.9 2,262,625 2,262,625

12月31日 1975 20,979 0.8 2,629,548 2,629,548

3月31日 1980 20,619 0.7 2,808,106 2,787,487

3月31日 1985 24,079 0.8 3,036,963 3,012,884

3月31日 1990 38,603 1.2 3,249,210 3,210,607

3月31日 1995 46,723 1.4 3,327,993 3,281,270

3月31日 2000 56,167 1.6 3,459,244 3,403,077

3月31日 2005 69,965 1.9 3,614,069 3,544,104

3月31日 2010 77,419 2.1 3,704,419 3,627,000

3月31日 2015 82,489 2.2 3,733,554 3,651,065

6月30日 2019 101,039 2.7 3,753,759 3,652,720

1.2 
1.3 1.2 

1.0 
0.9 

0.8 0.7 0.8 

1.2 

1.4 

1.6 

1.9 
2.1 

2.2 

2.7 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

登録外国人数 総人口に占める割合

図１ 外国人人口の推移－横浜市
（1952年～2019年）

（人） （％）
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7
受
け
る
形
で
１
９
９
０
（
平
成

２
）
年
に
入
管
法
（
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
）
が
改
正
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
系
３
世
と

そ
の
配
偶
者
と
子
供
に
対
し
て
、

就
労
制
限
の
な
い
在
留
資
格
が
付

与
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
影

響
で
南
米
の
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー

が
急
増
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
中
国

の
増
加
が
目
覚
ま
し

く
、
２
０
０
０
（
平

成
12
）年
に
は
韓
国
・

朝
鮮
を
上
回
る
水
準

に
達
し
、
現
在
は
４

万
人
を
超
え
て
国
籍

別
で
最
多
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
長
年

ト
ッ
プ
の
座
に
あ
っ

た
韓
国
・
朝
鮮
は
漸

減
傾
向
に
あ
る
。
近

年
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

と
ネ
パ
ー
ル
の
増
加
が
著
し
く
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の
人
口

で
比
較
す
る
と
倍
増
の
勢
い
と

な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
本
市
に
居
住
す
る
外
国

人
の
国
籍
（
出
身
地
）
の
数
は
、

１
６
０
の
国
や
地
域
に
及
ぶ
。

　

中
国
、
韓
国
・
朝
鮮
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
上
位
４
か
国

で
全
体
の
７
割
を
占
め
る
が
、
地

域
別
に
分
類
し
、
そ
の
割
合
を
み

る
と
、
こ
れ
ら
を
含
む
ア
ジ
ア
が

圧
倒
的
に
高
く
、

・
ア
ジ
ア　
　
　
　

86
・
７
％

・
中
南
ア
メ
リ
カ　

４
・
７
％

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ　
　

４
・
２
％

・
北
ア
メ
リ
カ　
　

３
・
１
％

・
ア
フ
リ
カ　
　
　

０
・
７
％

・
オ
セ
ア
ニ
ア　
　

０
・
５
％

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

４  

外
国
人
の
人
口
規
模

　

表
３
か
ら
、
直
近
の
２
０
１
９

（
令
和
元
）
年
６
月
末
日
現
在
の

本
市
の
外
国
人
人
口
は
10
万
１
０

３
９
人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
２
・
７
％
で
、
西
区
の
人
口

（
10
万
３
０
６
０
人
）
に
匹
敵
す

る
ほ
ど
の
規
模
に
ま
で
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

　

行
政
区
別
に
み
る
と
、
地
理
的

に
京
浜
工
業
地
帯
か
ら
市
の
中
心

部
に
か
け
て
の
鶴
見
区
、
神
奈
川

区
、
西
区
、
中
区
、
南
区
で
、
総

じ
て
多
く
の
外
国
人
が
居
住
し
て

い
る
。
こ
の
一
帯
は
、
製
造
業
や

小
売
業
、
飲
食
・
宿
泊
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
所
が
集
積
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
５
区
で
市
全
体
の
外
国
人
の

半
数
に
達
す
る
。

　

特
に
中
区
は
、
横
浜
港
が
開
港

し
た
頃
か
ら
外
国
人
居
留
地
と
し

て
栄
え
、
各
国
の
領
事
館
や
外
国

人
向
け
の
施
設
が
置
か
れ
た
こ
と

な
ど
も
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
多
く

の
外
国
人
が
居
住
す
る
土
地
柄
で

あ
る
。
現
在
も
、
外
国
人
人
口
が

18
区
中
１
位
、
人
口
の
１
割
を
外

国
人
が
占
め
て
い
る
。

　

し
か
し
近
年
、
そ
の
様
相
は
変

化
し
つ
つ
あ
り
、
か
つ
て
の
中
区

の
一
極
集
中
か
ら
、
市
内
各
区
で

外
国
人
人
口
が
急
増
し
て
い
る
。

最
近
５
年
間
の
状
況
を
み
る
と
、

日
本
人
が
８
区
で
減
少
す
る
中
、

外
国
人
は
泉
区
で
唯
一
減
少
し
た

以
外
は
、
緑
区
な
ど
14
区
で
３
割

超
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

５  

人
口
動
態

　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
の
１

年
間
に
本
市
の
人
口
は
７
９
５
１

人
増
加
し
た
が
、
内
訳
は
日
本
人

が
１
８
５
９
人
に
対
し
、
外
国
人

が
６
０
９
２
人
で
、
増
加
の
８
割

近
く
を
外
国
人
が
占
め
た
。

　

図
２
で
、
こ
こ
５
年
間
の
動
向

を
み
て
も
、
外
国
人
は
増
加
幅
が

拡
大
傾
向
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
人
は
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

を
除
き
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
こ
の

背
景
に
は
、
日
本
人
は
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
を
境
に
出
生
と
死

亡
と
の
差
が
マ
イ
ナ
ス
（
自
然

表３　行政区別の外国人人口－横浜市（2019年6月末日現在）

外国人 日本人
横浜市 3,753,759 101,039 2.7% 31.9% 0.2%
鶴見区 294,955 13,371 4.5% 39.3% 2.1%
神奈川区 239,725 7,189 3.0% 42.7% 2.5%
西区 103,060 5,209 5.1% 42.0% 4.3%
中区 151,696 16,949 11.2% 13.5% 0.3%
南区 199,923 10,562 5.3% 34.7% ▼ 1.1%
港南区 215,245 2,684 1.2% 30.1% ▼ 1.7%
保土ケ谷区 204,859 5,582 2.7% 32.3% ▼ 0.3%
旭区 247,480 3,066 1.2% 49.6% ▼ 1.6%
磯子区 168,120 4,886 2.9% 47.4% 0.8%
金沢区 199,184 3,211 1.6% 35.8% ▼ 2.9%
港北区 347,672 6,761 1.9% 28.7% 3.0%
緑区 181,245 4,052 2.2% 52.8% 0.6%
青葉区 308,563 4,290 1.4% 40.3% 0.0%
都筑区 212,345 3,544 1.7% 41.8% 0.5%
戸塚区 281,666 4,231 1.5% 34.0% 1.6%
栄区 121,046 1,095 0.9% 16.7% ▼ 2.9%
泉区 153,196 2,501 1.6% ▼ 1.8% ▼ 1.7%
瀬谷区 123,779 1,856 1.5% 30.6% ▼ 2.7%

最近5年間の人口増加率外国人人口
（人）

総人口に
占める割合

総人口
（人）

-4,000

-2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

図２ 最近５年間の人口増加数－横浜市
（2014年～2018年）

日本人 外国人 総人口（日本人＋外国人）

（人）

表２　国籍別外国人人口の推移－横浜市（1952年～2019年） （単位：人）
年 外国人総数 中国 韓国・朝鮮 フィリピン ベトナム ネパール 台湾 インド タイ 米国 ブラジル ペルー 英国
1952 12,568 4,213 6,861 52 1 … … 32 6 520 － … 267
1955 14,777 4,489 8,382 73 1 … … 49 2 704 1 … 236
1960 16,815 4,698 9,697 64 － … … 47 5 1,202 5 … 341
1965 18,581 5,245 10,309 72 … … … 55 … 1,637 … … 318
1970 20,648 5,525 11,368 91 6 … … 62 21 1,818 45 … 372
1975 20,979 4,920 12,222 134 … … … 64 36 1,517 74 … 365
1980 20,619 4,430 12,689 159 50 … … 88 47 1,197 58 7 379
1985 24,079 5,371 13,456 482 112 … … 142 91 1,534 89 17 548
1990 38,603 9,649 15,704 2,067 366 … … 162 291 2,177 2,671 1,151 829
1995 46,723 12,700 15,289 3,365 627 … … 292 595 2,344 3,849 1,376 978
2000 56,167 17,219 15,558 4,955 1,026 … … 443 992 2,489 3,758 1,512 1,038
2005 69,965 24,289 15,933 6,900 1,354 158 … 1,036 1,349 2,744 3,940 1,804 1,174
2010 77,419 33,584 15,273 6,614 1,841 529 … 1,395 1,453 2,388 3,078 1,522 893
2015 82,489 34,062 13,611 6,959 3,853 2,280 2,429 1,918 1,509 2,275 2,358 1,229 769
2019 101,039 40,420 13,565 8,551 7,746 3,993 2,874 2,931 1,681 2,636 2,601 1,221 834
・1975年までは年末、1980年以降は年度末現在（ただし2019年は6月末日現在）
・2010年までは中国に台湾が含まれている
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減
）
に
転
じ
て
お
り
、
そ
れ
を
上

回
る
だ
け
の
転
入
超
過
が
な
け
れ

ば
人
口
増
が
見
込
め
な
い
状
況
が

あ
り
、
外
国
人
の
増
加
が
本
市
の

人
口
増
を
支
え
て
い
る
構
図
が
顕

著
に
表
れ
て
い
る
。

　

表
４
で
、
要
因
（
動
態
）
別
に

み
る
と
、
外
国
人
は
自
然
増
が
少

な
く
、
増
加
の
ほ
と
ん
ど
は
社
会

増
に
よ
る
も
の
で
、
国
外
か
ら
の

転
入
超
過
が
９
０
８
７
人
と
増
加

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
移
動
量
（
転
入
＋
転
出
）
だ

け
で
み
る
と
、
国
際
移
動
よ
り
国

内
移
動
の
ほ
う
が
多
く
、
入
国
し

た
後
も
市
区
町
村
間
で
の
移
動
が

活
発
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
日
本

に
帰
化
す
る
外
国
人
も
年
間
３
０

０
人
ほ
ど
い
る
。

　

一
方
の
日
本
人
は
６
１
１
３
人

の
自
然
減
で
、
今
後
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
に
よ
り
自
然
減
は
更
に

大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
総

人
口
に
占
め
る
外
国
人
の
比
率
が

高
ま
る
現
状
に
お
い
て
、
こ
の

先
、
本
市
の
人
口
減
少
の
ペ
ー
ス

が
急
速
に
進
む
の
か
、
緩
や
か
に

進
む
の
か
は
、
外
国
人
の
人
口
動

態
に
か
か
っ
て
く
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

６  

国
籍
ご
と
の
人
口
分
布

　

表
５
で
、
行
政
区
別
に
外
国
人

の
分
布
状
況
を
み
る
と
、
中
区
、

鶴
見
区
、
南
区
に
お
い
て
１
万
人

超
の
外
国
人
が
居
住
し
て
お
り
、

全
体
の
４
割
が
こ
の
３
区
に
集
中

し
て
い
る
。

　

居
住
エ
リ
ア
の
傾
向
は
、
国
籍

ご
と
に
異
な
る
。
人
口
が
最
多
の

中
国
は
、
中
華
街
を
抱
え
る
地
域

性
か
ら
、
中
区
が
最
も
多
い
。
韓

国
・
朝
鮮
の
ほ
か
、
米
国
も
中
区

が
最
も
多
い
。
米
軍
に
よ
る
主
な

接
収
は
解
除
さ
れ
た
が
、
区
内
に

米
国
人
向
け
の
施
設
や
住
宅
が
多

く
建
て
ら
れ
た
。
他
の
国
籍
で

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
鶴
見
区
、
南

区
、
ベ
ト
ナ
ム
が
鶴
見
区
、
泉
区
、

ブ
ラ
ジ
ル
が
鶴
見
区
で
多
い
特
徴

が
み
ら
れ
る
。
製
造
・
建
設
業
を

中
心
に
外
国
人
の
就
労
を
受
け
入

れ
て
い
る
企
業
や
工
場
な
ど
が
こ

れ
ら
の
地
域
に
多
い
こ
と
に
起
因

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
留
学
生
が

多
い
ネ
パ
ー
ル
は
鶴
見
区
の
ほ

か
、
大
学
や
日
本
語
学
校
が
あ
る

神
奈
川
区
、
西
区
で
多
い
。
イ
ン

ド
は
緑
区
で
多
い
が
、
霧
が
丘
地

区
に
イ
ン
ド
人
が
通
う
ス
ク
ー
ル

が
あ
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
も

深
い
。

７  

年
齢
構
成

　

図
３
は
、
外
国
人
と
日
本
人
、

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
別
割
合
を
グ
ラ

フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）

は
外
国
人
が
83
％
で
、
日
本
人
の

63
％
よ
り
か
な
り
高
い
。

　

５
歳
階
級
別
に
み
る
と
、
外
国

人
で
最
も
多
い
階
級
は
25
～
29
歳

で
、
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
年

層
が
全
体
の
半
数
を
占
め
る
。
一

方
、
日
本
人
で
最
も
多
い
階
級
は

45
～
49
歳
で
、
20
歳
か
ら
39
歳
ま

で
の
層
は
２
割
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

　

グ
ラ
フ
の
形
状
か
ら
も
、
日
本

人
は
少
子
高
齢
化
を
反
映
し
た
年

齢
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
、
外
国

人
は
20
代
・
30
代
の
働
き
盛
り
の

年
代
が
多
い
年
齢
構
成
で
あ
る
の

が
分
か
る
。

８  

在
留
資
格
別
の
状
況

　

在
留
す
る
外
国
人
に
対
し
て

は
、
日
本
に
お
け
る
活
動
の
内
容

や
身
分
・
地
位
に
応
じ
て
「
在
留

資
格
」
と
呼
ば
れ
る
資
格
が
付
与

さ
れ
る
。

　

表
６
で
、
在
留
資
格
別
に
み
る

と
、
本
市
で
は
「
永
住
者
」（
一

般
永
住
者
）
が
３
万
３
９
０
６
人

と
最
も
多
く
、「
特
別
永
住
者
」（
在

日
韓
国
・
朝
鮮
人
な
ど
）
を
含
め

た
永
住
者
が
４
万
人
ほ
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
数
の
多
い
順

に
、「
家
族
滞
在
」（
日
本
で
就
労

ビ
ザ
を
も
っ
て
働
い
て
い
る
外
国

人
の
配
偶
者
や
子
供
）、「
技
術
・

人
文
知
識
・
国
際
業
務
」が
続
く
。

　

一
方
、「
留
学
」や「
技
能
実
習
」

は
、
割
合
と
し
て
は
全
国
に
比
べ

表４　外国人の人口動態－横浜市（2016年～2018年） （単位：人）

出生 死亡 差引
A

転入 転出 差引
B

転入 転出 差引
C

帰化
D

職権等
E A+B+C+D+E

2016年 外国人 789 216 573 12,996 12,101 895 11,034 3,697 7,337 ▼ 372 ▼ 3,272 5,161
2017年 外国人 758 233 525 13,822 13,710 112 11,876 4,011 7,865 ▼ 417 ▼ 3,229 4,856
2018年 外国人 721 195 526 15,066 14,735 331 13,694 4,607 9,087 ▼ 351 ▼ 3,501 6,092
         ※日本人 27,170 33,283 ▼ 6,113 183,274 177,976 5,298 7,997 8,082 ▼ 85 351 2,408 1,859
資料：住民基本台帳による人口、人口動態及び世帯数（総務省）　　　　　　　　　　注：「国内移動」には市内移動を含む。

年次

自然動態 社会動態 人口増減国内移動 国際移動 その他の異動

表５　国籍別外国人の居住区別人口と割合－横浜市（2019年6月末日現在） ※表中の数値の左が人口（人）、右が総数に占める割合（％）

総数 101,039 100.0 40,420 100.0 13,565 100.0 8,551 100.0 7,746 100.0
１位の区 中区 16,949 16.8 中区 9,394 23.2 中区 2,138 15.8 鶴見区 1,329 15.5 鶴見区 1,172 15.1
２位の区 鶴見区 13,371 13.2 南区 5,349 13.2 鶴見区 1,595 11.8 南区 1,158 13.5 泉区 754 9.7
３位の区 南区 10,562 10.5 鶴見区 4,956 12.3 南区 1,511 11.1 中区 776 9.1 南区 657 8.5
４位の区 神奈川区 7,189 7.1 神奈川区 2,922 7.2 港北区 1,229 9.1 港北区 613 7.2 神奈川区 494 6.4

総数 3,993 100.0 2,931 100.0 2,636 100.0 2,601 100.0
１位の区 鶴見区 750 18.8 緑区 979 33.4 中区 629 23.9 鶴見区 1,186 45.6
２位の区 神奈川区 720 18.0 中区 319 10.9 港北区 303 11.5 磯子区 181 7.0
３位の区 西区 608 15.2 鶴見区 292 10.0 青葉区 251 9.5 緑区 155 6.0
４位の区 保土ケ谷区 413 10.3  保土ケ谷区 253 8.6 西区 194 7.4 金沢区 153 5.9

ベトナム

ネパール インド 米　国 ブラジル

外国人 総数 中　国 韓国・朝鮮 フィリピン
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9
本
市
は
ま
だ
低
い
が
、
そ
の
動
向

は
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
市
に
も
ア
ジ
ア
新
興
国
か
ら
多

く
の
留
学
生
や
技
能
実
習
生
が

入
っ
て
き
て
い
る
。

　

図
４
で
、
留
学（
８
７
６
８
人
）

は
、
中
国
が
４
割
を
占
め
て
最
も

多
く
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
を

加
え
た
上
位
３
か
国
で
７
割
を
占

め
る
。
政
府
が
２
０
０
８
（
平
成

20
）
年
に
策
定
し
た
「
留
学
生
30

万
人
計
画
」
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
諸

国
で
日
本
へ
の
留
学
ブ
ー
ム
が
起

き
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

技
能
実
習
（
３
５
７
３
人
）
は
、

ベ
ト
ナ
ム
が
６
割
を
占
め
、
中

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
を
加
え
た
上
位
４
か
国
で
９
割

を
占
め
る
。
特
に
ベ
ト
ナ
ム
と

は
、
本
市
が
現
地
の
自
治
体
や
学

校
と
、
介
護
人
材
受
入
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
て
い
る
が
、
今
後

ベ
ト
ナ
ム

以
外
に
も

対
象
国
を

広
げ
て
い
く
な
ど
、
海
外
か
ら
の

人
材
受
入
が
活
発
化
す
る
動
き
も

あ
る
。

９  

外
国
人
の
今
後
の
動
向

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
さ
ら
に
は
労
働
力
人
口
の
減

少
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
外
国
人

労
働
者
に
依
存
す
べ
き
か
ど
う
か

の
議
論
が
活
発
化
し
て
お
り
、
外

国
人
の
動
向
に
対
す
る
社
会
的
な

関
心
や
政
策
上
の
重
要
性
も
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
深
刻
化
す
る
人

手
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
先

般
、
改
正
出
入
国
管
理
法
が
施
行

さ
れ
た
。
特
定
技
能
１
号
、
２
号

と
い
う
在
留
資
格
を
創
設
し
、
介

護
や
外
食
な
ど
特
定
の
分
野
で
外

国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
拡
大
す

る
も
の
で
あ
る
。
留
学
や
技
能
実

習
か
ら
の
移
行
も
多
く
見
込
ま
れ

て
お
り
、
今
後
、
対
象
分
野
の
拡

大
、
家
族
帯
同
、
さ
ら
に
永
住
へ

の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
本
市
の
外
国
人
の
人
口
規
模

も
新
た
な
段
階
へ
進
む
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た

よ
う
に
、
外
国
人
の
人

口
動
態
は
、
社
会
経
済

や
治
安
と
い
っ
た
国
際

情
勢
を
背
景
に
、
わ
が

国
の
外
国
人
に
対
す
る

政
策
転
換
や
労
働
力
需

要
、
国
民
の
意
識
な
ど

に
よ
っ
て
大
き
く
左
右

さ
れ
る
。
日
本
人
の
人

口
動
態
と
比
べ
て
も
、

そ
の
傾
向
や
パ
タ
ー
ン

が
統
計
上
か
ら
は
読
み

取
り
に
く
く
、
究
極
的

に
言
え
ば
、
外
国
人
に

と
っ
て
の
働
く
場
所
が

有
る
か
否
か
で
、
住
む

場
所
が
決
ま
っ
て
く

る
、
こ
う
し
た
言
い
方

も
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
今
後
の
外
国
人
人

口
の
動
向
を
読
み
解
く
に
は
、
労

働
環
境
の
整
備
や
共
生
社
会
へ
の

取
組
を
は
じ
め
、
内
外
の
情
勢
の

変
化
を
い
か
に
的
確
に
把
握
し
て

い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

図３ 外国人と日本人の年齢階級別割合－横浜市（2019年）

外国人 日本人

表６　在留資格別外国人人口－横浜市・全国（2018年12月末日現在）

人口(人) 割合(%) 人口(人) 割合(%)
総数 97,540 100.0 2,731,093 100.0
身分・地位に基づく資格（活動制限なし）

永住者 33,906 34.8 771,568 28.3
特別永住者 7,820 8.0 321,416 11.8
日本人の配偶者等 5,600 5.7 142,381 5.2
永住者の配偶者等 1,913 2.0 37,998 1.4
定住者 5,351 5.5 192,014 7.0

就労が認められる資格（活動制限あり）
技能実習 3,573 3.7 328,360 12.0
技術・人文知識・国際業務 10,057 10.3 225,724 8.3
技能 2,471 2.5 39,915 1.5
経営・管理 988 1.0 25,670 0.9
企業内転勤 1,409 1.4 17,328 0.6
教育 441 0.5 12,462 0.5
高度専門職 706 0.7 11,061 0.4
その他 1,167 1.2 18,520 0.7

就労の可否が指定される資格
特定活動 1,937 2.0 62,956 2.3

就労が認められない資格
留学 8,768 9.0 337,000 12.3
家族滞在 11,218 11.5 182,452 6.7
文化活動・研修など 215 0.2 4,268 0.2

在留資格 横　浜　市 全　　国

中国
43.4%

ベトナム
18.5%

ネパール
11.4%

韓国
4.7%

その他の国
22.0%

【留学】

ベトナム
61.0%中国

13.8%

フィリピン
8.9%

インドネシア
7.6%

その他の国
8.8%

【技能実習】

図４ 留学及び技能実習の国籍別割合－横浜市（2018年）
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■
横
浜
市
多
文
化
共
生
ま
ち
づ
く

り
指
針

　

横
浜
市
で
は
、
平
成
31
年
４
月

末
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

た
外
国
人
人
口
が
10
万
人
を
突
破

し
た
。
同
じ
く
平
成
31
年
４
月
の

改
正
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
施
行
か
ら
５
年
間
に
全
国
で

最
大
34
万
５
千
人
の
外
国
人
を
受

け
入
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
横
浜

市
で
は
、
今
後
一
層
外
国
人
人
口

は
増
加
し
て
い
く
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。

　

近
年
の
市
内
の
外
国
人
人
口
は

平
成
25
年
以
降
一
貫
し
て
増
加
し

て
い
る
。
こ
の
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
本
市
で
は
、
平
成
29
年
３
月

「
横
浜
市
多
文
化
共
生
ま
ち
づ
く

り
指
針
」
を
策
定
し
た
。
同
指
針

は
平
成
28
年
２
月
に
策
定
し
た

「
横
浜
市
国
際
戦
略
」（
※
１
）
に

基
づ
き
、
同
戦
略
に
お
け
る
重
点

的
な
取
組
事
項
「
多
文
化
共
生
に

よ
る
創
造
的
社
会
の
実
現
」
を
目

指
し
て
、
横
浜
市
が
実
施
す
る
多

文
化
共
生
施
策
の
取
組
の
方
向
性

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

指
針
策
定
の
背
景
と
し
て
、
大

き
く
４
点
の
多
文
化
共
生
を
取
り

巻
く
情
勢
の
大
き
な
変
化
が
挙
げ

ら
れ
る
。
①
外
国
人
人
口
の
増
加

と
定
住
化
の
進
展
、
②
外
国
人
材

の
活
用
に
よ
り
日
本
経
済
の
更
な

る
活
性
化
を
図
る
国
の
動
き
、
③

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2019™

決
勝
戦
、
東
京2020

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
決
定
、
④
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス

を
目
的
と
す
る
外
国
人
訪
問
者
の

増
加
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
背
景

を
踏
ま
え
、「
多
文
化
共
生
に
よ

る
創
造
的
社
会
の
実
現
」
を
基
本

目
標
に
掲
げ
、
日
本
人
と
外
国
人

が
相
互
理
解
を
深
め
、
共
感
を

も
っ
て
協
働
で
創
造
的
な
活
動
に

取
り
組
む
環
境
作
り
の
サ
ポ
ー
ト

に
市
の
各
区
局
が
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
指
針
の
基
本
方
針
の

実
現
に
向
け
て
市
が
実
施
す
る
施

策
の
方
向
性
を
次
の
３
点
に
ま
と

め
て
い
る
。
①
外
国
人
が
認
め
ら

れ
、
活
躍
で
き
る
「
機
会
を
創
り

だ
す
」、
②
誰
も
が
活
動
・
滞
在

し
や
す
い
「
お
も
て
な
し
力
を
高

め
る
」、
③
外
国
人
が
抱
え
る
多

様
な
課
題
に
寄
り
添
う
「
つ
な
が

り
を
広
げ
る
」、
で
あ
る
。
本
指

針
で
は
、
こ
の
３
つ
の
方
向
性
で

展
開
さ
れ
る
各
施
策
に
つ
い
て

「
あ
る
べ
き
姿
」
と
そ
の
「
課
題
」

を
ま
と
め
、
課
題
を
達
成
す
る
た

め
の
「
施
策
の
展
開
例
」
を
付
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
①
外
国
人
が

認
め
ら
れ
、
活
躍
で
き
る
「
機
会

を
創
り
だ
す
」
と
い
う
方
向
性
に

お
け
る
あ
る
べ
き
姿
の
一
つ
を

「
市
内
の
様
々
な
分
野
で
、
外
国

人
が
活
躍
し
、
貢
献
し
て
い
る
」、

課
題
を
「
外
国
人
の
地
域
等
で
の

活
躍
と
貢
献
を
後
押
し
す
る
た
め

の
仕
組
み
が
不
十
分
」
と
し
、
施

策
の
展
開
例
と
し
て
「
留
学
生
受

け
入
れ
環
境
の
向
上
と
外
国
人
の

就
業
・
起
業
支
援
」
を
挙
げ
る
と

い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
①
～
③
の

３
つ
の
施
策
の
方
向
性
は
互
い
に

連
関
し
合
い
多
文
化
共
生
に
よ
る

創
造
的
社
会
の
実
現
は
確
か
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る

（
図
１
）。

　

そ
の
後
、
平
成
30
年
に
策
定
さ

れ
た
「
新
た
な
中
期
４
か
年
計
画

２
０
１
８
―
２
０
２
１
」
で
は
、

政
策
４
「
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
横
浜

の
実
現
」
の
中
で
「
市
民
の
多
文

化
理
解
や
国
際
感
覚
醸
成
も
進
め

な
が
ら
、
日
本
語
支
援
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
支
援

等
に
よ
り
、
在
住
外
国
人
と
の
多

文
化
共
生
を
一
層
推
進
す
る
」
こ

と
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
指
針

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
な
が
ら

現
在
取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

執
筆

図：３つの施策の連関イメージ

各
務　

文
乃

国
際
局
政
策
総
務
課
担
当
係
長

図１　３つの施策の連関イメージ
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11
■
本
市
の
施
策

　

指
針
に
基
づ
き
推
進
し
て
い
る

多
文
化
共
生
の
施
策
に
関
し
て
い

く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

▽
横
浜
市
国
際
交
流
協
会 

　
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
）

　

横
浜
市
で
は
、
外
国
人
と
の
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
関
連

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
と
も
に
、
本
市
の
外
郭
団
体
で

あ
る
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
国
際

交
流
協
会
（
以
下
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
」

と
い
う
。）
と
の
連
携
の
下
で
多

文
化
共
生
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
、
行
政
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
市
民
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
学
校
、
企
業
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
支

援
す
る
事
業
等
を
実
施
し
て
い

る
。

　

直
近
で
は
、
外
国
人
住
民
へ
の

総
合
的
な
情
報
提
供
・
相
談
対
応

を
行
う
「
横
浜
市
多
文
化
共
生
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

内
に
開
設
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
に

は
、
11
言
語
に
よ
る
多
言
語
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
本
市
で
暮
ら
す

外
国
人
か
ら
の
情
報
提
供
・
相
談

対
応
を
行
う
。
ま
た
、
行
政
書
士

相
談
や
法
律
相
談
な
ど
の
専
門
相

談
も
無
料
で
実
施
す
る
。

　

そ
の
他
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
で
は
、
日

本
語
教
室
の
運
営
な
ど
を
実
施
す

る
「
日
本
語
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業
」、
日
本
語
が
不
自
由
な

外
国
人
の
言
葉
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
「
多
言
語
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
・

紹
介
事
業
」
な
ど
、
外
国
人
住
民

の
生
活
の
基
盤
を
整
え
る
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

▽
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

　

横
浜
市
で
は
、
臨
海
部
を
中
心

に
区
内
人
口
に
お
け
る
外
国
人
比

率
が
高
く
、
特
に
中
区
・
鶴
見
区
・

南
区
に
は
外
国
人
人
口
が
集
中
し

て
お
り
、
画
一
的
に
分
布
を
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
国
籍
に
お
い
て

も
、
全
市
的
に
は
中
国
や
韓
国
が

多
い
中
、
泉
区
は
ベ
ト
ナ
ム
、
緑

区
は
イ
ン
ド
、
神
奈
川
区
は
ネ

パ
ー
ル
な
ど
、
地
域
ご
と
に
集
住

す
る
国
籍
に
も
傾
向
が
見
ら
れ
、

区
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
区
に
お
け
る
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
、
青
葉
区
、
泉

区
、
金
沢
区
、
港
南
区
、
港
北
区
、

都
筑
区
、
鶴
見
区
、
中
区
、
保
土

ケ
谷
区
、
南
区
の
市
内
10
か
所
に

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
置
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
３
か
所
の
運
営

を
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
、
そ
の
他
７
か
所
の

運
営
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
に
委

ね
て
い
る
。

　

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
外

国
人
か
ら
年
間
約
２
万
件
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
、
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
区
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
・
特

性
等
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工

夫
を
凝
ら
し
て
交
流
イ
ベ
ン
ト
や

国
際
理
解
講
座
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
、
日
本
語
教
室
な
ど
を
実
施

し
、
多
文
化
共
生
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
な
お
、

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
置
し
て

い
な
い
区
に
つ
い
て
は
、
近
隣
区

の
ラ
ウ
ン
ジ
が
機
能
を
果
た
し
て

い
る
。

　

筆
者
は
先
日
、
中
区
に
位
置
す

る
、「
な
か
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
」

を
訪
問
し
た
。
訪
問
時
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
日
本
語

教
室
、
続
け
て
、
外
国
人
中
学
生

学
習
支
援
教
室
が
行
わ
れ
て
い

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
っ

て
学
習
形
態
は
異
な
る
が
、
筆
者

が
当
日
視
察
し
た
日
本
語
教
室

は
、
２
～
４
人
程
度
の
少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
が
10
グ
ル
ー
プ
程
度
編

成
さ
れ
、
学
習
者
の
母
国
語
や
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
学
習
支
援
を
行
っ

て
い
た
。
そ
の
日
の
参
加
者
の
国

籍
を
確
認
す
る
と
、
中
国
が
最
も

多
い
も
の
の
、
韓
国
、
タ
イ
、
ま

た
フ
ラ
ン
ス
の
方
も
い
た
り
と
、

非
常
に
多
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の
方
も
様
々

で
、
日
本
語
に
限
ら
ず
、
受
講
者

の
母
国
語
も
話
す
こ
と
が
で
き
、

母
国
語
を
用
い
な
が
ら
指
導
す
る

方
も
い
れ
ば
、
日
本
語
の
み
を
用

い
、
机
上
の
小
さ
な
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
絵
を
描
い
た
り
、
平
易

な
絵
本
を
用
い
な
が
ら
指
導
す
る

方
も
い
た
。
指
導
者
と
受
講
者
の

組
合
せ
で
、
学
習
方
法
は
何
通
り

に
も
な
る
。
外
国
人
人
口
が
増
加

す
る
今
、
日
本
語
学
習
支
援
の
水

準
の
統
一
が
課
題
に
挙
げ
ら
れ
る

場
面
も
あ
る
が
、
こ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
教
室
も
大
変
魅
力
的
に
感
じ

た
。
ま
た
、
な
か
国
際
交
流
ラ
ウ

ン
ジ
館
長
の
話
の
中
で
、「
日
本

語
教
室
は
、
た
だ
語
学
を
習
得
す

る
だ
け
で
な
く
、
文
化
や
生
活
習

慣
が
異
な
る
日
本
で
過
ご
す
に
当

た
っ
て
抱
え
る
不
安
を
共
有
し
た

り
解
決
し
た
り
で
き
る
よ
う
な
拠

り
ど
こ
ろ
に
し
た
い
」
と
話
し
て

い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。

　

そ
の
日
、
日
本
語
教
室
の
後
に

実
施
さ
れ
て
い
た
外
国
人
中
学
生

学
習
支
援
教
室
で
は
、
こ
の
教
室

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
高
校
生
が

学
習
支
援
に
参
加
し
て
い
た
。
参

加
す
る
高
校
生
は
な
か
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
に
お
世
話
に
な
っ
た
と

い
う
思
い
か
ら
、
そ
の
恩
返
し
に

後
輩
に
勉
強
を
教
え
て
い
る
と
い

う
。
支
援
の
輪
が
循
環
し
て
い
る

と
て
も
良
い
事
例
で
あ
る
と
感
じ

た
。

▽
み
な
み
市
民
活
動
・
多
文
化
共

生
ラ
ウ
ン
ジ
に
よ
る
「
多
文
化
共

生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

　

在
住
外
国
人
が
急
増
す
る
地
域

を
抱
え
る
南
区
寿
東
部
地
区
に
お

い
て
、
外
国
人
住
民
と
、
受
け
入

※
１　

横
浜
市
国
際
戦
略

　

横
浜
市
中
期
４
か
年
計
画
や
そ
の
他
の
本

市
の
各
計
画
と
連
動
し
な
が
ら
、
計
画
に
記

載
さ
れ
た
事
業
や
中
長
期
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
業
（
お
お
む
ね
２
０
２
０
年
ま
で
を
想

定
）
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
を
ま
と
め
た
も
の
。
本
市
の
国
際
事

業
を
戦
略
的
に
展
開
し
、
横
浜
の
成
長
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
全
庁
的
に
共
有
す
べ
き

考
え
方
を
定
め
て
い
る
。　
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れ
る
側
の
地
域
社
会
が
と
も
に
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
３
年
間
（
平
成
29
～
31
年
度
）

の
モ
デ
ル
事
業
「
多
文
化
共
生
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
が
行
わ
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
地
域
社
会
に
お
い

て
、
自
治
会
・
町
内
会
な
ど
の
意

見
を
聴
き
、
連
携
協
力
し
な
が

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題

解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

そ
れ
を
支
援
す
る
た
め
の
専
任
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て

い
る
。
取
組
の
詳
細
は
34
ペ
ー
ジ

の
記
事
を
参
照
い
た
だ
き
た
い

が
、
一
言
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
言
っ
て
も
、
外
国
人
住
民
と
自

治
会
・
町
内
会
な
ど
の
地
域
社
会

の
架
け
橋
と
な
り
相
互
理
解
を
促

進
す
る
に
は
、
双
方
へ
の
懇
切
丁

寧
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

非
常
に
長
い
年
月
を
要
し
、
決
し

て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か

し
、
今
後
、
南
区
に
限
ら
ず
多
く

の
地
区
で
必
要
不
可
欠
と
な
る
取

組
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。

▽
そ
の
ほ
か
の
取
組

　

来
日
間
も
な
い
在
住
外
国
人
は

住
民
登
録
等
の
手
続
を
行
う
た

め
、
居
住
地
の
区
役
所
に
足
を
運

ぶ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
慣
れ

な
い
環
境
に
不
安
を
抱
え
る
在
住

外
国
人
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消

で
き
る
よ
う
、
区
役
所
窓
口
で
は

外
国
人
に
対
す
る
対
応
力
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
訪
れ
る
外

国
人
の
国
籍
は
実
に
多
様
化
し
て

お
り
、
英
語
以
外
の
言
語
で
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
も
多

い
。
そ
う
し
た
場
合
に
現
在
活
用

し
て
い
る
の
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
よ
る
テ
レ
ビ
電
話
通
訳
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
現
在
、
外
国
人
人

口
の
多
い
鶴
見
区
、
神
奈
川
区
、

西
区
、
中
区
、
南
区
で
導
入
し
て

い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
向
上
が
著

し
い
今
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
機
器
の
柔

軟
な
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
在
住
外
国
人
が
理
解
し

や
す
い
よ
う
に
、
読
み
手
の
立
場

に
立
っ
て
書
き
換
え
た
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
の
有
用
性
も
非
常
に

高
い
。
本
市
で
は
、
や
さ
し
い
日

本
語
書
換
え
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活

用
や
、
や
さ
し
い
日
本
語
出
前
講

座
の
開
催
な
ど
庁
内
向
け
支
援
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
場
最
前

線
の
区
役
所
職
員
の
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
に
よ
る
外
国
人
へ
の
情

報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
時
代
の
変
化

に
合
わ
せ
て
多
様
な
施
策
を
展
開

し
て
い
く
に
当
た
り
、
本
市
で
は

有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
「
ヨ
コ
ハ

マ
国
際
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
」
を
平
成
19
年
に
設
置
し
て
お

り
、
国
際
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
関
す
る
事
業
の
方
針
、

そ
の
他
、
当
該
事
業
の
推
進
に
関

し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
審
議
し

て
い
る
。
現
在
、
市
民
・
民
間
事

業
者
・
公
益
団
体
の
代
表
者
等
、

13
名
の
委
員
で
構
成
し
、
多
文
化

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

業
の
方
向
性
や
優
先
順
位
等
の
検

討
を
進
め
、
施
策
等
に
反
映
を
さ

せ
て
い
る
。

■
最
後
に
～
今
後
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

最
後
に
、
外
国
人
の
活
躍
促
進

と
い
う
視
点
の
重
要
性
に
触
れ
て

お
き
た
い
。

　

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
横
浜

市
外
国
人
意
識
調
査
の
報
告
書
に

よ
る
と
、「
や
っ
て
み
た
い
地
域

活
動
は
何
で
す
か
」
と
い
う
問
い

に
対
す
る
回
答
結
果
か
ら
、
71
・

１
％
の
回
答
者
に
地
域
活
動
へ
の

参
加
意
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
今
ま
で
支
援
の
対
象
と
し
て

捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
外
国
人

で
あ
る
が
、
支
援
す
る
側
へ
の
意

欲
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

特
に
「
言
語
を
教
え
る
」、「
日
本

に
来
た
ば
か
り
の
外
国
人
の
支

援
」、「
通
訳
・
翻
訳
を
す
る
」
な

ど
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
向
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
も
、

外
国
人
の
活
躍
促
進
と
い
う
視
点

も
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
自
分
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
に

立
つ
こ
と
、
日
本
と
外
国
の
橋
渡

し
役
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が

実
現
さ
れ
る
こ
と
は
、
外
国
人
の

地
域
へ
の
定
着
、
さ
ら
に
は
外
国

人
と
地
域
と
の
融
合
に
つ
な
が

る
。
区
役
所
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
で
運
営
さ
れ
て
い
る
お
祭
り

や
防
災
訓
練
に
外
国
人
が
参
加
し

や
す
い
よ
う
働
き
か
け
を
行
う
こ

と
や
、
外
国
人
な
ら
で
は
の
役
割

を
担
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
相
互
理

解
に
向
け
た
交
流
の
機
会
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
今
後
一
層
求
め
ら

れ
て
い
く
。

　

人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
の
進

展
な
ど
、
今
、
直
面
す
る
課
題
を

乗
り
越
え
、
持
続
的
な
成
長
を
実

現
し
て
い
く
上
で
は
、
多
様
な
文

化
的
背
景
を
持
つ
人
々
が
相
互
理

解
の
も
と
、
地
域
社
会
の
構
成
員

と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

地
域
社
会
の
活
性
化
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。
特
に
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
担
う
若
い
世
代
に
と
っ

て
、
多
様
な
国
籍
の
人
々
と
共

に
、
互
い
を
尊
重
し
、
協
働
、
共

生
す
る
経
験
は
、
国
際
理
解
を
深

め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座
に
立
っ

て
行
動
す
る
力
を
得
ら
れ
る
機
会

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
世
代
育
成
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
多
文
化
共
生
の
基
盤
づ
く
り

を
今
後
も
し
っ
か
り
と
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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横
浜
に
お
け
る
在
住
外
国
人
支
援
／
多
文
化
共
生
の
取
組
の
変
遷

　
　
　
　
～
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
38
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
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13
１  

は
じ
め
に

　

日
本
人
の
人
口
減
少
が
進
む
一

方
で
、
在
住
外
国
人
が
増
加
し
、

横
浜
市
で
も
今
年
の
４
月
に
10
万

人
を
超
え
た
（
※
１
）。
国
の
外

国
人
受
入
拡
大
方
針
の
も
と
、
外

国
人
の
受
入
環
境
整
備
が
始
ま

り
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

を
本
格
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
時
代

に
入
っ
た
。
新
時
代
の
と
ば
口
に

立
っ
た
今
、
今
後
の
取
組
に
資
す

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
改

め
て
振
り
返
り
た
い
。
主
に
（
公

財
）
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
（
以

下
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
」
と
い
う
。）
の

活
動
歴
を
当
時
の
時
代
背
景
と

と
も
に
追
い
な
が
ら
、
在
住
外
国

人
支
援
や
多
文
化
共
生
の
取
組

の
変
遷
を
10
年
単
位
で
た
ど
っ

て
い
く
。

　
２   

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
誕
生
前
ま
で
の
外

国
人
等
の
状
況

　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
設
立
さ
れ
る
前
、

横
浜
市
の
在
住
外
国
人
は
ど
の

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
か
。
戦

後
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和

条
約
締
結
当
時
ま
で
遡
っ
て
概
観

し
て
み
る
。

　

１
９
５
２
年
12
月
末
で
横
浜
市

の
外
国
人
の
総
数
は
１
万
２
５
６

８
人
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
設
立
さ
れ
た

81
年
の
３
月
末
で
２
万
６
１
９

人
。
お
よ
そ
30
年
の
間
に
外
国
人

は
８
千
人
余
り
し
か
増
加
し
て
い

な
い
。
70
年
代
ま
で
は
推
移
を
示

す
グ
ラ
フ
曲
線
（
図
１
）
も
な
だ

ら
か
だ
。
年
に
５
千
人
～
６
千
人

増
加
す
る
今
日
と
は
隔
世
の
感
が

あ
る
。
52
年
当
時
、
在
住
外
国
人

の
過
半
を
占
め
た
の
は
韓
国
・
朝

鮮
人
で
６
８
６
１
人
。
そ
れ
が
81

年
に
は
１
万
２
６
８
９
人
と
ほ
ぼ

倍
増
し
た
。
一
方
、
次
い
で
多
い

中
国
人
は
４
２
１
３
人
か
ら
４
４

３
０
人
と
２
０
０
人
余
り
し
か
増

え
な
か
っ
た
（
※
２
）。
韓
国
・

朝
鮮
人
と
中
国
人
で
52
年
当
時
在

住
外
国
人
の
88
％
を
占
め
、
81
年

で
も
85
％
を
占
め
て
い
た
。

　

こ
の
時
代
、
横
浜
に
お
い
て
在

住
外
国
人
と
は
、
主
に
、
歴
史
的

経
緯
か
ら
戦
後
も
日
本
に
生
活

の
本
拠
を
置
い
た
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
で
あ
っ
た
。
今
日
の
よ
う
な

多
文
化
共
生
や
在
住
外
国
人
支

援
の
取
組
が
な
い
時
代
に
、
民
族

団
体
を
立
ち
上
げ
て
結
束
し
、
自

助
努
力
で
生
活
基
盤
を
築
い
て

い
っ
た
。
そ
れ
は
戦
後
い
ち
早
く

民
族
教
育
を
担
う
横
浜
朝
鮮
初

級
学
校
を
創
立
（
46
年
２
月
）
し

た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
一

方
、
戦
前
か
ら
華
僑
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
築
い
て
き
た
中
国
人
も

横
浜
中
華
学
校
（
46
年
９
月
）
や

関
帝
廟
（
47
年
）
の
再
建
な
ど
戦

後
復
興
に
団
結
し
て
力
を
尽
く

し
て
い
た
。

　

神
奈
川
県
自
治
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
80
年
代
初
頭
に
「
国

際
化
に
対
応
し
た
地
域
社
会
の
あ

り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
を
対
象
に
聴
き
取
り

調
査
（
※
３
）
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
住
居
の
差
別
や
就
職

差
別
を
は
じ
め
、
通
名
使
用
や
結

婚
の
こ
と
な
ど
生
活
の
実
態
を
浮

き
彫
り
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

セ
ン
タ
ー
は
、
調
査
の
一
環
で
、

83
年
に
新
規
採
用
さ
れ
た
県
職
員

６
０
０
人
余
り
を
対
象
に
「
外
国

人
に
対
す
る
意
識
調
査
」
も
行
っ

て
い
る
。
当
時
20
歳
前
後
の
日
本

人
が
在
住
外
国
人
に
つ
い
て
ど
の

程
度
の
認
識
で
あ
っ
た
か
が
表
れ

て
い
て
興
味
深
い
。
そ
れ
に
よ
る

と
、「
あ
な
た
は
、
神
奈
川
県
内

に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
う
ち
、

ど
こ
の
国
の
人
が
多
い
と
思
う

か
」
の
設
問
に
対
し
て
、
回
答
者

の
66
％
が
「
米
国
」、
22
％
が
「
大

韓
民
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
」、
11
％
が
「
中
国
」
と
答

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
あ
な
た

は
、
県
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
人

は
税
金
を
納
め
て
い
る
と
思
い
ま

執
筆坂

本　

淳

公
益
財
団
法
人
横
浜
市
国
際
交
流
協
会　

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

※
１　

２
０
１
９
年
４
月
末
で
10
万
２
２
７

人
。
な
お
、
本
稿
で
の
横
浜
市
の
外
国
人
数

は
２
０
０
９
年
ま
で
は
「
横
浜
市 

人
口
の
あ

ゆ
み
」（
行
政
運
営
調
整
局
総
務
課
総
務
係

２
０
１
０
年
３
月
発
行
）、
そ
れ
以
降
は
横

浜
市
統
計
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
。

※
２　

72
年
に
日
中
共
同
声
明
が
調
印
さ
れ

（
日
中
国
交
正
常
化
）、
71
年
に
５
６
０
３
人

ま
で
増
え
た
中
国
人
は
翌
年
に
は
５
０
３
７

人
と
な
り
、
そ
の
後
も
一時
期
減
少
す
る
。
一

方
、
無
国
籍
が
71
年
の
78
人
か
ら
72
年
に
８

４
４
人
と
急
増
し
た
。

※
３　
「
神
奈
川
の
韓
国
・
朝
鮮
人　

自
治

体
現
場
か
ら
の
提
言
」
神
奈
川
県
自
治
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
「
国
際
化
に
対
応
し
た
地

域
社
会
の
あ
り
方
」
研
究
チ
ー
ム
（
発
行
：

光
人
社　

１
９
８
４
年
２
月
）

総数

韓国・朝鮮

中国

米国

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

1952 1962 1972 1981 1989

図１ 横浜市の外国人数の推移

（1952年－1989年）
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す
か
」
に
対
し
て
、
61
％
が
「
い

る
と
思
う
」、
20
％
が
「
い
な
い

と
思
う
」、
18
％
が
「
わ
か
ら
な

い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
時
代

に
外
国
人
の
大
半
を
占
め
て
い
る

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
存
在
が
見

え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
社
会
に
お

け
る
外
国
人
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
理
解
も
十
分
で
は
な
い
と
い
う

の
が
一
般
的
な
日
本
人
の
認
識
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

も
う
一
点
、
横
浜
の
状
況
と
し

て
触
れ
て
お
き
た
い
の
が
イ
ン
ド

シ
ナ
難
民
と
中
国
帰
国
者
で
あ

る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
と
は
、
75

年
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
た

後
に
イ
ン
ド
シ
ナ
３
国
（
ベ
ト
ナ

ム
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
で

新
た
な
政
権
が
樹
立
し
た
こ
と
で

迫
害
を
恐
れ
て
母
国
を
逃
れ
た

人
々
を
い
う
。
国
は
イ
ン
ド
シ
ナ

難
民
の
受
入
れ
を
決
め
、
定
住
促

進
セ
ン
タ
ー
（
※
４
）
を
兵
庫
県

姫
路
市
（
79
年
12
月
）
と
神
奈
川

県
大
和
市
（
80
年
２
月
）
に
開
設

し
た
。
大
和
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー

の
入
所
者
は
98
年
に
閉
所
さ
れ
る

ま
で
に
２
６
４
１
人
に
上
っ
た
。

そ
し
て
、
セ
ン
タ
ー
を
出
た
方
々

を
受
け
入
れ
た
の
が
大
和
市
と
横

浜
市
泉
区
に
ま
た
が
る
県
営
の
い

ち
ょ
う
団
地
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
81
年
３
月
に
は
、
厚
生

省
（
当
時
）
の
招
き
で
中
国
残
留

日
本
人
孤
児
47
人
が
肉
親
捜
し
の

た
め
に
初
め
て
来
日
し
た
。
以

来
、
訪
日
調
査
が
続
き
、
日
本
に

帰
国
し
て
永
住
す
る
方
も
増
え
て

い
っ
た
が
、
い
ち
ょ
う
団
地
が
一

つ
の
受
け
皿
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
家
族
の
呼
び
寄
せ
な
ど
も

あ
っ
て
90
年
代
に
か
け
て
外
国
人

の
団
地
入
居
者
は
増
加
し
て
い
っ

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
い
ち
ょ
う

団
地
の
自
治
会
、
い
ち
ょ
う
小
学

校
（
現
・
飯
田
北
い
ち
ょ
う
小
学

校
）、
多
文
化
ま
ち
づ
く
り
工
房

な
ど
の
外
国
人
支
援
団
体
、
泉
区

役
所
や
泉
消
防
署
な
ど
の
公
的
機

関
、
こ
れ
ら
地
域
社
会
の
ア
ク

タ
ー
が
、
手
探
り
で
日
本
人
と
外

国
人
が
と
も
に
暮
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
試
行
錯
誤
（
※

５
）
を
始
め
た
。
多
文
化
共
生
の

先
駆
け
と
し
て
今
も
注
目
を
集
め

て
い
る
。

３    

１
９
８
０
年
代
～
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

誕
生
と
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

　

   

の
第
１
号
オ
ー
プ
ン
～

　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
横
浜
市
の
外
郭
団

体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
は
81
年

７
月
。
横
浜
市
海
外
交
流
協
会
と

い
う
名
称
だ
っ
た
。
設
立
趣
意
書

に
は
、「
日
本
の
近
代
化
に
貢
献

し
て
き
た
横
浜
の
国
際
性
、
先
進

性
、
開
放
性
と
い
う
特
質
を
積
極

的
に
活
用
し
、（
中
略
）
個
性
と

活
力
に
満
ち
た
国
際
経
済
・
文
化

都
市
を
創
造
す
る
」
と
あ
る
。
横

浜
市
経
済
局
が
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
を
所
管

し
、
海
外
と
の
文
化
交
流
や
経
済

交
流
を
目
的
と
し
た
事
業
を
担
っ

た
。
横
浜
市
の
姉
妹
・
友
好
都
市

と
の
交
流
、
ア
ジ
ア
諸
都
市
と
の

ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
や
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
が
代
表
的
な
事

業
で
あ
っ
た
。
た
だ
設
立
か
ら
間

も
な
い
時
期
に
今
日
に
も
つ
な
が

る
取
組
の
萌
芽
も
見
ら
れ
た
。
そ

れ
が
横
浜
市
に
よ
る
横
浜
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
の
開
設
（
86
年
10

月
）
で
あ
り
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
事
務

所
に
隣
接
す
る
一
角
に
第
１
号
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
ラ
ウ
ン
ジ

は
、
市
民
が
国
際
交
流
活
動
を
行

う
場
を
提
供
す
る
も
の
で
、
在
住

外
国
人
の
相
談
窓
口
と
し
て
情

報
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ

た
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
ラ
ウ
ン
ジ
を
管

理
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
運
営
す
る
形
態
で
あ
っ
た
。
当

初
は
、
急
激
な
円
高
の
影
響
で
経

済
的
に
苦
し
む
外
国
人
留
学
生
か

ら
住
居
に
関
す
る
相
談
が
多
か
っ

た
。
当
時
、
留
学
生
は
国
の
留
学

生
10
万
人
計
画
（「
二
十
一
世
紀

へ
の
留
学
生
政
策
懇
談
会
」
報
告

83
年
８
月
）
の
も
と
年
々
増
加
し

て
い
た
が
、
横
浜
市
内
の
留
学
生

は
89
年
５
月
で
８
３
６
人
と
在
住

外
国
人
の
３
％
に
も
満
た
な
か
っ

た
。
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
他
に
、
英
語

を
教
え
た
い
外
国
人
と
英
語
で
交

流
を
望
む
日
本
人
か
ら
の
問
合
せ

が
多
か
っ
た
。
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
の
相
談
件
数
は
89
年
に
は
１

８
６
２
件
に
達
し
、
そ
の
う
ち

54
％
が
外
国
人
か
ら
の
相
談
だ
っ

た
。
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
そ

の
後
89
年
11
月
、
緑
区
に
緑
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
（
青
葉
区
が
緑
区

か
ら
分
区
し
た
後
に
青
葉
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
に
改
称
）
の
開
設
が

続
い
た
。

　

70
年
代
ま
で
は
外
国
人
の
増
加

は
緩
や
か
で
地
域
の
国
際
化
に
つ

い
て
も
市
民
意
識
は
ま
だ
希
薄
で

あ
っ
た
。
80
年
代
に
入
る
と
国
内

の
好
景
気
の
中
、
労
働
者
不
足
が

顕
在
化
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経

済
格
差
を
背
景
に
外
国
人
の
流
入

が
増
し
（
図
１
）、
不
法
就
労
が

社
会
問
題
化
し
て
い
っ
た
。
そ
う

し
た
状
況
が
89
年
の
「
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
」
の
改
正
に

つ
な
が
り
、
90
年
代
は
急
増
す
る

外
国
人
に
よ
っ
て
状
況
が
一
変
す

る
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
も
そ
う
し
た
時
代

の
変
化
に
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。

４   

１
９
９
０
年
代
～
外
国
人
の
流

入
拡
大
と
市
民
活
動
の
拡
大
～

　

90
年
６
月
の
「
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
施
行
に
よ
り
外
国
人
の

流
入
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
南
米
に
移
住

し
た
日
本
人
の
子
孫
（
日
系
三
世

ま
で
）
が
就
労
制
限
の
な
い
在
留

※
４　
（
公
財
）
ア
ジ
ア
福
祉
教
育
財
団
難

民
事
業
本
部
のH

P

参
照
。

http://w
w

w
.rhq.gr.jp/japanese/

profile/outline.htm

※
５　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
国
際
交
流
情
報
誌「
ヨ
ー

ク
ピ
ア
」（
２
０
０
０
年
３
月
１
日
発
行

No. 

34
）の
特
集「
横
浜
の
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
は
、

い
ま
」
及
び
「
ク
ー
リ
エ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
２
０

１
６
年
４
月
８
日
付
記
事
「
住
民
国
籍
10
か

国
以
上
！
難
民
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
を
選
ん

だ
日
本
の
「
超・多
国
籍
団
地
」
を
訪
ね
て
」

を
参
照
。

h
ttp

s:/
/

co
u

rrie
r.jp

/
n

e
w

s/
archives/48061/
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15
資
格
に
よ
り
日
本
に
多
数
流
入
し

た
。
自
動
車
産
業
等
の
集
積
す
る

静
岡
、
愛
知
、
神
奈
川
な
ど
が
受

け
皿
と
な
っ
た
。
横
浜
市
の
外
国

人
も
90
年
代
の
終
わ
り
に
５
万
人

（
10
年
間
に
５
割
強
増
加
）
に
到

達
し
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
を
中
心
と

し
た
外
国
人
人
口
の
拡
大
期
を
迎

え
た
（
図
２
）。

　

90
年
代
を
通
し
て
、
横
浜
市
に

お
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
３
・
６

倍
、
ペ
ル
ー
人
は
２
・
７
倍
に
急

増
し
、「
デ
カ
セ
ギ
」
と
揶
揄
さ

れ
な
が
ら
日
本
人
が
嫌
が
る
「
３

Ｋ
（
キ
ツ
イ
、
キ
タ
ナ
イ
、
キ
ケ

ン
）
労
働
」
な
ど
に
も
従
事
し
日

本
経
済
を
支
え
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊

に
よ
っ
て
90
年
代
後
半
か
ら
は
増

加
が
鈍
っ
た
も
の
の
、
日
系
人
は

こ
の
時
代
の
象
徴
的
な
存
在
で

あ
っ
た
。
同
時
期
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
も
２
・
６
倍
、
中
国
人
は
１
・

７
倍
増
加
し
た
。
増
加
数
の
最
大

は
中
国
人
の
５
７
０
０
人
増
で

あ
っ
た
。
中
国
人
は
永
住
者
が
多

数
を
占
め
る
が
、
他
に
留
学
生
、

日
本
人
の
配
偶
者
や
家
族
滞
在
な

ど
も
増
加
し
て
い
た
。
一
方
、
韓

国
・
朝
鮮
人
は
次
第
に
横
ば
い
の

状
態
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
横
浜

に
在
留
す
る
外
国
人
の
出
身
は
１

０
７
か
国
・
地
域
に
わ
た
っ
た
。

　

90
年
代
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
公
益
的
な
活
動
の
ア
ク
タ
ー

と
し
て
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
る

時
代
で
も
あ
っ
た
。
阪
神
淡
路
大

震
災
（
95
年
）
を
契
機
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化
、
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
）
の
制
定
（
98
年
）、
そ
し
て

横
浜
市
市
民
活
動
推
進
条
例
（
00

年
）
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
制
度
整

備
も
進
ん
だ
。
横
浜
博
覧
会
（
89

年
）
の
開
催
を
契
機
に
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

に
設
け
ら
れ
た
「
横
浜
国
際
交
流

基
金
」
も
そ
う
し
た
市
民
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
役

割
を
担
い
、
市
民

に
よ
る
国
際
協
力

活
動
（
途
上
国
で

の
教
育
支
援
や
農

業
支
援
等
々
）
や

在
住
外
国
人
支
援

活
動
な
ど
に
助
成

を
行
っ
た
。
基
金

の
設
置
を
契
機

に
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の

中
に
市
民
活
動
を

支
援
す
る
中
間
支

援
機
関
と
し
て
の
役
割
が
出
て
き

た
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
行
政

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連

携
・
協
力
し
て
地
域
の
国
際
化
に

取
り
組
む
と
い
う
基
本
ス
タ
イ
ル

が
こ
の
時
期
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

■
日
本
語
学
習
支
援
の
は
じ
ま
り

　

地
域
に
暮
ら
す
外
国
人
の
急
増

に
伴
い
、
市
民
に
よ
る
支
援
活
動

と
し
て
拡
大
し
た
の
が
日
本
語
学

習
支
援
で
あ
っ
た
。
ユ
ッ
カ
の

会
、
Ｎ
Ｖ
Ｇ
ほ
ど
が
や
、
国
際
交

流Seya

、
そ
の
他
多
く
の
市
民
活

動
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
区

役
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
受
講
や
隣
人
を
助
け
た
い
と
い

う
個
人
的
思
い
な
ど
様
々
で
あ
っ

た
。90
年
代
後
半
に
作
成
し
た「
日

本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
マ
ッ

プ
」
に
は
50
団
体
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
日
本
語
学

習
の
教
材
を
開
発
し
て
モ
デ
ル
授

業
「
サ
バ
イ
バ
ル
日
本
語
教
室
」

（
92
年
─
93
年
）
を
開
い
た
り
、

異
文
化
理
解
講
座
と
日
本
語
教
授

法
を
学
ぶ
「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
講
座
」（
93
年
─
95
年
）

を
開
催
す
る
な
ど
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
連
携
協
働
が
進
ん
だ
。

■
市
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

の
制
度
化

　

改
正
入
管
法
の
施
行
（
90
年
）

に
よ
っ
て
流
入
す
る
外
国
人
も
多

様
化
し
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
様
々
な
外

国
語
を
話
す
外
国
人
住
民
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
課
題

と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。
一
方
、

行
政
側
も
定
住
化
す
る
外
国
人
住

民
へ
の
円
滑
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

外
国
語
に
堪
能
な
市
民
を
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
も

ら
い
、
行
政
の
窓
口
や
学
校
か
ら

の
依
頼
に
基
づ
い
て
派
遣
す
る
制

度
を
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
市
と
協
働
し
て

93
年
に
立
ち
上
げ
、
翌
94
年
か
ら

試
行
的
に
実
施
し
た
。
豊
富
な
人

材
に
恵
ま
れ
た
横
浜
の
潜
在
力
の

高
さ
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
言

え
る
。
99
年
ま
で
の
派
遣
総
数
は

８
７
３
件
。
言
語
別
に
は
中
国

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
英
語
の
４
言
語
で
77
％
を
占

め
た
（
図
３
）。
派
遣
先
別
で
は
、

「
保
健
所
」、「
小
中
学
校
」、「
福

祉
事
務
所
」、「
保
育
園
」
の
４
か

所
で
82
％
を
占
め
た
。
そ
の
後
も

派
遣
は
拡
大
し
、
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
は
外
国
人
住
民
の

生
活
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
一

つ
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

■
ラ
ウ
ン
ジ
基
本
構
想
の
策
定

　

91
年
５
月
に
保
土
ケ
谷
区
に

保
土
ケ
谷
区
国
際
交
流
コ
ー

ナ
ー
（
後
に
「
ほ
ど
が
や
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
」
に
改
称
）、
97
年

��
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図２ 横浜市の外国人数の推移

（1990年-1999年）
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５
月
に
港
南
区
に
港
南
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
が
開
設
し
、
ラ
ウ
ン
ジ

は
市
内
に
４
か
所
と
な
っ
た
。
こ

の
間
、
96
年
３
月
に
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
基
本
構
想
（
横
浜
市
国
際

政
策
室
（
当
時
））
が
ま
と
め
ら

れ
た
。
こ
の
中
で
ラ
ウ
ン
ジ
の
目

的
は
「
情
報
提
供
、
相
談
や
外
国

人
と
の
交
流
を
進
め
る
た
め
の
国

際
交
流
拠
点
」
と
位
置
付
け
ら

れ
、「
外
国
人
の
支
援
、
外
国
人

と
日
本
人
と
の
交
流
、
国
際
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
・
育
成
、

情
報
収
集
」
な
ど
が
機
能
と
し
て

求
め
ら
れ
た
。そ
の
担
い
手
は「
区

役
所
が
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

組
織
す
る
運
営
委
員
会
を
設
置

し
、
運
営
業
務
を
委
託
す
る
」
と

い
う
形
が
示
さ
れ
た
。
ラ
ウ
ン
ジ

は
国
際
交
流
拠
点
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
在
住
外
国
人
を
支
援
す

る
役
割
も
明
記
さ
れ
た
。

　

90
年
代
に
入
っ
て
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は

海
外
と
の
文
化
交
流
・
経
済
交
流

事
業
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
在
住

外
国
人
支
援
事
業
の
比
率
を
高
め

て
い
っ
た
。
名
称
も
99
年
４
月
に

横
浜
市
国
際
交
流
協
会
に
改
め
、

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
た
。
２
０
０
１
年
に
設
立
20
周

年
を
迎
え
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
を
策
定
し
、
そ
の
中
で

主
要
テ
ー
マ
と
し
て
「
多
文
化
社

会
づ
く
り
の
促
進
」、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
・
市
民
活
動
の
活
性

化
」
を
掲
げ
た
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
、

取
り
巻
く
環
境
が
変
わ
っ
て
い
く

中
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
よ
う

に
「
海
外
と
の
交
流
」
か
ら
「
地

域
の
多
文
化
社
会
づ
く
り
」
へ
と

名
実
と
も
に
役
割
を
転
換
し
て

い
っ
た
。　
　
　

５    

２
０
０
０
年
代
～
多
文
化
共

生
推
進
の
方
向
の
明
確

　
   

化
と
ラ
ウ
ン
ジ
と
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

の
連
携
拡
大
～

　

00
年
代
に
入
っ
て
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
（
08
年
）
に
よ
る
景
気

後
退
を
き
っ
か
け
に
、
外
国
人
の

増
加
は
09
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
。
ピ
ー
ク
ま
で
の
10
年
間
に
横

浜
市
の
外
国
人
は
５
割
増
え
た

（
図
４
）。
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、

中
国
人
が
韓
国
・
朝
鮮
人
を
上

回
っ
て
横
浜
の
中
で
も
っ
と
も
多

い
外
国
人
と
な
り
、
10
年
で
２
倍

を
超
え
る
増
え
方
を
見
せ
た
こ
と

だ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
５
割

増
え
た
一
方
で
、
90
年
代
に
著
し

い
増
加
を
み
せ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
や

ペ
ル
ー
人
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ

た
。
在
留
す
る
外
国
人
の
出
身
は

１
４
３
か
国
・
地
域
に
広
が
っ
て

い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
総
務
省
は
、
06

年
３
月
に
「
地
域
に
お
け
る
多
文

化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
多
文
化
共
生
の
意
義
、
多
文

化
共
生
施
策
の
基
本
的
な
考
え

方
、
そ
し
て
具
体
的
な
施
策
例
を

示
し
た
。
同
プ
ラ
ン
は
そ
の
後
の

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
施
策

を
方
向
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
横
浜
市
で
は
、
先
の
「
ラ

ウ
ン
ジ
基
本
構
想
」
か
ら
10
年
を

経
て
、
在
住
外
国
人
の
増
加
と
定

住
化
の
進
展
を
踏
ま
え
て
「
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
指
針
」（
06
年
４
月
）

を
策
定
し
た
。
こ
の
中
で
、「
外

国
人
と
の
交
流
を
進
め
る
た
め
の

拠
点
」
か
ら
「
外
国
人
市
民
と
の

共
生
を
図
る
」
拠
点
へ
と
ラ
ウ
ン

ジ
の
位
置
付
け
は
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
（
図
５
）。

中国

韓国・朝鮮
15000

20000

25000

30000

フィリピン
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図４ 横浜市の外国人数の推移

（2000年－2009年）

総計

図５  地域における多文化共生推進プラン（総務省）/ 横浜市国際交流ラウンジの設置及び運営に関する指針

地域における多文化共生推進プラン（総務省）　2006年3月

「地域における多文化共生の推進に係る具体的な施策」（抜粋）

(1) コミュニケーション支援　①地域における情報の多言語化　②日本語及び日本社会に関する学習支援

(2) 生活支援　①居住　②教育　③労働環境　④医療・保健・福祉　⑤防災　⑥その他

(3) 多文化共生の地域づくり　①地域社会に対する意識啓発　②外国人住民の自立と社会参画

横浜市国際交流ラウンジの設置及び運営に関する指針（抜粋）　2006年4月　

（目的）　

（機能・事業内容）

(1) 各ラウンジが共通に有すべき機能

　ア　外国人市民に対する情報提供・相談機能

　イ　情報の取集整理機能

　ウ　人材育成機能

(2) 区や地域ニーズ・特性及び施設の状況等に応じて、各ラウンジが展開する機能

　ア　外国人市民との交流機能

　イ　その他の機能　日本語教室の開催等地域のニーズ等に応じて必要とされる機能

外国人市民に対し、身近な場で日常生活を中心とする様々な情報を提供するとともに相談に応じる等
の支援を通して外国人市民との共生を図る。
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■
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
と
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｅ
の
連
携
拡
大

　

00
年
代
は
ラ
ウ
ン
ジ
が
次
々
と

開
設
さ
れ
市
域
の
拠
点
整
備
が
進

む
と
と
も
に
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
と
の
連

携
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。
00
年
９

月
に
港
北
区
に
港
北
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
、
07
年
９
月
に
金
沢
区
に

金
沢
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
、
同
年

11
月
に
都
筑
区
に
つ
づ
き
多
文

化
・
青
少
年
プ
ラ
ザ
、
そ
し
て
08

年
10
月
に
中
区
に
な
か
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
、
ま
た
、
ラ
ウ
ン
ジ
の

位
置
付
け
で
は
な
い
が
、
07
年
８

月
に
磯
子
区
に
磯
子
区
国
際
交
流

コ
ー
ナ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
01
年

に
市
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

事
業
は
ラ
ウ
ン
ジ
と
の
共
同
実
施

と
な
り
、
ラ
ウ
ン
ジ
と
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

の
当
該
事
業
担
当
者
に
よ
る
連
絡

会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
後
、
相
談
窓
口

（
05
年
）、
翻
訳
（
06
年
）、
日
本

語
（
07
年
）
と
、
各
事
業
に
お
い

て
も
情
報
共
有
や
連
携
の
た
め
の

連
絡
会
が
順
次
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
ラ
ウ
ン
ジ
の

代
表
者
、
ラ
ウ
ン
ジ
設
置
区
の
担

当
者
が
一
堂
に
会
し
て
情
報
共

有
、
共
通
課
題
の
検
討
な
ど
を
行

う
ラ
ウ
ン
ジ
協
議
会
も
設
置
さ
れ

（
06
年
）、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
そ
の
事
務

局
を
担
っ
た
。ラ
ウ
ン
ジ
の
設
置
・

運
営
指
針
に
は
、「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は

各
ラ
ウ
ン
ジ
の
セ
ン
タ
ー
機
関
と

し
て
運
営
団
体
及
び
区
役
所
等
と

連
携
を
図
り
、
各
ラ
ウ
ン
ジ
が
共

通
に
有
す
べ
き
機
能
の
向
上
に
向

け
支
援
を
行
う
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
た
。
市
内
の
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
と
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
連
携
・
協

働
し
な
が
ら
多
文
化
共
生
の
取
組

を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
構
図
が

鮮
明
に
な
っ
て
い
っ
た
。

■
在
住
外
国
人
支
援
の
拡
大

▽
情
報
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
強
化

　

04
年
に
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
か
ら
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
の
横
浜
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

に
移
転
し
た
の
を
機
に
、
そ
れ
ま

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
運

営
し
て
い
た
情
報
・
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
一
部
門
と
し

て
統
合
し
、
さ
ら
に
08
年
か
ら

は
、
情
報
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
業

務
の
一
部
に
弁
護
士
や
行
政
書
士

等
専
門
家
と
連
携
し
た
専
門
相
談

を
組
み
込
ん
だ
。
多
様
化
・
複
雑

化
す
る
外
国
人
の
相
談
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
、
相
談
事
業
の
対
応
力
強

化
が
図
ら
れ
た
。
09
年
度
の
相
談

実
績（
図
６
）を
み
る
と
、「
通
訳
・

翻
訳
」
に
関
す
る
相
談
、「
日
本

語
学
習
」、「
医
療
・
健
康
」、「
在

留
手
続
」、「
教
育
」
の
上
位
５
項

目
で
相
談
件
数
の
５
割
余
り
を
占

め
た
。

▽
市
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

の
拡
充

　

94
年
に
始
ま
っ
た
市
民
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
も
00
年
代
に

右
肩
上
が
り
で
件
数
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
。
と
り
わ
け
、
公
立
の
小

中
学
校
へ
の
派
遣
が
急
増
し
、
過

半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図

７
）。
外
国
籍
や
外
国
に
ル
ー
ツ

を
も
つ
児
童
生
徒
の
増
加
に
伴

い
、
そ
の
保
護
者
と
学
校
の
教
員

と
の
間
の
通
訳
ニ
ー
ズ
が
増
大
し

て
い
た
。
ま
た
、
05
年
か
ら
は
南

区
役
所
と
定
期
的
に
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
契
約
を
個
別

に
結
ん
だ
。
そ
の
後
、
鶴
見
区
役

所
と
も
定
期
派
遣
（
16
年
）
が
始

ま
っ
た
。
一
定
の
通
訳
ニ
ー
ズ
が

見
込
め
る
場
や
時
期
に
応
じ
て
通

訳
を
あ
ら
か
じ
め
配
置
す
る
仕
組

み
は
今
後
ほ
か
で
も
展
開
し
て
い

け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
在
住
外
国
人
の
定
住
化

が
進
ん
で
生
活
範
囲
が
広
が
る
こ

と
で
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
生
活

保
護
や
子
育
て
に
関
わ
る
深
刻
か

つ
専
門
的
な
通
訳
事
例
が
増
加
し

た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、

08
年
か
ら
は
一
部
の
派
遣
先
（
区

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
療
育
セ
ン

タ
ー
、
児
童
相
談
所
他
）
を
対
象

に
一
般
通
訳
か
ら
分
離
し
、
専
門

通
訳
派
遣
と
し
て
別
に
制
度
設
計

を
行
っ
た
。
専
門
通
訳
派
遣
は
そ

の
後
拡
大
し
て
一
般
通
訳
を
超
え

る
規
模
に
な
っ
て
い
く
。

▽
「
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
」

の
た
め
の
日
本
語
学
習
支
援

　

地
域
の
外
国
人
に
対
す
る
日
本

語
学
習
の
場
は
主
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
本
語
教
室（
※
６
）に
よ
っ

て
提
供
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｅ
で
は
05
年
10
月
か
ら
「
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
れ
は
公

的
な
機
関
で
あ
る
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
が
果

た
す
べ
き
日
本
語
学
習
支
援
の
一

つ
の
あ
り
方
と
し
て
「
横
浜
に
生

活
者
と
し
て
暮
ら
す
、
入
門
・
初

級
レ
ベ
ル
の
日
本
語
学
習
者
」
を

対
象
に
、
日
本
語
学
習
の
入
り
口

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
。「
生
活
者
と
し
て
の

外
国
人
」
か
ら
の
視
点
で
、
生
活

場
面
で
の
意
思
疎
通
を
図
れ
る
よ

う
な
日
本
語
を
習
得
す
る
と
と
も

に
、
地
域
日
本
語
教
室
等
と
連
携

し
、
地
域
に
外
国
人
を
受
け
入
れ

て
い
く
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
模
索

し
た
。

　

総
務
省
の
多
文
化
共
生
推
進
プ

※
６　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載
さ

れ
た
地
域
の
日
本
語
教
室
の
数
は
90
（
08
年

度
）、
95
（
11
年
度
）、
１
１
０
（
13
年
度
）、

１
３
１
（
18
年
度
）
と
増
加
し
て
い
る
。

通訳・翻訳

日本語学習

医療・健康

ラウンジ事業

在留

手続教育

福祉・DV
労働

結婚・離婚

出産育児

その他

図６ YOKE情報相談コーナー

相談実績（2009年度）

派遣総数
うち学校

派遣

0

200

400

600
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1000
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図７ 市民通訳ボランティア派遣件数

の推移（2000年－2009年）
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ラ
ン
や
横
浜
市
の
ラ
ウ
ン
ジ
設

置
・
運
営
指
針
な
ど
が
策
定
さ

れ
、
多
文
化
共
生
の
取
組
の
方
向

性
が
明
確
に
な
る
中
で
、
在
住
外

国
人
の
「
支
援
」
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
「
共
生
」
や
「
つ
な

が
り
づ
く
り
」
が
こ
れ
か
ら
の

テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。

地
域
に
は
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
が

増
え
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
と
も
連
携
が
進

み
、
外
国
人
支
援
の
基
幹
パ
ー
ト

で
あ
る
相
談
窓
口
や
通
訳
派
遣
な

ど
の
「
生
活
イ
ン
フ
ラ
」
が
整
備

さ
れ
て
い
っ
た
。
量
的
な
整
備
が

進
ん
だ
一
方
で
、
質
的
な
向
上
や

関
係
各
機
関
・
団
体
間
の
連
携
・

協
働
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
く
時

代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

６　

   

２
０
１
０
年
代
～
新
た
な
外

国
人
施
策
と
多
文
化
共
生
の

　
　

   

ま
ち
づ
く
り
の
本
格
化
～

　

10
年
代
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
の
景
気
後
退
、
そ
し
て
11
年

３
月
の
東
日
本
大
震
災
と
引
き
続

く
原
発
事
故
の
影
響
も
あ
っ
て
外

国
人
の
人
口
は
年
々
減
少
し
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
13
年
に
底
を

打
ち
、
翌
14
年
か
ら
は
再
び
増
加

に
転
じ
た
。
横
浜
で
は
10
年
代
を

通
し
て
外
国
人
住
民
は
25
％
増
加

し
、
出
身
も
１
６
０
か
国
・
地
域

に
広
が
り
、
19
年
４
月
に
は
10
万

人
の
大
台
に
達
し
た
（
図
８
）。

増
加
を
け
ん
引
し
た
の
が
ベ
ト
ナ

ム
人
（
10
年
か
ら
19
年
に
か
け
て

約
４
倍
増
・
５
４
０
０
人
増
）
と

ネ
パ
ー
ル
人
（
同 

約
10
倍
増
・

３
３
０
０
人
増
）
で
あ
っ
た
。
中

国
人
（
同 

約
２
割
増
・
６
６
０

０
人
増
）
を
含
め
た
３
か
国
の
出

身
者
で
増
加
数
の
お
よ
そ
８
割
を

占
め
た
。
一
方
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
や

ペ
ル
ー
人
の
微
減
が
続
き
、
こ
こ

に
き
て
イ
ン
ド
人
が
目
立
っ
て
増

え
て
き
た
。
緑
区
の
霧
が
丘
に
は

イ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
が
09
年
に
開
校
し
幼
稚
園

か
ら
12
年
生
（
中
等
学
校
）
ま
で

の
３
百
人
を
超
え
る
児
童
生
徒
が

通
っ
て
い
る
。

　

19
年
１
月
末
の
時
点
で
、
在
留

資
格
別
外
国
人
数
を
み
る
と
、「
永

住
者
」
が
36
％
、「
家
族
滞
在
」

が
12
％
、「
技
術
・
人
文
知
識
・

国
際
業
務
」（
※
７
）が
11
％
、「
留

学
生
」
が
９
％
で
、
こ
れ
ら
４
つ

の
在
留
資
格
で
全
体
の
お
よ
そ
７

割
を
占
め
て
い
る
（
※
８
）。
特

に
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業

務
」
と
「
技
能
実
習
」
の
外
国
人

の
急
増
、
永
住
化
が
進
む
中
国
人

と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

世
帯
が
多
い
ネ
パ
ー
ル
人
と
イ
ン

ド
人
、
技
能
実
習
生
が
目
立
つ
ベ

ト
ナ
ム
人
な
ど
が
近
年
の
横
浜
に

お
け
る
外
国
人
の
特
徴
で
あ
る
。

■
国
の
外
国
人
施
策
の
進
展

　

12
年
に
外
国
人
登
録
法
が
廃
止

さ
れ
、
新
た
な
在
留
制
度
が
施
行

さ
れ
た
。
新
制
度
で
は
中
長
期
に

在
留
す
る
外
国
人
は
在
留
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
一
方
、
日
本
人
同
様

に
市
区
町
村
で
住
民
登
録
を
行
い

住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、14
年
４
月
か
ら
、

学
校
教
育
法
の
規
則
が
改
め
ら

れ
、
公
立
学
校
に
お
け
る
外
国
籍

や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
児
童
・

生
徒
へ
の
日
本
語
指
導
が
特
別
課

程
と
し
て
正
規
授
業
に
位
置
付
け

ら
れ
た
。
外
国
人
を
日
本
社
会
に

受
け
入
れ
て
い
く
法
的
整
備
が
進

ん
で
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
国
は
国
内
の
深
刻
な

人
手
不
足
を
背
景
に
、「
骨
太
の

方
針
２
０
１
８
」（
18
年
６
月
）（
※

９
）
の
中
で
「
新
た
な
外
国
人
材

の
受
入
れ
」
を
掲
げ
、
外
国
人
就

労
の
拡
大
方
針
を
示
し
た
。
新
た

な
在
留
資
格
制
度
（「
特
定
技

能
」）
の
創
設
、
留
学
生
の
国
内

就
職
促
進
、
外
国
人
の
受
入
れ
環

境
整
備
（
多
言
語
で
の
生
活
相

談
、
日
本
語
教
育
の
充
実
）
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
、
新
た
な
在
留
資

格
を
通
し
て
今
後
５
年
間
で
最
大

約
35
万
人
の
受
入
れ
拡
大
を
図
る

と
し
た
。
18
年
12
月
に
は
「
外
国

人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の

総
合
的
対
応
策
」
も
策
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
超
党
派
の
国
会
議
員

に
よ
り
検
討
が
進
ん
で
い
た
日
本

語
教
育
推
進
基
本
法
が
成
立
し
た

（
19
年
６
月
）。
同
法
は
日
本
語
教

育
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を

は
じ
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及

び
事
業
主
の
責
務
を
明
ら
か
に

し
、
日
本
語
教
育
推
進
に
関
す
る

施
策
の
基
本
事
項
を
定
め
る
も
の

で
あ
っ
た
。

■
横
浜
市
の
動
向

　

一
方
、
横
浜
市
は
、
09
年
に
続

き
13
年
に
外
国
人
市
民
意
識
調
査

を
実
施
し
た
が
、
暮
ら
し
の
満
足

度
は
前
回
よ
り
８
ポ
イ
ン
ト
以
上

増
え
て
64
％
が
現
在
の
暮
ら
し
に

「
満
足
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い

る
。
定
住
希
望
に
関
し
て
「
横
浜

に
住
み
続
け
た
い
」
が
84
％
と
前

回
よ
り
５
ポ
イ
ン
ト
余
り
増
加
し

た
。
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
の
第

１
位
は
前
回
同
様
「
日
本
語
の
不

自
由
さ
」（
24
・
７
％
）
だ
。
一
方
、

現
在
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
人
の

68
・
４
％
が
「
自
分
で
勉
強
し
て

※
７　
「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
：

日
本
の
企
業
等
で
機
械
工
学
の
技
術
者
、
通

訳
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
の
業
務
に
従
事
す
る
外

国
人
の
在
留
資
格
を
い
う
。

※
８　

在
留
資
格
別
の
数
値
は
市
窓
口
サ
ー

ビ
ス
課
か
ら
の
デ
ー
タ
提
供
を
も
と
に
算
出
。

※
９　
「
骨
太
の
方
針
２
０
１
８
」
：
正
式

に
は
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
８
～
少
子
高
齢
化
の
克
服
に
よ
る
持

続
的
な
成
長
経
路
の
実
現
～
」

70％くらいで縮小印刷

総数
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95000
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図８ 横浜市の外国人数の推移

（2010年-2019年）
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19
い
る
」
と
回
答
し
つ
つ
、
日
本
語

を
学
び
た
い
場
と
し
て
「
無
料
で

学
べ
る
教
室
や
学
校
」（
46
・

５
％
）
や
「
自
宅
や
勤
務
先
か
ら

近
い
教
室
」（
34
％
）
を
挙
げ
て

い
る
。
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
欲

に
つ
い
て
、「
参
加
意
向
が
あ
る
」

は
全
体
と
し
て
高
い
数
字

（
71
％
）
を
示
す
が
、「
参
加
意
向

は
な
い
」
と
答
え
た
外
国
人
の
中

で
「
永
住
者
」
と
「
特
別
永
住
者
」

の
割
合
が
高
か
っ
た
。
大
地
震
が

起
き
た
と
き
の
防
災
拠
点
に
つ
い

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
、

タ
イ
人
、
ペ
ル
ー
人
な
ど
は
過
半

数
が
そ
も
そ
も
存
在
を
「
知
ら
な

い
」
と
答
え
て
い
る
。
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
多
様
な
外
国
人
の
状

況
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
き
め
の

細
か
い
施
策
の
必
要
性
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。

　

外
国
人
の
増
加
と
定
住
化
が
進

む
横
浜
市
に
お
い
て
、新
た
に「
横

浜
市
中
期
４
か
年
計
画
２
０
１
８

―
２
０
２
１
」
が
策
定
さ
れ
、
こ

の
中
で
、
市
は
２
０
３
０
年
を
展

望
し
た
横
浜
の
持
続
的
成
長
・
発

展
を
実
現
す
る
た
め
の
６
つ
の
戦

略
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
一
つ
で

あ
る
「
未
来
を
創
る
多
様
な
人
づ

く
り
」
の
中
で
は
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、「
多
文
化
共
生
の
推

進
」
が
初
め
て
戦
略
と
し
て
掲
げ

ら
れ
た
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
新
た
な
市

の
計
画
を
踏
ま
え
て
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ

中
期
構
想
２
０
１
８
―
２
０
２
１

年
度
～
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
活

躍
で
き
る
多
文
化
共
生
の
ま
ち
横

浜
を
目
指
し
て
～
」（
※
10
）
を

策
定
し
た
。
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
に
お
い
て
は
「
多
様

性
が
活
か
さ
れ
る
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
に
向
け
て
４
つ

の
重
点
取
組
を
掲
げ
た
。

●
重
点
取
組
１　

外
国
人
の
生
活

基
盤
支
援
の
充
実

●
重
点
取
組
２　

外
国
人
の
地
域

と
の
つ
な
が
り
強
化

●
重
点
取
組
３　

外
国
人
の
活
躍

促
進

●
重
点
取
組
４　

外
国
人
材
の
誘

致
・
定
着

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
社

会
状
況
に
歯
止
め
が
見
通
せ
な
い

中
、
国
は
外
国
人
材
の
受
入
れ
拡

大
へ
と
か
じ
を
切
り
、
外
国
人
受

入
環
境
整
備
の
メ
ニ
ュ
ー
も
示
し

た
。
今
後
、
横
浜
市
へ
の
外
国
人

流
入
が
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
、

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
横
浜
市
と
密
に
連
携

し
て
外
国
人
施
策
を
推
進
す
る
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人

と
外
国
人
が
と
も
に
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
を
目
指
し
て
本
格
的
に
多

文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
。

■
外
国
人
の
生
活
基
盤
支
援
の
充
実

▽
多
文
化
共
生
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
の
開
設

　

国
が
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・

共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」

の
中
で
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人

に
対
す
る
支
援
と
し
て
真
っ
先
に

取
り
組
ん
だ
の
が
、
全
国
に
約
百

か
所
設
け
る
多
文
化
共
生
総
合
相

談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

（
仮
）
の
整
備
だ
。
行
政
・
生
活

全
般
の
情
報
提
供
・
相
談
を
多
言

語
で
行
う
も
の
で
、
横
浜
市
に
お

い
て
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
情
報
・
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
機
能
を
拡
張
す
る
形

で
「
横
浜
市
多
文
化
共
生
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
図
っ
た
（
19
年
８
月
）。
そ
れ

ま
で
４
言
語
（
英
語
・
中
国
語
・

ス
ペ
イ
ン
語
・
日
本
語
）対
応
だ
っ

た
窓
口
に
韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム

語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
タ
イ
語
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
追
加
し
て
11
言

語
対
応
と
な
っ
た
。
民
間
企
業
の

通
訳
サ
ポ
ー
ト
を
一
部
活
用
し
な

が
ら
、
４
者
通
話
も
可
能
な
電
話

相
談
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
介
し
た
テ

レ
ビ
会
議
な
ど
機
能
が
拡
張
し

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
市
内
の
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
も
配
備
し
、
相

談
セ
ン
タ
ー
と
結
ん
で
多
言
語
相

談
や
専
門
相
談
の
活
用
を
市
域
全

体
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。

　

相
談
実
績
は
09
年
度
（
図
６
）

の
５
９
１
３
件
か
ら
18
年
度
に
は

15
％
増
加
し
て
６
８
０
２
件
に
達

し
た
。
ほ
ぼ
外
国
人
数
の
増
加
率

（
18
％
）
に
見
合
う
が
、
市
内
に

ラ
ウ
ン
ジ
を
は
じ
め
相
談
窓
口
が

増
設
す
る
中
で
健
闘
し
て
い
る
。

「
通
訳
・
翻
訳
」「
日
本
語
学
習
」

「
医
療
・
健
康
」
な
ど
主
な
相
談

内
容
は
09
年
度
か
ら
変
わ
っ
て
い

な
い
。
近
年
「
出
産
・
育
児
」
と

「
教
育
」
の
相
談
が
増
え
て
い
て
、

そ
れ
は
、
市
民
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
「
小
中
学
校
」、「
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
（
乳
幼
児
健
診
他
）」、

「
療
育
セ
ン
タ
ー
」、「
保
育
園
」

へ
の
派
遣
増
加
に
呼
応
し
て
い

る
。
子
育
て
世
帯
の
多
い
外
国
人

の
ニ
ー
ズ
が
か
な
り
明
瞭
に
表
れ

て
お
り
、
今
後
、
就
学
前
か
ら
社

会
的
自
立
に
至
る
ま
で
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

▽
日
本
語
学
習
に
関
わ
る
環
境
整
備

　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
で
は
日
本
語
学
習
の

事
業
を
通
し
て
、
地
域
の
日
本
語

教
室
を
は
じ
め
行
政
・
団
体
な
ど

多
様
な
ア
ク
タ
ー
と
と
も
に
外
国

人
の
生
活
基
盤
の
充
実
と
多
文
化

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
。
日
本
語
教
室
を
主
宰
し
な
が

ら
、
11
年
度
か
ら
地
域
日
本
語
教

室
等
へ
の
個
別
訪
問
相
談
を
行

い
、
教
室
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
研

修
講
座
の
お
手
伝
い
な
ど
を
し
て

い
る
。
14
年
度
か
ら
は
地
域
子
育

て
支
援
拠
点
と
協
働
し
て
就
学
前

の
子
ど
も
と
親
に
対
し
て
の
日
本

語
と
子
育
て
の
両
面
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
支
援
を
始
め
た
。
そ

※
10　

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
中
期
構
想
：
社
会
の
動
向

や
横
浜
市
の
中
期
計
画
を
踏
ま
え
、
18
～
21

年
度
に
か
け
て
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
基
本
的
方
向
や

重
点
取
組
を
ま
と
め
た
。
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う
し
た
中
、
国
は
「
外
国
人
を
日

本
社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
く
（
社
会
包
摂
）
た
め
、
日

本
語
能
力
が
十
分
で
な
い
外
国
人

が
生
活
等
に
必
要
な
日
本
語
能
力

を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、（
中

略
）、
日
本
語
教
育
環
境
を
強
化

す
る
た
め
の
総
合
的
な
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
、
も
っ
て
、「
生
活

者
と
し
て
の
外
国
人
」
の
日
本
語

学
習
機
会
の
確
保
を
図
る
」
と
し

て
「
地
域
日
本
語
教
育
の
総
合
的

な
体
制
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
打

ち
出
し
た
。
こ
の
事
業
ス
キ
ー
ム

を
活
か
し
て
、
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
横
浜

市
と
連
携
し
、
19
年
度
に
地
域
の

実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
体
制
づ
く
り
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。
Ｙ
Ｏ

Ｋ
Ｅ
は
、
在
住
外
国
人
が
地
域
社

会
に
お
い
て
安
心
・
安
定
の
生
活

基
盤
を
築
き
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
る
よ
う
に
（
国
が
い
う

「
社
会
包
摂
」）
す
る
た
め
に
は
、

日
本
語
教
育
の
強
化
だ
け
で
な

く
、
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ
れ
、
社

会
参
加
が
進
み
、
日
本
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
々
な
場
に
お

い
て
、
相
互
理
解
と
地
域
と
の
関

わ
り
が
生
ま
れ
る
よ
う
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
。

■
外
国
人
の
地
域
と
の
つ
な
が
り

強
化　
外
国
人
の
活
躍
促
進　

　

10
年
代
に
新
設
さ
れ
た
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
南
区
の
み
な
み

市
民
活
動
・
多
文
化
共
生
ラ
ウ
ン

ジ
（
10
年
10
月
）、
鶴
見
区
の
鶴

見
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
（
10
年
12

月
）、
泉
区
の
い
ず
み
多
文
化
共

生
コ
ー
ナ
ー
（
13
年
２
月
）
で
、

こ
れ
で
現
在
の
10
ラ
ウ
ン
ジ
が
そ

ろ
っ
た
。
こ
の
う
ち
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は

外
国
人
集
住
３
区
と
い
わ
れ
る
中

区
・
南
区
・
鶴
見
区
の
ラ
ウ
ン
ジ

運
営
を
担
っ
て
い
る
。

　

外
国
人
住
民
の
増
加
・
定
住
化

に
伴
い
、
外
国
人
が
集
住
す
る
エ

リ
ア
に
お
い
て
は
地
域
の
共
生
が

リ
ア
ル
な
テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し

て
き
て
い
る
。
日
本
人
と
外
国

人
、
隣
人
同
士
の
融
和
を
図
り
、

活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
地
域

の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
（
自
治
会
・

町
内
会
、
学
校
、
区
役
所
、
ケ
ア

プ
ラ
ザ
そ
の
他
の
公
共
施
設

等
々
）
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ

り
、
日
本
人
と
外
国
人
の
相
互
理

解
と
交
流
・
協
働
を
ベ
ー
ス
に
住

民
間
の
関
係
づ
く
り
か
ら
地
域
共

生
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
の
取
組
の
中
で
、
外
国
人
住
民

の
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
と
り
わ

け
、
次
世
代
を
担
う
外
国
人
の
若

者
た
ち
の
社
会
的
自
立
ま
で
を
視

野
に
入
れ
た
サ
ポ
ー
ト
を
通
し

て
、
若
者
た
ち
が
地
域
と
つ
な
が

り
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
活
動

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
モ
デ
ル

と
な
る
事
例
が
あ
る
。
泉
区
の
い

ち
ょ
う
団
地
で
は
、
地
域
防
災
を

担
う
外
国
人
の
若
者
た
ち
（
ト
ラ

イ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）
の
活
動
が

あ
る
。
ま
た
、
中
区
の
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
で
は
外
国
人
の
若
者
た

ち
の
た
め
の
居
場
所
（
レ
イ
ン

ボ
ー
ス
ペ
ー
ス
）
づ
く
り
が
起
点

と
な
っ
て
地
域
と
も
関
わ
り
を

持
っ
た
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

は
、外
国
人
住
民
に
と
っ
て
、困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
母
語
で
相
談
が

で
き
、
生
活
に
必
要
な
日
本
語
を

学
べ
、
同
国
人
と
集
い
、
日
本
人

と
も
交
流
が
で
き
る
な
ど
、
生
活

の
拠
り
所
で
あ
り
居
場
所
で
も
あ

る
身
近
な
存
在
だ
。
横
浜
市
に
お

け
る
多
文
化
共
生
推
進
の
拠
点
と

し
て
ラ
ウ
ン
ジ
の
重
要
性
が
増
す

中
で
、
地
域
ご
と
の
特
性
や
事
情

に
基
づ
く
ラ
ウ
ン
ジ
の
自
主
的
な

活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
相
談
等

の
共
通
業
務
に
つ
い
て
は
サ
ー
ビ

ス
の
平
準
化
や
機
能
向
上
が
一
層

求
め
ら
れ
る
。
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
は
、
市

内
10
か
所
の
ラ
ウ
ン
ジ
と
緊
密
に

連
携
し
、
中
間
支
援
機
関
と
し
て

必
要
な
役
割
を
果
た
し
、
横
浜
市

全
体
の
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
７  

お
わ
り
に

　

国
の
外
国
人
受
入
拡
大
施
策
を

契
機
と
し
な
が
ら
、
多
文
化
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
は
１
９
９
０
年
代

の
第
１
ス
テ
ー
ジ
か
ら
２
０
２
０

年
代
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
移
ろ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
第
１
ス
テ
ー

ジ
は
平
成
の
時
代
と
重
な
っ
た
。

そ
し
て
、
今
、
令
和
の
時
代
を
迎

え
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
と
ば
口
に

立
っ
て
、
我
々
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

　

住
民
の
多
様
性
が
地
域
の
個
性

と
し
て
好
感
さ
れ
、
同
時
に
ま
と

ま
り
を
欠
く
こ
と
な
く
相
互
に
認

め
合
い
・
支
え
合
う
社
会
は
ど
う

だ
ろ
う
。
参
考
に
し
た
い
の
が
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大

会
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
。
多
様
で

あ
り
な
が
ら
一
体
感
も
あ
る
チ
ー

ム
の
姿
は
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
。
新
し
い
「
チ
ー
ム
づ
く
り
」

の
道
の
り
は
平
た
ん
で
は
な
い

が
、
未
来
を
見
据
え
て
本
格
的
に

取
り
組
む
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
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港
町
ヨ
コ
ハ
マ
、
国
際
都
市
横

浜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
き
、
そ
こ

に
は
横
浜
中
華
街
の
存
在
が
不
可

欠
で
あ
る
。
山
手
の
洋
館
や
外
国

人
墓
地
に
表
さ
れ
る
「
西
洋
」
と

と
も
に
、
横
浜
中
華
街
が
放
つ
、

も
う
一
つ
の
異
国
情
緒
が
、
人
び

と
を
横
浜
に
惹
き
つ
け
る
。
中
華

街
の
な
い
横
浜
を
想
像
す
る
の
は

難
し
く
、
こ
の
街
は
横
浜
と
い
う

都
市
の
顔
の
一
つ
と
言
っ
て
よ

い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
い
つ
か

ら
、
中
華
街
は
横
浜
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
こ
の
素
朴
な
疑
問
に
つ

い
て
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
き
た
華

僑
華
人
（
※
１
）
の
歩
み
を
中
心

に
考
え
て
い
き
た
い
。

■
横
浜
開
港
と
中
国
人

　

間
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
２
０
１
９
年
は
、
横
浜
が
世
界

に
向
け
て
開
港
し
て
か
ら
１
６
０

年
の
年
で
あ
っ
た
。
１
８
５
９
年

７
月
１
日
、
幕
府
と
欧
米
５
か
国

と
が
結
ん
だ
条
約
に
基
づ
き
、
横

浜
は
対
外
貿
易
港
と
し
て
開
か

れ
、
外
国
人
居
留
地
が
開
設
さ
れ

た
。
当
時
、
日
本
に
や
っ
て
き
た

外
国
人
は
、
原
則
的
に
こ
の
居
留

地
の
中
で
の
み
、
居
住
と
経
済
活

動
を
許
さ
れ
た
。現
在
の
山
下
町
・

日
本
大
通
り
・
山
手
町
が
旧
外
国

人
居
留
地
で
あ
る
。

　

横
浜
に
進
出
し
て
き
た
欧
米
商

社
な
ど
の
多
く
は
、
香
港
や
上
海

か
ら
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
中

国
の
都
市
は
対
外
開
港
さ
れ
て
か

ら
す
で
に
20
年
近
く
が
経
っ
て
お

り
、
極
東
地
域
の
足
場
を
固
め
て

い
た
商
社
が
、
新
た
に
開
か
れ
た

横
浜
に
進
出
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
そ
の
際
、
欧
米
商
人
は
、
中

国
人
を
伴
っ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
欧
米
商
社
な
ど
で
の
経
験
の

あ
る
中
国
人
は
欧
米
の
言
語
や
商

習
慣
を
理
解
し
、
ま
た
、
日
本
人

と
は
漢
字
で
筆
談
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
だ
。
意
思
の
疎
通
な
く

し
て
、
生
糸
や
お
茶
の
売
買
な

ど
、
貿
易
活
動
は
展
開
で
き
な

い
。
中
国
人
は
西
洋
人
と
日
本
人

を
つ
な
ぐ
仲
介
者
と
し
て
、
横
浜

の
経
済
を
握
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

だ
っ
た
。

　

１
８
７
５
年
に
横
浜
を
訪
れ

た
、
英
国
人
の
旅
行
作
家
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
は
そ
の
著
書
の
中

で
、
中
国
人
商
人
の
重
要
性
を
指

摘
し
、
中
国
人
は
「
い
つ
で
も
横

浜
の
金
融
活
動
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
ら
れ
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
」

と
書
き
残
し
て
い
る
（
※
２
）。

　

横
浜
外
国
人
居
留
地
で
中
国
人

が
果
た
し
た
役
割
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
１
８
６
０
年
代
か
ら
横

浜
で
発
行
さ
れ
て
い
た
英
字
新
聞

や
在
日
外
国
人
年
鑑
に
は
、
中
国

人
の
洋
裁
店
、
工
務
店
な
ど
の
広

告
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る

（
※
３
）。
西
洋
人
が
横
浜
で
暮
ら

す
た
め
に
は
、
洋
服
や
洋
館
、
ま

た
パ
ン
な
ど
が
必
要
だ
っ
た
が
、

幕
末
明
治
期
の
日
本
人
は
ま
だ
そ

う
し
た
西
洋
の
技
術
を
身
に
付
け

て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
香
港

や
上
海
か
ら
そ
の
分
野
の
中
国
人

職
人
が
大
勢
や
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
中
国
人
は
西
洋
人
の
衣
食
住

を
支
え
る
役
割
も
担
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
開
港
場
横
浜
に

お
い
て
、
経
済
面
・
生
活
面
、
い

ず
れ
で
も
中
国
人
は
不
可
欠
な
存

在
で
あ
り
、
横
浜
在
住
外
国
人
人

口
の
常
に
半
数
以
上
を
占
め
て
い

た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
少
し
考

え
て
ほ
し
い
。
日
本
は
、
英
米
仏

蘭
露
の
欧
米
５
か
国
と
条
約
を
結

び
、
開
国
・
開
港
し
た
。
し
か
し
、

開
い
て
み
れ
ば
、
や
っ
て
き
た
外

国
人
の
大
半
は
、
条
約
を
結
ん
で

い
な
い
中
国
の
人
び
と
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
日
本
の
開
国
・
開
港
は

対
欧
米
と
と
も
に
、
対
中
国
へ
の

開
国
・
開
港
の
意
味
を
持
つ
。
日

本
と
清
朝
中
国
は
１
８
７
１
年
に

条
約
を
結
び
、
そ
の
後
、
中
国
人

人
口
は
順
調
に
増
え
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
横
浜
に
暮
ら
す
中
国
人

は
外
国
人
居
留
地
の
一
角
に
集
ま

り
住
む
よ
う
に
な
り
、
関
帝
廟
を

開
き
、
学
校
を
つ
く
り
、
華
僑
社

会
が
成
長
し
て
い
っ
た
。

　

現
在
、
中
華
街
に
鎮
座
す
る
、

極
彩
色
の
関
帝
廟
は
四
代
目
の
関

帝
廟
で
あ
る
。
幕
末
の
１
８
６
２

年
に
前
身
の
小
さ
な
祠
が
現
在
地

に
祀
ら
れ
、
１
８
７
１
年
に
初
代

関
帝
廟
が
建
立
し
、
１
８
９
１
年

の
大
改
築
を
経
て
、
城
郭
と
見
紛

う
横
浜
名
所
の
一
つ
と
な
っ
て

い
っ
た
。
大
正
初
め
の
横
浜
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
（
※
４
）
で
は
、
関

帝
廟
の
主
神
関
羽
の
誕
生
祭
で
あ

る
「
関
帝
誕
」
を
横
浜
の
年
中
行

事
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
し
、
１

執
筆伊

藤　

泉
美

横
浜
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
館
副
館
長

※
１

　
一
般
に
本
国
の
国
籍
を
保
持
す
る
人
を

「
華
僑
」、
居
住
国
の
国
籍
を
保
持
す
る
人
を

「
華
人
」
と
呼
ぶ
。

※
２

　

時
岡
敬
子
訳
『
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
日
本

紀
行　

上
』
講
談
社

※
３

　

英
字
新
聞
に
はT

he Japan H
erald,

外

国
人
年
鑑
に
はThe Japan D

irectory 

な

ど
が
あ
る
。

※
４

　
『
官
署
学
校
病
院
社
寺
遊
覧
商
業
案
内
』

１
９
１
３
年
、
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
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９
１
０
年
の
大
規
模
な
関
帝
誕
で

は
、
き
ら
び
や
か
な
神
輿
と
行
列

が
山
下
町
を
練
り
歩
き
、
記
念
絵

葉
書
が
発
売
さ
れ
る
ほ
ど
話
題
を

呼
ん
だ
。
当
時
の
華
僑
社
会
の
繁

栄
ぶ
り
を
示
す
と
言
え
よ
う
。

■
二
つ
の
試
練
を
乗
り
越
え
て

　

１
９
２
３
年
９
月
１
日
、
関
東

大
震
災
が
横
浜
を
襲
っ
た
。
古
い

レ
ン
ガ
の
建
物
が
多
い
中
華
街
は

壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
在
住

中
国
人
５
７
０
０
人
余
り
の
う

ち
、
１
７
０
０
人
余
り
が
亡
く
な

り
、
生
き
残
っ
た
人
び
と
も
阪
神

や
広
東
・
上
海
な
ど
の
故
郷
に
避

難
し
た
。
関
帝
廟
も
倒
壊
焼
失
し

た
。

　

し
か
し
、
中
華
街
は
復
活
し

た
。
震
災
後
は
貿
易
商
に
代
わ
り

中
華
料
理
店
な
ど
が
増
え
て
い
っ

た
。
地
元
横
浜
の
政
財
界
と
の
友

好
団
体
で
あ
っ
た
中
日
協
会
は
、

中
華
街
大
通
り
に
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
中
国
風
の
建
物
を
建

て
る
よ
う
推
奨
し
、
１
９
３
０
年

代
初
め
に
は
、
昭
和
モ
ダ
ン
な
中

華
街
の
街
並
み
が
整
っ
た
。

　

だ
が
次
第
に
中
華
街
に
も
戦
争

の
足
音
が
近
づ
い
た
。
１
９
３
７

年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、

本
国
生
ま
れ
の
一
世
を
中
心
に
帰

国
者
が
相
次
ぐ
。
し
か
し
、
こ
の

段
階
で
は
横
浜
に
中
国
人
が
や
っ

て
き
た
幕
末
開
港
時
か
ら
既
に
80

年
近
く
が
経
ち
、
横
浜
生
ま
れ
、

横
浜
が
ふ
る
さ
と
で
あ
る
華
僑
が

コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
の
大
半
を
占
め

て
お
り
、
彼
ら
の
生
活
の
基
盤
は

日
本
に
あ
っ
た
。
戦
時
下
に
あ
っ

て
、
華
僑
の
自
治
組
織
・
中
華
会

館
を
は
じ
め
、
横
浜
の
華
僑
社
会

は
、
日
本
の
傀
儡
政
権
で
あ
る
汪

精
衛
政
権
を
支
持
す
る
と
い
う
選

択
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
と

中
華
民
国
は
戦
争
状
態
に
あ
っ
た

が
、
日
本
の
支
持
す
る
政
権
の
も

と
に
あ
る
横
浜
華
僑
は
、
移
動
や

居
住
に
つ
い
て
の
厳
し
い
制
約
を

受
け
た
が
、
交
戦
国
の
敵
性
国
民

で
あ
る
英
米
仏
な
ど
の
人
び
と
が

外
国
人
収
容
所
に
抑
留
さ
れ
た
の

に
対
し
、
中
華
街
な
ど
で
の
生
活

を
保
障
さ
れ
た
。

■
中
国
人
だ
け
で
は
な
い
中
華
街

　

世
界
各
地
の
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

と
比
較
し
て
、
横
浜
の
中
華
街
の

最
大
の
特
徴
は
、
地
元
社
会
と
の

良
好
な
関
係
を
保
持
し
て
き
た
こ

と
だ
ろ
う
。
海
外
の
中
華
街
は
夜

に
食
事
を
す
る
に
は
危
険
だ
と
さ

れ
る
場
所
が
多
い
が
、
横
浜
の
中

華
街
は
、
む
し
ろ
美
味
し
い
夕
食

を
楽
し
む
場
所
で
あ
る
。
歴
史
的

に
も
、
外
国
人
居
留
地
の
時
代
か

ら
、
中
華
街
は
中
国
人
だ
け
の
街

で
は
な
く
、
欧
米
人
も
ホ
テ
ル
や

パ
ン
屋
を
経
営
し
て
い
た
し
、
日

本
人
の
妻
も
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
家
族
や
隣
人
と
し
て
中
華
街

に
暮
ら
す
日
本
人
も
大
勢
い
た
。

太
平
洋
戦
争
中
も
、
華
僑
の
多
く

は
中
華
街
に
防
空
壕
を
掘
り
、
町

内
会
の
戦
没
者
追
悼
会
に
参
加
す

る
な
ど
、
地
元
社
会
と
の
関
係
を

保
つ
努
力
を
続
け
て
き
た
。
１
９

４
５
年
５
月
29
日
の
横
浜
大
空
襲

で
は
、
多
く
の
華
僑
華
人
が
被
災

し
、
中
華
街
は
再
び
、
焦
土
と
化

し
た
。
震
災
後
に
再
建
さ
れ
た
第

二
代
関
帝
廟
も
再
び
倒
壊
焼
失
し

た
。

■
戦
後
の
成
長
と
近
年
の
変
貌

　

そ
れ
で
も
、
中
華
街
は
復
活
し

た
。
戦
後
は
進
駐
軍
か
ら
配
給
さ

れ
る
小
麦
粉
を
使
っ
た
ド
ー
ナ
ッ

ツ
を
売
っ
た
り
、
本
牧
沖
で
獲
れ

る
イ
ワ
シ
を
揚
げ
て
天
丼
に
し
た

り
と
、
中
華
街
大
通
り
は
屋
台
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

　

戦
後
十
年
目
の
１
９
５
５
年
、

関帝誕の行列　1910年（横浜開港資料館所蔵）
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23
大
通
り
の
入
口
に
「
中
華
街
」
と

掲
げ
た
大
き
な
門
が
建
て
ら
れ

た
。
門
の
反
対
側
に
は
「
親
仁
善

隣
」
の
文
字
。
こ
れ
は
「
春
秋
左

氏
伝
」
の
「
仁
に
親
し
み
隣
に
善

く
す
る
は
、
国
の
宝
な
り
」
の
言

葉
に
由
来
す
る
。
戦
時
下
を
生
き

抜
い
た
日
中
両
国
人
の
思
い
が
、

こ
の
四
文
字
に
託
さ
れ
て
い
る
。

門
の
建
設
に
は
、
華
僑
華
人
と
日

本
人
の
有
志
が
尽
力
し
、
ま
た
横

浜
市
と
神
奈
川
県
も
賛
同
し
た
。

そ
れ
は
、
戦
後
横
浜
の
復
興
、
特

に
観
光
復
活
の
柱
に
中
華
街
を
と

い
う
狙
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ

の
期
待
に
応
え
て
、
１
９
６
０
年

代
の
経
済
成
長
、
１
９
７
０
年
代

の
日
中
国
交
正
常
化
と
パ
ン
ダ

ブ
ー
ム
、
１
９
８
０
年
代
の
バ
ブ

ル
経
済
と
、
中
華
街
は
活
況
を
呈

し
て
い
っ
た
。　

　

そ
の
一
方
で
、
中
華
街
を
支
え

る
華
僑
社
会
に
変
動
が
起
き
て
い

た
。
１
９
７
０
年
代
末
の
中
華
人

民
共
和
国
に
お
け
る
改
革
開
放
政

策
を
受
け
て
、
１
９
８
０
年
代
中

頃
か
ら
、
新
た
に
中
国
か
ら
や
っ

て
く
る
新
移
民
、
い
わ
ゆ
る
新
華

僑
が
激
増
し
た
。
１
９
８
５
年
ま

で
は
５
千
人
前
後
で
あ
っ
た
横
浜

市
内
の
中
国
人
人
口
は
、
１
９
８

６
年
以
降
、
毎
年
千
人
ず
つ
増

え
、
１
９
９
０
年
に
は
約
９
６
０

０
人
、
２
０
０
５
年
に
は
約
２
万

４
千
人
に
達
し
、
20
年
で
５
倍
と

な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
近
年
、

市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
で
中
国
人
店
員

が
増
え
た
こ
と
か
ら
も
実
感
で
き

る
だ
ろ
う
。

　

今
年
、
２
０
１
９
年
に
は
中
国

人
人
口
は
４
万
を
超
え
、
中
華
街

に
は
新
華
僑
が
経
営
す
る
店
が
急

増
し
て
い
る
。
中
華
街
は
変
貌
を

遂
げ
、
横
浜
の
華
僑
華
人
社
会
も

変
わ
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
す
な

わ
ち
国
際
都
市
横
浜
、
多
文
化
共

生
都
市
横
浜
の
変
貌
の
姿
で
も
あ

る
。　

年
外国人
総数

中国人
中国人
の割合

年
外国人
総数

中国人
中国人
の割合

1870・1871 2,073 1,002 48% 1911 7,875 4,236 54%

1874 2,243 1,000 45% 1912 8,205 4,532 55%

1875 2,496 1,300 52% 1913 5,883 4,780 81%

1876 2,427 1,231 51% 1914 6,851 4,090 60%

1877 2,402 1,142 48% 1915 6,038 3,887 64%

1878 3,085 1,851 60% 1916 6,122 4,018 66%

1879 3,626 2,245 62% 1917 6,435 4,079 63%

1880 3,937 2,505 64% 1918 6,766 3,969 59%

1881 3,773 2,334 62% 1919 6,862 3,936 57%

1882 3,512 2,154 61% 1920 - - -

1883 4,642 3,363 72% 1921 7,980 4,885 61%

1884 3,688 2,471 67% 1922 - - -

1885 3,754 2,499 67% 1923 555 303 55%

1886 3,904 2,573 66% 1924 2,260 1,630 72%

1887 3,837 2,359 61% 1925 3,742 2,815 75%

1888 4,494 2,981 66% 1926 4,208 3,122 74%

1889 4,562 3,010 66% 1927 4,817 3,487 72%

1890 4,601 3,004 65% 1928 5,015 3,572 71%

1891 4,933 3,348 68% 1929 5,337 3,749 70%

1892 4,929 3,339 68% 1930 5,643 3,958 70%

1893 4,946 3,325 67% 1935 5,066 3,321 66%

1894 2,804 1,173 42% 1938 4,309 2,228 52%

1895 3,532 1,808 51% 1945 3,208 1,917 60%

1896 4,100 2,268 55% 1950 15,940 4,203 26%

1897 4,728 2,743 58% 1955 14,777 4,489 30%

1898 5,369 3,284 61% 1960 16,815 4,698 28%

1899 5,088 3,003 59% 1965 18,581 5,245 28%

1900 5,523 3,328 60% 1970 20,648 5,525 27%

1901 5,789 3,664 63% 1975 20,979 4,920 23%

1902 7,017 4,780 68% 1980 20,619 4,430 21%

1903 7,646 5,010 66% 1985 24,079 5,371 22%

1904 7,878 5,127 65% 1990 38,603 9,649 25%

1905 8,308 5,334 64% 1995 46,723 12,700 27%

1906 8,896 5,748 65% 2000 56,167 17,219 31%

1907 9,209 5,944 65% 2005 69,965 24,289 35%

1908 9,588 6,109 64% 2010 77,419 33,584 43%

1909 9,946 6,280 63% 2015 81,424 33,621 41%

1910 9,923 6,217 63% 2019 103,705 41,454 40%

　横浜在住外国人人口に占める中国人人口　1870年～2019年 （単位：人）　  ©itoizumi2019

《注》
・ 1870・1871年については、中国人人口は1870年の数値、中国人を除く人口は1871年の数値で
　あるが、参考として表示した。
・ 1874年～1975年及び2015年は年末、1980年～2010年は年度末、2019年は10月末の数値。

《出典》
1870年・1871年：外務省記録「条約未済国及清国人取締方参考書」
1870年・1871年～1899年：「横浜港在留外国人戸口数表」『神奈川県史資料編15』
1900年、1921年・1923年： 『神奈川県統計書』 県内在住人口
1901年～1919年、1924年～1938年、1950年～：『横浜市統計書』
1945年：「神奈川県在留外国人国籍別人員表1945年8月15日（『横浜市史Ⅱ』第 1巻（下）、1026頁
より。原典は神奈川県『昭和二十年八月十五日 在留外国人名簿』
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―
本
日
は
、
横
浜
中
華
街
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
横
浜
中
華

街
が
多
く
の
日
本
人
が
訪
れ
る
街

と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て

い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

出
身
地
、
言
語
、
国
籍
等
に
違
い

が
あ
る
中
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
外
国
人
材
の
受
入

れ
の
お
考
え
な
ど
に
つ
い
て
も
お

話
を
伺
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

早
速
で
す
が
、
横
浜
中
華
街
で

進
め
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
ポ
リ

シ
ー
、
考
え
方
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

【
林
】
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
何
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
。
私
は
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー

タ
ー
教
授
の
い
う
ク
ラ
ス
タ
ー
理

論
を
活
用
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー

と
は
何
か
と
い
う
と
ブ
ド
ウ
の
房

で
す
。
横
浜
中
華
街
は
中
華
と
い

う
ク
ラ
ス
タ
ー
、
ブ
ド
ウ
の
房

で
、
中
華
料
理
屋
さ
ん
、
中
華
の

お
菓
子
屋
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の

実
の
粒
が
集
ま
っ
て
中
華
、
中
国

の
香
り
が
す
る
街
、
中
国
の
伝
統

文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
街

が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

が
他
の
街
と
違
う
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
こ
の
街

に
住
ん
で
い
る
人
が
、
中
国
の
伝

統
や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。
伝
統
文
化
を
守

り
、
誇
り
を
持
っ
て
子
孫
に
伝
え

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
ク
ラ
ス
タ
ー
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
必
ず
し
も
全
て
が

中
華
の
お
店
と
い
う
こ
と
で
な
く

て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
林
】
ダ
メ
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
芯
に
何
が
あ
る
の
か

が
重
要
で
す
。
例
え
ば
実
際
に
商

店
に
寿
司
屋
が
あ
っ
て
も
構
わ
な

い
で
す
。
で
も
、
こ
の
街
で
行
っ

て
い
る
祭
り
は
中
国
の
祭
り
、
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
景
観
も
中
国
で
、

新
し
い
華
僑
も
生
ま
れ
て
き
て
、

学
校
の
部
会
で
は
お
獅
子
と
か
中

国
武
道
、
舞
踊
。
祭
り
に
出
る
の

で
子
ど
も
の
頃
か
ら
み
ん
な
や
っ

て
い
ま
す
。
文
化
や
伝
統
を
き
ち

ん
と
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

―
こ
れ
だ
け
は
守
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
、
ま
ち
づ

く
り
の
ル
ー
ル
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

【
林
】
み
ん
な
で
中
華
街
憲
章
（
※

１
）
を
定
め
て
い
ま
す
。
街
の
基

本
理
念
で
す
の
で
、
そ
れ
は
守
り

ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
細

か
い
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
く
て
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
決
め
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

―
外
国
人
材
の
受
入
れ
が
拡

大
さ
れ
、
今
後
、
外
国
人
人
口
は

更
に
増
加
し
て
い
く
と
思
い
ま
す

が
、
受
入
れ
に
当
た
っ
て
何
が
求

め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
林
】
ま
ず
外
国
人
に
日
本
の
伝

統
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
教
え
て
守
っ
て
も

ら
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
彼
ら
の

伝
統
文
化
を
理
解
し
、
支
え
を
し

て
あ
げ
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
で
ト
ラ

ス
ト
、
信
頼
が
生
ま
れ
る
わ
け
で

す
。
今
の
日
本
人
は
、
関
帝
廟
で

街
の
人
が
中
国
式
に
参
列
し
て
お

線
香
を
あ
げ
て
い
る
の
を
見
て
、

自
分
た
ち
も
そ
れ
に
倣
っ
て
お
辞

儀
を
し
て
と
い
う
ふ
う
に
、
深
く

理
解
は
し
て
い
な
く
て
も
黙
っ
て

お
参
り
を
し
て
い
ま
す
。
他
の
文

化
を
認
め
合
う
心
が
始
ま
っ
て
、

は
じ
め
て
「
国
際
化
」
で
す
。

―
お
互
い
の
文
化
を
理
解
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

【
林
】
そ
の
た
め
に
は
、
一
方
通

行
で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
と

な
り
ま
す
。
知
っ
て
い
る
は
ず
、

分
か
る
だ
ろ
う
で
は
ダ
メ
で
す
。

き
ち
ん
と
伝
え
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

―
他
に
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【
林
】
外
国
人
に
と
っ
て
理
解
が

難
し
い
日
本
の
ル
ー
ル
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
行
政
指
導
で
す
。
こ

こ
か
ら
は
法
律
違
反
で
す
、
罰
則

で
す
よ
と
い
う
の
が
法
律
で
す

が
、
行
政
指
導
と
い
う
の
が
あ

る
。
日
本
は
和
の
国
で
、
そ
れ
は

悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

外
国
人
は
イ
エ
ス
か
ノ
ー
で
す
の

で
、
日
本
人
に
は
分
か
っ
て
も
、

な
か
な
か
理
解
が
で
き
ま
せ
ん
。

―
外
国
人
材
の
受
入
れ
拡
大

に
つ
い
て
は
何
か
影
響
は
考
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

【
林
】
受
入
れ
に
当
た
っ
て
の

ル
ー
ル
が
で
き
て
、
一
定
水
準
の

日
本
語
能
力
な
ど
が
あ
れ
ば
入
国

で
き
る
と
な
る
と
、
相
当
日
本
の

こ
と
を
勉
強
し
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
人
た
ち
が
問
題
を
起
こ
す
と

は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
家
族
が
一
緒
に
来
日
し
た
場

合
は
、
そ
の
家
族
の
フ
ォ
ロ
ー
を

周
り
が
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て
あ
げ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

点
、
中
華
街
は
広
東
同
郷
会
、
台

湾
同
郷
会
、
福
建
同
郷
会
と
い
っ

[

横
浜
中
華
街
「
街
づ
く
り
」
団
体
連
合
協

議
会]

　

１
９
９
３
年
１
月
に
発
足
し
た
、
横
浜
中

華
街
に
所
在
す
る
24
団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
協
議
会
。
横
浜
中
華
街
の
歴
史
と
伝

統
を
基
礎
と
し
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
街

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
衆
知
を
集
め
て

協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

聞
き
手 林　

兼
正

横
浜
中
華
街
「
街
づ
く
り
」
団
体
連
合
協

議
会
会
長

「
萬
珍
樓
」
代
表
取
締
役

編
集
部
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た
各
省
の
同
郷
会
が
あ
っ
て
、
そ

こ
に
相
談
す
れ
ば
手
伝
っ
て
く
れ

る
体
制
が
あ
る
。
広
東
の
隣
は
福

建
で
す
が
福
建
語
と
広
東
語
で
言

葉
は
通
じ
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、

福
建
か
ら
来
る
人
は
福
建
同
郷
会

で
面
倒
見
て
く
れ
よ
、
問
題
が

あ
っ
た
ら
助
け
て
あ
げ
て
と
い
う

関
係
が
で
き
て
い
ま
す
。

―
出
身
地
別
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
で
き
て
い
る
の
で
す
ね
。

【
林
】
そ
う
で
す
。
困
っ
た
と
き

に
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。
別
に
い
つ

も
一
緒
に
い
て
親
切
に
す
る
必
要

は
な
い
。
困
っ
た
と
き
に
い
つ
で

も
手
を
差
し
伸
べ
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、行
政
、

役
所
は
ち
ょ
っ
と
や
り
過
ぎ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

も
あ
れ
も
や
ろ
う
と
し
ま
す
が
、

大
事
な
就
職
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

か
、
子
ど
も
の
学
校
の
こ
と
、
病

気
を
し
た
と
き
の
手
助
け
な
ど
が

あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
特
定
の
人

に
き
め
細
か
く
と
い
う
よ
り
も
、

入
口
で
困
り
ご
と
を
聞
き
取
っ
て

つ
な
ぐ
、
さ
ば
く
と
い
う
こ
と
を

し
た
ほ
う
が
多
く
の
人
に
対
応
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
横
浜
市

の
職
員
数
で
全
て
の
外
国
人
の
要

望
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
の
は

無
理
で
す
。
民
間
に
も
任
せ
な
い

と
。
例
え
ば
「
会
社
で
給
料
が
も

ら
え
な
く
て
困
っ
て
い
る
」
と
い

う
困
り
ご
と
な
ら
「
労
基
署
へ
行

き
な
さ
い
」
と
、
対
応
を
案
内
で

き
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

―
行
政
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て

大
事
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

【
林
】
外
国
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
、「
あ
な
た
は
何
に
一
番

困
っ
て
い
る
か
」、「
横
浜
市
に
何

を
し
て
も
ら
い
た
い
か
」、
答
え

を
集
め
れ
ば
簡
単
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
背
中
を
掻
い
て
く
れ
み
た
い

な
細
か
い
こ
と
は
絶
対
言
わ
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
「
ま
ず
日
本
に
来

た
外
国
人
に
は
日
本
人
と
同
等
の

扱
い
を
し
な
さ
い
」
と
言
い
ま

す
。
そ
れ
で
「
困
っ
た
部
分
だ
け

対
応
し
な
さ
い
」
と
。
だ
か
ら
私

は
、
外
国
人
の
お
客
様
が
お
店
に

入
っ
て
来
る
と
、「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
」
と
日
本
語
で
言
い
ま

す
。
そ
し
て
「
何
名
様
で
す
か
」

と
言
っ
て
、
相
手
の
方
が
指
で
人

数
を
答
え
た
ら
、
英
語
は
使
わ
な

い
で
す
。
こ
こ
は
日
本
で
す
。
外

国
人
の
お
客
様
に
最
初
に
日
本
語

で
話
を
し
て
、
分
か
ら
な
い
と

思
っ
た
と
き
は
英
語
で
話
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
大
事
で

す
。
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
接
し

て
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
ヘ
ル

プ
、
全
部
ヘ
ル
プ
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

私
は
何
十
年
も
韓
国
人
や
中
国

人
を
雇
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
は

し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

初
め
て
日
本
に
来
た
と
き
に
、
た

だ
「
こ
こ
が
寮
で
す
」
と
伝
え
る

だ
け
で
は
無
理
で
す
よ
ね
。
一
緒

に
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
布

団
を
買
っ
た
り
と
、
そ
う
い
う

フ
ォ
ロ
ー
は
必
要
で
す
。
あ
と
は

会
社
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、「
困
っ
た
と
き
に
は
上
司
と

相
談
」、「
上
司
と
相
談
が
で
き
な

い
と
き
は
人
事
課
の
課
長
の
と
こ

ろ
に
直
接
行
き
な
さ
い
」
と
、
相

談
す
る
場
所
を
言
っ
て
お
く
。
外

国
人
だ
か
ら
や
さ
し
く
し
な
く
て

は
い
け
な
い
と
い
う
の
は
必
要
な

い
で
す
。
日
本
人
と
同
じ
で
い
い

ん
で
す
。

―
以
前
、著
書
を
拝
見
し
て
、

日
本
で
は
長
崎
や
神
戸
の
中
華
街

も
有
名
で
す
が
、
中
華
街
と
日
本

人
と
の
関
わ
り
で
い
う
と
、
横
浜

は
親
し
さ
の
度
合
い
と
し
て
は
低

い
と
あ
り
ま
し
た
が
。

【
林
】そ
れ
は
歴
史
の
問
題
で
す
。

長
崎
は
元
禄
時
代
に
確
か
３
万
人

く
ら
い
の
人
口
で
、
そ
の
う
ち
９

千
人
が
中
国
人
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
て
３
百
年
が
経
っ
て

い
ま
す
。
神
戸
は
開
港
し
て
か
ら

で
す
か
ら
１
６
０
年
。
日
本
人
と

の
結
婚
も
増
え
、
同
化
し
て
い
っ

て
い
ま
す
。
横
浜
は
開
港
時
か
ら

と
い
う
点
は
神
戸
と
同
じ
で
す

が
、
関
東
大
震
災
で
ゼ
ロ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
３
百
人
し
か
残
ら

な
く
て
、
中
国
に
戻
っ
て
し
ま
っ

た
り
。
そ
し
て
少
し
ず
つ
カ
バ
ー

し
て
き
た
ら
、
太
平
洋
戦
争
で
ま

た
焼
け
野
原
で
す
。
だ
か
ら
、
横

浜
で
は
中
国
人
と
日
本
人
の
関
係

は
ま
だ
百
年
し
か
経
っ
て
い
ま
せ

ん
。
や
っ
と
今
は
日
本
人
と
の
結

婚
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
し
、
親

し
さ
の
度
合
い
は
増
し
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

―
ま
ち
づ
く
り
の
話
に
戻
り

ま
す
が
、
ご
自
分
の
商
売
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

の
活
動
に
も
大
変
尽
力
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
。

【
林
】
ま
ち
づ
く
り
は
、
会
社
を

一
つ
や
る
よ
り
も
大
変
で
す
。
で

も
、
お
も
て
な
し
と
か
、
揉
め
事

を
解
決
す
る
と
か
、
ま
ち
づ
く
り

も
会
社
と
同
じ
で
す
。
大
変
で
す

が
、
伝
統
文
化
を
子
孫
に
継
承
し

て
い
く
た
め
に
覚
悟
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
新
華
僑
の
方
が
増
え
、
世

代
に
よ
る
意
識
の
違
い
な
ど
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

【
林
】
世
代
に
よ
る
意
識
の
違
い

は
も
ち
ろ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
も
前
の
世
代
か
ら
引
き
継

い
だ
わ
け
で
す
が
、
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
第
４
次
産
業
革
命

が
始
ま
っ
て
い
て
、
次
の
時
代
は

新
し
い
も
の
へ
の
挑
戦
で
す
か

ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
私
た
ち

が
次
の
世
代
に
今
教
え
る
も
の
は

な
い
で
す
。
た
だ
昔
か
ら
の
伝
統

で
、
な
ぜ
こ
こ
に
お
客
さ
ん
が
来

て
い
る
の
か
、
そ
こ
は
ク
ラ
ス

タ
ー
理
論
の
中
華
と
い
う
こ
と

と
、
も
う
一
つ
は
非
日
常
的
な
こ

と
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ

は
レ
ジ
ャ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
日
本
の
良
さ
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
新
し
い
進
化
し
た
中

華
街
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
そ
し
て
、
伝
統
文
化
は
残
さ

な
い
と
い
け
な
い
。
こ
の
街
を
繁

栄
さ
せ
る
か
、
衰
退
さ
せ
る
か

は
、
彼
ら
次
第
で
す
。
今
の
う
ち

に
一
緒
に
や
っ
て
、
受
け
継
い
で

き
た
今
ま
で
の
考
え
方
を
伝
え
よ

う
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

※
１　

中
華
街
憲
章

　

横
浜
中
華
街
発
展
会
協
同
組
合
と
横
浜

中
華
街
「
街
づ
く
り
」
団
体
連
合
協
議
会

が
１
９
９
５
年
に
制
定
し
た
。
街
の
基
本
理

念
を
定
め
た
も
の
で
、「
礼
節
待
人
の
中
華

街
」
な
ど
７
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
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１   

外
国
籍
・
外
国
に
つ
な
が
る

児
童
生
徒
の
状
況

　

横
浜
市
に
外
国
籍
・
外
国
に
つ

な
が
る
住
民
（
※
１
）
が
増
え
る

の
に
伴
っ
て
、
学
校
に
お
い
て
も

外
国
籍
・
外
国
に
つ
な
が
る
児
童

生
徒
（
以
下
「
外
国
籍
等
児
童
生

徒
」
と
い
う
。）
が
年
々
増
加
し

て
い
る
。
２
０
１
９
年
５
月
１
日

現
在
、
横
浜
市
立
の
小
・
中
・
義

務
教
育
学
校
４
８
８
校
に
は
、
１

０
３
の
国
と
つ
な
が
る
１
万
１
０

３
人
の
外
国
籍
等
児
童
生
徒
が

通
っ
て
い
る
。
こ
の
数
は
、
10
年

前
と
な
る
２
０
０
９
年
の
５
８
２

５
人
と
比
較
し
て
、
約
４
０
０
０

人
、
73
％
も
増
え
て
い
る
こ
と
に

な
る
（
図
１
）。
ま
た
、
横
浜
の

外
国
籍
等
児
童
生
徒
の
特
徴
と
し

て
、
日
本
国
籍
で
あ
っ
て
も
両
親

の
ど
ち
ら
か
が
日
本
人
で
あ
っ
た

り
、
海
外
で
育
っ
た
り
と
い
っ

た
、
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
生
徒

の
増
加
が
著
し
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

こ
う
し
た
外
国
に
つ
な
が
る
児

童
生
徒
１
万
１
０
３
人
の
う
ち
、

日
本
語
の
支
援
が
必
要
な
児
童
生

徒
（
Ｊ
Ｓ
Ｌ
（
※
２
、
図
２
）
レ

ベ
ル
５
未
満
）
は
、
２
０
１
９
年

５
月
１
日
現
在
、２
７
０
５
人（
約

27
％
）
在
籍
し
て
お
り
、
10
年
前

の
１
２
７
８
人
と
比
較
し
て
１
４

２
７
人
、
約
１
１
２
％
も
増
加
し

て
い
る
。
特
に
最
近
で
は
、
２
０

１
５
年
度
１
５
３
８
人
、
２
０
１

６
年
度
１
６
７
０
人
、
２
０
１
７

年
度
２
０
８
０
人
、
２
０
１
８
年

度
２
３
２
０
人
（
い
ず
れ
も
５
月

１
日
現
在
）
と
大
き
く
増
加
し
て

お
り
、
２
０
１
７
年
度
は
前
年
度

に
比
べ
、
４
１
０
人
（
約
25
％
）

増
加
し
た
（
図
３
）。
こ
れ
は
、

実
際
に
日
本
語
指
導
が
必
要
な
日

本
籍
児
童
生
徒
が
増
え
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
２
０
１
７
年
の
県
費

負
担
教
職
員
の
市
費
移
管
に
伴

い
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童

執
筆土

屋　

隆
史　
　

教
育
委
員
会
事
務
局
小
中
学
校
企
画
課

主
任
指
導
主
事
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図１ 外国籍等児童生徒数（各年５月１日現在）
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図３ 日本語指導が必要な児童生徒数
（各年５月１日現在）

（人）

（年）

図２　ＪＳＬ評価参照枠＜全体＞
ステージ 学齢期の子どもの在籍学級参加との関係 支援の段階

6
教科内容と関連したトピックについて理解し、積極的に
授業に参加できる

5
教科内容と関連したトピックについて理解し、授業にあ
る程度の支援を得て参加できる

4
日常的なトピックについて理解し、学級活動にある程度
参加できる

3
支援を得て、日常的なトピックについて理解し、学級活
動にも部分的にある程度参加できる

2 支援を得て、学校生活に必要な日本語の習得が進む

1 学校生活に必要な日本語の習得がはじまる

支援付き
自立学習
段階

個別学習
支援段階

初期支援
段階
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27
生
徒
が
多
く
在
籍
す
る
学
校
へ
の

教
職
員
配
置
を
拡
充
し
た
こ
と
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
日
本
語
指
導

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
学
校
が
き

め
細
か
く
把
握
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
生
徒
の
増
加
と
国
際
教

室
（
※
３
）
担
当
教
員
の
配
置
基

準
の
変
更
に
よ
り
、
２
０
１
９
年

度
の
国
際
教
室
担
当
教
員
配
置
校

は
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
を
合

わ
せ
１
４
２
校
と
な
り
、
前
年
度

に
比
べ
21
校
（
約
17
％
）
増
加
し

た
。

　

な
お
、
区
別
に
み
る
と
、
外
国

に
つ
な
が
る
児
童
生
徒
数
は
、
鶴

見
区
、
南
区
、
中
区
の
３
区
が
特

に
多
い
。

２  

教
育
委
員
会
の
取
組
の
歴
史

（1） 

帰
国
児
童
生
徒
教
育
か
ら
外

国
籍
児
童
生
徒
教
育
へ

　

１
９
７
０
年
代
に
日
本
企
業
の

海
外
進
出
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
日
本
人
が
家
族

を
連
れ
、
海
外
で
の
仕
事
に
従
事

し
た
。
そ
の
影
響
か
ら
、
１
９
７

１
年
に
１
５
０
０
人
だ
っ
た
帰
国

児
童
生
徒
数
は
１
９
７
９
年
に
は

６
６
０
０
人
（
国
内
全
体
の
数

値
、
文
部
科
学
省
資
料
に
よ
る
）

に
急
増
し
、
こ
の
よ
う
な
児
童
生

徒
へ
の
対
応
は
新
た
な
教
育
課
題

の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
横
浜

市
で
は
、
１
９
８
１
年
か
ら
「
帰

国
子
女
教
育
専
任
教
諭
配
置
校
」

（
帰
国
児
童
生
徒
の
多
い
学
校
に

専
任
教
諭
を
配
置
し
、
当
該
児
童

生
徒
へ
の
支
援
や
市
内
の
帰
国
児

童
生
徒
教
育
の
先
導
的
役
割
を
担

う
学
校
）
や
「
日
本
語
回
復
教
室
」

（
帰
国
児
童
生
徒
の
日
本
語
能
力

の
回
復
、
日
本
文
化
の
学
習
を
目

的
に
実
施
）、「
海
外
転
出
入
子
女

教
育
相
談
コ
ー
ナ
ー
」（
帰
国
児

童
生
徒
及
び
外
国
転
出
入
児
童
生

徒
に
関
す
る
教
育
相
談
の
実
施
）

の
設
置
、
保
護
者
向
け
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
あ
る
「
帰
国
児
童
生
徒

教
育
ガ
イ
ド
」
の
配
付
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
今
日
で
は
小
学
校
の

外
国
語
活
動
の
一
部
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
「
国
際
理
解
教
室
」

（
様
々
な
出
身
国
の
外
国
人
講
師

が
自
身
の
出
身
国
の
文
化
に
つ
い

て
英
語
で
行
う
授
業
）
も
、
帰
国

児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
る
環
境
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
１
９
８
１
年

に
設
置
さ
れ
た
「
帰
国
子
女
教
育

実
践
推
進
校
」
に
お
い
て
開
始
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
市
立
東
高
校
で

は
１
９
８
２
年
度
入
学
者
選
抜
か

ら
帰
国
生
徒
特
別
募
集
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
帰
国
生
徒
教
育
担

当
職
員
を
配
置
し
、
入
学
後
の
教

科
学
習
支
援
や
生
活
・
教
育
相
談

等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
１
９
８
２
年
か
ら
は
国

際
理
解
教
育
推
進
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
「
国
際
理
解
教
育
セ
ン

タ
ー
校
」
を
設
置
す
る
な
ど
取
組

を
進
め
て
お
り
、
文
部
科
学
省
に

よ
る
「
帰
国
子
女
教
育
の
手
引

き
」
作
成
が
１
９
８
６
年
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
横
浜
市
で
の

取
組
は
全
国
に
先
駆
け
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

１
９
８
０
年
代
始
め
に
帰
国
児

童
生
徒
へ
の
支
援
体
制
が
整
え
ら

れ
る
中
、
日
中
国
交
正
常
化
後
の

中
国
帰
国
者
の
子
ど
も
の
増
加
が

新
た
な
教
育
課
題
と
な
り
、
１
９

８
５
年
に
元
街
小
学
校
と
港
中
学

校
に
中
国
人
講
師
が
配
置
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期

に
は
大
和
市
に
あ
っ
た
定
住
促
進

セ
ン
タ
ー
（
１
９
８
０
年
２
月
～

１
９
９
８
年
３
月
）
で
の
支
援
を

受
け
た
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
が
横
浜

市
内
（
特
に
泉
区
）
に
定
住
す
る

な
ど
し
、
帰
国
子
女
に
対
し
て
整

え
ら
れ
た
体
制
が
外
国
人
へ
の
支

援
に
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、
１

９
８
６
年
に
は
帰
国
児
童
生
徒
を

対
象
と
し
て
い
た
「
日
本
語
回
復

教
室
」
を
「
日
本
語
回
復
学
級
」

に
名
称
変
更
し
、
日
本
語
を
初
め

て
使
う
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る

「
日
本
語
集
中
学
級
」（
入
学
前
に

一
定
期
間
日
本
語
指
導
、
学
校
生

活
の
体
験
を
受
講
）
と
「
巡
回
指

導
」（
集
中
学
級
に
通
級
で
き
な

い
場
合
の
学
校
へ
の
巡
回
に
よ
る

日
本
語
指
導
）
を
新
た
に
始
め
、

こ
の
３
つ
の
機
能
の
総
称
を
「
日

本
語
教
室
」
に
改
め
て
事
業
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
１
９
８
６
年
に

は
、
児
童
生
徒
の
国
際
平
和
の
重

要
性
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
国

際
社
会
で
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ

と
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
子
ど
も

た
ち
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
よ
こ
は
ま
子
ど
も
国
際
平

和
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
開
始
当
初
は

「
よ
こ
は
ま
子
ど
も
国
際
平
和

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」）
を
開
始
し

た
。
取
組
の
一
つ
で
あ
る
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
全
小
・
中
・

義
務
教
育
学
校
か
ら
毎
年
約
５
万

人
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
て
い

る
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
「
国

際
平
和
の
た
め
に
、
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
る
が
、
外
国
に
つ
な

が
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
つ
い
て
書

か
れ
た
も
の
や
、
外
国
に
つ
な
が

る
児
童
生
徒
が
自
身
の
体
験
を
も

と
に
し
た
も
の
な
ど
、
多
文
化
共

生
の
視
点
に
立
っ
た
ス
ピ
ー
チ
が

多
く
あ
り
、横
浜
市
が
目
指
す「
自

分
を
見
つ
め
、
多
様
性
を
尊
重

し
、
共
生
す
る
力
」
を
育
む
一
助

と
な
っ
て
い
る
。

※
１　

外
国
に
つ
な
が
る
住
民
（
児
童
生
徒
）

　

外
国
出
身
の
日
本
籍
住
民
。
両
親
の
ど
ち

ら
か
が
外
国
出
身
の
児
童
生
徒
。

※
２　

Ｊ
Ｓ
Ｌ

　

日
本
語
指
導
と
教
科
指
導
を
統
合
し
、

学
習
活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
力
の
育
成
を

目
指
し
た
「
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
」

（Japanese as a second language

）
カ

リ
キ
ュラ
ム
。

※
３　

国
際
教
室

　

国
籍
問
わ
ず
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児

童
生
徒
が
５
人
以
上
在
籍
す
る
学
校
に
担

当
教
員
を
配
置
し
て
設
置
さ
れ
る
、
日
本
語

指
導
だ
け
で
な
く
教
科
指
導
、
生
活
適
応

指
導
等
を
行
う
教
室
。



28 調査季報 vol.184・2019.12 ■

（2） 

外
国
籍
児
童
生
徒
教
育
か
ら

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生

徒
へ
の
支
援
へ

　

１
９
９
２
年
に
な
る
と
、
外
国

籍
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
た
め
に

担
当
教
員
が
配
置
さ
れ
る
「
国
際

教
室
」
の
設
置
が
始
ま
っ
た
（
後

述
の
教
職
員
人
件
費
の
市
費
移
管

ま
で
は
、
外
国
籍
で
日
本
語
指
導

が
必
要
な
児
童
生
徒
の
み
加
配
の

対
象
と
し
て
い
た
）。
当
時
、
教

職
員
の
人
件
費
は
神
奈
川
県
が
所

管
し
て
い
た
た
め
、
神
奈
川
県
全

体
で
こ
の
取
組
が
実
施
さ
れ
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
国
際
教
室
が

設
置
さ
れ
る
一
方
、
帰
国
児
童
生

徒
へ
の
対
応
が
一
段
落
し
た
た

め
、
１
９
９
８
年
に
「
日
本
語
回

復
学
級
教
室
」
が
、
２
０
０
１
年

に
は
「
帰
国
児
童
生
徒
教
育
専
任

教
諭
配
置
校
」
が
廃
止
さ
れ
た

（「
日
本
語
集
中
学
級
」
及
び
「
巡

回
指
導
」
は
継
続
）。
横
浜
市
教

育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
間

も
日
本
語
指
導
を
担
当
す
る
外
国

語
指
導
主
事
助
手
（Foreign 

Consultant

、
以
下
「
Ｆ
Ｃ
」
と

い
う
。）
の
雇
用
や
、
日
本
で
の

学
校
生
活
を
始
め
る
に
当
た
っ
て

の
留
意
事
項
な
ど
を
保
護
者
に
示

し
た
「
き
ょ
う
か
ら
は
ま
っ
子
」

や
「
学
校
用
語
・
通
知
文
対
訳
集
」

を
発
行
す
る
な
ど
、
各
校
で
の
支

援
を
後
押
し
す
る
取
組
が
行
わ
れ

た
。

　

２
０
０
６
年
に
な
る
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
よ
る
取
組

で
あ
る
「
母
語
を
用
い
た
学
習
支

援
推
進
校
」
と
「
学
校
通
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
開
始
し
た
。「
母

語
を
用
い
た
学
習
支
援
推
進
校
」

は
、
国
際
教
室
設
置
校
の
う
ち
、

学
習
支
援
推
進
校
と
し
て
委
嘱
さ

れ
た
学
校
が
、
児
童
生
徒
の
母
語

が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

し
、
教
科
学
習
の
支
援
を
行
う
も

の
だ
っ
た
。「
学
校
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
は
、
外
国
に
つ
な
が
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
が
学
校
と
面

談
を
行
う
場
合
な
ど
に
通
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
も
の
で
、

横
浜
市
国
際
交
流
協
会
へ
の
委
託

に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
２
０
０
８
年
に
は
「
母
語

を
用
い
た
学
習
支
援
推
進
校
」
以

外
の
学
校
で
も
、
転
・
編
・
入
学

直
後
の
児
童
生
徒
が
学
校
に
適
応

す
る
た
め
の
支
援
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
て
行
う
「
母
語
を
用

い
た
初
期
適
応
支
援
」
を
開
始
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

協
働
す
る
に
当
た
っ
て
、
支
援
に

協
力
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
学
校
単
独
で
見
つ
け
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
紹
介
を
市
内
に
10
か
所
あ
る

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
（
鶴
見
区
、

中
区
、
南
区
、
港
南
区
、
保
土
ケ

谷
区
、
金
沢
区
、
港
北
区
、
青
葉

区
、
都
筑
区
、
泉
区
）
及
び
横
浜

市
国
際
交
流
協
会
に
協
力
の
依
頼

を
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で

は
、
学
校
と
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

の
円
滑
な
連
携
の
た
め
に
、
２
０

１
０
年
か
ら
は
毎
年
、
各
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
を
担
当
者
が
訪
問

し
、
連
携
を
深
め
る
た
め
の
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国

際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
と
の
連
携
が
深

ま
り
、
一
部
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
あ

る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
教
育
委

員
会
担
当
者
が
直
接
意
見
交
換
す

る
会
を
設
け
て
い
る
。
こ
う
し
た

意
見
交
換
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
徐
々
に

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
２
０
１

７
年
に
は
「
母
語
を
用
い
た
学
習

支
援
推
進
校
」
と
「
母
語
を
用
い

た
初
期
適
応
支
援
」
を
統
合
し
た

「
母
語
に
よ
る
初
期
適
応
・
学
習

支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
に
至
っ

て
い
る
。

　

国
際
教
室
担
当
教
員
は
日
本
語

指
導
の
経
験
が
あ
る
教
員
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
２
０
１
０
年
に

は
、
国
際
教
室
担
当
教
員
等
が
日

本
語
指
導
に
つ
い
て
学
ぶ
場
で
あ

る
「
日
本
語
指
導
者
養
成
講
座
」

を
開
講
し
て
い
る
。
２
０
１
７
年

に
は
国
際
教
室
担
当
教
員
の
経
験

が
長
い
教
員
向
け
の
「
日
本
語
指

導
者
養
成
上
級
講
座
」、
２
０
１

８
年
に
は
「
日
本
語
指
導
者
養
成

中
級
講
座
」
を
開
講
し
、
教
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
や
学
習
し
た

い
内
容
に
応
じ
て
研
修
を
受
講
で

き
る
体
制
を
整
え
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
に
は
、

既
存
の
新
任
校
長
研
修
と
新
任
副

校
長
研
修
の
中
に
外
国
に
つ
な
が

る
児
童
生
徒
に
対
す
る
理
解
と
学

校
全
体
で
支
援
す
る
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
関
す
る
内
容
を
盛
り
込

ん
だ
。
両
研
修
で
は
、
教
育
委
員

会
が
提
供
し
て
い
る
支
援
の
紹
介

だ
け
で
な
く
、
横
浜
市
に
お
い
て

校
長
と
し
て
多
文
化
共
生
の
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
経
験
の
あ

る
大
学
教
授
を
講
師
と
し
て
招

き
、
学
校
全
体
で
ど
の
よ
う
に
支

援
体
制
を
構
築
す
る
か
な
ど
の
研

修
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
経
験
の

浅
い
教
職
員
が
対
象
と
な
る
「
初

任
者
研
修
」
や
「
採
用
前
研
修
」、

「
臨
時
的
任
用
職
員
及
び
非
常
勤

講
師
研
修
」
の
中
で
も
外
国
に
つ

な
が
る
児
童
生
徒
に
関
す
る
内
容

を
取
り
上
げ
、
様
々
な
角
度
か
ら

理
解
促
進
を
図
っ
た
。

　

２
０
１
４
年
１
月
に
は
文
部
科

学
省
か
ら
「
学
校
教
育
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の

施
行
に
つ
い
て
（
通
知
）」
が
発

出
さ
れ
、
外
国
に
つ
な
が
る
児
童

生
徒
の
日
本
語
指
導
に
関
し
て
、

「
特
別
の
教
育
課
程
」
が
編
成
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
語
指
導

を
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、「
特
別
の
教
育
課
程
」
を
編

成
す
る
児
童
生
徒
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
に
応
じ
た
「
個
別
の
指
導
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計
画
」
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
は

国
際
教
室
担
当
教
員
配
置
校
で
こ

れ
を
導
入
し
た
。
そ
の
後
、
２
０

１
５
年
９
月
に
は
「
個
別
の
指
導

計
画
（
横
浜
版
）」
等
の
様
式
を

作
成
し
、
全
校
に
導
入
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

研
修
以
外
の
学
校
へ
の
支
援
と

し
て
は
、
前
述
の
外
国
に
つ
な
が

る
児
童
生
徒
の
受
入
れ
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
よ
う
こ
そ
横
浜

の
学
校
へ
」（
２
０
１
３
年
）
の

作
成
（h

ttp
://w

w
w

.city
.

y
o

k
o

h
a

m
a

.lg
.jp

/
la

n
g

/
residents/en/living/kyoiku/
nihongoshido-tebiki/

）
が
挙
げ

ら
れ
る
。「
よ
う
こ
そ
横
浜
の
学

校
へ
」
は
、「
Ⅰ
日
本
語
指
導
が

必
要
な
児
童
生
徒
受
入
れ
の
手
引

き
」、「
Ⅱ
学
校
通
知
文
・
用
語
対

訳
集
」、「
Ⅲ
保
護
者
の
方
へ
」
の

３
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

う
ち
、
保
護
者
へ
の
対
応
に
使
用

す
る
「
Ⅱ
学
校
通
知
文
・
用
語
対

訳
集
」、「
Ⅲ
保
護
者
の
方
へ
」
が

外
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
当
初
、
４
か
国
語
（
中
国

語
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
）
だ
っ
た
が
、
翌
年
に
３

か
国
語
（
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
）
を
追

加
し
、７
か
国
語
対
応
と
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
２
０
１
６
年
に

は
８
か
国
語（
日
本
語
、
中
国
語
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

英
語
、
韓
国
・
朝
鮮
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
に
対
応

し
た
学
校
生
活
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
見

て
み
よ
う
！
横
浜
の
学
校
」（
制

作
：T

O
M

O
RU

～
外
国
に
つ
な

が
る
神
奈
川
っ
子
教
育
支
援
）
を

国
際
教
室
担
当
教
員
配
置
校
に
配

付
、
翌
２
０
１
７
年
に
は
国
際
教

室
担
当
教
員
配
置
校
以
外
に
も
配

付
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１
８

年
に
は
文
部
科
学
省
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
話
し
か

け
る
と
日
本
語
と
外
国
語
（
音
声

翻
訳
11
言
語
、
テ
キ
ス
ト
翻
訳
30

言
語
対
応
（
２
０
１
８
年
８
月
現

在
））
と
の
相
互
翻
訳
が
で
き
る

多
言
語
翻
訳
ア
プ
リ
「V

oice 
Biz

」
の
活
用
を
始
め
、
授
業
内

外
で
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
証

を
実
施
し
た
。

　

国
際
教
室
担
当
教
員
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
３
年
度
か

ら
、
神
奈
川
県
の
配
置
基
準
で
あ

る
「
外
国
籍
で
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
生
徒
が
５
人
で
１
人
加

配
、
20
人
以
上
で
２
人
加
配
」
に

加
え
て
、
市
費
に
よ
る
教
員
配
置

を
行
っ
た
。
神
奈
川
県
の
基
準
で

は
、
20
人
を
大
き
く
上
回
る
数
の

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒

を
抱
え
る
学
校
で
の
対
応
が
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
日
本
語
指

導
が
必
要
な
児
童
生
徒
支
援
非
常

勤
講
師
」
と
児
童
生
徒
の
母
語
と

日
本
語
が
で
き
る
「
外
国
語
補
助

指
導
員
」
を
配
置
し
、
学
校
で
の

人
的
支
援
を
手
厚
く
す
る
と
と
も

に
教
育
委
員
会
内
に
Ｆ
Ｃ
を
１
名

増
員
し
た
（
中
国
語
対
応
）。
ま

た
、
同
年
か
ら
は
横
浜
東
部
地
区

に
在
籍
す
る
外
国
に
つ
な
が
る
児

童
生
徒
を
対
象
と
し
た
夏
季
学
習

会
を
開
催
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

る
。 

　

２
０
１
７
年
に
教
職
員
人
件
費

が
県
費
か
ら
市
費
へ
と
移
管
さ
れ

る
と
、「
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

複
雑
・
多
様
化
す
る
課
題
に
対
応

す
る
た
め
の
体
制
強
化
」、「
小
中

一
貫
教
育
の
更
な
る
推
進
や
き
め

細
か
な
指
導
体
制
の
整
備
」、「
児

童
生
徒
の
発
達
に
適
し
た
学
習
環

境
の
充
実
」
と
並
び
、「
日
本
語

指
導
の
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
支

援
」
が
本
市
の
特
性
や
教
育
施
策

に
応
じ
た
教
職
員
配
置
の
拡
充
の

項
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
「
外
国
籍
で
日
本
語
指
導

が
必
要
な
児
童
生
徒
」
を
対
象
と

し
て
い
た
国
際
教
室
担
当
教
員
の

配
置
基
準
を
国
籍
に
関
係
な
く

「
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生

徒
」
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
２
０
１

６
年
に
80
校
だ
っ
た
国
際
教
室
担

当
教
員
配
置
校
は
、
翌
年
１
０
９

校
ま
で
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
横

浜
市
で
初
め
て
日
本
語
指
導
を
専

門
と
す
る
指
導
主
事
を
配
置
し
、

学
校
へ
の
指
導
・
助
言
機
能
を
強

化
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
９
月
に
は
「
日
本

語
支
援
拠
点
施
設 

ひ
ま
わ
り
」

を
開
設
し
た
。
こ
れ
は
市
内
小
・

中
・
義
務
教
育
学
校
に
在
籍
す
る

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒

の
急
増
や
、
そ
れ
に
伴
う
諸
課
題

を
受
け
、
統
廃
合
に
よ
っ
て
で
き

た
学
校
用
地
に
新
た
に
設
置
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
教

室
の
５
つ
目
の
集
中
教
室
で
あ
る

「
横
浜
𠮷
田
教
室
」
を
施
設
内
に

開
設
し
た
。
同
施
設
の
取
組
の
詳

細
は
30
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

　

２
０
１
９
年
５
月
、
横
浜
市
立

の
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
に
在

籍
す
る
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
生

徒
が
１
万
１
０
３
人
と
な
り
、
つ

い
に
１
万
人
を
超
え
た
。

　

以
上
、
教
育
分
野
に
お
け
る
取

組
経
過
に
つ
い
て
お
伝
え
を
し
て

き
た
。
引
き
続
き
、
来
日
間
も
な

い
外
国
籍
等
児
童
生
徒
及
び
保
護

者
の
不
安
を
軽
減
し
、
で
き
る
だ

け
早
く
学
校
生
活
に
適
応
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
学
校

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
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教
育
分
野
の
取
組

② 

日
本
語
支
援
拠
点
施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
に
お
け
る
取
組
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１   

日
本
語
支
援
拠
点
施
設　

「
ひ
ま
わ
り
」
開
設

　

教
育
分
野
の
取
組
①
に
記
載
の

と
お
り
、
横
浜
市
で
は
外
国
籍
・

外
国
に
つ
な
が
る
児
童
生
徒
及
び

日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒

数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
個
々
の
外
国
籍
等
児
童
生
徒

を
取
り
巻
く
課
題
は
複
雑
化
・
多

様
化
し
て
お
り
、
増
加
に
伴
う
支

援
の
拡
充
及
び
児
童
生
徒
・
保
護

者
や
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支

援
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
当
該
児
童
生
徒
が

集
中
す
る
学
校
で
の
教
科
指
導
時

間
の
確
保
や
子
ど
も
の
学
力
向
上

と
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応
、
こ
れ

ま
で
受
入
経
験
が
な
い
学
校
で
の

受
入
れ
・
指
導
の
た
め
の
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う

し
た
外
国
籍
等
児
童
生
徒
は
、
年

度
途
中
で
の
編
入
（
特
に
９
月
）

が
多
い
が
、
学
校
の
人
的
配
置
は

年
度
当
初
に
決
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
、
学
校
で
の
受
入
れ
や
指

導
の
態
勢
が
整
わ
な
い
状
況
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
当
該
児
童
生
徒
に
対

す
る
学
校
生
活
へ
の
円
滑
な
適
応

の
支
援
や
学
校
で
の
受
入
れ
の
負

担
軽
減
等
を
目
的
と
し
、
２
０
１

７
年
９
月
に
横
浜
市
初
と
な
る
日

本
語
支
援
拠
点
施
設
「
ひ
ま
わ

り
」を
中
区
に
開
設
し
た
。
な
お
、

愛
称
で
あ
る
「
ひ
ま
わ
り
」
は
小
・

中
・
義
務
教
育
学
校
の
児
童
生
徒

か
ら
募
集
し
て
決
ま
り
、「
笑
顔

が
咲
き
誇
り
、
ひ
ま
わ
り
の
よ
う

に
仲
間
と
元
気
に
す
ご
せ
る
よ
う

に
」
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

２  「
ひ
ま
わ
り
」
の
主
な
事
業

　

日
本
語
支
援
拠
点
施
設
「
ひ
ま

わ
り
」
で
は
、
次
の
３
つ
の
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

［
プ
レ
ク
ラ
ス
］

　

帰
国
・
来
日
間
も
な
い
児
童
生

徒
が
学
校
に
速
や
か
に
適
応
で
き

る
よ
う
、
集
中
的
な
日
本
語
指
導

と
学
校
生
活
の
体
験
を
行
う
。「
お

腹
が
痛
い
」
な
ど
と
い
っ
た
サ
バ

イ
バ
ル
日
本
語
か
ら
初
期
日
本
語

の
指
導
、
音
楽
や
体
育
な
ど
の
教

科
に
つ
い
て
予
備
知
識
を
習
得
す

る
た
め
の
指
導
、
チ
ャ
イ
ム
に
よ

る
時
間
管
理
な
ど
で
学
校
で
の
生

活
習
慣
を
獲
得
す
る
た
め
の
指
導

等
を
実
施
す
る
。

【
対
象
】
初
期
日
本
語
指
導
が
必

要
な
児
童
生
徒

【
職
員
】
日
本
語
講
師
（
日
本
語

教
育
に
関
す
る
資
格
保
持
）
と
プ

レ
ク
ラ
ス
指
導
員
（
教
員
免
許
保

有
、
学
校
で
の
指
導
経
験
有
）

【
通
級
期
間
】
４
週
間
（
週
３
日

　

水
・
木
・
金
曜
日
）
９
時
～
14

時
（
小
学
生
は
保
護
者
の
送
迎
が

必
要
）

【
ク
ラ
ス
】
①
は
な
組
（
小
学
校

低
学
年
） 

②
み
ど
り
組
（
小
学
校

高
学
年
） 

③
そ
ら
組
（
中
学
校
）

【
定
員
】
60
名
（
各
ク
ラ
ス
20
名

×
３
ク
ラ
ス
）

【
指
導
内
容
】
①
初
期
日
本
語
指

導 

②
学
校
生
活
体
験 

③
体
育
・

音
楽
な
ど
教
科
に
つ
な
が
る
日
本

語
（
授
業
で
使
う
日
本
語
）
指
導

［
学
校
ガ
イ
ダ
ン
ス
］

　

児
童
生
徒
・
保
護
者
の
不
安
軽

減
、
学
校
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
入
学
時
に
必
要
な
書
類
記
入

の
支
援
に
加
え
、
日
本
の
学
校
生

活
に
必
要
な
こ
と
や
保
護
者
の
役

割
を
伝
え
る
。

【
対
象
】
来
日
・
帰
国
直
後
の
児

童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者

【
実
施
日
時
】
毎
週
火
曜
日　

15

執
筆梅

原　

依
里

教
育
委
員
会
事
務
局
小
中
学
校
企
画
課

 日本語支援拠点施設「ひまわり」

プレクラスの様子

ひまわり
キャラクター
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31
時
～
16
時
30
分

（
８
月
下
旬
は
毎
日
実
施
）

【
実
施
言
語
】
中
・
英
・
タ
ガ
ロ

グ
語
と
や
さ
し
い
日
本
語

【
実
施
内
容
】
①
入
学
手
続
、
学

用
品
、
学
校
生
活
等
の
各
種
説
明 

②
保
護
者
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
の
役

割
説
明 

③
児
童
生
徒
の
基
本
情

報
等
の
確
認
、
保
護
者
の
連
絡
先

の
確
認 

④
口
座
開
設
関
係
書
類

等
の
作
成
支
援

［
さ
く
ら
教
室
］

　

新
小
学
１
年
生
が
学
校
生
活
や

学
習
の
準
備
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
円
滑
に
学
校
生
活
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
当
該
児
童
の
保
護
者

に
対
し
、
日
本
の
学
校
生
活
や
学

習
の
必
要
性
を
説
明
す
る
。

【
対
象
】
外
国
籍
等
の
新
小
学
校

１
年
生
と
そ
の
保
護
者

【
実
施
時
期
】
３
月
第
１
週
・
第

２
週
の
土
曜
日
（
２
週
連
続
）

【
実
施
言
語
】
参
加
保
護
者
の
母

語
（
中
・
英
・
タ
ガ
ロ
グ
・
ス
ペ

イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
等　

２
０

１
９
年
は
11
言
語
）

【
実
施
内
容
】（
新
１
年
生
向
け
）

①
あ
い
さ
つ
・
返
事
の
仕
方 

②

鉛
筆
・
道
具
の
使
い
方 

③
学
校

生
活
の
体
験

（
保
護
者
向
け
）
①
学
校
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
内
容 

②
家
庭
学
習
の
説

明 

③
質
問
対
応　

等

　
３   「
ひ
ま
わ
り
」
の
成
果
と　

今
後
に
向
け
て

　

プ
レ
ク
ラ
ス
で
は
、
開
設
か
ら

２
０
１
９
年
３
月
ま
で
、
合
計
２

５
２
名
の
児
童
生
徒
が
利
用
し
て

い
る
。
国
籍
・
つ
な
が
る
国
別
で

は
、
中
国
が
１
９
５
名
で
最
も
多

く
、
次
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
22
名
と

続
き
、
合
計
19
か
国
に
の
ぼ
る
。

ま
た
、
在
籍
校
の
区
別
で
は
、
南

区
92
名
、
中
区
51
名
で
、
や
は
り

近
隣
区
か
ら
の
利
用
が
多
い
。
学

校
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
同
期
間
に
合
計

２
６
１
組
の
児
童
生
徒
と
保
護
者

が
参
加
、
さ
く
ら
教
室
で
は
、
１

８
４
組
の
児
童
・
保
護
者
が
参
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
レ
ク
ラ
ス

を
利
用
し
た
学
校
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
で
は
、
プ
レ
ク
ラ
ス
に
通
っ
た

児
童
生
徒
は
、
日
本
語
の
習
得
が

早
く
で
き
て
い
る
こ
と
や
、
掃
除

な
ど
学
校
生
活
で
の
習
慣
が
身
に

付
い
て
い
る
こ
と
な
ど
が
効
果
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
学
校

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
さ
く
ら
教
室
に
つ

い
て
は
、
母
語
話
者
が
説
明
、
相

談
を
行
う
こ
と
で
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
の
不
安
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
４
月
、
学
校
長
や

教
育
委
員
会
事
務
局
、
関
係
区
局

職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設

置
し
、
こ
れ
ま
で
の「
ひ
ま
わ
り
」

に
つ
い
て
検
証
を
実
施
し
た
。
６

月
に
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
全

校
及
び
「
ひ
ま
わ
り
」
を
利
用
し

た
児
童
生
徒
・
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
に
活
用
し

て
、
７
月
に
は
今
後
の
日
本
語
支

援
の
在
り
方
を
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
た
。
各
事
業
の
実
施
内
容
に

つ
い
て
、
学
校
か
ら
は
「
今
の
ま

ま
で
よ
い
」
97
・
０
％
、「
今
後

の
日
本
語
支
援
に
お
い
て
『
ひ
ま

わ
り
』
は
必
要
」
99
・
１
％
と
い

う
一
定
の
評
価
を
得
て
い
る
。
一

方
で
、「
ひ
ま
わ
り
」
を
利
用
し

な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、「『
ひ
ま

わ
り
』
を
知
ら
な
か
っ
た
」、「
必

要
な
い
と
思
っ
た
」、「『
ひ
ま
わ

り
』
ま
で
の
通
級
、
送
迎
が
困
難

で
あ
る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
学
校
か
ら
の
期
待
と
し
て

「
保
護
者
・
児
童
生
徒
へ
の
相
談

支
援
」、「
日
本
語
指
導
の
た
め
の

プ
リ
ン
ト
教
材
等
の
提
供
」、「
指

導
員
を
派
遣
し
て
行
う
出
張
指

導
」
な
ど
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

　

２
０
１
９
年
９
月
、
集
中
的
な

初
期
日
本
語
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

ま
と
め
、
プ
レ
ク
ラ
ス
で
も
使
用

し
て
い
る
独
自
教
材
「
ひ
ま
わ
り

練
習
帳
１
」
を
発
行
し
、
冊
子
版

を
各
学
校
に
配
付
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
版
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載

し
た
。
今
後
も
、
引
き
続
き
学
校

や
児
童
生
徒
・
保
護
者
の
意
見
を

踏
ま
え
、
横
浜
市
国
際
交
流
協
会

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、「
ひ
ま
わ
り
」
で
の
支
援
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
他
の
支
援
制
度
と
の
関
連
を

踏
ま
え
た
上
で
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
の
充
実
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

学校ガイダンスの様子

さくら教室の様子

 ひまわり練習帳より
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地
域
の
取
組

① Rainbow

ス
ペ
ー
ス
の
活
動
を
通
し
て
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本
稿
で
は
、
外
国
に
つ
な
が
る

若
者
た
ち
の
居
場
所
で
あ
る

「Rainbow

ス
ペ
ー
ス
」
の
設
立

か
ら
の
経
緯
、
活
動
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
私
自
身
の
「
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
」に
も
触
れ
な
が
ら
、

こ
の
活
動
が
多
様
化
す
る
地
域
社

会
に
、
そ
し
て
若
者
た
ち
に
も
た

ら
す
意
義
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

１   「R
ainbow

ス
ペ
ー
ス
」
の 

立
ち
上
げ

　

２
０
１
７
年
11
月
、「
中
区
外

国
人
中
学
生
学
習
支
援
教
室
」（
主

催
／
な
か
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
）

の
卒
業
生
た
ち
に
よ
る
運
営
委
員

会「
に
じ
い
ろ
探
険
隊
」（
以
下「
探

険
隊
」
と
い
う
。）
が
結
成
さ
れ

た
。
探
険
隊
は
、
な
か
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
（
以
下
「
ラ
ウ
ン
ジ
」

と
い
う
。）、
中
区
役
所
、
横
浜
市

国
際
交
流
協
会
の
も
と
で
、
外
国

に
つ
な
が
る
若
者
た
ち
の
居
場
所

「Rainbow

ス
ペ
ー
ス
」
の
企
画
・

運
営
を
担
い
、
自
己
表
現
活
動
を

は
じ
め
、
後
輩
で
あ
る
小
中
学
生

へ
の
学
習
支
援
、
語
学
を
用
い
た

通
訳
、
翻
訳
な
ど
の
地
域
貢
献
活

動
な
ど
を
行
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

私
は
中
学
三
年
生
の
と
き
に
学

習
支
援
教
室
の
１
期
生
と
し
て
支

援
を
受
け
た
が
、
私
と
同
様
に
学

習
支
援
教
室
を
卒
業
し
た
後
輩
の

高
校
生
・
大
学
生
の
７
人
の
メ
ン

バ
ー
が
様
々
な
思
い
を
持
っ
て
ラ

ウ
ン
ジ
に
集
ま
っ
た
。「
同
じ
苦

労
を
後
輩
に
さ
せ
た
く
な
い
」
と

語
る
者
も
い
れ
ば
、「
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
り
た
い
。
何
か
を

始
め
た
い
」、「
た
く
さ
ん
の
友
だ

ち
を
つ
く
っ
て
、
様
々
な
経
験
を

し
て
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
た

い
」
と
活
動
に
参
加
し
た
者
も
い

た
。
そ
し
て
誰
も
が
「
外
国
に
つ

な
が
る
若
者
の
た
め
、
後
輩
の
た

め
」
と
い
う
思
い
で
探
険
隊
が
結

成
さ
れ
、「Rainbow

ス
ペ
ー
ス
」

の
活
動
が
始
ま
っ
た
。

２  

ど
ん
な
居
場
所
に
し
た
い
の
か

　
「
ど
ん
な
居
場
所
に
し
た
い
の

か
」
に
つ
い
て
は
、
探
険
隊
の
メ

ン
バ
ー
た
ち
で
何
回
も
話
し
合
い

を
重
ね
た
。
特
に
居
場
所
の
「
意

義
」
に
つ
い
て
は
侃
々
諤
々
の
議

論
が
続
い
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち

は
「
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
・

若
者
」
と
し
て
生
き
て
き
た
自
分

自
身
の
悩
み
、
苦
労
、
モ
ヤ
モ
ヤ

を
振
り
返
る
こ
と
に
し
た
。

　

探
険
隊
の
メ
ン
バ
ー
で
大
学
一

年
生
の
Ａ
さ
ん
は
、「
夏
休
み
だ

か
ら
遊
び
に
来
て
と
親
に
言
わ
れ

て
日
本
に
来
た
。
し
か
し
、
休
み

明
け
に
中
学
校
に
入
学
さ
せ
ら
れ

た
」
と
来
日
当
時
を
振
り
返
り
、

「
不
本
意
な
ま
ま
日
本
生
活
が
始

ま
っ
た
」
と
続
け
た
。
高
校
二
年

生
の
Ｂ
さ
ん
は
「
安
心
し
て
素
の

自
分
で
居
ら
れ
る
場
所
」
が
重
要

だ
と
強
調
し
た
。
学
校
に
い
る
と

き
は
「
学
生
」
で
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、家
に
い
る
と
き
は「
子

ど
も
」
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
で
も
、ラ
ウ
ン
ジ
に
来
れ
ば
、

自
分
の
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が

い
て
、
家
族
よ
り
も
自
分
を
理
解

し
て
く
れ
た
。
Ｂ
さ
ん
は
頻
繁
に

ラ
ウ
ン
ジ
を
訪
れ
、
高
校
一
年
生

の
と
き
か
ら
学
習
支
援
教
室
の
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
後
輩
の
中
学
生

に
日
本
語
と
数
学
を
教
え
て
い

る
。高
校
三
年
生
の
Ｃ
さ
ん
は「
勉

強
し
た
い
が
、
何
を
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と

高
校
入
学
直
後
の
自
分
を
振
り

返
っ
た
。
Ｃ
さ
ん
は
ラ
ウ
ン
ジ
を

訪
れ
相
談
し
、
学
習
支
援
教
室
の

と
き
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
再
び
紹
介

し
て
も
ら
い
英
検
に
向
け
て
勉
強

を
始
め
た
。「
自
分
と
同
様
な
若

者
は
多
い
は
ず
。
で
も
ラ
ウ
ン
ジ

に
は
、
そ
の
気
持
ち
を
形
に
し
て

く
れ
る
先
生
が
い
る
」
と
言
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
は

自
ら
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
多
様

な
可
能
性
が
溢
れ
る
空
間
を
目
指

す
こ
と
に
し
た
。「
安
心
で
き
る

居
場
所
」、「
学
び
た
い
・
知
り
た

い
を
つ
な
げ
る
空
間
」、「
自
分
の

可
能
性
に
気
づ
き
、
表
現
で
き
る

場
所
」。
そ
れ
は
、「
に
じ
い
ろ
探

険
隊
」
の
達
成
目
標
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
不
本
意
な
漂
流
」

に
終
止
符
を
打
つ
と
と
も
に
、
広

く
先
の
見
え
な
い
「
日
本
」
と
い

う
海
の
中
で
「
な
り
た
い
自
分
」

を
考
え
る
。
そ
し
て
全
力
を
尽
く

し
た
「
探
険
」
を
し
た
い
。
そ
れ

が
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
い
う

こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

３  

こ
れ
ま
で
の
挑
戦

　
「Rainbow

ス
ペ
ー
ス
」
で
は
、

２
０
１
７
年
12
月
25
日
に
プ
レ

オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で

に
56
回
の
活
動
を
行
い
、
延
べ
１

４
７
３
人
の
若
者
が
参
加
し
て
く

れ
た
。
そ
の
う
ち
参
加
者
も
運
営

側
に
加
わ
り
始
め
、「
探
険
隊
」

メ
ン
バ
ー
は
現
在
17
人
に
な
っ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
活
動
の
中
で

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
。

月
に
２
回
、
月
曜
日
に
は
、
後
輩

の
た
め
の
「
先
輩
の
話
を
聞
く

会
」や
、「
夏
休
み
小
学
生
教
室
」、

「
中
学
生
受
験
サ
ポ
ー
ト
」
を
開

催
し
た
。
様
々
な
自
己
表
現
を
試

執
筆林　

錦
園

な
か
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ 

「Rainbow

ス
ペ
ー
ス
」コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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み
よ
う
と
「
運
動
会
」
や
「
演
劇

発
表
会
」
も
実
施
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
夏
に
は
映
画

「
向
陽
而
生
～
私
ら
し
く
生
き
る

こ
と
～
」
の
自
主
制
作
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
第
９
回
中
区
多
文
化

フ
ェ
ス
タ
で
上
映
を
行
っ
た
。
こ

の
映
画
は
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
実
話

を
も
と
に
、「
自
ら
の
運
命
」
を

切
り
開
い
て
行
こ
う
と
す
る
若
者

た
ち
の
姿
を
描
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
外
国
人
集
住
地
域

の
防
災
訓
練
や
餅
つ
き
大
会
、
ご

み
の
分
別
知
識
を
伝
え
る
３
Ｒ
啓

発
セ
ミ
ナ
ー
、
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
関
わ
っ
た
。
地
域
の
一

員
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
こ

と
は
、
も
う
一
つ
の「
成
長
の
場
」

で
あ
っ
た
。
町
内
会
の
方
々
と
イ

ベ
ン
ト
の
設
営
、
運
営
を
し
な
が

ら
、
自
然
と
会
話
が
弾
ん
で
い
っ

た
。
私
た
ち
は
外
か
ら
の
「
お
客

さ
ん
」
で
は
な
く
、「
こ
こ
に
い

て
い
い
ん
だ
」
と
思
え
た
。
言
葉

の
壁
か
ら
参
加
を
た
め
ら
っ
て
い

た
外
国
人
住
民
は
、
私
た
ち
が
母

語
で
声
掛
け
を
し
た
こ
と
で
輪
に

入
っ
て
き
て
く
れ
た
。
探
険
隊
の

若
者
た
ち
は
、「
自
分
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
誰
か
の
役

に
立
つ
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う

体
験
を
し
た
。

　
４  

な
か
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
と
私 

　

私
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
触

れ
な
が
ら
、「Rainbow

ス
ペ
ー

ス
」
の
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
考

え
た
い
。

　

２
０
０
９
年
、
仕
事
の
関
係
で

先
に
来
日
し
た
母
と
一
緒
に
暮
ら

す
た
め
に
、
私
は
中
国
か
ら
来
浜

し
た
。
中
区
の
公
立
中
学
校
の
二

年
に
編
入
し
た
が
、
日
本
語
の
不

自
由
な
私
は
、
声
を
奪
わ
れ
、
手

足
を
縛
ら
れ
る
人
形
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
し
ば
ら
く
の
間
は

支
援
が
な
い
と
前
に
進
め
な
い
状

況
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
心
が
休
ま
る
場

所
と
な
っ
た
の
は
、
放
課
後
に

通
っ
て
い
た
ラ
ウ
ン
ジ
の
学
習
支

援
教
室
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
同
じ

言
葉
を
話
す
友
だ
ち
や
、
言
葉
も

文
化
も
共
有
で
き
る
中
国
出
身
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
中
村
暁
晶

さ
ん
（
現
ラ
ウ
ン
ジ
館
長
）
が
い

た
。「
こ
こ
で
は
中
国
語
を
話
し

て
も
い
い
ん
だ
。
中
国
語
で
も
話

を
聞
い
て
く
れ
る
」
と
、
周
囲
の

目
を
気
に
せ
ず
母
語
を
話
す
こ
と

が
で
き
た
。
ラ
ウ
ン
ジ
は
「
素
の

自
分
で
い
ら
れ
る
、
居
心
地
の
い

い
場
所
」
だ
っ
た
。

　

中
学
卒
業
後
、
私
は
高
校
、
大

学
に
進
学
し
た
。
日
本
語
も
上
達

し
、
世
界
は
広
が
り
将
来
の
進

路
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
友
人
関
係
、

次
々
と
遭
遇
す
る
出
来
事
に
精
一

杯
の
日
々
が
過
ぎ
た
。
し
か
し
、

至
る
所
で
「
小
さ
い
頃
か
ら
来
て

い
る
か
ら
、
中
国
語
も
日
本
語
も

話
せ
て
い
い
ね
」
と
言
わ
れ
た

り
、
自
己
紹
介
す
る
と
真
っ
先
に

「
日
本
語
上
手
で
す
ね
」
と
褒
め

ら
れ
た
り
し
て
、
私
と
い
う
人
間

よ
り
も
「
外
国
人
で
あ
る
」
と
い

う
一
側
面
を
捉
え
ら
れ
「
日
本

語
」
だ
け
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
に

モ
ヤ
モ
ヤ
を
感
じ
て
い
た
。
そ
し

て
、「
日
本
語
が
で
き
な
い
ゆ
え

に
で
き
な
か
っ
た
経
験
」
も
ト
ラ

ウ
マ
に
な
り
、
い
つ
し
か
多
く
の

こ
と
に
臆
病
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
気
持
ち
は
誰
に
も
理
解
さ
れ

ず
、
自
分
で
も
言
葉
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
モ
ヤ
モ
ヤ
を
抱
い
て
い

た
大
学
二
年
の
と
き
、
私
は
も
う

一
度
ラ
ウ
ン
ジ
に
戻
り
、
大
学
で

専
攻
し
た
日
本
語
教
育
の
知
識
を

活
か
し
、「
支
援
さ
れ
る
側
」
か

ら
「
支
援
す
る
側
」
に
な
ろ
う
と

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
を
始
め

た
。「
先
輩
は
な
ぜ
日
本
語
が
こ

ん
な
に
上
手
に
な
っ
た
の
？
」、

「
私
た
ち
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

日
本
語
を
頑
張
ら
な
き
ゃ
い
け
な

い
の
？
」、「
高
校
は
ど
ん
な
感

じ
？
ど
う
や
っ
て
大
学
ま
で
行
け

た
の
？
私
に
は
で
き
な
い
と
思
う

け
ど
」。
私
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
中
学
三
年
生
の
女
の
子
か
ら
矢

継
ぎ
早
に
質
問
が
飛
ん
だ
。
こ
れ

ま
で
の
自
ら
の
経
験
を
語
る
と
、

と
て
も
参
考
に
な
る
と
言
わ
れ

た
。
私
が
「
苦
労
」
だ
と
思
っ
て

い
た
日
本
語
の
勉
強
や
そ
れ
ま
で

の
経
験
は
、
後
輩
に
伝
え
ら
れ
る

貴
重
な「
宝
物
」と
な
っ
て
い
た
。

自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
や
、

誰
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
る
こ

と
を
実
感
し
た
。
そ
れ
ま
で
私
は

「
自
分
に
は
日
本
語
と
中
国
語
し

か
取
り
柄
が
な
い
か
ら
そ
れ
ら
を

生
か
し
た
仕
事
を
し
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
が
、「
複
数
の
言
語
・

文
化
間
で
生
き
て
き
た
自
分
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
気

持
ち
が
私
を
後
押
し
し
、
自
身
と

同
じ
境
遇
に
い
る
子
ど
も
・
若
者

を
支
え
よ
う
と
、
現
在
は

「Rainbow

ス
ペ
ー
ス
」
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
を
続

け
て
い
る
。

　

中
区
で
の
暮
ら
し
が
10
年
目
に

な
る
私
の
「
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
」
を
振
り
返
る
と
、「
支
援

さ
れ
る
側
」
か
ら
「
支
援
す
る
側
」

へ
の
転
換
の
「
軌
跡
」
だ
っ
た
。

「Rainbow

ス
ペ
ー
ス
」
の
取
組

に
よ
り
、
私
と
同
じ
よ
う
な
「
軌

跡
」
を
描
く
若
者
も
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
く
に
違
い
な
い
。
い
ま
暮

ら
し
て
い
る
こ
の
地
の
一
員
で
あ

る
と
い
う
帰
属
感
は
、「
人
と
人

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
」
と
な
る
自
身

の
役
割
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
。

そ
し
て
い
つ
か
は
「
外
国
に
つ
な

が
る
若
者
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
ラ
イ

ズ
さ
れ
た
人
生
を
脱
し
、
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。
私
た
ち
の
「
探
険
」
は
続

い
て
い
く
。

３Ｒ啓発セミナー（2018年６月18日）

運動会の開催（2018年8月12日）

餅つき大会で通訳ボランティア
（2019年１月29日）
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本
稿
で
は
、
区
の
東
端
部
に
お

い
て
在
住
外
国
人
の
急
増
を
契
機

と
し
た
、
日
本
人
と
外
国
人
が
共

に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
、「
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
に
つ
い
て
述
べ

て
い
き
た
い
。

１   

多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
と
は

　

南
区
は
市
内
18
区
中
３
番
目
に

外
国
人
が
多
く
居
住
し
て
い
る
。

特
に
寿
東
部
地
区
に
お
い
て
は
、

中
国
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ

ト
ナ
ム
、
台
湾
等
の
外
国
人
居
住

者
の
割
合
が
20
・
４
％
（
平
成
30

年
12
月
末
時
点
、
全
市
２
・
６
％
、

南
区
５
・
２
％
）
と
、
非
常
に
高

い
状
態
に
あ
り
、
言
語
や
生
活
習

慣
の
違
い
、
自
治
会
・
町
内
会
加

入
率
の
低
下
、
活
動
の
担
い
手
の

日
本
人
へ
の
偏
り
、
ご
み
の
分
別

等
生
活
ル
ー
ル
の
不
徹
底
、
地
域

の
小
学
校
へ
の
影
響
等
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ
い
て
戸

惑
い
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
う

し
た
状
況
を
背
景
に
、
南
区
で
は

寿
東
部
地
区
を
対
象
と
し
た
３
年

間
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
多
文

化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

を
平
成
29
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
南
区
役

所
、
国
際
局
、
教
育
委
員
会
事
務

局
、
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
の
連

携
に
よ
り
、
み
な
み
市
民
活
動
・

多
文
化
共
生
ラ
ウ
ン
ジ（
以
下「
み

な
み
ラ
ウ
ン
ジ
」）
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
の
強
化
を
通
じ
て
、

地
域
で
暮
ら
す
日
本
人
・
外
国
人

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
組
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
異
文
化
理
解
や
外

国
人
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
既
存
の

施
策
か
ら
一
歩
踏
み
込
み
、
日
本

で
生
活
す
る
外
国
人
と
、
彼
ら
を

受
け
入
れ
る
地
域
社
会
の
双
方
に

寄
り
添
い
共
に
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
事
業
で
あ

る
。

２   

南
区
に
お
け
る
共
生
を
手
探

り
し
て
い
く

　

モ
デ
ル
事
業
の
中
で
始
め
に
区

役
所
と
み
な
み
ラ
ウ
ン
ジ
が
行
っ

た
の
は
、
日
本
人
住
民
と
外
国
人

住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
あ
っ

た
。
地
域
と
の
「
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
」
を
通
じ
、
双
方
の
生

の
声
を
聴
く
こ
と
で
課
題
解
決
へ

の
手
が
か
り
を
探
る
こ
と
と
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
区
役
所
が
自
治
会
・

町
内
会
と
関
わ
る
機
会
は
数
多
く

あ
っ
た
が
、
対
象
が
外
国
人
と
な

る
と
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
を
ほ

と
ん
ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
寿
東
部
地
区
内
に

立
地
し
、
外
国
籍
・
外
国
に
つ
な

が
る
児
童
が
５
割
を
超
え
る
南
吉

田
小
学
校
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
、
外
国
人
保
護
者
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。

　

一
方
、
み
な
み
ラ
ウ
ン
ジ
の
ス

タ
ッ
フ
は
寿
東
部
地
区
の
定
例
会

に
毎
月
参
加
し
、
地
域
の
現
状
や

要
望
等
を
伺
い
な
が
ら
支
援
を
重

ね
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
町
内
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
ご
み
の
分
別

に
関
す
る
掲
示
物
を
地
域
と
共
に

作
成
・
翻
訳
し
、
地
域
の
広
報
紙

で
は
日
本
語
と
中
国
語
の
コ
ラ
ム

を
担
当
す
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
、
日
本
人
・
外
国
人
双

方
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
進
め

て
い
っ
た
。
ま
た
、
寿
東
部
地
区

の
自
治
会
・
町
内
会
に
対
し
て

も
、
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
る
こ
と

や
地
域
の
現
状
に
つ
い
て
、
外
国

人
と
同
様
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

り
、「
日
本
の
生
活
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
知
っ
て
ほ
し
い
」、「
南
区

の
ま
ち
を
知
り
、
愛
着
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
日
本
人
の
ニ
ー

ズ
と
、「
日
本
で
の
暮
ら
し
方
を

知
り
た
い
」
と
い
う
外
国
人
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

３    
地
域
住
民
の
思
い
を
外
国
人

に
届
け
る
「
南
区
生
活
の

　

   
し
お
り
」「
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
ニ
ー

ズ
を
取
組
に
反
映
さ
せ
る
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
行
政
手
続
だ
け
で

な
く
、
住
居
や
交
通
ル
ー
ル
な
ど

来
日
初
期
の
生
活
に
必
要
な
知
識

や
、
地
域
の
魅
力
な
ど
の
情
報
を

体
系
的
に
と
り
ま
と
め
た
冊
子
の

作
成
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
横
浜

市
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。

作
成
に
当
た
っ
て
は
、
南
区
役

所
、
国
際
局
、
教
育
委
員
会
事
務

局
、
み
な
み
ラ
ウ
ン
ジ
が
ア
イ
デ

ア
を
持
ち
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
に
関
わ
る
部
分
を
担
当
し
、
掲

載
す
る
情
報
を
検
討
し
た
。
ま

た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
日
本
人

か
ら
意
見
が
出
た
「
自
治
会
・
町

内
会
の
役
割
や
活
動
を
知
っ
て
ほ

し
い
」、
外
国
人
か
ら
意
見
が
出

た
「
母
国
と
生
活
ル
ー
ル
が
違

う
」、「
ご
み
の
分
別
が
難
し
い
」

な
ど
の
声
も
内
容
に
反
映
さ
せ

執
筆佐

々
木　

亮
介

南
区
区
政
推
進
課
企
画
調
整
係
長

小
椋　

光

南
区
区
政
推
進
課

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年
8,358 9,093 9,703 10,350 10,870

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

南区外国人人口（各年11月末時点）
（人）
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た
。
試
作
版
が
で
き
た
段
階
で
改

め
て
地
域
の
外
国
人
に
読
ん
で
も

ら
い
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と

に
修
正
を
重
ね
な
が
ら
、
全
54

ペ
ー
ジ
の
冊
子
「
南
区
生
活
の
し

お
り
」
が
完
成
し
た
。

　

英
語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
、

タ
ガ
ロ
グ
語
へ
の
翻
訳
は
、
南
区

在
住
・
在
勤
な
ど
南
区
に
関
わ
り

の
あ
る
日
本
人
・
外
国
人
12
名
で

行
い
、「
で
き
る
だ
け
堅
苦
し
く

な
く
、
外
国
人
に
と
っ
て
分
か
り

や
す
い
文
章
」
を
念
頭
に
進
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
日
本
語
の
冊
子
に

つ
い
て
は
市
民
局
広
報
課
の
協
力

の
も
と
、
外
国
人
に
伝
わ
り
や
す

い
表
現
を
関
係
部
署
と
共
に
検
討

し
、
や
さ
し
い
日
本
語
へ
の
書
き

換
え
を
行
っ
た
。

　

こ
う
し
て
完
成
し
た
「
南
区
生

活
の
し
お
り
」
は
、
住
民
登
録
を

す
る
た
め
に
区
役
所
を
訪
れ
た
外

国
人
に
対
し
、
母
語
に
合
わ
せ
て

戸
籍
課
の
職
員
が
手
渡
し
で
配
付

し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
南
区
生
活
の
し
お
り
」

の
発
行
と
合
わ
せ
て
行
っ
た
の
が

「
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
冊
子
の
内
容
を
対
面
で
説

明
し
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
取
組
で
あ
る
。
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
資

源
循
環
局
南
事
務
所
が
ご
み
の
見

本
を
用
い
た
パ
ネ
ル
を
、
南
区
総

務
課
が
災
害
時
に
必
要
と
な
る
防

災
用
品
一
式
を
用
意
し
、
よ
り
伝

わ
り
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
を

行
っ
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
参
加
者

の
母
語
で
説
明
を
行
う
た
め
、

「
割
っ
て
し
ま
っ
た
皿
は
ど
の
よ

う
に
捨
て
る
の
か
」、「
防
災
用
品

は
ど
こ
で
買
え
る
の
か
」、「
公
園

の
花
植
え
な
ど
に
興
味
が
あ
る

が
、
町
内
会
は
外
国
人
で
も
入
れ

る
の
か
」
な
ど
、
参
加
者
か
ら
の

質
問
が
飛
び
交
っ
た
。
ま
た
、「
南

区
の
祭
り
に
参
加
し
て
み
た

い
」、「
南
区
の
美
味
し
い
ス
イ
ー

ツ
を
買
い
に
行
き
た
い
」
な
ど
の

声
も
上
が
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
外
国
人
に
日
本
で

の
暮
ら
し
方
や
南
区
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
で
、
来
日
初
期
の
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
共
に
、
外

国
人
を
受
け
入
れ
る
側
で
あ
る
地

域
住
民
の
戸
惑
い
の
軽
減
を
目
指

し
て
い
る
。

４   

日
本
人
と
外
国
人
を
橋
渡
し

す
る
「
多
文
化
お
茶
会
」

　

次
な
る
取
組
と
し
て
行
っ
て
い

る
の
が
、
地
域
で
暮
ら
す
日
本
人

と
外
国
人
の
顔
合
わ
せ
の
場
「
多

文
化
お
茶
会
」
の
開
催
支
援
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
接
点
が
な

か
っ
た
日
本
人
と
外
国
人
が
「
顔

見
知
り
の
ご
近
所
同
士
」
に
な
る

き
っ
か
け
づ
く
り
で
あ
り
、
地
域

の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
考
え
る

外
国
人
と
地
域
住
民
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
、
今
後
の
地
域
活
動
の
担

い
手
発
掘
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
現
在
ま
で
に
２
回
開
催
し
、

外
国
人
か
ら
は
「
日
本
の
生
活
に

合
わ
せ
、
地
域
に
溶
け
込
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
」、「
南
区
に
住
ん

で
い
る
私
た
ち
に
、
こ
こ
が
我
が

家
だ
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
」、

日
本
人
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
外
国

人
と
き
ち
ん
と
話
を
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
今
日
は
多
く
の
こ

と
を
学
べ
た
」、「
外
国
人
も
こ
の

地
域
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
や
、

町
内
会
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、

外
国
人
も
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に

考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
方
と
手
を
取
り
合
っ

て
、
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
お
茶
会
で
連
絡
先
を
交
換

し
た
こ
と
を
機
に
、
町
内
会
長
が

地
域
の
外
国
人
を
祭
り
に
誘
う
な

ど
、
い
く
つ
か
の
交
流
が
生
ま
れ

て
い
る
。

５  

今
後
の
方
向
性

　

国
の
施
策
に
お
い
て
、
外
国
人

材
の
受
入
れ
が
始
ま
り
、
今
後
も

在
住
外
国
人
が
増
加
す
る
こ
と
は

容
易
に
予
想
さ
れ
る
。
横
浜
市
国

際
戦
略
の
中
で
も
多
文
化
共
生
に

よ
る
創
造
的
社
会
の
実
現
が
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
急
激
に
増
え
る

地
域
で
は
、
南
区
が
経
験
し
て
い

る
よ
う
に
、
戸
惑
い
が
生
じ
る
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
南
区

が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て

き
た
、
日
本
人
、
外
国
人
双
方
に

寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を
す
る
取

組
を
他
の
地
域
、
他
区
で
も
展
開

し
て
い
く
こ
と
で
、
目
指
す
べ
き

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
が
果
た

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

南区生活のしおり

多文化お茶会の様子

生活ガイダンスの様子

アンケート及びヒアリングより一部抜粋 

【外国人：南区での生活や地域との関わりについて】 

・ 生活上の制度が分からず困っている。 

・ 日本語がある程度できる外国人は、友人、インターネット、テレビ 

など様々な媒体を通じて生活情報を得ている一方、日本語が難しい外 

国人は、友人、職場、親族など、人づてに情報を得る傾向が強い。 

・ 通訳がいれば、日本人と交流したい。 

【日本人：外国人の急増に対して感じていること】 

・ 暮らし方の習慣が違うので違和感をもつ。 

・ 自治会・町内会の役割を伝え、活動に参加してもらい、まちを好き 

になってもらいたい。 

・ 日本社会の暮らし方を伝えることが必要。 
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《8》 

地
域
の
取
組

③ 

つ
づ
き
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ザ
「
学
校
と
の
連
携
」

　
　
　
　
　
　

～
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
への
よ
り
良
い
支
援
の
た
め
に
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１   

都
筑
多
文
化
・
青
少
年
交
流

プ
ラ
ザ
の
概
要

　

平
成
19
年
11
月
に
開
設
さ
れ
た

都
筑
多
文
化
・
青
少
年
交
流
プ
ラ

ザ
（
愛
称
：
つ
づ
き
Ｍ
Ｙ
プ
ラ

ザ
、
以
下
「
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ザ
」
と
い

う
。）
は
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

を
擁
す
る
横
浜
市
都
筑
区
に
あ
り

ま
す
。
国
際
交
流
・
外
国
人
支
援

の
拠
点
機
能
と
青
少
年
の
地
域
活

動
拠
点
機
能
を
併
せ
持
ち
、
同
じ

場
所
で
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
、
異
な

る
分
野
の
事
業
を
担
う
特
色
あ
る

施
設
で
す
。
そ
し
て
こ
の
特
色
を

生
か
す
た
め
、
二
つ
の
分
野
が
重

な
る
「
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も

の
支
援
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
近
隣

の
公
立
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
外

国
籍
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
学

習
補
習
教
室
「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
ク
ラ

ブ
」
を
「
学
校
連
携
を
基
盤
に
し

た
支
援
の
あ
り
方
」
を
模
索
し
な

が
ら
実
施
し
、
多
く
の
地
域
の

方
々
が
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

２  

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
ク
ラ
ブ
の
運
営

　

10
か
国
40
数
名
が
在
籍
す
る
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
ク
ラ
ブ
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
置
か
れ
た
状
況
を
把
握
す

る
た
め
に
、
登
録
の
際
に
は
必
ず

保
護
者
に
も
来
て
も
ら
い
、
で
き

る
だ
け
丁
寧
な
面
接
を
行
う
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。
本
人
は
何
に

困
っ
て
い
る
の
か
、
家
族
の
状
況

は
ど
う
か
。
そ
れ
を
基
に
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
抱
く
日
本
語
の

壁
や
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関

す
る
課
題
、
学
習
言
語
習
得
の
厳

し
さ
や
発
達
の
課
題
な
ど
、
自
己

肯
定
感
の
育
み
を
難
し
く
す
る

個
々
の
状
況
を
「
想
像
」
し
、
私

た
ち
の
支
援
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

し
て
、
学
習
支
援
を
継
続
す
る
中

で
生
ま
れ
る
対
話
を
通
し
て
保
護

者
と
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ザ
と
の
信
頼
関
係

構
築
に
努
め
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て

は
、
多
様
な
課
題
に
取
り
組
む
た

め
に
必
要
と
な
る
学
校
連
携
を
探

り
ま
す
。
そ
の
際
重
要
に
な
る
の

が
、
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ザ
が
学
校
に
と
っ

て
連
携
し
た
い
と
思
う
機
関
か
ど

う
か
と
い
う
観
点
と
、
信
頼
さ
れ

る
た
め
の
取
組
で
す
。
な
ぜ
な
ら

学
校
連
携
に
は
、
情
報
共
有
が
必

要
と
な
る
か
ら
で
す
。

３  

学
校
連
携
を
目
指
し
た
取
組

① 

「
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
と

と
も
に
～
考
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

～
」
の
発
行

　

学
校
と
の
信
頼
関
係
構
築
を
目

指
す
た
め
に
考
え
た
の
が
、
Ｍ
Ｙ

プ
ラ
ザ
の
考
え
方
を
記
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
で
し
た
。
Ｍ
Ｙ

プ
ラ
ザ
が
「
外
国
に
つ
な
が
る
子

ど
も
た
ち
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
、
学
校
に
何
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
の
か
、
そ
れ
ら
を

整
理
し
て
一
つ
に
ま
と
め
、
そ
れ

を
基
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
機
会
に

丁
寧
に
向
き
合
い
、
地
道
に
つ
な

が
り
を
作
り
た
い
と
考
え
ま
し

た
。発
案
か
ら
発
行
ま
で
、ス
ム
ー

ズ
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
学
校
に
向
け
て
発
行
す
る
こ

と
の
難
し
さ
に
直
面
し
、
検
討
を

重
ね
ま
し
た
。
実
現
さ
せ
る
た
め

に
は
こ
の
取
組
に
対
す
る
熱
意
を

示
し
、
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
の
で
す
。
外
国
人
集
住

地
区
で
は
な
い
都
筑
区
に
は
、
外

国
に
つ
な
が
る
児
童
生
徒
が
在
籍

し
て
い
て
も
数
人
、
又
は
全
く
い

な
い
学
校
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
実
は
、
既
に
在
籍
し
て
い

て
も
課
題
に
気
づ
か
れ
ず
に
見
過

ご
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
日
本
語

が
全
く
分
か
ら
な
い
児
童
生
徒
が

一
人
入
っ
て
き
た
だ
け
で
も
、
学

校
が
対
応
に
苦
慮
す
る
と
い
う
現

実
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き

に
こ
そ
、
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ザ
の
機
能
が

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
も
あ
り
ま
し
た
。
何
度
も
何
度

も
小
中
学
校
校
長
会
で
ご
相
談

し
、
校
正
を
重
ね
、
８
か
月
後
の

平
成
22
年
５
月
、
よ
う
や
く
都
筑

区
内
の
小
学
校
22
校
と
中
学
校
８

校
の
全
教
職
員
、
横
浜
市
北
部
学

校
教
育
事
務
所
の
全
指
導
主
事
に

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
写
真
）。
こ
の
こ
と
は
、
Ｍ
Ｙ
プ

ラ
ザ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
に

と
っ
て
は
、
学
校
連
携
を
目
指
す

た
め
の
、
本
当
に
大
き
な
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。

② 
外
国
籍
保
護
者
と
の
信
頼
関

係
の
構
築

　

傾
聴
と
寄
り
添
い
を
通
し
た
外

国
籍
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
は
、
学
校
と
の
関
係
構
築
に
も

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
異
な

る
文
化
の
中
で
生
活
す
る
保
護
者

に
寄
り
添
い
理
解
す
る
こ
と
は
、

外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
を

支
え
る
上
で
不
可
欠
で
す
。
彼
ら

の
文
化
を
知
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を

示
し
、
そ
の
上
で
、
日
本
の
仕
組

み
を
保
護
者
に
伝
え
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
支

援
に
直
結
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
日
本
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち

が
、
自
分
自
身
の
夢
を
持
つ
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。
子

ど
も
と
家
族
を
一
体
的
に
捉
え
支

え
る
こ
と
、
子
ど
も
自
身
が
、
自

分
の
家
族
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ

り
、
彼
ら
は
安
心
し
て
自
分
の
将

来
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
そ
れ
は
ま
た
、
外
国
に
つ
な

が
る
子
ど
も
と
家
族
の
孤
立
を
防

執
筆林

田　

育
美

都
筑
多
文
化
・
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ

（
つ
づ
き
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ザ
）
館
長　
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37
ぐ
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
外

国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
の
支
援

は
、
外
国
籍
家
族
へ
の
支
援
で
も

あ
り
ま
す
。

４  

高
校
受
検
を
乗
り
切
る
た
め
に

① 

支
援
の
現
場
か
ら

　

定
時
制
高
校
２
年
の
Ｆ
は
、
中

学
３
年
の
春
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
来

日
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
Ｍ
Ｙ
プ
ラ

ザ
に
つ
な
が
っ
て
き
た
も
の
の
、

Ｆ
本
人
は
日
本
語
を
覚
え
る
気
が

な
く
、
日
本
で
の
生
活
も
受
け
入

れ
ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。
正
に
心

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
じ
た
状
態
で

す
。
学
校
で
は
座
っ
て
い
る
だ
け

で
、
学
習
す
る
意
欲
は
な
く
、
卒

業
後
の
進
路
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

ず
は
、
保
護
者
と
な
る
べ
く
多
く

話
し
、
母
国
で
の
様
子
を
聴
い
た

り
、
日
本
の
学
校
の
仕
組
み
を
伝

え
た
り
し
て
相
互
理
解
に
努
め
ま

し
た
。
そ
し
て
担
任
と
Ｍ
Ｙ
プ
ラ

ザ
は
、
些
細
な
こ
と
も
含
め
、
定

期
的
に
情
報
共
有
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
母
語
話
者
を
探
し
、

Ｆ
と
二
人
だ
け
で
話
し
て
も
ら
う

こ
と
も
試
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
こ
と
を
考
え
る
に
当
た
り
、
Ｆ

の
本
心
を
知
り
た
か
っ
た
の
で

す
。
そ
う
い
っ
た
取
組
を
通
し

て
、
ゆ
っ
く
り
と
、
一
つ
ず
つ
、

固
ま
っ
て
い
た
心
が
ほ
ぐ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
日
本
の
学
校
生
活
に

慣
れ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
最
も
大
切
に
し
た

こ
と
は
、
Ｆ
に
安
心
感
を
与
え
、

「
日
本
で
生
き
る
こ
と
も
悪
く
な

い
。」
と
感
じ
て
も
ら
い
、「
あ
な

た
は
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
、
支
え
る

人
が
い
る
よ
。」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
渡
す
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て

目
指
し
た
か
っ
た
の
は
、「
高
校

と
い
う
未
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ
」

を
、
Ｆ
自
身
が
、
Ｆ
の
意
思
で
一

段
上
る
こ
と
で
し
た
。

② 

将
来
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

　

外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
自
分
で
進
路
を
選
択

し
決
定
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
験
や
情
報

量
の
不
足
か
ら
、
将
来
を
想
像
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
同
時
に
受
検

の
仕
組
み
と
い
う
壁
に
も
直
面
し

ま
す
。
そ
も
そ
も
、「
自
分
の
将

来
は
自
分
で
決
め
る
」
と
い
う
こ

と
す
ら
考
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
来
日
し
た

こ
と
自
体
、
自
分
に
は
決
定
権
が

な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
そ

の
た
め
「
中
学
卒
業
後
、
ど
う
し

た
い
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
、
す
ぐ
に
は
答
え
ら
れ
な
い
子

ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
に
馴
染
め
な
い
ま
ま
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
る
場
合
、「
高

校
に
は
行
か
な
い
」
と
言
い
切
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
日
本
語
の
壁
を

強
く
感
じ
る
子
ど
も
ほ
ど
、「
分

か
ら
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
の
時
期
こ
そ
、
子
ど
も
と

保
護
者
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明
を

し
、
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
で
将
来
の
可
能
性
に
気

づ
き
、「
こ
う
な
り
た
い
」
と
い

う
意
思
の
醸
成
が
必
要
な
の
で

す
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
出
会
い
、

転
ん
で
も
起
き
上
が
る
こ
と
を
学

び
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け

入
れ
て
く
れ
る
場
所
が
あ
れ
ば
、

前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。

５  

学
校
連
携
の
必
要
性

　

外
国
籍
人
口
の
増
加
と
と
も

に
、
日
本
語
支
援
を
必
要
と
す
る

外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
は

増
え
、
抱
え
る
課
題
は
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
実
は
日
本
生
ま
れ
で

も
、
日
本
語
支
援
を
必
要
と
す
る

外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
は

数
多
く
い
て
、
そ
う
い
う
子
ど
も

た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
分
た
ち

の
困
り
感
を
見
せ
ま
せ
ん
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
不
自
由
な

く
と
れ
る
た
め
、
学
習
言
語
の
未

定
着
か
ら
来
る
、「
意
味
が
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
課
題
の
本
質

を
、
で
き
る
だ
け
隠
そ
う
と
振
る

舞
い
ま
す
。
そ
し
て
教
師
自
身

も
、
そ
の
課
題
に
気
づ
か
な
い
と

い
う
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
学
校
連
携
は
、
異
な
る
立
場

の
異
な
る
視
点
を
合
わ
せ
、
学
校

で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
に
気
づ
く

大
き
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
課
題

が
「
外
国
に
つ
な
が
る
こ
と
」
に

起
因
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

学
校
だ
け
の
対
応
で
は
解
決
し
き

れ
ず
、
学
校
教
育
を
中
心
と
し
な

が
ら
も
、
よ
り
広
い
視
野
と
支
援

が
必
要
に
な
る
の
で
す
。「
支
援
」

は
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、「
将
来
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
で
す
。
自
分
た
ち
だ
け

で
は
前
に
進
め
な
い
中
で
、
な
ぜ

つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か

ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
読
み

解
き
、
導
く
た
め
の
重
要
な
鍵
で

す
。
課
題
が
多
様
化
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
学
校
と
地
域
が
手
を
結
び
、

見
立
て
を
増
や
し
、
最
大
限
の

エ
ー
ル
を
子
ど
も
た
ち
に
送
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

外国につながる子どもとともに～考えるためのヒント～
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地
域
の
取
組

④ 
〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
「
に
こ
て
ら
す
」
に
お
け
る
外
国
人
相
談
対
応

特
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─
今
日
は
、
ま
ず
、
外
国
人

ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
し
て
い
る
瀬
谷

区
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
「
に
こ

て
ら
す
」
の
皆
さ
ん
と
、
主
に
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
が
「
に
こ

て
ら
す
」
に
子
ど
も
を
預
け
な
が

ら
日
本
語
の
勉
強
を
す
る
な
ど
、

「
に
こ
て
ら
す
」
と
も
連
携
を
し

て
い
る
、
日
本
語
学
習
グ
ル
ー

プ
、
国
際
交
流Seya

の
舩
矢
さ
ん

に
、
お
話
を
伺
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
育
て
支
援
拠
点
は
各

区
に
１
か
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
瀬
谷
区
の
拠
点
の
特
徴
は
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

【
立
原
】
駐
車
場
が
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
瀬
谷
区
外
の
方
の
利
用
が

と
て
も
多
く
、
全
体
の
３
分
の
１

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
い
庭
が
あ
り
ま
す
。
外
遊
び
を

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
も
、
公
園
だ

と
飛
び
出
し
た
ら
困
る
と
か
、
泥

ん
こ
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か

と
い
っ
た
悩
み
が
あ
る
中
で
、
安

全
が
保
た
れ
た
空
間
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
は
思
い
切
り
泥
遊
び
も

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
今
日
同
席

し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
、
中
国
人

の
３
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
く
れ

る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
大
き
な
特

徴
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
「
に
こ
て
ら
す
」
の
ス
タ
ッ
フ

に
な
っ
て

─
そ
れ
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
働
い
て
い
る
、林
さ
ん
、グ
ェ

ン
さ
ん
、
ダ
ン
さ
ん
に
、「
に
こ

て
ら
す
」
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

【 

林 

】
瀬
谷
区
に
住
ん
で
い
た

と
き
、
回
覧
板
と
掲
示
板
で
子
育

て
の
「
出
張
ひ
ろ
ば
」（
※
１
）

が
あ
る
と
知
っ
て
、
近
所
の
中
国

の
マ
マ
と
約
束
を
し
て
一
緒
に
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

実
際
に
行
っ
て
み
た
ら
、
子
育
て

支
援
と
い
う
よ
り
も
友
だ
ち
の
感

覚
で
ス
タ
ッ
フ
が
接
し
て
く
れ

て
、
と
て
も
感
じ
が
良
か
っ
た
ん

で
す
。
ま
た
、
そ
の
頃
、
私
は
日

本
語
教
室
に
も
う
一
回
行
っ
て
勉

強
し
よ
う
か
な
と
思
っ
て
、
こ
こ

の
国
際
交
流Seya

の
教
室
に
来

て
い
た
の
で
す
が
、
中
国
の
マ
マ

か
ら
「
１
階
の
と
こ
ろ
で
子
ど
も

を
遊
ば
せ
た
り
で
き
る
よ
」
と
教

え
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で
「
に
こ

て
ら
す
」
も
利
用
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
「
出
張

ひ
ろ
ば
」
を
同
じ
「
に
こ
て
ら
す
」

が
や
っ
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
グ
ェ
ン
】
私
が
「
に
こ
て
ら
す
」

に
来
た
き
っ
か
け
は
、
近
く
に
住

ん
で
い
る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
マ
マ
の

友
だ
ち
に
付
き
添
っ
て
区
役
所
へ

行
っ
て
通
訳
の
手
伝
い
を
し
た
と

き
に
、
ダ
ン
さ
ん
た
ち
も
来
て
い

て
、「
遊
び
に
お
い
で
」、「（
同
じ

建
物
内
に
）
日
本
語
教
室
も
あ
り

ま
す
よ
」
と
誘
っ
て
も
ら
っ
て
、

そ
れ
で
遊
び
に
行
っ
て
日
本
語
教

室
に
も
通
い
始
め
ま
し
た
。

【
ダ
ン
】
私
は
２
０
１
０
年
か
ら

こ
こ
の
国
際
交
流Seya

の
日
本

語
教
室
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

て
、
そ
れ
か
ら
「
に
こ
て
ら
す
」

も
で
き
た
の
で
、
子
ど
も
を
遊
ば

せ
な
が
ら
日
本
語
教
室
に
も
通
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、あ
る
日
、

「
に
こ
て
ら
す
」
の
施
設
長
さ
ん

か
ら
、「
ベ
ト
ナ
ム
の
お
母
さ
ん

が
来
て
い
る
の
で
通
訳
に
入
っ
て

く
れ
ま
す
か
」
と
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
何
回
か
や
っ
て
い
る
う

ち
に
、「
子
ど
も
が
幼
稚
園
に
入
っ

た
ら
こ
こ
で
働
き
ま
せ
ん
か
」
と

言
わ
れ
て
、
そ
れ
が
す
ご
く
う
れ

し
く
て
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
ま
し

た
。─

ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
み
て
、

い
か
が
で
す
か
。

【
ダ
ン
】
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た
こ

と
で
、
顔
見
知
り
の
お
母
さ
ん
が

増
え
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
子
ど

も
に
関
わ
っ
て
い
る
と
子
育
て
の

こ
と
も
よ
く
分
か
っ
て
き
て
、
心

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

方
の
子
育
て
の
話
が
自
分
の
勉
強

に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

【
グ
ェ
ン
】
私
は
最
初
は
長
く
勤

め
る
予
定
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
や
は
り
働
い
て
い
る
間
に
楽

し
い
な
と
か
、
す
ご
い
意
味
の
あ

る
仕
事
だ
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

日
本
人
の
マ
マ
の
子
育
て
を
見

て
、
こ
う
い
う
や
り
方
も
あ
っ
た

ん
だ
と
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
伝

え
た
ら
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞

い
て
く
れ
る
ん
だ
と
か
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
し
、
外
国
人
の
マ
マ
た
ち
に
も

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

立
原　

久
美
子

瀬
谷
区
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

　
「
に
こ
て
ら
す
」
ス
タ
ッ
フ

星
野　

ハ
イ
ン

（
グ
ェ
ン　

テ
ィ
ー　

ハ
イ
ン
）

「
に
こ
て
ら
す
」
ス
タ
ッ
フ

林　

静
（
祁　

静
）

「
に
こ
て
ら
す
」
ス
タ
ッ
フ
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─
日
本
の
子
育
て
の
流
儀
と

か
、
文
化
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
人

の
子
育
て
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と

び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
た
と
か
、
全

然
違
う
な
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、

例
え
ば
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

【
グ
ェ
ン
】
ま
だ
１
歳
ち
ょ
っ
と

な
の
に
靴
下
と
靴
を
自
分
で
履
か

せ
る
。「
そ
れ
は
で
き
な
い
で

し
ょ
」
と
最
初
は
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
で
も
、
で
き
て
い
る
。
や

ら
せ
て
練
習
す
れ
ば
で
き
る
よ
う

に
な
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

─
林
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

【 

林 

】
私
は
、
利
用
者
と
し
て

こ
ち
ら
に
遊
び
に
来
て
い
る
と
き

は
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
は
す
ご
く
楽

し
そ
う
だ
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し

た
が
、
実
際
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

入
っ
て
み
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
見
え

な
い
と
こ
ろ
で
気
配
り
、
目
配
り

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
、
表

か
ら
見
る
よ
う
な
楽
し
い
こ
と
だ

け
で
は
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
、
子
育
て
支
援
も
大
変

だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
日
本
の
お
母
さ
ん
は
、
子
ど

も
が
少
し
で
き
た
ら
、
す
ご
く
褒

め
ま
す
よ
ね
。
今
は
段
々
慣
れ
て

き
て
、
子
ど
も
の
や
る
気
が
出
る

か
ら
い
い
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
文

化
の
違
い
も
あ
り
ま
す
ね
。

■
様
々
な
相
談
が

─
皆
さ
ん
が
受
け
て
い
る
相

談
の
内
容
を
具
体
的
に
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。

【
ダ
ン
】
日
本
語
が
分
か
ら
な
く

て
い
ろ
い
ろ
な
手
続
が
で
き
な
く

て
困
っ
て
い
る
な
ど
の
相
談
が

あ
っ
た
り
し
ま
す
。
ご
夫
婦
の
両

方
が
ベ
ト
ナ
ム
人
で
日
本
語
が
分

か
ら
な
い
と
、
保
育
園
の
こ
と
と

か
、
住
ん
で
い
る
団
地
の
中
で
の

手
続
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
が
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

─
子
育
て
以
外
の
相
談
も
あ

る
の
で
す
ね
。

【
ダ
ン
】
そ
う
で
す
ね
。

【
立
原
】
そ
の
辺
り
は
、
私
た
ち

も
大
き
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
相

談
の
窓
口
で
は
あ
る
の
で
す
が
、

相
談
の
つ
な
ぎ
先
が
住
宅
供
給
公

社
で
あ
っ
た
り
裁
判
所
で
あ
っ
た

り
行
政
の
窓
口
と
い
う
こ
と
が
す

ご
く
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
こ
に
電
話
を
か
け
て
も
、

つ
な
い
だ
先
は
外
国
語
の
対
応
を

し
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
結
局

は
彼
女
た
ち
が
間
に
入
っ
て
通
訳

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
外
国
人
の
ま
す
ま
す
の
増
加

を
考
え
る
と
、
早
く
手
を
打
っ
て

ほ
し
い
と
本
当
に
思
い
ま
す
。

■
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と

─
お
話
を
伺
っ
て
い
て
、
国

際
交
流Seya

と
の
つ
な
が
り
が

思
っ
て
い
た
以
上
に
あ
る
ん
だ
な

と
驚
き
ま
し
た
。
日
本
語
教
室
の

会
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
舩
矢
】
き
っ
か
け
は
、
小
学
校

に
上
が
る
お
子
さ
ん
の
い
る
ブ
ラ

ジ
ル
人
の
お
母
さ
ん
か
ら
、「
娘

に
日
本
語
の
手
ほ
ど
き
を
し
た

い
」、「
安
心
し
て
小
学
校
に
入
学

さ
せ
た
い
」、「
誰
か
〝
あ
い
う
え

お
〟
か
ら
日
本
語
を
教
え
て
く
れ

ま
せ
ん
か
」
と
い
う
問
合
せ
が
あ

り
、
子
ど
も
を
思
う
母
親
の
気
持

ち
は
同
じ
で
し
た
か
ら
、
早
速
引

き
受
け
て
、
一
人
の
生
徒
さ
ん
に

友
だ
ち
２
、
３
人
で
教
え
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
口
コ
ミ
で
広
が
っ

て
、
１
年
後
に
は
10
人
近
い
人
が

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う

い
う
形
で
も
う
27
年
目
に
入
っ
て

い
ま
す
。

─
小
学
校
で
の
外
国
人
対
応

は
、
日
本
語
学
習
支
援
拠
点
施
設

の
「
ひ
ま
わ
り
」
な
ど
あ
る
程
度

進
ん
で
い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
力
は
大
き
い
で
す
ね
。
保
育

園
な
ど
就
学
前
に
つ
い
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

【 

林 

】
泉
区
役
所
で
は
「
い
ず

み
多
文
化
共
生
コ
ー
ナ
ー
」
が

あ
っ
て
相
談
に
対
応
し
て
く
れ
る

人
が
い
ま
す
の
で
、
保
育
園
か
ら

の
お
手
紙
を
通
訳
し
て
く
れ
た
り

し
て
い
ま
す
。
で
も
、
や
は
り
保

育
園
の
先
生
と
直
接
お
話
を
す
る

の
は
難
し
い
と
い
う
の
は
あ
り
ま

す
。
今
は
ス
マ
ホ
の
通
訳
ア
プ
リ

を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
て
き

て
、
す
ご
く
便
利
に
な
っ
た
と
は

思
い
ま
す
が
。

【
舩
矢
】
私
は
、
働
く
、
住
む
、

暮
ら
す
こ
と
を
覚
悟
し
て
来
日
さ

れ
た
外
国
人
の
方
に
は
や
は
り
日

本
語
を
覚
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
も
通
訳
が
付
い
て

歩
い
た
り
、
ど
こ
の
窓
口
に
も
通

訳
を
置
け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
や
は
り
最
初
に
時
間
が

か
か
っ
て
も
、
多
少
お
金
が
か

か
っ
て
も
、
日
本
語
を
し
っ
か
り

覚
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、

日
本
語
を
覚
え
て
も
ら
う
施
設
を

も
う
少
し
増
や
す
べ
き
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

稲
田　

亜
希

（
ダ
ン　

テ
ィ
ー　

ト
ゥ
ー
）

「
に
こ
て
ら
す
」
ス
タ
ッ
フ

舩
矢　

多
紀
子

国
際
交
流S

eya 

代
表

聞
き
手編

集
部

※
１　

出
張
ひ
ろ
ば

　

常
設
の
ひ
ろ
ば
に
来
に
く
い
地
域
や
、
利

用
ニ
ー
ズ
が
あ
る
地
域
に
出
向
い
て
開
催
さ
れ

る
親
子
が
集
う
場
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─
そ
の
辺
り
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
同
じ
国
の
人
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い
て
日
本

語
が
分
か
ら
な
く
て
も
困
ら
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

【
グ
ェ
ン
】
夫
婦
の
両
方
が
ベ
ト

ナ
ム
人
の
場
合
は
、
子
ど
も
は
外

で
日
本
語
、
家
で
ベ
ト
ナ
ム
語
を

話
せ
ば
両
方
話
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
で
す
の
で
、
家
に
帰
っ
た

ら
子
ど
も
が
「
今
日
何
し
た
」
と

か
「
何
が
い
る
」
と
か
ベ
ト
ナ
ム

語
で
教
え
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
ほ

ど
困
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
職
場

で
も
周
り
が
ベ
ト
ナ
ム
人
が
多
い

環
境
で
あ
れ
ば
、
日
本
語
が
少
し

分
か
れ
ば
生
活
は
困
ら
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

【
ダ
ン
】
子
ど
も
が
日
本
語
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
通
訳
し
て
も

ら
う
の
を
待
っ
て
い
る
親
も
多
い

で
す
。（
笑
）　

で
も
、「
家
に
帰
っ

た
ら
翻
訳
と
か
通
訳
を
し
な
い
と

い
け
な
い
」
と
、
子
ど
も
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

【
立
原
】
国
際
交
流Seya

の
日
本

語
教
室
に
行
き
始
め
た
人
に
、「
何

で
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
の
？
」
と

尋
ね
た
ら
、「
子
ど
も
が
保
育
園

に
行
っ
て
言
葉
が
分
か
る
よ
う
に

な
っ
て
、
英
語
の
歌
を
歌
っ
た

り
、
日
本
語
の
歌
を
歌
っ
た
り
し

て
く
れ
る
。
自
分
も
子
ど
も
に
負

け
て
い
ら
れ
な
い
。」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が

き
っ
か
け
の
人
も
い
ま
す
。

【
グ
ェ
ン
】
そ
う
い
う
の
は
あ
り

ま
す
。
分
か
ら
な
い
と
、
子
ど
も

に
つ
い
て
い
け
な
い
よ
う
で
怖
く

感
じ
ま
す
。

【 

林 

】
国
に
す
ぐ
帰
る
人
も
い

ま
す
が
、
日
本
に
長
く
住
む
と
い

う
人
に
は
、
私
た
ち
も
「
ま
ず
最

初
に
日
本
語
を
覚
え
な
さ
い
。
今

は
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
か
ら
目

の
前
の
こ
と
は
私
た
ち
が
手
伝
っ

て
あ
げ
る
け
れ
ど
も
、
長
く
住
む

と
必
ず
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

自
分
の
子
ど
も
の
こ
と
も
あ
る

し
、
若
い
う
ち
に
日
本
語
を
勉
強

し
な
さ
い
。」と
伝
え
て
い
ま
す
。

─
受
け
入
れ
る
側
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
優
先
し
て

行
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
と
思
い

ま
す
か
。

【
ダ
ン
】
や
は
り
日
本
語
が
分
か

ら
ず
に
急
に
来
日
し
て
小
学
校

１
年
生
と
か
に
入
っ
て
く
る
場

合
が
一
番
困
っ
て
い
て
大
変
そ

う
に
見
え
ま
す
。
親
も
日
本
語
が

分
か
ら
な
い
と
、
子
ど
も
が
手
紙

を
持
っ
て
帰
っ
て
も
読
ん
で
も

ら
え
ま
せ
ん
し
、
準
備
も
で
き
ま

せ
ん
。
保
育
園
も
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
が
、
相
談
で
き
る
人
が
い
る

と
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

【 

林 

】
日
本
の
お
母
さ
ん
も
初

め
て
の
お
子
さ
ん
だ
と
い
ろ
い

ろ
調
べ
た
り
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
高
校
は
公
立
の
学
校
は
１
校

し
か
受
け
ら
れ
な
い
と
か
、
日
本

の
制
度
は
自
分
の
国
と
は
違
う
の

で
、
私
た
ち
に
は
全
く
分
か
り
ま

せ
ん
。
で
す
の
で
、私
は
こ
の
間
、

外
国
人
の
た
め
の
高
校
受
験
説
明

会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
外
国
か

ら
来
て
３
年
以
内
の
子
ど
も
が
対

象
で
、
自
分
の
う
ち
は
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
分
か
ら
な
い
と

何
も
で
き
な
い
の
で
、
と
り
あ
え

ず
１
回
勉
強
し
に
行
き
ま
し
た
。

─
積
極
的
に
情
報
収
集
を
し

た
ん
で
す
ね
。

【 

林 

】
自
分
か
ら
行
か
な
い
と
。

（
笑
）　

日
本
語
が
分
か
ら
な
い

と
何
も
聞
け
な
い
か
ら
、
日
本
語

を
ま
ず
勉
強
し
な
い
と
。
来
日
し

て
間
も
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
行

政
と
か
周
り
の
人
が
手
伝
っ
て
あ

げ
る
こ
と
で
Ｏ
Ｋ
。
で
も
、
長
く

い
る
人
は
や
っ
ぱ
り
勉
強
し
な
い

と
と
思
い
ま
す
。

【
グ
ェ
ン
】
日
本
語
を
覚
え
な
く

て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
は
、
多

分
マ
マ
た
ち
は
分
か
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
直
接
先
生
と
会
っ
て

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
な

ど
、
何
か
き
っ
か
け
が
あ
る
と
、

気
持
ち
が
入
っ
て
頑
張
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

─
勉
強
す
る
気
に
な
っ
た
と

き
に
、
つ
な
が
る
場
所
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

【
立
原
】
お
子
さ
ん
が
小
学
校
に

入
る
と
き
な
ど
に
国
か
ら
お
子
さ

ん
を
連
れ
て
来
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
段
階

で
は
お
子
さ
ん
は
何
も
日
本
語
を

話
せ
な
い
状
態
で
入
学
さ
れ
る
た

め
、
関
連
団
体
が
学
校
に
母
語
支

援
で
入
っ
た
り
す
る
必
要
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん

を
連
れ
て
日
本
語
を
学
べ
る
と
い

う
環
境
と
い
う
こ
と
で
は
、
や
は

り
国
際
交
流Seya

の
日
本
語
教

室
と
子
育
て
支
援
拠
点
の
連
携
と

い
う
と
こ
ろ
は
非
常
に
大
事
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
最
後
に

─
こ
こ
ま
で
、外
国
人
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
の
「
に
こ
て
ら
す
」

と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
、
そ
し
て
相
談
対
応
の
こ
と
か

ら
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

施
設
を
利
用
す
る
立
場
で
あ
っ
た

方
が
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
る
と

い
う
こ
と
も
す
ご
く
珍
し
い
な
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い

て
、「
に
こ
て
ら
す
」
と
し
て
何

か
お
考
え
は
あ
っ
た
の
か
、
改
め

て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
立
原
】
基
本
的
に
子
育
て
と
い

う
の
は
外
国
の
人
で
あ
っ
て
も
日

本
人
で
あ
っ
て
も
結
局
は
同
じ
だ

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
に

こ
て
ら
す
」
に
は
「
お
い
で
よ
！
」

と
い
う
毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報

紙
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
に
は

い
ろ
い
ろ
な
国
の
言
葉
で
、
誰
で

も
「
に
こ
て
ら
す
に
遊
び
に
来
て

ね
。
ま
っ
て
る
ね
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
と
い
う
か
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
載
せ
て
い
ま
す
。
外
国
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
い
て
く
れ
る
こ
と
で
、

外
国
人
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
こ
こ

に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
、
そ

う
い
う
土
台
づ
く
り
を
し
て
き
た

ん
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
第
１
部

を
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
第
２
部
に
続
く
）
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─
そ
れ
で
は
、
瀬
谷
区
内
で

日
本
語
教
室
を
さ
れ
て
い
る
、
に

ほ
ん
ご 
せ
や
の
岡
部
さ
ん
と
国

際
交
流Seya

の
舩
矢
さ
ん
に
お

話
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
現
在
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
岡
部
】
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ス
タ
ッ
フ
は
11
名
で
毎
週
火
曜

日
の
夜
間
に
、
こ
ち
ら
の
「
せ
や

ま
る
・
ふ
れ
あ
い
館
」（
※
２
）

で
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
生
徒

さ
ん
は
現
在
14
名
で
、
う
ち
10
名

の
方
が
ベ
ト
ナ
ム
の
方
で
す
。

　

区
役
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

養
成
講
座
の
受
講
者
が
平
成
15
年

に
立
ち
上
げ
た
会
で
す
。
日
本
語

を
学
習
し
、
更
に
日
本
の
文
化
や

習
慣
を
紹
介
す
る
こ
と
で
国
際
交

流
の
一
助
と
な
れ
ば
と
夜
間
の
日

本
語
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

【
舩
矢
】
現
在
、
ス
タ
ッ
フ
は
26

名
で
、
登
録
の
学
習
者
は
37
名
で

す
。
国
籍
別
で
は
11
か
国
と
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
の
午
前

に
「
せ
や
ま
る
・
ふ
れ
あ
い
館
」

の
部
屋
を
お
借
り
し
て
教
室
を
開

い
て
い
ま
す
。

─
「
に
こ
て
ら
す
」
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
は
、
日
本
語
教
室
に
も

通
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
前
半
の
お
話
を
聞
い
て
い
て

い
か
が
で
し
た
か
。

【
岡
部
】
一
番
感
動
し
た
の
は
、

林
さ
ん
が
「
自
分
で
情
報
収
集
も

し
な
い
と
」
と
話
し
て
い
た
こ
と

で
す
。
情
報
を
自
ら
取
り
に
行
く

姿
勢
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

【
舩
矢
】
子
育
て
世
代
の
方
の
お

話
を
伺
い
な
が
ら
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
私
ど
も
の
教
室
で
最
近

目
立
っ
て
き
た
の
が
、
子
育
て
を

終
え
、
子
ど
も
も
就
職
し
、
夫
は

定
年
間
近
の
シ
ニ
ア
の
女
性
で

す
。
子
ど
も
は
学
校
で
日
本
語
を

習
い
、
夫
は
職
場
で
日
本
語
を
覚

え
、
自
分
は
若
い
う
ち
は
自
国
語

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
て
い

て
、
お
買
い
物
も
ス
ー
パ
ー
な
ど

日
本
語
を
あ
ま
り
話
さ
な
く
て
も

生
活
で
き
て
き
た
の
が
、
年
を
と

り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
崩
れ
て
い
っ

て
、
気
が
つ
く
と
自
分
が
一
人
に

な
っ
て
い
る
。
お
し
ゃ
べ
り
の
相

手
も
い
な
い
、
病
院
に
行
っ
て
も

病
状
が
話
せ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
少
し
意
欲
の
あ
る
人
が
習
い

に
来
は
じ
め
て
い
ま
す
。
友
だ
ち

言
葉
の
日
本
語
で
は
な
く
、「
き

れ
い
な
日
本
語
を
話
せ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
勉
強
に
み
え
て
い

ま
す
。

─
岡
部
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は

い
か
が
で
す
か
。

【
岡
部
】
そ
う
で
す
ね
。
以
前
は

中
国
の
方
が
多
か
っ
た
ん
で
す

が
、
今
は
ベ
ト
ナ
ム
の
方
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
３
（
※
３
）

レ
ベ
ル
合
格
と
い
う
条
件
で
来
た

人
が
多
く
、
介
護
士
の
資
格
も

持
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本

語
は
話
せ
る
と
い
う
条
件
で
来
て

い
て
も
会
話
は
難
し
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
も
う
少
し
勉
強
し
た

い
、
Ｎ
１
（
※
３
）
ま
で
の
資
格

を
取
っ
て
と
い
う
目
標
を
持
っ
た

生
徒
さ
ん
が
今
は
大
半
で
す
。
通

い
続
け
る
人
と
仕
事
優
先
で
す
ぐ

に
辞
め
て
し
ま
う
人
の
二
極
化
が

進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

─
日
本
語
教
室
の
運
営
に
関

す
る
ご
苦
労
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
舩
矢
】
国
際
交
流Seya

の
場
合

は
、
ス
タ
ッ
フ
と
学
習
者
を
合
わ

せ
て
30
～
40
人
の
部
屋
が
必
要
で

す
が
、
そ
の
確
保
に
苦
労
し
て
い

ま
す
。
に
こ
て
ら
す
や
区
社
協
や

ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
方
に
も
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
毎
月
毎

月
出
向
い
て
半
年
先
の
会
場
予
約

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
団
体

と
重
複
す
る
と
抽
選
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
頑
張
れ
る
部
分
は
頑

張
り
ま
す
が
、
多
く
の
外
国
人
を

受
け
入
れ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

も
う
少
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
ね
。

【
岡
部
】
私
た
ち
の
教
室
は
、
夜

間
な
の
で
部
屋
の
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

う
ち
の
メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は

70
歳
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
の
と
き
は
、
会
社
が
60
歳
で
終

わ
っ
て
、
あ
と
20
年
ど
う
し
て
い

こ
う
か
な
と
い
う
人
が
結
構
い
ま

し
た
が
、
今
は
定
年
も
延
び
て
、

そ
れ
か
ら
勉
強
し
よ
う
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
や
ろ
う
と
い
う
人
は
少

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ス
タ
ッ
フ
は
英
語
や
母
国
語

で
な
く
、
日
本
語
を
使
っ
た
授
業

を
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
生
徒
さ
ん
に
も
ス

タ
ッ
フ
に
も
、
会
に
宗
教
、
政
治
、

お
金
の
こ
と
は
持
ち
込
ま
な
い
よ

う
に
、
勉
強
に
集
中
す
る
よ
う
に

と
、
そ
れ
は
強
く
言
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
は
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

─
担
い
手
不
足
は
自
治
会
活

動
で
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
と

状
況
は
違
っ
て
き
て
い
ま
す
よ

ね
。

【
岡
部
】
本
当
に
深
刻
な
問
題
で

す
。
国
際
化
と
言
い
ま
す
が
、
状

況
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
で
す
。

【
舩
矢
】
メ
ン
バ
ー
も
高
齢
に

な
っ
て
い
き
ま
す
し
、
健
康
上
の

問
題
も
出
て
き
ま
す
。
ど
う
し
た

ら
や
り
が
い
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
る
か
。
区
役
所
に

も
相
談
し
て
い
ま
す
が
検
討
し
て

い
き
た
い
で
す
。
会
場
や
担
い
手

な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
自
由
度
や
理

念
を
大
事
に
し
な
が
ら
今
後
も
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

舩
矢　

多
紀
子

国
際
交
流S

eya 

代
表

岡
部　

修

に
ほ
ん
ご 

せ
や 

代
表

聞
き
手編

集
部

※
２　

せ
や
ま
る
・
ふ
れ
あ
い
館

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い
年
代

の
人
が
利
用
で
き
る
瀬
谷
区
内
の
複
合
施

設
。
地
域
子
育
て
支
援
拠
点「
に
こ
て
ら
す
」

の
ほ
か
、
福
祉
保
健
活
動
拠
点
、
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
な
ど
６
施
設
が
入
る
。

※
３　

Ｎ
３
、
Ｎ
１

　

日
本
語
能
力
試
験
に
よ
る
認
定
の
レ
ベル
。

Ｎ
１
（
難
し
い
）
か
ら
Ｎ
５
ま
で
の
５
つ
の
レ
ベ

ル
が
あ
り
、
Ｎ
３
は
「
日
常
的
な
場
面
で
使

わ
れ
る
日
本
語
を
あ
る
程
度
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
」、
Ｎ
１
は
「
幅
広
い
場
面
で
使
わ

れ
る
日
本
語
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
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平
成
30
年
12
月
14
日
に
、「
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び

法
務
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
中
小
企
業
を
始
め
と
す
る

深
刻
な
人
手
不
足
に
対
応
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、在
留
資
格「
特

定
技
能
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
で
は
そ
の
概
要
等
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

１  

在
留
資
格
と
は

　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

（
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。）
に

お
い
て
は
、
外
国
人
が
我
が
国
に

入
国
・
在
留
し
て
特
定
の
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
法
的
地
位
又

は
特
定
の
身
分
若
し
く
は
地
位
を

有
す
る
者
と
し
て
の
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
法
的
地
位
を
類
型

化
し
た
「
在
留
資
格
」
の
リ
ス
ト

を
定
め
、
外
国
人
が
本
邦
に
お
い

て
行
お
う
と
す
る
活
動
が
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
入

国
・
在
留
を
認
め
て
い
ま
す
。

　

在
留
資
格
は
、
一
定
の
活
動
範

囲
で
就
労
が
認
め
ら
れ
る
も
の
、

就
労
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
及
び

活
動
制
限
が
な
い
身
分
・
地
位
に

基
づ
く
も
の
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
就
労
が
認
め
ら
れ
な
い
在

留
資
格
に
つ
い
て
も
、
資
格
外
活

動
許
可
を
受
け
た
場
合
は
、
一
定

の
範
囲
で
就
労
が
認
め
ら
れ
ま

す
。

　

本
稿
の
主
題
で
あ
る
特
定
技
能

は
、
特
定
産
業
分
野
の
各
業
務
従

事
者
を
対
象
と
し
て
、
一
定
の
活

動
範
囲
で
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在

留
資
格
に
含
ま
れ
ま
す
。

２  

特
定
技
能
制
度
に
つ
い
て

(1) 

平
成
30
年
に
入
管
法
が
改
正

さ
れ
た
背
景

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
に
よ

り
、
成
長
か
ら
分
配
へ
の
経
済
の

好
循
環
が
着
実
と
な
り
つ
つ
あ
る

中
、
平
成
30
年
の
法
案
提
出
の
時

点
で
も
有
効
求
人
倍
率
が
１
・
６

倍
を
超
え
る
高
さ
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
少
子
・
高

齢
化
に
よ
り
生
産
年
齢
（
15
～
64

歳
）
人
口
は
毎
年
減
少
し
、
全
人

口
の
６
割
を
切
る
ま
で
に
な
り
、

人
手
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
喫
緊
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
、
人
材
確
保

を
図
る
べ
き
産
業
上
の
分
野
に
お

い
て
、
一
定
の
専
門
性
・
技
能
を

有
し
、
即
戦
力
と
な
る
外
国
人
を

受
け
入
れ
て
い
く
仕
組
み
を
可
能

な
限
り
早
急
に
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
入
管

法
等
改
正
法
案
が
同
年
の
第
１
９

７
回
国
会
（
臨
時
会
）
に
提
出
さ

れ
、
同
国
会
に
お
い
て
成
立
し
ま

し
た
。

(2) 

制
度
の
概
要

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
入
管
法

等
に
基
づ
き
、
就
労
資
格
の
外
国

人
（
高
度
専
門
職
等
）、
留
学
生
、

技
能
実
習
生
、
観
光
客
等
の
短
期

滞
在
者
等
の
受
入
れ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
今
回
創
設
さ

れ
た
「
特
定
技
能
」
が
新
た
に
加

わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
特
定
技
能
１
号
」
は
、
特
定

産
業
分
野
に
属
す
る
相
当
程
度
の

知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
技

能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外

国
人
向
け
の
在
留
資
格
で
あ
り
、

「
特
定
技
能
２
号
」
は
、
特
定
産

業
分
野
に
属
す
る
熟
練
し
た
技
能

を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
外
国

人
向
け
の
在
留
資
格
で
す
。

　

こ
こ
で
、
特
定
産
業
分
野
と
い

う
の
は
、「
介
護
」、「
ビ
ル
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」、「
素
形
材
産
業
」、「
産

業
機
械
製
造
業
」、「
電
気
・
電
子

情
報
関
連
産
業
」、「
建
設
」、「
造

船
・
舶
用
工
業
」、「
自
動
車
整

備
」、「
航
空
」、「
宿
泊
」、「
農
業
」、

「
漁
業
」、「
飲
食
料
品
製
造
業
」、

「
外
食
業
」
の
14
分
野
で
あ
り
、

「
特
定
技
能
２
号
」
は
、「
建
設
」

と
「
造
船
・
舶
用
工
業
」
の
２
分

野
の
み
に
お
い
て
受
入
れ
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
「
特
定
技
能
１
号
」

の
ポ
イ
ン
ト
は
、

・
在
留
期
間
が
通
算
で
上
限
５
年

ま
で
で
あ
る
こ
と

・
技
能
水
準
は
、
試
験
等
で
確
認

・
日
本
語
能
力
水
準
は
、
生
活
や

業
務
に
必
要
な
日
本
語
能
力
を
試

験
等
で
確
認

・
家
族
の
帯
同
は
基
本
的
に
認
め

ら
れ
な
い
こ
と

・
受
入
れ
機
関
又
は
登
録
支
援
機

関
に
よ
る
支
援
が
必
要

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
技
能
水
準
と
日
本
語
能
力
水

準
に
つ
い
て
は
、
技
能
実
習
２
号

を
良
好
に
修
了
し
て
お
り
、
従
事

し
よ
う
と
す
る
業
務
と
技
能
実
習

２
号
の
職
種
・
作
業
に
関
連
性
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
試
験
等

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
特
定
技
能
２

号
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

・
在
留
期
間
の
更
新
の
回
数
に
上

限
は
な
い
こ
と

・
技
能
水
準
は
、
試
験
等
で
確
認

・
日
本
語
能
力
水
準
は
、
試
験
等

で
の
確
認
は
不
要

・
家
族
の
帯
同
は
、
要
件
を
満
た

せ
ば
配
偶
者
及
び
子
の
帯
同
が
可

能
で
あ
る
こ
と

・
受
入
れ
機
関
又
は
登
録
支
援
機

関
に
よ
る
支
援
の
対
象
外
で
あ
る

こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

(3) 

受
入
れ
機
関
に
つ
い
て

　

特
定
技
能
外
国
人
の
受
入
れ
機

関
に
は
、
次
の
基
準
を
満
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

執
筆出

入
国
在
留
管
理
庁
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①　

外
国
人
と
結
ぶ
雇
用
契
約
が

適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と

　

例
え
ば
、
報
酬
額
が
同
等
の
業

務
に
従
事
す
る
日
本
人
と
同
等
以

上
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

②　

受
入
れ
機
関
が
雇
用
契
約
を

適
正
に
履
行
す
る
機
関
で
あ
る
こ

と
　

例
え
ば
、
５
年
以
内
に
出
入
国

又
は
労
働
関
係
法
令
に
関
す
る
不

正
行
為
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
で
す
。

③　

外
国
人
を
適
正
に
支
援
す
る

体
制
が
あ
る
こ
と

　

例
え
ば
、
外
国
人
が
十
分
に
理

解
で
き
る
言
語
に
よ
り
相
談
対
応

が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

な
お
、
支
援
に
つ
い
て
は
、
登

録
支
援
機
関
に
委
託
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
り
、
支
援
計
画
の
全
部

の
実
施
を
委
託
す
れ
ば
こ
の
基
準

を
満
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

④　

１
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援

計
画
が
法
令
の
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と

　

１
号
特
定
技
能
外
国
人
ご
と
に

支
援
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

り
、
内
容
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

定
期
的
な
面
談
に
関
す
る
支
援
を

３
か
月
に
１
回
行
う
こ
と
な
ど
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
他
、
受
入
れ
機
関
に
は
、

出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
対
し

て
、
受
け
入
れ
て
い
る
特
定
技
能

外
国
人
の
活
動
内
容
等
の
定
期
又

は
随
時
の
各
種
届
出
を
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
届

出
義
務
を
怠
る
と
、
罰
則
の
適
用

が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

(4) 

登
録
支
援
機
関

　

登
録
支
援
機
関
と
は
、
受
入
れ

機
関
と
の
支
援
委
託
契
約
に
よ

り
、
１
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援

計
画
の
全
部
の
実
施
を
行
う
個
人

又
は
団
体
の
こ
と
で
あ
り
、
出
入

国
在
留
管
理
庁
長
官
の
登
録
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録
の

期
間
は
、
５
年
間
で
あ
り
、
更
新

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
登
録
支
援

機
関
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長

官
に
対
し
、
支
援
の
実
施
状
況
な

ど
の
定
期
又
は
随
時
の
各
種
届
出

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
支
援
機
関
の
登
録
を
受
け

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
次
の
登
録

拒
否
事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

①　

５
年
以
内
に
出
入
国
又
は
労

働
関
係
法
令
に
関
し
不
正
行
為
を

行
っ
た
こ
と

②　

外
国
人
が
十
分
に
理
解
で
き

る
言
語
に
よ
り
相
談
対
応
す
る
体

制
を
有
し
て
い
な
い
こ
と

　

な
お
、
登
録
を
受
け
た
後
で

あ
っ
て
も
、
①
や
②
に
該
当
す
る

場
合
、
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

(5) 

協
議
会

　

特
定
技
能
制
度
に
お
け
る
受
入

れ
機
関
に
求
め
ら
れ
る
主
な
基
準

の
一
つ
と
し
て
、
分
野
別
の

協
議
会
に
加
入
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

特
定
技
能
制
度
に
お
い
て

は
、
制
度
の
適
正
な
運
用
を

図
る
た
め
、
各
分
野
ご
と
に

分
野
所
管
省
庁
が
協
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
協
議
会

は
、
分
野
所
管
省
庁
の
ほ

か
、
受
入
れ
機
関
、
業
界
団

体
、
関
係
省
庁
で
構
成
さ

れ
、
分
野
に
よ
っ
て
は
学
識

経
験
者
や
登
録
支
援
機
関
な

ど
も
構
成
員
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

協
議
会
は
、
構
成
員
の
連

携
の
緊
密
化
を
図
り
、
各
地

域
の
事
業
者
が
必
要
な
特
定

技
能
外
国
人
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
制
度

の
周
知
や
情
報
共
有
、
法
令

遵
守
の
啓
発
の
ほ
か
、
地
域

ご
と
の
人
手
不
足
の
状
況
を

把
握
し
必
要
な
対
応
を
行
う

こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
協
議
会
の
重
要
な
役

割
と
し
て
、
例
え
ば
、
特
定

技
能
外
国
人
が
大
都
市
圏
そ

の
他
、
特
定
地
域
に
過
度
に

集
中
し
て
就
労
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お

い
て
、
協
議
会
構
成
員
に
対

す
る
受
入
れ
自
粛
等
の
要
請

を
行
う
と
い
っ
た
対
応
も
含

ま
れ
ま
す
。

特定技能１号のポイント

○ 在留期間：１年，６か月又は４か月ごとの更新，通
算で上限５年まで

○ 技能水準：試験等で確認（技能実習２号を修了した
外国人は試験等免除）

○ 日本語能力水準：生活や業務に必要な日本語能力を
試験等で確認（技能実習２号を修了した外国人は試験
等免除）

○ 家族の帯同：基本的に認めない
○ 受入れ機関又は登録支援機関による支援の対象

特定技能２号のポイント

○ 在留期間：３年，１年又は６か月ごとの更新
○ 技能水準：試験等で確認
○ 日本語能力水準： 試験等での確認は不要
○ 家族の帯同：要件を満たせば可能（配偶者，子）
○ 受入れ機関又は登録支援機関による支援の対象外

○ 特定技能１号：特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事する外国人向
けの在留資格

○ 特定技能２号：特定産業分野に属する熟練した技能を要する業務に従事する外国人向けの在留資格

特定産業分野：介護，ビルクリーニング，素形材産業，産業機械製造業，電気・電子情報関連産業，
（１４分野） 建設，造船・舶用工業，自動車整備，航空，宿泊，農業，漁業，飲食料品製造業，外食業

（特定技能２号は下線部の２分野のみ受入れ可）

【就労が認められる在留資格の技能水準】

Immigration Services Agency of Japan
出入国在留管理庁

これまでの在留資格 新たに創設された在留資格
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特
定
技
能
外
国
人
を
受
け

入
れ
よ
う
と
す
る
全
て
の
受

入
れ
機
関
は
、
そ
の
分
野
の

協
議
会
の
構
成
員
に
な
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
協
議
会
へ
の
加
入

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
各
分

野
所
管
省
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

３   

共
生
社
会
の
実
現
に　

向
け
て

　

当
庁
の
新
た
な
取
組
で
あ

る
外
国
人
の
受
入
れ
環
境
整

備
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

国
民
と
外
国
人
の
双
方
が

尊
重
し
合
え
る
活
力
あ
る
共

生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

労
働
、
医
療
、
教
育
、
住
宅

な
ど
生
活
の
様
々
な
場
面
に

つ
い
て
外
国
人
の
受
入
れ
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

昨
年
12
月
、「
外
国
人
材

の
受
入
れ
・
共
生
に
関
す
る

関
係
閣
僚
会
議
」
に
お
い
て

「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共

生
の
た
め
の
総
合
的
対
応

策
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、

○　

相
談
体
制
の
整
備
と
し

て
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
一

元
的
相
談
窓
口
の
設
置
支
援

○　

医
療
・
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
環
境
の
整
備

○　

災
害
発
生
時
の
情
報
発
信
・

支
援
等
の
充
実

○　

住
宅
確
保
の
た
め
の
環
境
整

備
・
支
援

○　

日
本
語
教
育
機
関
の
質
の
向

上
・
適
正
な
管
理

○　

日
本
語
教
育
、
外
国
人
児
童

生
徒
の
教
育
の
充
実

○　

留
学
生
の
就
職
等
支
援

○　

適
正
な
労
働
環
境
の
確
保

な
ど
、
外
国
人
の
受
入
れ
環
境
整

備
に
関
す
る
合
計
１
２
６
の
様
々

な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
各
種
施
策
を
政
府
一

丸
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
６
月
に
は
、「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
に
関
す

る
関
係
閣
僚
会
議
」に
お
い
て「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め

の
総
合
的
対
応
策
の
充
実
に
つ
い

て
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
特
定
技

能
外
国
人
の
大
都
市
圏
等
そ
の
他

特
定
地
域
へ
の
集
中
防
止
策
、
外

国
人
共
生
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

設
置
等
、
各
種
施
策
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
全
・
安
心
な
生
活
・

就
労
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
情

報
を
提
供
す
る
「
生
活
・
就
労
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」（
写
真
）
を
日
本

語
、
英
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
や
さ

し
い
日
本
語
で
作
成
し
、
法
務
省

の
「
外
国
人
生
活
支
援
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
14
か
国
語
を
目
途
に
順
次

多
言
語
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

４  

出
入
国
在
留
管
理
庁
の
新
設

　

特
定
技
能
制
度
の
創
設
に
伴
う

在
留
外
国
人
の
増
加
に
的
確
に
対

応
し
つ
つ
、
外
国
人
の
受
入
れ
環

境
整
備
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案

並
び
に
総
合
調
整
と
い
っ
た
業
務

に
一
体
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
、
法
務
省
の
外
局

に
出
入
国
在
留
管
理
庁
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

５  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、
特
定
技
能
制
度
の

概
要
等
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
詳
細
は
法
務

省
や
分
野
所
管
省
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.m

oj.go.jp/
nyuukokukanri/kouhou/
nyukan_index.htm

l

１ 受入れ機関が外国人を受け入れるための基準
① 外国人と結ぶ雇用契約が適切（例：報酬額が日本人と同等以上）
② 機関自体が適切（例：５年以内に出入国・労働法令違反がない）
③ 外国人を支援する体制あり（例：外国人が理解できる言語で支援できる）
④ 外国人を支援する計画が適切（例：生活オリエンテーション等を含む）

２ 受入れ機関の義務
① 外国人と結んだ雇用契約を確実に履行（例：報酬を適切に支払う）
② 外国人への支援を適切に実施

→ 支援については，登録支援機関に委託も可。
全部委託すれば１③も満たす。

③ 出入国在留管理庁への各種届出
（注）①～③を怠ると外国人を受け入れられなくなるほか，出入国在留管理庁

から指導，改善命令等を受けることがある。

�������������� ②②����������������

１ 受入れ機関が外国人を受け入れるための基準

受入れ機関について

登録支援機関について

１ 登録を受けるための基準
① 機関自体が適切（例：５年以内に出入国・労働法令違反がない）
② 外国人を支援する体制あり（例：外国人が理解できる言語で支援できる）

２ 登録支援機関の義務
① 外国人への支援を適切に実施
② 出入国在留管理庁への各種届出

（注）①～②を怠ると登録を取り消されることがある。

出入国在留管理庁

登録支援
機関

受入れ
機関

外国人

届出
登録
・

登録抹消

指
導
・助
言

指
導
・助
言

届
出

指
導
・助
言

立入検査
・

改善命令

雇
用
契
約

支援委託

届出

支援支援

��������
Immigration Services Agency of Japan
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◆はじめに
　2019年１月１日時点で、日本の外国人人口は過去最多
の266万7199人となりました。改正出入国管理法の施行
により、今後も更なる外国人人口の増加が見込まれ、「生
活者」である外国人の受入れ体制の整備が求められてい
ます。
　横浜市においても、外国人人口はこの５年間で約３割
増加し、2019年４月には初めて10万人を超えました。そ
して、その出身国・地域は約160にわたるなど多様化し
ています。こうした状況を踏まえ、本市では、多文化共
生の推進に向けた具体的な施策として、「やさしい日本
語」による情報発信の拡充に取り組んでいます。

◆「やさしい日本語」とは
　「やさしい日本語」とは、主に、日本語以外を母語と
する読み手の立場で書き換えた平易で分かりやすい言葉
のことです。「やさしい日本語」には全国で統一した基
準はないため、発信者によって様々な書き換えのルール
が存在しますが、一般的には使用する語彙や文法等を一
定の日本語能力のレベルに合わせた言葉とされていま
す。例えば、横浜市が考える「やさしい日本語」でＡの
文章を書き換えるとＢの文章になります。

Ａ　５月13日、14日はトライアスロン開催により、会場
及びコース一帯にて、交通規制を実施します。周辺道
路は混雑が予想されますので、車での来場は控え、公
共交通機関をご利用ください。
Ｂ　５月13日と14日に横浜市でトライアスロンのイベン

トがあります。会場とコースの周りは通ることができ
ません。道路が混むので、電車やバスを使ってくださ
い。

　※実際に広報する際は漢字にルビを振ります。

　書き換えのポイントは次のとおりです。①情報を取捨
選択して一文を短く、②語彙を平易に（例：「交通規制」
→「通ることができません」）、③受動態など難しい文法
や助詞などを言い換える（例：「により」「及び」「にて」

「予想される」）
　このように、情報を絞り、使用する語彙や文法に制限
を加えることで、下線部のメッセージが受け手に伝わり
やすくなるよう工夫しています。

　「やさしい日本語」の概念は、1995年に起こった阪神・
淡路大震災の際に、日本語と英語による情報発信では外
国人市民に十分に情報を伝えられなかった教訓から全国
に広まったと言われています。現在では災害時に限らず、
平時における活用にも広がっています。

◆活用を進める理由
　横浜市が「やさしい日本語」の活用を進める理由は主
に二つあります。一つは、人口が増加し、多様化する外
国人市民等に対して、全ての母語で情報発信を行うこと
が難しいこと。もう一つは、災害時に限らず平時におい
ても、翻訳作業が必要な外国語と比べ、より迅速な情報
発信が可能であることです。
　

◆基準の作成
　前述のとおり、「やさしい日本語」については、全国
で統一した基準がないことから、まずは、横浜市が考え
る「やさしい日本語」の基準の作成が必要となりました。
　そこで、一橋大学の庵功雄教授をはじめとする研究グ
ループと協力して検討会を立ち上げ、基本的な考え方や
文法のルールをまとめました。さらに、横浜市国際交流
協会や外国人市民ボランティアの協力を得ながら、行政
がよく用いる語彙562語について、「やさしい日本語」の
語釈を作成しました（表１）。

（表１）やさしい日本語の基準「『やさしい日本語』で伝
える　分かりやすく　伝わりやすい日本語を目指して」
語彙より一部抜粋
語彙 意味
押印 はんこを紙に押すこと

介護予防 年をとっても、元気でいられるようにする
こと

古紙 紙のごみ。いらなくなった本や新聞など

◆活用に向けた取組
　基準の作成後は、各職員がその基準に沿って「やさし
い日本語」での情報発信ができるよう、意識啓発の取組
を進めています。具体的には、職員が「やさしい日本語」
への理解を深め、書き換えスキルを習得できるような実
践的な研修を毎年度実施しています。また、「出前講座」
と称して朝礼時間等に職場を訪問して行う研修や、自席
で学べるeラーニングの配信も行っています。
　こうした取組に併せて、2017年度からは職員向けに「や
さしい日本語」への書き換え支援システムの提供を開始
しました。システムには主に書き換えを支援する機能と
文章を診断する機能があり、職員が速く、効率的に書き
換えられるようサポートしています。

◆外国人ボランティアの皆さんの声から
　基準づくりに携わった外国人ボランティアの皆さんか
らは、「やさしい日本語」について、「公の施設や病院、
駅でやさしい日本語で説明されると本当に助かると思
う」、「言葉がやさしいと便利。言葉が理解できれば誰に
も頼らず外出でき、日本語の勉強にもなる。言葉を覚え
ることで住みやすくなる」といった声が聞かれました。

◆今後に向けて
　2019年10月には、台風19号の上陸後、長野県がツイッ
ターアカウント「長野県防災」で外国人住民向けの相談
窓口をやさしい日本語で案内したところ、４万件を超え
てリツイートされるなど大きな反響がありました。
　横浜市においても、2019年８月に外国人人口の増加や
多様化を背景として「横浜市多言語広報指針」を改定し、
より積極的に「やさしい日本語」に取り組むことを明記
しています。
　担当者としても「やさしい日本語」が持つ可能性や果
たす役割は、外国人人口の増加によって今後ますます大
きくなると考えています。

「やさしい日本語」①
やさしい日本語の活用に向けた取組

市民局広報課　新谷　惠理子
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１  

外
国
人
の
就
業
状
況

（
１
）
就
業
者
数

　

５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
国
勢

調
査
（
総
務
省
）
の
結
果
か
ら
、

外
国
人
の
就
業
状
況
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

直
近
の
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
の
結
果
を
み
る
と
、
本
市
に
常

住
す
る
外
国
人
の
う
ち
、
就
業
者

（
※
１
）
は
２
万
５
３
２
７
人
で
、

年
を
追
う
ご
と
に
増
加
傾
向
に
あ

る
。

　

ま
た
、
15
歳
以
上
人
口
に
占
め

る
就
業
者
の
割
合
を
示
す
「
就
業

率
」
は
41
・
９
％
で
あ
る
。
こ
れ

は
日
本
人
の
就
業
率
（
52
・
３
％
）

よ
り
も
低
く
、前
回
２
０
１
０（
平

成
22
）
年
に
比
べ
就
業
者
が
増
え

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
率
は

下
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
就
労
目
的
以
外
の
外
国
人
、

具
体
的
に
は
留
学
や
家
族
滞
在
な

ど
の
在
留
資
格
も
近
年
増
え
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
相
対
的
に
就
業

者
の
割
合
が
低
下
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
（
図
１
）。

（
２
）
国
籍
別

　

就
業
者
を
国
籍
別
に
み
る
と
、

人
数
の
多
い
順
に
、

①
中
国　
　
　
　

９
６
６
３
人

②
韓
国
・
朝
鮮　

４
９
４
９
人

③
フ
ィ
リ
ピ
ン　

２
４
４
９
人

④
米
国　
　
　
　

１
０
７
９
人

⑤
ベ
ト
ナ
ム　
　
　

９
４
１
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
国
勢
調
査
で
用
い
る
産

業
分
類
を
、
便
宜
的
に
大
ま
か
な

仕
事
の
分
野
に
置
き
換
え
て
分
類

し
て
み
る
と
、
従
事
す
る
分
野
は

国
籍
ご
と
で
傾
向
が
分
か
れ
る
。

主
な
分
野
で
就
業
割
合
が
高
い
国

は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
あ

る
（
表
１
）。

・「
卸
売
・
小
売
、
飲
食
・
宿
泊
」

　

丨
中
国
、
韓
国
・
朝
鮮
、
タ
イ

・「
建
設
・
製
造
」

丨
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ペ
ル
ー

・「
学
術
研
究
・
教
育
」

　

丨
イ
ン
ド
、
米
国
、
英
国

（
３
）
分
野
別

　

就
業
者
を
分
野
別
に
み
る
と
、

人
数
の
多
い
順
に
、

①
製
造　
　
　
　
　

３
６
０
３
人

②
飲
食
・
宿
泊　
　

３
２
３
０
人

③
卸
売
・
小
売　
　

２
８
３
３
人

④
学
術
研
究
・
教
育
２
７
４
０
人

⑤
運
輸
・
情
報
通
信
２
６
０
５
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
か
ら
５
年
間
の
就

業
者
数
の
増
減
を
み
る
と
、

・
飲
食
・
宿
泊　
　

11
・
９
％
減

・
卸
売
・
小
売　
　

５
・
４
％
減

・
運
輸
・
情
報
通
信
４
・
８
％
減

の
３
分
野
で
減
少
し
て
お
り
、
代

わ
っ
て
、

・
医
療
・
福
祉　
　

27
・
４
％
増

・
建
設　
　
　
　
　

20
・
２
％
増

の
２
分
野
で
大
き
く
増
加
し
て
い

る
（
表
２
）。

（
４
）
外
国
人
就
業
者
へ
の
依
存
度

　

就
業
者
全
体
（
日
本
人
＋
外
国

人
）
の
う
ち
外
国
人
就
業
者
が
占

め
る
割
合
は
、
２
０
１
５
年
の
時

点
で
１
・
５
％
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
外
国
人
へ
の
依
存
度
と

し
て
み
た
場
合
、「
飲
食
・
宿
泊
」

の
分
野
が
３
・
６
％
と
高
い
率
と

な
っ
て
い
る
。
実
感
と
し
て
、
都

市
部
で
は
、
訪
日
外
国
人
へ
の
接

客
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
、
外

国
人
を
雇
用
す
る
ホ
テ
ル
や

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
を
よ
く
見

か
け
る
。
昨
今
も
様
々
な
分
野
で

外
国
人
材
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
０

（
令
和
２
）
年
国
勢
調
査
で
依
存

度
が
ど
う
変
化
す
る
の

か
、
結
果
を
注
目
し
た

い
。

　

日
本
人
の
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
し
、
深
刻

な
人
手
不
足
が
確
実
視

さ
れ
る
中
、
対
応
策
と

し
て
、
各
方
面
で
外
国

人
の
受
入
拡
大
に
向
け

た
動
き
が
急
速
化
し
て

い
る
。
今
後
の
国
内
の

雇
用
情
勢
や
外
国
人
の

受
入
体
制
の
整
備
に
よ

り
、
各
分
野
に
お
け
る

比
率
も
変
化
し
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

２   
人
手
不
足
が
深
刻

な
市
内
中
小
企
業

執
筆手

塚　

清
久

経
済
局
企
画
調
整
課
長

冨
岡　

典
夫

経
済
局
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
課
長

伊
藤　

智
啓

政
策
局
統
計
情
報
課
担
当
係
長

（元データ）
外国人就業就業率

1995年 18,752 57.5%
2000年 20,411 51.0%
2005年 22,986 50.3%
2010年 23,101 52.1%
2015年 25,327 41.9%

18,752 

20,411 22,986 23,101 
25,327 57.5%

51.0% 50.3%

52.1%

41.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

1995年 2000年 2005年 2010年 2015年

外国人就業者数 就業率

図１ 外国人の就業者数及び就業率の推移－横浜市（1995年～2015年国勢調査）
（人）
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（
１
）
有
効
求
人
倍
率
の
上
昇

　

横
浜
市
の
有
効
求
人
倍
率
は
、

１
・
26
（
平
成
28
年
平
均
）、
１
・

39（
平
成
29
年
平
均
）、
１
・
48（
平

成
30
年
平
均
）
と
近
年
上
昇
し
、

仕
事
に
対
し
て
人
が
足
り
な
い
状

態
が
続
い
て
い
る
。「
社
員
を
募

集
し
て
も
応
募
が
な
い
」、「
応
募

は
あ
る
が
、
求
め
る
人
材
が
来
な

い
」、「
熟
練
労
働
者
の
退
職
」
な

ど
、
特
に
中
小
企
業
に
お
い
て
人

手
不
足
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
人
手
不
足
感
は
ほ
ぼ
全
産

業
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
深

刻
さ
の
度
合
い
は
、
業
種
や
規
模

に
よ
っ
て
異
な
る
。
建
設
、運
輸
、

飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
・
福
祉
な

ど
の
非
製
造
業
や
、
規
模
の
小
さ

い
企
業
で
人
手
不
足
感
が
強
く
、

事
業
の
継
続
に
必
要
な
人
員
を
確

保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

「
人
手
不
足
倒
産
」
も
増
加
し
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
横
浜
市
景
況
・
経
営
動
向

調
査
特
別
調
査
を
通
じ
て

　

こ
う
し
た
企
業
の
人
手
不
足
の

状
況
を
具
体
的
に
把
握
し
、
施
策

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
経
済
局

で
は
景
況
・
経
営
動
向
調
査
特
別

調
査
と
し
て
、
直
近
で
は
第
１
０

５
回
（
平
成
30
年
6
月
実
施
）
に

お
い
て
、
市
内
企
業
に
対
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
（
１
０
０
０
社
対

象
、
回
答
率
54
・
３
％
）
を
実
施

し
た
。
こ
の
調
査
の
中
で
、
新
た

に
採
用
す
る
人
材
と
し
て
、「
外

国
人
」に
焦
点
を
当
て
、
雇
用（
又

は
雇
用
を
検
討
）
す
る
①
理
由
、

②
課
題
、
③
必
要
と
思
わ
れ
る
支

援
に
つ
い
て
尋
ね
た
。

①　
外
国
人
を
雇
用
（
又
は
雇
用

を
検
討
）
す
る
理
由

　

ま
ず
、
外
国
人
を
雇
用
（
又
は

雇
用
を
検
討
）
す
る
理
由
に
つ
い

て
、
全
産
業
で
み
る
と
「
外
国
人

と
し
て
の
語
学
力
・
国
際
感
覚
等

の
強
み
を
発
揮
し
て
も
ら
う
た

め
」（
42
・
３
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
新
卒
採
用
で
ま
か
な
う

こ
と
が
で
き
な
い
人
材
を
確
保
す

る
た
め
」
と
「
多
様
な
人
材
を
雇

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
内
活
性

化
を
進
め
た
い
た
め
」（
30
・

８
％
）
が
同
率
と
な
っ
て
い
る
。

規
模
別
に
み
る
と
、
中
小
企
業
で

は
「
新
卒
採
用
で
ま
か
な
う
こ
と

が
で
き
な
い
人
材
を
確
保
す
る
た

め
」（
44
・
４
％
）が
最
も
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

②　
外
国
人
を
雇
用
す
る
に
当

た
っ
て
の
課
題

　

次
に
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
に

当
た
っ
て
の
課
題
に
つ
い
て
、
全

表２　分野別にみた外国人就業者数－横浜市（2010年・2015年国勢調査）
（元データ）
全就業者（日本人＋外国人）

2010年 2015年 2010年 2015年 2010年 2015年
総数 23,101 25,327 9.6% 1.4% 1.5% 1703374 1673913
　建設 1,338 1,608 20.2% 1.1% 1.4% 119733 111368
　製造 3,551 3,603 1.5% 1.7% 1.7% 214184 212487
　運輸・情報通信 2,737 2,605 ▼ 4.8% 1.2% 1.2% 226747 213566
　卸売・小売 2,995 2,833 ▼ 5.4% 1.0% 1.1% 286283 257221
　飲食・宿泊 3,666 3,230 ▼ 11.9% 3.8% 3.6% 96975 90947
　金融保険・不動産 700 743 6.1% 0.6% 0.7% 111648 108224
　学術研究・教育 2,610 2,740 5.0% 1.6% 1.7% 165393 160675
　医療・福祉 850 1,083 27.4% 0.5% 0.6% 158540 179268
　その他・分類不能 4,654 6,882 47.9% 1.4% 2.0% 323871 340157

外国人労働者 全労働者 依存度
2000年 2005年 2010年 2015年 2000年 2005年 2010年 2015年 2000年 2005年 2010年 2015年

総数 22,986 23101 25327 9.6% 1736859 1703374 1673913 1.3% 1.4% 1.5%
農林漁業・鉱業 28 32 33 3.1% 9134 8034 8062 0.3% 0.4% 0.4%
建設業 2046 1338 1608 20.2% 141413 119733 111368 1.4% 1.1% 1.4%
製造業 3803 3551 3603 1.5% 236970 214184 212487 1.6% 1.7% 1.7%
電気・ガス・水道 3 7 13 85.7% 6918 7088 6623 0.0% 0.1% 0.2%
情報通信業 1533 1941 1881 -3.1% 115329 121224 115921 1.3% 1.6% 1.6%
運輸・郵便業 806 796 724 -9.0% 104599 105523 97645 0.8% 0.8% 0.7%
卸売・小売業 2898 2995 2833 -5.4% 307898 286283 257221 0.9% 1.0% 1.1%
金融・保険業 308 268 284 6.0% 57882 59749 54577 0.5% 0.4% 0.5%
不動産・物品賃貸業 391 432 459 6.3% 42445 51899 53647 0.9% 0.8% 0.9%
学術研究・技術サービス 1201 1271 5.8% 88232 83318 1.4% 1.5%
宿泊・飲食サービス 3798 3666 3230 -11.9% 89714 96975 90947 4.2% 3.8% 3.6%
生活関連サービス 825 649 -21.3% 59643 55328 1.4% 1.2%
教育・学習産業 1540 1409 1469 4.3% 78537 77161 77357 2.0% 1.8% 1.9%
医療福祉 535 850 1083 27.4% 132119 158540 179268 0.4% 0.5% 0.6%
複合サービス 17 3 7 133.3% 11962 4675 5680 0.1% 0.1% 0.1%
サービス 3347 1109 1251 12.8% 310354 115193 114194 1.1% 1.0% 1.1%
公務 34 38 30 -21.1% 41781 42196 41421 0.1% 0.1% 0.1%
分類不能 1899 2640 4899 85.6% 49804 87042 108849 3.8% 3.0% 4.5%

外国人就業者数
全就業者に占める割合
（外国人への依存度）

10～15年
の増加率

分　野

表１　国籍別外国人就業者数－横浜市（2015年国勢調査）

総数 25,327 6,063 (23.9%) 5,211 (20.6%) 2,740 (10.8%)
　中国 9,663 3,025 (31.3%) 1,697 (17.6%) 504 (5.2%)
　韓国・朝鮮 4,949 1,278 (25.8%) 753 (15.2%) 382 (7.7%)
　フィリピン 2,449 462 (18.9%) 726 (29.6%) 270 (11.0%)
　タイ 453 126 (27.8%) 85 (18.8%) 20 (4.4%)

インドネシア 318 31 (9.7%) 110 (34.6%) 36 (11.3%)
　ベトナム 941 113 (12.0%) 384 (40.8%) 33 (3.5%)

インド 546 57 (10.4%) 104 (19.0%) 130 (23.8%)
　米国 1,079 97 (9.0%) 105 (9.7%) 459 (42.5%)
　英国 356 33 (9.3%) 26 (7.3%) 197 (55.3%)
　ブラジル 832 86 (10.3%) 400 (48.1%) 23 (2.8%)
　ペルー 405 56 (13.8%) 172 (42.5%) 7 (1.7%)
　その他 3,336 699 (21.0%) 649 (19.5%) 679 (20.4%)

 外国人
 就業者数国　籍  うち  うち うち

 卸売・小売、
 飲食・宿泊

 建設・製造  学術研究・教育
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産
業
で
み
る
と
、「
言
語
・
文
化
・

宗
教
の
違
い
に
よ
る
不
安
が
あ

る
」（
51
・
４
％
）
が
最
も
多
く

5
割
を
超
え
、
次
い
で
「
受
け
入

れ
に
当
た
っ
て
の
人
事
制
度
や
社

内
教
育
が
進
ん
で
い
な
い
」

（
22
・
５
％
）、「
自
社
の
業
務
内

容
が
適
さ
な
い
」（
18
・
６
％
）、

「
長
期
間
、
継
続
し
た
雇
用
が
望

め
な
い
」（
16
・
０
％
）の
順
と
な
っ

て
い
る
。

③　
外
国
人
雇
用
に
当
た
り
求

め
ら
れ
る
支
援
制
度

　

外
国
人
を
雇
用
す
る
に
当
た
り

必
要
と
思
わ
れ
る
支
援
に
つ
い
て

全
産
業
で
み
る
と
、「
留
学
生
や

在
留
外
国
人
向
け
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
受
入
支
援
」（
26
・

７
％
）が
最
も
多
く
、
次
い
で「
企

業
と
応
募
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会

提
供
や
法
規
、
各
種
制
度
の
説
明

会
等
の
実
施
」（
16
・
８
％
）、「
採

用
の
た
め
の
個
別
相
談
や
ア
ド
バ

イ
ス
」（
15
・
８
％
）、「
他
企
業

の
採
用
事
例
の
紹
介
」（
14
・

９
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
、
次

の
項
で
は
、
特
に
中
小
企
業
に
お

け
る
外
国
人
就
業
者
の
増
加
に
向

け
、
本
市
が
ど
の
よ
う
な
施
策
・

事
業
を
実
施
し
、
支
援
を
行
っ
て

い
る
か
、
今
後
の
方
向
性
と
併
せ

て
お
伝
え
し
た
い
。

３   

外
国
人
就
業
者
の
受
入
拡
大

に
向
け
た
取
組

（
１
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
受

入
事
業
〈
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
横
浜
〉

　

横
浜
市
の
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
唯
一
指
定
さ
れ
て
い

る
横
浜
企
業
経
営
支
援
財
団
（
Ｉ

Ｄ
Ｅ
Ｃ
横
浜
）
は
、
中
小
企
業
の

人
材
不
足
の
解
消
に
向
け
、
取
組

を
進
め
て
い
る
。
平
成
17
年
度
か

ら
は
、
日
本
の
ジ
ェ
ト
ロ
に
相
当

す
る
台
湾
貿
易
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
）
の
機
関
で
あ
る
国
際

企
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｔ

Ｉ
）
の
学
生
に
向
け
、
横
浜
市
内

企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

入
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、
延
べ
２
７
７
社
の
横
浜
市

内
の
企
業
が
、
３
１
０
名
の
学
生

を
受
け
入
れ
、
自
社
の
海
外
事
業

展
開
や
社
内
の
活
性
化
な
ど
に
役

立
て
て
い
る
。
卒
業
生
の
多
く
は

台
湾
の
主
要
企
業
で
活
躍
し
て
い

る
が
、
横
浜
の
受
入
れ
企
業
の
う

ち
7
社
が
12
名
の
Ｉ
Ｔ
Ｉ
卒
業
生

を
採
用
し
た
実
績
も
あ
る
。
例
え

ば
、
大
江
電
機
株
式
会
社（
南
区
）

で
は
、
台
湾
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
生
の
研
修
受
入
を
継
続
的

に
行
い
、
採
用
に
も
つ
な
げ
て
い

る
。

（
２
）
外
国
人
へ
の
就
労
支
援

　

①
ス
タ
ン
バ
イ
～
横
浜
で
働
く
！

ハ
マ
を
支
え
る
求
人
特
集
！

外
国
人
材
募
集
の
特
集
ペ
ー
ジ

　

市
内
中
小
企
業
の
採
用
支
援
事

業
と
し
て
、
民
間
企
業
と
連
携

し
、
平
成
30
年
に
市
内
中
小
企
業

向
け
求
人
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。

サ
イ
ト
へ
の
求
人
掲
載
費
用
や

マ
ッ
チ
ン
グ
の
成
功
報
酬
等
、
中

小
企
業
が
無
料
で
採
用
活
動
を
行

え
る
よ
う
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
た

制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、「
求
人
ペ
ー
ジ
」
の
作
成
支

援
や
採
用
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
ら
れ
、
中
小
企
業
の
採
用

担
当
者
に
採
用
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
蓄
積
さ
れ
る
視
点
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

令
和
元
年
7
月
に
は
、
掲
載
企

業
の
求
人
募
集
枠
と
し
て
、「
外

国
人
材
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
新
設

す
る
な
ど
、
今
後
も
サ
イ
ト
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
求
人
サ
イ

ト
の
認
知
度
を
よ
り
一
層
高
め
る

た
め
、
バ
ス
や
市
営
地
下
鉄
と
連

携
し
た
広
報
な
ど
を
通
し
て
、
Ｐ

Ｒ
を
強
化
し
て
い
く
。

②
外
国
人
材
就
労
支
援
事
業

　

日
本
に
お
け
る
就
職
活
動
や
企

業
に
関
す
る
情
報
が
不
足
し
、
ま

た
市
内
中
小
企
業
等
と
直
接
交
流

が
で
き
る
機
会
が
少
な
い
な
ど
、

就
労
に
苦
慮
し
て
い
る
外
国
人
が

多
数
い
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
材

就
労
支
援
事
業
を
令
和
元
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
日
本
で
の
就
職

活
動
の
概
要
や
企
業
研
究
の
仕
方

な
ど
、
就
職
活
動
に
必
要
な
情
報

を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
「
外

国
人
の
た
め
の
就
職
活
動
応
援
セ

ミ
ナ
ー
」
と
、
横
浜
で
就
職
を
希

望
す
る
外
国
人
と
外
国
人
の
受
入

れ
に
意
欲
的
な
市
内
中
小
企
業
が

直
接
交
流
す
る
「
合
同
企
業
説
明

会
（
外
国
人
の
た
め
の
就
職
応
援

フ
ェ
ア
）」
を
年
２
回
開
催
。
セ

ミ
ナ
ー
は
２
部
構
成
で
行
い
、
受

講
す
る
外
国
人
の
日
本
語
の
習
得

レ
ベ
ル
が
様
々
な
こ
と
を
考
慮
し

て
、
１
部
の
講
義
に
つ
い
て
は
対

応
言
語
を
英
語
で
行
っ
た
。
２
部

で
は
、
よ
り
実
践
に
近
い
形
で
、

模
擬
面
接
形
式
で
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
を
参
加
者
全
員
が
行
っ

た
。
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学

べ
た
」「
や
る
気
が
出
て
ビ
ジ
ョ

ン
が
明
確
に
な
っ
た
」「
面
接
で

の
自
分
の
回
答
内
容
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の

声
が
あ
っ
た
。

　
「
合
同
企
業
説
明
会
（
外
国
人

の
た
め
の
就
職
応
援
フ
ェ
ア
）」

で
は
、
１
回
目
を
令
和
元
年
10
月

に
新
都
市
ホ
ー
ル
（
西
区
）
で
開

催
し
、
39
社
の
企
業
の
参
加
と
２

５
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
っ

た
（
写
真
）。
来
場
者
は
、
企
業

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
熱
心
に
質

問
を
行
っ
て
い
て
、
用
意
し
た
椅

子
に
座
り
き
れ
な
い
ブ
ー
ス
も

あ
っ
た
。
２
回
目
は
令
和
２
年
１

月
に
予
定
し
て
お
り
、
外
国
人
が

市
内
中
小
企
業
等
へ
の
理
解
と
就

労
先
と
し
て
の
関
心
を
高
め
る
と

と
も
に
、
自
社
の
魅
力
等
を
直
接

ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
を
提
供
し
て

い
く
。

４  

外
国
企
業
の
立
地
促
進

（
１
）
横
浜
の
魅
力
と
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
優
位
性

　

横
浜
は
、
東
京
都
心
や
羽
田
空

港
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
、
日
本
有

数
の
国
際
貿
易
港
、
東
京
都
心
に

比
べ
て
割
安
な
オ
フ
ィ
ス
賃
料
、

研
究
者
・
技
術
者
を
は
じ
め
と
す

る
豊
富
な
人
材
、
進
出
企
業
に
対

合同企業説明会の様子
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49
す
る
助
成
金
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

必
要
な
都
市
環
境
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
。

　

外
国
企
業
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

ら
に
加
え
、
外
国
企
業
が
日
本
進

出
す
る
際
の
立
ち
上
げ
コ
ス
ト
の

低
減
や
日
本
市
場
参
入
の
円
滑
化

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
外

資
系
企
業
が
入
居
し
や
す
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
や
す
い

施
設
が
あ
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ

と
な
っ
て
き
た
。
オ
フ
ィ
ス
機
能

の
ほ
か
、
研
究
開
発
や
組
み
立
て

な
ど
、
日
本
へ
の
進
出
を
希
望
す

る
外
資
系
企
業
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
環
境
と
な
っ
て
い

る
。

　

外
資
系
企
業
が
進
出
を
決
め
る

に
当
た
っ
て
は
、
外
国
人
就
業
者

に
と
っ
て
横
浜
が
暮
ら
し
や
す
い

土
地
で
あ
る
か
、
と
い
う
視
点
も

重
要
で
あ
る
。
本
人
や
家
族
が
受

け
ら
れ
る
医
療
や
、
子
供
の
教
育

環
境
な
ど
、
生
活
し
て
い
く
上
で

非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
る
が
、

市
内
に
は
横
浜
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
を
は
じ
め
、
ド
イ

ツ
人
学
校
や
イ
ン
ド
人
学
校
な
ど

10
の
外
国
人
学
校
が
あ
る
こ
と
も

強
み
と
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
外
資
系
企
業
誘
致
の
施
策

展
開
、
実
績

　

横
浜
市
企
業
立
地
促
進
条
例
は

平
成
16
年
の
制
定
以
降
、
企
業
立

地
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
を

踏
ま
え
た
条
例
改
正
を
行
っ
て
き

た
。
平
成
24
年
に
は
、
こ
の
条
例

に
多
国
籍
企
業
誘
致
を
強
化
す
る

要
素
を
追
加
し
、
羽
田
空
港
の
国

際
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の

誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
方
針

と
し
た
。
こ
の
制
度
や
成
長
産
業

立
地
促
進
助
成
、
外
資
系
企
業
向

け
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

ス
（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）
を
活
用
し
て
、
中

国
、
韓
国
、
台
湾
の
企
業
立
地
が

進
み
、
近
年
で
は
ベ
ト
ナ
ム
企
業

の
立
地
も
増
え
て
い
る
。

　

外
国
企
業
の
市
内
立
地
数
を
エ

リ
ア
に
着
目
し
て
み
る
と
、
平
成

の
時
代
に
入
り
、
欧
米
企
業
の
数

が
圧
倒
的
に
多
く
、
平
成
５
年
度

か
ら
30
年
度
ま
で
の
26
年
間
で
、

欧
米
か
ら
横
浜
に
進
出
し
た
企
業

は
３
５
０
社
を
超
え
て
い
る
。
ま

た
、
ア
ジ
ア
企
業
の
立
地
も
近
年

加
速
化
し
、
平
成
5
年
度
か
ら
平

成
20
年
度
ま
で
の
16
年
間
は
39

社
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
30
年

度
ま
で
の
直
近
10
年
間
で
85
社
の

ア
ジ
ア
企
業
が
横
浜
に
進
出
し

た
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
外
資
系
企
業

の
誘
致
や
市
内
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
海
外

事
務
所
を
設
置
し
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

中
国
・
上
海
、
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ

イ
に
続
き
、
昨
年
に
は
新
た
に
米

国
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
米
州
事
務

所
を
開
設
し
た
。
こ
れ
ら
４
か
所

の
海
外
事
務
所
は
、
現
地
の
企
業

と
直
接
面
談
し
進
出
先
と
し
て
の

横
浜
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
な

ど
、
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

（
３
）
進
出
外
資
系
企
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト

　

横
浜
に
進
出
し
た
外
資
系
企
業

が
市
内
に
定
着
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を

継
続
・
展
開
で
き
る
よ
う
、
様
々

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
市

内
で
行
わ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
情
報
を
定
期
的
に
提

供
す
る
ほ
か
、
外
資
系
企
業
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援

す
る　
「
外
資
系
企
業
交
流
会
」

を
毎
年
開
催
し
、
令
和
元
年
度
に

は
40
社
を
超
え
る
企
業
が
参
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
材
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
と
し
て
、
前
述

の
「
合
同
企
業
説
明
会
」
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
令
和
元
年
10
月
の

合
同
企
業
説
明
会
に
は
５
社
の
外

資
系
企
業
が
参
加
し
た
。

５  

お
わ
り
に

　

本
市
の
生
産
年
齢
人
口
（
15
～

64
歳
）
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
の

30
年
間
で
、
約
55
万
人
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
企
業
は
、

新
卒
や
第
2
新
卒
に
加
え
、
外
国

人
、
キ
ャ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る

女
性
、
シ
ニ
ア
層
も
幅
広
く
視
野

に
入
れ
、
採
用
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来

に
よ
る
省
力
化
は
未
知
数
だ
が
、

そ
れ
で
も
人
材
は
不
足
し
、
必
要

と
さ
れ
る
労
働
力
を
、
中
小
企
業

は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
確
保
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
取
組
を
行
政
と
し
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

市
の
施
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

は
外
国
人
の
就
業
に
関
し
て
、
特

に
専
門
性
を
持
っ
た
「
高
度
人

材
」
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
政
策

を
展
開
し
て
き
た
。
外
国
人
の
受

入
れ
に
関
し
、
国
は
外
国
人
就
業

者
を
「
技
能
実
習
生
」
と
し
、「
労

働
力
」
と
し
て
は
捉
え
て
い
な

い
。
国
の
制
度
は
あ
く
ま
で
も
、

日
本
で
習
得
し
た
技
術
を
母
国
に

持
ち
帰
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
が
目

標
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
市

内
中
小
企
業
の
人
手
は
不
足
し
、

現
場
の
深
刻
さ
は
年
々
度
合
い
を

増
し
て
い
る
。「
雇
用
し
た
外
国

人
が
仕
事
を
覚
え
、
技
術
が
身
に

つ
い
て
も
１
～
２
年
で
母
国
に
帰

国
し
て
し
ま
い
、
継
続
的
に
人
材

を
活
用
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
常

に
人
材
確
保
の
採
用
活
動
に
追
わ

れ
る
な
ど
、
中
小
企
業
に
は
大
き

な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
の

声
も
伺
っ
て
い
る
。
人
手
不
足
へ

の
切
り
札
と
し
て
「
外
国
人
就
業

者
」
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
、
区
局
を
越
え
た
関
係
部

署
が
情
報
を
共
有
し
、
連
携
を
密

に
し
て
、
外
国
人
の
生
活
支
援
を

含
め
た
総
合
的
な
観
点
か
ら
今
後

の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

企
業
誘
致
の
視
点
で
は
、
横
浜

経
済
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
、
私
た
ち
は
様
々
な
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。
既
存
産
業
の
活

性
化
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
波
及
効

果
の
大
き
い
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や

ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
つ
企
業
の
立
地

を
引
き
続
き
働
き
か
け
る
こ
と
と

合
わ
せ
て
、
外
資
系
企
業
を
は
じ

め
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
含
む
市
内
企

業
と
の
交
流
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

オ
ー
プ
ン
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環

境
を
創
出
し
て
い
く
。
日
本
人
、

外
国
人
な
ど
国
籍
を
問
わ
ず
、
人

と
人
と
の
出
会
い
・
つ
な
が
り
を

創
出
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
施
策

事
業
を
展
開
し
、
人
的
な
結
び
つ

き
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
に
つ

な
が
っ
て
い
く
、
そ
う
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
を
提
供
で
き
る
こ

と
が
横
浜
の
強
み
で
あ
り
、
今
後

も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

※
１　

就
業
者

　

本
稿
で
は
、
外
国
人
労
働
者
を
国
勢
調

査
の
定
義
に
基
づ
き
「
就
業
者
」
と
し
て
表

す
こ
と
と
す
る
。

　

就
業
者
と
は
、
労
働
力
人
口
か
ら
完
全

失
業
者
を
引
い
た
も
の
で
、
調
査
期
間
中
に

少
し
で
も
収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
た
者
を
い

う
。
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１  

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
海
外
か
ら
の
介
護

人
材
受
入
れ
に
つ
い
て
、
横
浜
市

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
取
組
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、

そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
最
初
に
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
横

浜
市
で
８
５
０
０
人
の
介
護
人
材

が
不
足
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
高
ま
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
全
産

業
で
労
働
力
に
対
す
る
需
要
が
高

ま
り
、
特
に
介
護
分
野
の
有
効
求

人
倍
率
は
４
倍
以
上
と
、
全
産
業

の
平
均
を
大
き
く
上
回
る
大
変
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
内
だ
け
で
人
材
不

足
を
補
っ
て
い
く
こ
と
に
困
難
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
横
浜
市

は
全
国
に
先
駆
け
て
、
海
外
か
ら

の
人
材
受
入
れ
を
積
極
的
に
進
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２  

在
留
資
格
に
つ
い
て

　

次
に
、
外
国
人
介
護
職
員
を
雇

用
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
か
、
雇
用
が
可
能
と
な
る
制

度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

外
国
人
が
日
本
で
介
護
の
仕
事

を
す
る
に
は
、
入
管
法
（
出
入
国

管
理
及
び
難
民
認
定
法
）
で
定
め

ら
れ
た
在
留
資
格
を
得
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
資
格
ご
と
に
、

現
在
４
つ
（
横
浜
市
で
は
こ
れ
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
加
え
た
５

つ
）
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
に

基
づ
く
介
護
福
祉
士
候
補
生
の
雇

用
（
在
留
資
格
は
「
特
定
活
動
」）

②
在
留
資
格
「
介
護
」
を
も
つ
外

国
人
の
雇
用

③
「
技
能
実
習
」
制
度
を
活
用
し

た
技
能
実
習
生
の
雇
用

④
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
も

つ
外
国
人
の
雇
用

⑤
イ
ン
タ
ー
ン
の
雇
用
（
在
留
資

格
は
「
特
定
活
動
」）

（
詳
し
く
は
53
ペ
ー
ジ
の
表
を
参

照
）

　

海
外
か
ら
の
介
護
人
材
の
受
入

れ
に
つ
い
て
事
業
を
考
え
て
い
く

上
で
は
、
こ
の
受
入
れ
の
仕
組
み

を
踏
ま
え
る
こ
と
が
前
提
条
件
と

な
り
ま
す
。

３   

在
留
資
格
ご
と
の
本
市
の
事

業
展
開
に
つ
い
て

　　

横
浜
市
の
取
組
は
、
介
護
人
材

支
援
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
在
留
資
格
と
の
関
わ
り
を
中

心
に
、
事
業
目
的
や
内
容
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

⑴　
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）

に
よ
る
受
入
れ
開
始

　

経
済
連
携
協
定
と
は
、「
物
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
の
み
な
ら

ず
、
人
の
移
動
、
知
的
財
産
の
保

護
、
投
資
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整

備
、
競
争
政
策
な
ど
様
々
な
協
力

や
幅
広
い
分
野
で
の
連
携
を
促
進

し
、
２
国
間
又
は
多
国
間
で
の
親

密
な
関
係
強
化
を
目
指
す
条
約
」

を
指
し
ま
す
。

　

こ
の
条
約
に
基
づ
き
、
一
定
の

要
件
（
母
国
の
看
護
師
資
格
な

ど
）
を
満
た
す
外
国
人
が
、
日
本

の
国
家
資
格
の
取
得
を
目
的
と
す

る
こ
と
を
条
件
に
介
護
施
設
に
お

い
て
就
労
・
研
修
す
る
こ
と
が
特

例
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
に
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に

よ
っ
て
、
ま
ず
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
介
護
福
祉
士
の
国
家
資
格
取
得

を
目
指
す
候
補
者
の
受
入
れ
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
翌
21
年
度
に
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
、
さ
ら
に
26
年

度
に
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
受
入
れ

も
開
始
さ
れ
、
こ
の
３
か
国
か
ら

の
受
入
れ
は
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
。　
　
　
　

　

こ
の
枠
組
み
は
、
単
に
労
働
者

の
受
入
れ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

受
入
れ
先
と
な
る
介
護
施
設
等
に

は
、
候
補
者
に
対
し
て
国
家
資
格

の
取
得
を
目
標
と
し
た
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
候
補
者
の
方
も

就
労
し
な
が
ら
、
資
格
取
得
に
向

け
て
精
励
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

　

そ
こ
で
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
基
づ
く
受

入
れ
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
施

設
で
の
円
滑
な
就
労
・
研
修
か

ら
、
国
家
資
格
取
得
へ
と
つ
な
が

る
体
制
整
備
を
横
浜
市
と
し
て
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
支

援
事
業
の
始
ま
り
で
す
。

執
筆深

野　

昭
江

健
康
福
祉
局
課
長
補
佐

（
高
齢
健
康
福
祉
課
人
材
確
保
等
担
当
係
長
）
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事
業
開
始
当
初
は
、
候
補
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
施
設
と
候
補
者

へ
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
考
え
ら

れ
、
内
容
は
候
補
者
や
候
補
者
に

研
修
を
行
う
職
員
を
雇
用
す
る
た

め
の
人
件
費
補
助
等
を
行
う
も
の

で
し
た
。
国
際
交
流
が
主
目
的

で
、
介
護
人
材
の
確
保
と
い
う
目

的
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

し
か
し
、
介
護
人
材
の
不
足
と

い
う
課
題
が
生
ず
る
と
と
も
に
、

海
外
か
ら
の
介
護
人
材
の
受
入
れ

は
、
不
足
解
消
の
切
り
札
と
し
て

目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

新
た
な
介
護
人
材
確
保
策
の
一
環

と
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

⑵　
在
留
資
格
「
介
護
」
の
創
設

　

在
留
資
格
「
介
護
」
は
、
平
成

28
年
の
入
管
法
改
正
に
よ
り
創
設

さ
れ
、
介
護
福
祉
士
の
国
家
資
格

を
取
得
し
て
介
護
業
務
に
従
事
す

れ
ば
、
在
留
期
間
を
更
新
す
る
際

の
回
数
に
制
限
が
な
く
、
問
題
が

な
け
れ
ば
介
護
業
務
に
従
事
し
て

い
る
限
り
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

在
留
資
格
「
介
護
」
の
創
設
に

よ
り
、
平
成
29
年
９
月
か
ら
、
日

本
で
介
護
職
員
と
し
て
働
き
続
け

た
い
と
考
え
る
外
国
人
は
、「
留

学
」
の
在
留
資
格
で
入
国
し
、
日

本
語
学
校
や
介
護
福
祉
士
養
成
施

設
に
通
い
、
国
家
資
格
を
取
得
し

て
「
介
護
」
の
在
留
資
格
に
変
更

す
る
と
い
う
流
れ
が
代
表
的
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を

よ
り
促
進
す
る
た
め
の
国
の
ス

キ
ー
ム
で
は
、
受
入
れ
環
境
の
整

備
と
し
て
、
養
成
施
設
に
就
学
す

る
際
に
か
か
る
費
用
等
の
貸
付
け

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
留

学
生
は
就
学
に
か
か
る
費
用
を
一

旦
借
り
入
れ
、
資
格
取
得
を
目
指

し
ま
す
。
資
格
取
得
後
、
介
護
業

務
に
従
事
す
る
こ
と
で
日
本
で
の

長
期
滞
在
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

５
年
間
介
護
の
仕
事
に
従
事
す
れ

ば
借
り
受
け
た
資
金
の
返
済
も
免

除
さ
れ
ま
す
。

　

横
浜
市
で
は
、
こ
の
国
の
制
度

に
加
え
て
、
介
護
人
材
支
援
事
業

で
、
い
く
つ
か
独
自
に
環
境
整
備

の
た
め
の
支
援
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。

⑶　
介
護
人
材
支
援
事
業

　

介
護
人
材
支
援
事
業
で
は
、
実

に
様
々
な
海
外
か
ら
の
介
護
人
材

の
確
保
に
向
け
た
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
、
在

留
資
格
「
介
護
」
の
よ
う
な
外
国

人
介
護
職
員
を
雇
用
で
き
る
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
開

始
し
た
も
の
で
す
。

　

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
費
用

等
に
つ
い
て
は
、
貸
付
け
だ
け
で

は
不
足
す
る
額
に
対
し
て
年
間
最

大
20
万
円
ま
で
助
成
す
る
補
助
制

度
（
令
和
元
年
度
か
ら
）、
養
成

施
設
に
通
う
前
に
日
本
語
学
校
に

通
う
留
学
生
に
は
、
そ
の
学
費
等

を
年
間
最
大
35
万
円
ま
で
助
成
す

る
補
助
制
度
、
さ
ら
に
住
居
に
つ

い
て
も
、
住
居
借
上
げ
支
援
事
業

と
し
て
一
人
あ
た
り
月
３
万
円
を

上
限
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
の
ほ
か
に
も
、
国
家
試
験
対

策
や
介
護
現
場
で
役
立
つ
日
本
語

の
研
修
、
日
常
生
活
相
談
と
い
っ

た
教
室
や
窓
口
の
設
置
・
運
営
を

委
託
で
実
施
し
て
、
外
国
人
の
勉

強
・
仕
事
・
生
活
全
般
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
助

成
事
業
は
全
て
留
学
生
が
ア
ル
バ

イ
ト
等
で
就
労
す
る
施
設
を
対
象

に
行
っ
て
い
ま
す
。
在
留
資
格
が

「
留
学
」
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

週
28
時
間
ま
で
の
就
労
は
可
能
と

な
り
ま
す
。
横
浜
市
で
は
、
留
学

期
間
に
お
け
る
介
護
施
設
で
の
ア

ル
バ
イ
ト
等
に
よ
る
就
労
も
貴
重

な
人
材
資
源
と
し
て
捉
え
、
介
護

現
場
の
就
労
に
つ
な
が
る
ス
キ
ー

ム
と
し
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
る

施
設
と
し
て
は
、
学
費
等
を
一
旦

立
て
替
え
る
と
い
う
負
担
が
か
か

り
ま
す
が
、
在
留
資
格
の
変
更
を

経
て
長
期
滞
在
と
な
っ
た
と
き

に
、
継
続
し
て
施
設
の
職
員
と
し

て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

⑷　
「
技
能
実
習
」
制
度
の
対
象

職
種
へ
の
介
護
の
追
加

　
「
技
能
実
習
」
制
度
と
は
、
先

進
国
の
技
能
、
技
術
又
は
知
識
の

開
発
途
上
国
等
へ
の
移
転
を
図

り
、
開
発
途
上
国
等
の
経
済
発
展

に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
が
、
平
成
29
年
11
月
、

対
象
職
種
に
介
護
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、
市
内
の
施
設
に
は
Ｅ
Ｐ

Ａ
、
留
学
生
、
技
能
実
習
生
と
、

異
な
る
在
留
資
格
で
従
事
す
る
外

国
人
の
方
々
が
い
ま
す
。
支
援
策

は
全
て
の
在
留
資
格
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
横

浜
市
で
は
在
留
資
格
や
国
籍
を
問

わ
ず
に
使
え
る
よ
う
に
事
業
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
29
年
度
に

介
護
分
野
に
外
国
人
を
受
け
入
れ

る
仕
組
み
が
２
つ
追
加
さ
れ
た
こ

と
が
、
横
浜
市
の
受
入
れ
支
援
事

業
を
大
き
く
転
換
さ
せ
た
き
っ
か

け
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平

成
31
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
入
管

法
の
改
正
で
は
、「
特
定
技
能
」

と
い
う
在
留
資
格
が
、
新
た
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

⑸　
「
特
定
技
能
」
へ
の
対
応

　
「
特
定
技
能
」
は
、
深
刻
化
す

る
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

生
産
性
向
上
や
国
内
人
材
の
確
保

外国人介護職員を受け入れている施設数（施設種別）　

施設種別 施設数

特別養護老人ホーム 57

介護老人保健施設 11

介護付き有料老人ホーム 6

認知症対応高齢者グループホーム 7

　2019年10月15日現在

在留資格ごとの外国人介護職員数

ＥＰＡ 留学生 技能実習生 特定技能 インターン

249 20 90 0 10

　2019年10月15日現在
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の
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
も
な
お

人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
産
業
上
の
分
野
に
お

い
て
、
一
定
の
専
門
性
・
技
能
を

有
し
即
戦
力
と
な
る
外
国
人
を
受

け
入
れ
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
国
の
動
き

に
対
応
す
る
こ
と
が
、
海
外
か
ら

の
介
護
人
材
確
保
の
鍵
と
な
る
こ

と
か
ら
、
令
和
元
年
度
に
は
新
た

な
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　
「
特
定
技
能
」
の
場
合
、
介
護

分
野
の
固
有
の
要
件
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
入
国
時
に
は

一
定
の
日
本
語
レ
ベ
ル
の
習
得
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
最
低
で
も
、

日
本
語
能
力
試
験
の
「
Ｎ
４
」
に

合
格
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（「
特
定
技
能
」
は
、
特
定
技
能
の

日
本
語
試
験
に
合
格
す
る
か
、
あ

る
い
は
Ｎ
４
以
上
で
可
）。
逆
に

言
え
ば
、
試
験
に
合
格
さ
え
す
れ

ば
、
入
国
時
か
ら
即
戦
力
と
し
て

フ
ル
タ
イ
ム
の
就
労
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
日
本
語
と
、
も

う
一
つ
の
特
定
技
能
試
験
で
あ
る

介
護
能
力
評
価
試
験
に
合
格
す
る

程
度
の
介
護
知
識
を
習
得
で
き
る

よ
う
、
入
国
前
に
現
地
に
お
い
て

合
格
に
向
け
た
研
修
を
実
施
す
る

「
訪
日
前
日
本
語
等
研
修
」
を
令

和
元
年
７
月
に
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、「
特
定

技
能
」
の
創
設
に
よ
り
、
海
外
に

お
け
る
人
材
獲
得
が
今
後
競
争
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
横
浜
市
内
の
施
設
で
働
く
意

思
の
あ
る
人
々
を
集
め
、
さ
ら
に

そ
の
人
た
ち
に
研
修
を
受
け
て
も

ら
う
こ
と
で
優
秀
な
人
材
を
早
期

に
確
保
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

民
間
企
業
等
で
は
、
既
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
自
治
体
と
し
て
こ
の
よ
う
な

事
業
に
取
り
組
む
の
は
横
浜
市
が

初
め
て
と
な
り
ま
す
。

⑹　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
に
記
載

　

介
護
人
材
支
援
事
業
は
、
第
７

期
横
浜
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い

て
、
増
大
す
る
介
護
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
め
の
重
点
的
な

取
組
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
新
た
な
介
護

人
材
の
確
保
、
②
介
護
人
材
の
定

着
支
援
、
③
専
門
性
向
上
を
３
つ

の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

事
業
規
模
も
拡
大
し
ま
し
た
。

４  

覚
書
の
締
結

　

市
の
最
も
特
徴
的
な
取
組
に
、

海
外
の
都
市
と
そ
の
管
轄
に
あ
る

学
校
と
の
介
護
分
野
に
お
け
る
覚

書
の
締
結
が
あ
り
ま
す
。
覚
書
の

概
要
は
、「
①
都
市
（
学
校
）
は
、

横
浜
市
内
で
介
護
分
野
に
就
労
す

る
意
欲
の
あ
る
人
を
送
り
出
す
こ

と
に
協
力
す
る
（
推
薦
す
る
）、

②
横
浜
市
は
、
各
都
市（
各
学
校
）

か
ら
来
ら
れ
た
（
推
薦
さ
れ
た
）

方
が
介
護
の
技
術
を
学
び
、
市
内

で
就
労
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
」
と
い
う
相
互
の
連
携

を
約
束
す
る
も
の
で
す
。
覚
書
の

締
結
は
、
横
浜
市
が
海
外
か
ら
の

介
護
人
材
向
け
の
様
々
な
支
援
を

実
施
す
る
上
で
必
須
と
な
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
治
体
間

で
連
携
を
す
る
こ
と
で
、
本
人
や

家
族
、
学
校
や
施
設
の
信
頼
が
高

ま
り
、
安
定
し
た
人
材
の
確
保
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
覚
書
は
、
現
在
ベ
ト
ナ
ム

の
３
都
市
と
６
学
校
、
中
国
の
３

都
市
と
５
学
校
と
締
結
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
２
国
の
都
市
等
と

締
結
す
る
に
至
っ
た
理
由
は
そ
れ

ぞ
れ
で
少
し
異
な
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
、
先
に
触

れ
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
こ
れ
ま
で
も
介
護

福
祉
士
候
補
生
の
受
入
れ
を
行
っ

て
い
た
実
績
が
あ
り
、
勤
勉
な
方

が
多
く
施
設
か
ら
の
評
判
が
大
変

良
い
こ
と
。
中
国
に
つ
い
て
は
、

同
じ
漢
字
圏
と
い
う
こ
と
で
日
本

語
の
習
得
が
優
位
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
人
口
が
多
く
人
材
の
確
保

が
し
や
す
い
等
の
理
由
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

⑴
ベ
ト
ナ
ム

　

ベ
ト
ナ
ム
と
の
覚
書
締
結
は
、

昨
年
（
平
成
30
年
）
の
７
月
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
平
成

29
年
９
月
に
市
長
が
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
女

性
と
経
済
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
ベ
ト

ナ
ム
を
訪
問
し
た
際
、
介
護
人
材

の
受
入
れ
に
関
す
る
本
市
の
要
望

を
提
案
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の

と
き
に
面
会
し
た
都
市
の
一
つ
で

あ
る
ダ
ナ
ン
市
か
ら
「
話
を
進
め

た
い
」
と
の
意
向
が
示
さ
れ
、
そ

の
後
、
担
当
者
が
同
年
12
月
と
平

成
30
年
５
月
、
現
地
に
赴
い
て
協

議
を
進
め
ま
し
た
。
ダ
ナ
ン
市
と

本
市
は
、
す
で
に
都
市
づ
く
り
に

関
す
る
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
関

係
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
、
ダ
ナ
ン
市
に
あ
る
ド
ン
ア
大

学
が
学
生
の
送
り
出
し
に
積
極
的

で
あ
っ
た
こ
と
も
合
意
に
至
る
要

因
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ダ
ナ
ン

市
に
加
え
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
、
フ

エ
省
と
も
合
意
に
至
り
、
ド
ン
ア

大
学
を
は
じ
め
各
都
市
か
ら
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
学
校
と
も
合
意

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
は
、
こ
の
覚
書

に
基
づ
き
、
現
在
ド
ン
ア
大
学
の

学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
来
日

し
、
12
名
が
介
護
施
設
で
実
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

は
、
横
浜
市
独
自
の
受
入
れ
の
仕

組
み
で
す
。
覚
書
を
締
結
し
た
大

学
が
、
横
浜
の
施
設
に
お
け
る
学

生
の
就
労
期
間
を
実
習
と
し
て
卒

業
に
必
要
な
単
位
に
認
め
て
く
れ

る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
が
、

学
生
は
日
本
に
来
て
い
る
間
も
卒

業
に
必
要
な
要
件
を
ク
リ
ア
で

き
、
施
設
で
は
留
学
生
と
違
っ
て

週
40
時
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵
中
国

　

中
国
と
の
覚
書
締
結
は
、
今
年

８
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
中
国
に

つ
い
て
は
人
口
が
多
い
等
の
理
由

か
ら
人
材
確
保
の
可
能
性
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
民
間
団
体
を
通
じ
た
人
事
交

流
が
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
技
能

実
習
生
や
留
学
生
の
受
入
れ
が
す

で
に
あ
る
程
度
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
ベ
ト
ナ
ム
と
同
じ

よ
う
な
覚
書
を
締
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
担
当
者
が
現
地
に
赴

い
て
協
議
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
今
後
の
高
齢
化
に
向
け
て

課
題
意
識
の
高
い
山
東
省
、
山
東

省
に
あ
る
臨
沂
市
、
遼
寧
省
に
あ

る
瀋
陽
市
と
合
意
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
臨
沂
市
で

は
、
３
つ
の
学
校
と
覚
書
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
臨
沂
市

か
ら
も
10
月
に
イ
ン
タ
ー
ン
６
名

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。



53 ■ 特集・外国人材の受入れと多文化共生の推進

53
５  

取
組
を
進
め
て
み
て
の
課
題

　

海
外
へ
の
取
組
は
、
初
め
て
の

こ
と
が
多
く
、
手
探
り
で
進
め
て

き
た
感
じ
で
す
。
特
定
技
能
に
し

て
も
、
法
律
は
施
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
実
際
の
受
入
れ
は
、
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
る
令
和
元
年
10
月

現
在
ま
だ
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
訪
日
前
日
本
語
等
研
修
の

よ
う
な
事
業
は
、
受
講
生
が
実
際

に
来
日
す
る
ま
で
に
１
年
く
ら
い

の
期
間
を
要
す
る
も
の
で
す
。
未

来
に
向
け
た
投
資
と
も
言
え
る
事

業
で
あ
る
た
め
、
そ
の
成
果
が
十

分
に
見
え
る
形
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
後
確
実
に
受
入
れ

は
進
ん
で
い
き
ま
す
。
将
来
の
人

材
不
足
を
考
え
れ
ば
、
年
間
１
０

０
人
単
位
で
確
保
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
多

く
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
に
当

た
り
、
就
労
先
と
な
る
施
設
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
非
常
に
重
要
に
な

り
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
も
、

令
和
元
年
度
に
新
規
に
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
外
国
人
の
受
入
れ
を

希
望
す
る
施
設
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど

数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ま

で
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
ル
ー

ト
の
開
拓
に
注
力
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
受
入
側
で
あ
る

施
設
の
意
向
を
踏
ま
え
た
、
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６  

今
後
の
方
向
性

　

課
題
で
触
れ
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
確
保
で
き
た
人
材
を
、
必
要

と
す
る
施
設
に
供
給
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
、
施
設
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
海
外
か
ら
の
介
護
人
材
を
受

け
入
れ
る
こ
と
に
、
ま
だ
不
安
等

を
感
じ
て
い
る
施
設
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
不
安
を
解
消
で

き
る
よ
う
な
新
た
な
支
援
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

目
指
し
て
い
る
の
は
、
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
施
設
も
、
日
本
に

来
て
働
く
外
国
人
も
、
ど
ち
ら
も

幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が

横
浜
市
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用

者
に
と
っ
て
は
質
の
よ
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
つ
な
が
り
、
利
用
者
の

生
活
も
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
来
る
２
０
２
５
年
に

は
、
し
っ
か
り
と
そ
の
成
果
が
現

れ
る
よ
う
に
、
事
業
運
営
を
確
実

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
と

な
り
ま
す
。

介護に従事する外国人の受入れ 

受 

入 

れ 

の 

流 

れ 

�度 

�� 

【 】内は
在留資格

※令和 3年度までの卒業生は免除

�
�
�
�
�
�
�
�

介護施設等で実習 
（最大５年間） 

帰国 

【
�
�
�
�
】

訪日前日本語等研修・外国人と受入施設等のマッチング支援（技能実習生は除く）

専門�・技����の 
外国人の受入れ 

学業の��として 
施設で��実習活� 本国�の技能�� 

帰国 

介護に役立つ日本語研修・介護福祉士国家試験対策 

４年目に 
介護福祉士 

国家試験を受験 

介護福祉士資格取得

介護福祉士として 
業務従事

【
�
�
�
�
】

日本語レベル：Ｎ４ 

本国での技能等の活用 

日本語レベル：Ｎ３～５※

※国によって異なる

住居借上支援 

�国間の����の�� 

介護施設等で実習 
（１年未満） 

日本語レベル：Ｎ４ 

介護施設で 
就労・研修 

日本語レベル：Ｎ４ 

【
�
�
�
�
�
�
�
�
�
】

�学生 

日本語レベル：Ｎ４ 

日本語学校学費支援 
介護福祉士専門学校学費補助

�ン��ン

家族(配偶者・子)の帯同が可能 
在留期間更新の回数制限なし 

���（������） 技能実習生 

日常生活等に対する相談支援 

��技能 

就労目�での 
��力人�の受入れ 

技能水準・日本語 
能力水準を試験等

で確認 

【
�
�
�
�
】

介護職員として 
業務に従事 

（最大５年間） 

受検（入国１年後） 

帰国 

受検（入国３年後） 

受検（入国５年後） 

介護福祉士専門 
学校(２年以上) 

国家試験を受験
※

介護福祉士資格 
取得 

介護福祉士として 
業務従事 

【
�
�
】

【
�
�
】

家族(配偶者・子)の帯同が可能 
在留期間更新の回数制限なし 

日本語レベル 
：Ｎ２ 

日本語学校 
（１年） 

参
考
文
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０
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Ａ
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介
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入
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行
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は
じ
め
に

　

最
近
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
な
ど

で
働
く
外
国
人
を
多
く
見
か
け

る
。

　

平
成
30
年
12
月
末
の
法
務
省
の

統
計
を
み
る
と
日
本
に
い
る
在
留

外
国
人
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特

別
永
住
者
）
は
、
約
２
７
３
万
人

と
な
り
、
10
年
前
に
比
べ
約
１
・

２
３
倍
に
増
加
し
た
。
特
に
永
住

者
、
技
能
実
習
生
（
※
１
）
及
び

留
学
生
等
が
増
加
し
て
い
る
。

　

留
学
生
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
に
「
留
学
生
30
万
人
計
画
」
が

策
定
さ
れ
、
日
本
が
世
界
に
よ
り

開
か
れ
た
国
へ
と
発
展
す
る
『
グ

ロ
ー
バ
ル
戦
略
』
の
一
環
と
し

て
、
２
０
２
０
年
を
目
途
に
30
万

人
の
留
学
生
の
受
入
れ
を
目
指
し

て
き
た
。
実
際
に
こ
の
10
年
間

で
、
国
内
の
大
学
や
大
学
院
、
専

門
学
校
等
で
学
ぶ
留
学
生
は
、
12

万
４
千
人
か
ら
30
万
人
へ
と
２
・

４
倍
増
加
し
た
。
市
内
で
学
ぶ
留

学
生
も
３
３
０
０
人
か
ら
８
０
０

０
人
へ
と
同
様
に
２
・
４
倍
増
加

し
て
い
る
（
図
１
）。

１   

留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
選
定

　　
「
留
学
生
30
万
人
計
画
」
に
は
、

卒
業
・
修
了
後
の
社
会
の
受
入
れ

の
推
進
と
し
て
、「
産
学
官
が
連

携
し
た
就
職
支
援
や
企
業
支
援
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
平
成
28
年

６
月
の
「
日
本
再
興
戦
略
改
訂
２

０
１
６
」
に
お
い
て
、「
外
国
人

留
学
生
の
日
本
国
内
で
の
就
職
率

を
３
割
か
ら
５
割
に
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
、
各
大
学
が
留
学

生
の
就
職
支
援
の
た
め
に
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
こ
と
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
そ
れ
を
受
け
、
文
部
科
学
省

で
は
委
託
事
業
と
し
て
、
平
成
29

年
２
月
に
「
留
学
生
就
職
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」の
公
募
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
頃
、
市
内
の
各
大
学
の
課

題
の
一
つ
と
し
て
「
留
学
生
の
就

職
支
援
に
つ
い
て
、
十
分
対
応
が

行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
が
あ
っ

た
。
大
学
や
大
学
院
で
学
び
、
高

度
な
専
門
性
を
身
に
付
け
、
日
本

で
の
就
職
を
志
し
て
も
就
職
で
き

ず
、
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
生
じ
て
い
た
。
一
方
、
企
業
側

で
は
、
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、

平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
以
降
の
求
人
倍
率
は
右
肩
上
が

り
で
「
人
手
不
足
」
と
な
っ
て
い

た
。
ま
た
、「
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
対

応
で
き
る
優
秀
な
人
材
の
確
保
」

や
「
後
継
者
不
足
」
な
ど
の
課
題

も
あ
っ
た
。
大
卒
予
定
者
や
転
職

者
は
大
企
業
志
向
の
た
め
、
特
に

中
小
企
業
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
本
市
と
し
て
は

「
企
業
や
地
域
の
活
性
化
」、「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
」、「
産
学
官

連
携
の
強
化
」
な
ど
に
更
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
大
学
、
企
業
、
本
市

の
３
者
の
目
的
が
一
致
し
、
当
初

は
、
横
浜
市
立
大
学
と
連
携
し

て
、
文
部
科
学
省
の
「
留
学
生
就

職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
申
請
す

る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
横

浜
国
立
大
学
も
神
奈
川
県
と
連
携

し
て
申
請
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、「
平
成
29
年
度
留
学

生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
募
要

項
」（
以
下
「
公
募
要
項
」
と
い

う
。）
の
中
で
「
選
定
に
お
い
て

は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す

る
。」
と
あ
り
、
両
者
の
目
的
も

一
致
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
４
者

が
連
携
し
、
横
浜
国
立
大
学
を
代

表
校
と
し
て
、「
ヨ
コ
ハ
マ
・
カ

ナ
ガ
ワ
留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
以
下
「
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
い
う
。）
を
申
請
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
29
年
６
月
に

全
国
で
12
大
学
が
採
択
さ
れ
、
そ

の
１
校
と
し
て
選
ば
れ
る
に
至
っ

た
（
※
２
）。

執
筆星

野　

尊

政
策
局
課
長
補
佐（
大
学
調
整
課
担
当
係
長
）

　図２　留学生アンケート

0 2 4 6 8 10 12

その他（面接で使用する日本語）

日本で就職したいのかわからない

日本のビジネスマナーがわからない

就活スケジュールがわからない

日本の社会人相手の面接に緊張する

エントリーシートの作成が難しい

自分が何をやりたいのかわからない

企業の探し方がわからない

筆記試験対策が難しい

日本人とのグループディスカッション・集団面接に緊張する

ヨコハマ・カナガワ留学促進プログラム参加留学生アンケート（2018年度）

「日本の就職活動で不安な点は何か」

図１　留学生数（５月１日現在） (人)

平成20年 平成30年

123,829 298,980
 大学院 32,666 50,184
 大学院（学部）・短大・高専 63,175 87,806
 専修学校（専門課程） 25,753 67,475
 準備教育課程 2,235 3,436
 日本語教育機関 - 90,079

 横浜市内の留学生 3,287 8,012
出所：独立行政法人日本学生支援機構「外国人留学生在籍状況調査」

　神奈川県「神奈川県内大学等在籍留学生調査」

 留学生総数
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２    「
ヨ
コ
ハ
マ
・
カ
ナ
ガ
ワ
留

学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ

　

  
ム
」
の
特
徴

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い

る
留
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
（
図

２
）
に
よ
る
と
「
日
本
の
就
職
活

動
で
不
安
に
思
っ
て
い
る
点
」
と

し
て
、「
面
接
」、「
筆
記
試
験
」、

「
企
業
の
探
し
方
」、「
何
を
や
り

た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

回
答
が
多
か
っ
た
。
日
本
で
就
職

を
希
望
す
る
留
学
生
は
、
日
本
人

の
学
生
と
同
じ
土
俵
に
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、「
言
葉
」、

「
企
業
文
化
」、「
就
職
活
動
」
な

ど
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

公
募
要
項
に
は
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
教

育
」、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」、「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

開
発
、
実
施
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る

た
め
横
浜
国
立
大
学
及
び
横
浜
市

立
大
学
で
は
専
任
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
横
浜
国
立

大
学
で
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
横
浜
市
立
大

学
で
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
中
心
に
企
画
、
運

営
し
て
い
る
。

　

特
に
５
年
間
の
委
託
期
間
の
う

ち
、
最
初
の
２
年
間
を
「
横
浜
モ

デ
ル
」
と
し
て
、
本
市
、
横
浜
国

立
大
学
、
横
浜
市
立
大
学
、
市
内

の
経
済
団
体
や
国
際
交
流
団
体
、

民
間
企
業
が
連
携
し
、
大
学
・
都

市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
議
会

（
※
３
）
参
加
大
学
の
留
学
生
も

受
講
対
象
に
し
て
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
３
年
目

以
降
は
こ
れ
ま
で
の
検
証
、
改
良

を
加
え
、
神
奈
川
県
及
び
そ
の
他

県
内
自
治
体
、
大
学
、
経
済
団
体

等
と
連
携
し
、
県
域
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。

　

最
終
的
な
目
標
は
、
県
内
大
学

の
留
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職

率
を
30
％
か
ら
50
％
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。

３  「
横
浜
モ
デ
ル
」
の
確
立

　

平
成
29
年
３
月
に
市
内
中
小
企

業
を
対
象
に
、
令
和
元
年
７
月
、

市
内
に
本
社
を
置
く
大
企
業
を
対

象
に
留
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
採
用
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

（
図
３
）を
実
施
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
採
用
は
、
大
企
業
の

方
が
い
ち
早
く
実
施
し
て
い
る

が
、「
優
秀
な
人
材
」
や
「
外
国

語
が
で
き
る
人
材
」
の
確
保
な
ど

の
た
め
に
、「
今
後
、
検
討
し
た

い
」
と
い
う
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

は
、
中
小
企
業
の
方
が
高
か
っ

た
。
採
用
に
当
た
っ
て
企
業
が
不

安
に
思
っ
て
い
る
点
と
し
て
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
短

期
間
で
の
離
職
」、「
社
内
の
受
入

　　　図３　市内の中小企業（平成29年３月実施）及び大企業（令和元年７月実施）へのアンケート
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のではないか
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※
１　

技
能
実
習
生

　

入
国
管
理
法
に
お
け
る
外
国
人
の
在
留

資
格
の一つ
。
外
国
人
が
日
本
の
企
業
な
ど
で

培
わ
れ
た
技
能
や
知
識
な
ど
を
出
身
国
に
移

転
を
図
り
、
経
済
発
展
を
担
う「
人
づ
く
り
」

を
目
的
と
し
て
い
る
。

※
２　
「
留
学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

選
定
大
学

　

北
海
道
大
学
、
東
北
大
学
、
山
形
大
学
、

群
馬
大
学
、
東
洋
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、

金
沢
大
学
、
静
岡
大
学
、
名
古
屋
大
学
、

関
西
大
学
、
愛
媛
大
学
、
熊
本
大
学

※
３　

大
学
・
都
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
議

会
　

都
市
を
構
成
す
る
多
様
な
主
体
で
あ
る

市
民
や
企
業
、行
政
と
大
学
が
互
い
に
成
長
、

発
展
す
る
関
係
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
17

年
３
月
に
設
立
。

　

現
在
、
市
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
く
26
大

学
と
本
市
に
隣
接
す
る
２
大
学
の
合
計
28
大

学
が
参
加
し
て
、
連
携
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。
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体
制
」、「
ビ
ザ
の
取
得
手
続
」
が

上
位
に
上
が
っ
て
お
り
、
採
用
の

際
に
は
「
日
本
語
能
力
」、「
協
調

性
」、「
長
期
の
就
労
」、「
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
・
熱
意
」
と
い
っ
た
点
を

重
視
し
て
い
る
と
い
う
結
果
だ
っ

た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
正
に
ア

ン
ケ
ー
ト
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
に
対
応
し
て
お
り
、
留
学
生
に

対
す
る
就
職
支
援
の
み
で
な
く
、

企
業
に
と
っ
て
も
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
留
学
生
に
対
す
る

理
解
や
社
内
の
受
入
体
制
の
整
備

な
ど
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い

く
上
で
、
経
済
団
体
や
国
際
交
流

団
体
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
も
参
画
や
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
本
市
で
は
、
大
学
、
経
済

団
体
、
関
係
団
体
、
本
市
関
係
部

署
等
で
組
織
す
る
「
留
学
生
就
職

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
員
会
」
を

開
催
し
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組

に
つ
い
て
、
情
報
提
供
や
意
見
交

換
等
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
留

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
採

用
に
関
心
が
あ
る
企
業
へ
の
訪
問

や
様
々
な
場
を
捉
え
て
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
企
業

の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
学
・
都
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
議
会
参
加
大
学
へ
の
各
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
周
知
、
企
業
と
留
学

生
の
交
流
会
や
合
同
企
業
説
明
会

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
こ
の
２
年
間
で
「
オ
ー
ル
横

浜
市
」
と
し
て
取
り
組
む
体
制
を

構
築
し
て
き
た
。

４  

今
後
の
方
向
性

　

令
和
元
年
度
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
折
返
し
地
点
と
な
る
が
、
５

年
間
の
委
託
期
間
終
了
後
（
令
和

４
年
度
以
降
）
に
は
、
持
続
的
な

就
職
支
援
体
制
つ
ま
り
「
自
立

化
」が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

自
立
化
や
県
域
展
開
に
つ
い
て
、

横
浜
国
立
大
学
、
横
浜
市
立
大

学
、
神
奈
川
県
及
び
本
市
で
、
方

向
性
や
取
組
内
容
等
を
検
討
し
て

い
る
。
既
に
県
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス

の
あ
る
59
大
学
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ
、
留
学

生
の
参
加
を
促
し
て
い
る
。
そ
れ

以
外
に
も
県
内
の
自
治
体
や
主
要

大
学
、
経
済
団
体
や
関
係
機
関
と

も
連
携
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

留
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職

に
対
す
る
意
識
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
始
ま
っ
た
２
年
前
と
比
べ
変

化
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ

れ
ま
で
日
本
企
業
の
給
与
水
準
は

高
か
っ
た
が
、
出
身
国
と
の
差
が

縮
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
在
留
資

格
（
就
労
ビ
ザ
）
に
つ
い
て
は
、

日
本
も
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
日
本
同
様
に
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
が
進
ん
で
い
る
国
で
は
、

外
国
人
材
の
受
入
れ
を
行
う
た

め
、
積
極
的
に
政
府
が
雇
用
管
理

や
就
労
ビ
ザ
の
緩
和
な
ど
を
進
め

て
い
る
事
例
も
あ
る
。
さ
ら
に
日

本
企
業
の
場
合
、
学
生
時
代
に
学

ん
だ
こ
と
が
生
か
せ
な
い
、
就
職

後
、
ど
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
を
積

め
る
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
の
課

題
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
日
本
企
業
へ
の
就
職
を
敬
遠
す

る
留
学
生
も
い
る
。

　

日
本
は
平
成
20
年
を
ピ
ー
ク
に

人
口
減
少
に
転
じ
、
生
産
年
齢
人

口
も
減
少
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
）、
Ｒ
Ｐ
Ａ（
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自
動
化
）
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
人
手
不

足
」
を
全
て
解
決
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
は
、

こ
れ
ま
で
、
女
性
の
社
会
進
出
、

障
が
い
者
雇
用
、
高
齢
者
の
就
労

機
会
の
提
供
な
ど
を
進
め
て
き

た
。
外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て

も
、
ま
ず
は
国
と
し
て
積
極
的
に

推
し
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
令
和

２
年
度
の
文
部
科
学
省
の
「
外
国

人
留
学
生
の
国
内
就
職
支
援
」
や

厚
生
労
働
省
の
「
外
国
人
材
受
入

れ
の
環
境
整
備
」
の
予
算
要
求
額

は
、
今
年
度
に
比
べ
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
外
国
人
に
よ
り
一
層
、

日
本
に
定
着
し
て
も
ら
う
の
で
あ

れ
ば
、
も
う
一
歩
踏
み
込
み
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
等
の
支
援
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
法
整
備
な
ど

環
境
や
制
度
を
整
え
る
べ
き
で
あ

る
。

　

横
浜
市
も
外
国
人
人
口
が
10
万

人
を
超
え
た
。
平
成
26
年
の
約
７

万
６
千
人
か
ら
５
年
間
で
３
割
増

加
し
、
今
後
も
一
層
増
加
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
本
市
も
、
外

国
人
材
の
地
域
で
の
円
滑
な
受
入

れ
に
向
け
、
生
活
支
援
の
拡
充
な

ど
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
が
、
市
内
の
中
小
企
業
の
支

援
、
経
済
や
地
域
の
活
性
化
等
と

い
う
視
点
か
ら
も
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
取
り
組
む
意
義
が
あ
る
だ
ろ

う
。
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◆やさしい日本語の活用の広がり
　1995年に発生した阪神・淡路大震災の教訓から考案さ
れた「やさしい日本語」は、平時における情報発信の分
野でも広がりを見せています。
　例えば、2015年、気象庁を中心に、内閣府・観光庁が
連携し、『緊急地震速報の多言語辞書』を作成しました。
この辞書は、情報配信事業者等が緊急地震速報を提供す
る際に必要となる情報の翻訳表現をまとめたもので、外
国語６言語とやさしい日本語の訳が収録されています

（表１）。
　2019年10月には、出入国在留管理庁が日本で生活する
外国人向けに「生活・就労ガイドブック」のやさしい日
本語版「生活・仕事ガイドブック」を公開し、在留手続
や生活に身近な情報を提供しています。
　基礎自治体では、東京都港区が、AIを活用した多言
語AIチャットによる情報発信を開始し、外国人が生活
する上で生じる疑問や生活に関する行政情報の問合せに
自動回答するサービスの運用を行っています。また、町
田市の「見直そう！ “伝わる日本語” 推進運動」や綾瀬
市の「外国人市民への情報提供ガイドライン」策定等、
各自治体で行政文書の見直しが進んでいます。
　報道分野においては、NHKの取組が代表的です。
NHKで は、2012年 か ら 外 国 人 向 け に ウ ェ ブ サ イ ト

「NEWS WEB EASY」でNHKが報じるニュースから毎
日５つの記事をピックアップし、やさしい日本語の
ニュースを公開しています。「NEWS WEB EASY」の
ニュースについては、NHKの通常のニュースと比べて
外国人、子ども、知的障害者にとってやさしくなってい
るか調査が行われ、外国人のほかにも様々な人に効果を
持つことが報告されています。
　観光分野においては、福岡県柳川市が外国人観光客の
うち日本語を話したい方向けに、「やさしい日本語」で
のおもてなしを掲げ、市民向けに研修会を実施するなど、
市民レベルで活用が広がっています。

◆横浜市での「やさしい日本語」の活用事例
　市ウェブサイトでは、外国語に加えて「やさしい日本
語」で情報発信を行い、2019年９月・10月に台風15号・
19号によって被害が発生した際には、トップページの「重
要なお知らせ」欄に被災状況や被害に伴う支援制度の案
内を掲載しました。

　南区では、来日初期の外国人向けに行政情報や生活に
必要な知識、地域の魅力などの情報を体系的にまとめた
パンフレット「南区生活のしおり」を2018年に作成し、
外国語版４言語と「やさしい日本語」版を配布していま
す（写真１）。「やさしい日本語」版の作成に当たっては、
各部署の職員自らが書き換えを行いました。
　市の基幹となる計画や指針についても、「やさしい日
本語」による広報を実施しています。写真２は、政策局
が発行した冊子「中期４か年計画（概要版）」です。外
国語版６言語と「やさしい日本語」版を配布しています。
　写真３は、市民局が発行した冊子「横浜市人権施策基
本指針（概要版）」です。本指針は本市の施策・事業を
人権尊重の視点を持って推進するために策定され、国籍
を問わずあらゆる方にご覧いただけるよう外国語版６言
語と「やさしい日本語」版を配布しています。

◆「やさしい日本語」の今後
　「やさしい日本語」は行政からの情報発信に有効であ
るだけでなく、地域における有効なコミュニケーション
ツールになることも期待できます。
　また、本市では、「やさしい日本語」は主に外国人市
民向けの情報発信をする際に活用してきましたが、外国
人市民だけでなく子どもや障害者などあらゆる方に対し
てわかりやすい伝え方として可能性を持つ言葉であると
考えています。
　今後も取組を通じて、行政情報を発信する際には、情
報の受け手が理解しやすい文章で伝えるという広報マイ
ンドを職員に浸透させるため、意識啓発に取り組んでい
きます。

表１「緊急地震速報の多言語辞書」
現在使っている表現例 やさしい日本語

地震です
落ち着いて　身を守って
ください

地震が　きます
頭を　守って　ください

津波警報が発表されまし
た
海岸付近の方は海岸から
離れてください

津波警報＜津波の　お知
らせ＞です

津波＜とても　大きい　
波＞が　きます
すぐに 高い ところへ 逃
げて ください

「やさしい日本語」②
やさしい日本語の今とこれから

市民局広報課　新谷　惠理子

写真３：横浜市人権施策基本指針（概要版）
※いずれもやさしい日本語版

写真１:南区生活のしおり 写真２：横浜市中期４か年計画
　　　　2018〜2021（概要版）
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国
人
材
の
受
入
れ
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共
生
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た
め
の
環
境
整
備

　
　
　
　
　
　

～
国
へ
の
提
案
・
要
望
の
取
組
を
中
心
に
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１   

国
の
「
新
た
な
外
国
人
材
の
受

入
れ
拡
大
」
の
動
き
へ
の
対
応

(1)
国
の
制
度
及
び
予
算
に
関
す
る

提
案
・
要
望
〈
平
成
30
年
11
月
〉

　

平
成
30
年
６
月
、
国
に
お
い
て

い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」
で
、

即
戦
力
と
な
る
外
国
人
材
の
受
入

れ
拡
大
の
た
め
、
新
た
な
在
留
資

格
の
創
設
が
示
さ
れ
、
同
年
７
月

に
は
、「
外
国
人
の
受
入
れ
環
境

の
整
備
に
関
す
る
業
務
の
基
本
方

針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
動
き
を
受
け
、
８
月
に
、

指
定
都
市
市
長
会
を
代
表
し
て
、

横
浜
市
長
が
国
へ
の
提
言
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
で
は
「
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め

の
総
合
的
対
応
策
検
討
会
」
が
設

置
さ
れ
、
議
論
が
進
め
ら
れ
る

中
、
同
年
11
月
に
、
門
山
法
務
大

臣
政
務
官
、
そ
の
後
、
菅
内
閣
官

房
長
官
に
対
し
て
、
本
市
独
自
要

望
と
し
て
、「
外
国
人
材
の
受
入

れ
・
共
生
の
た
め
の
環
境
整
備
」

に
つ
い
て
提
案
・
要
望
を
行
い
ま

し
た
。
内
容
は
次
の
２
点
で
す
。

① 

地
方
自
治
体
が
行
う
生
活
支

援
に
対
す
る
新
た
な
財
政
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
創
設

　

在
住
外
国
人
が
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
上
で
必
要
な
支
援
を
行
う

た
め
、
関
係
府
省
の
連
携
の
下
、

地
方
自
治
体
が
行
う
生
活
支
援
に

対
す
る
新
た
な
財
政
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
創
設
す
る
こ
と
を
提

案
・
要
望
し
ま
し
た
。
ま
た
、
財

政
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
て
き
め
細

か
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、委
託
・

補
助
等
に
よ
る
実
施
も
可
能
に
す

る
な
ど
、
地
方
自
治
体
が
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
活
用
で
き

る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
な
ど
を
提

案
し
ま
し
た
。

② 

生
活
支
援
の
拡
充
に
継
続
的

に
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く
り

　

在
住
外
国
人
の
生
活
支
援
の
拡

充
に
向
け
て
、
国
と
地
方
が
一
体

と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
た

め
、
在
住
外
国
人
と
の
共
生
に
係

る
基
本
法
を
新
た
に
制
定
し
、
国

と
地
方
の
責
務
を
法
律
に
位
置
付

け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
、
ま

た
、
全
て
の
地
方
自
治
体
が
最
低

限
実
施
す
べ
き
対
応
を
示
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
策
定
す
る
こ
と

な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

在
住
外
国
人
の
生
活
支
援
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
自
治
体
が

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
任
意
の
取

組
と
し
て
実
施
し
て
き
た
状
況
が

あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
外
国
人
材

を
円
滑
に
受
け
入
れ
、
共
生
し
て

い
く
に
は
、
国
と
地
方
が
一
体
と

な
っ
て
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
方
自
治

体
に
よ
る
生
活
支
援
が
求
め
ら
れ

る
分
野
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
、
拡
充
に
向
け
て
継
続

的
に
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く
り
も

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、

ど
こ
ま
で
、
支
援
に
取
り
組
む
べ

き
な
の
か
、
模
索
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
我
が
国
に
在
留

す
る
２
８
０
万
人
超
の
外
国
人
に

対
す
る
最
低
限
の
支
援
の
ベ
ー
ス

の
部
分
は
国
に
よ
り
示
さ
れ
、
そ

の
上
で
、
地
方
自
治
体
に
お
い

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
取
組
や
、
地
域
の
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
取
組
が
な
さ
れ

る
、
そ
の
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

(2) 

総
合
的
対
応
策
の
閣
議
決
定

を
受
け
た
、
新
た
な
支
援
制
度
の

創
設

　

平
成
30
年
12
月
上
旬
、
参
議
院

本
会
議
で
、
改
正
出
入
国
管
理
法

が
可
決
、
成
立
し
、
12
月
下
旬
に

は
、「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共

生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」
が

関
係
閣
僚
会
議
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
総
合
的
対
応
策
で
は
、

医
療
、
保
健
、
教
育
、
住
宅
、
金

融
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
生
活
の

様
々
な
場
面
を
想
定
し
た
、
全
１

２
６
の
施
策
か
ら
な
る
、
総
額
２

１
１
億
円
の
関
連
予
算
の
措
置
が

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
１
２
６
の

施
策
の
中
に
は
、
地
方
自
治
体
向

け
の
支
援
と
し
て
、
行
政
・
生
活

全
般
の
情
報
提
供
・
相
談
を
多
言

語
で
行
う
一
元
的
窓
口
に
係
る
地

方
公
共
団
体
へ
の
支
援
の
創
設

（「
多
文
化
共
生
総
合
相
談
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
（
仮
）」
全

国
約
１
０
０
か
所
、
11
言
語
対
応

の
整
備
）【
20
億
円
】
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
２
月
に
は
、

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、「
外
国
人
受
入
環
境
整

備
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
目
的
：
在
留
外
国
人
が
生
活
・

就
労
等
に
関
す
る
適
切
な
情
報
に

速
や
か
に
到
達
で
き
る
よ
う
、
一

元
的
相
談
窓
口
の
整
備
に
取
り
組

む
地
方
自
治
体
を
支
援

○
交
付
経
費
・
交
付
額
：

整
備
費
：
10
億
円
（
全
額
補
助
／

限
度
額
１
千
万
円
）

運
営
費
：
10
億
円
（
1/2
補
助
／
限

度
額
１
千
万
円
）

◆
「
横
浜
市
多
文
化
共
生
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設

　

こ
の
新
た
な
交
付
金
を
活
用

し
、
横
浜
市
で
は
、
市
内
在
住
外

国
人
へ
の
総
合
的
な
情
報
提
供
・

相
談
対
応
を
行
う
「
横
浜
市
多
文

化
共
生
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
、
令
和
元
年
８
月
に
、
横
浜
市

執
筆栗

林　

岳
大

国
際
局
政
策
総
務
課
担
当
係
長
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59
国
際
交
流
協
会
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
）
へ

開
設
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
出
入
国
在

留
管
理
庁
や
神
奈
川
労
働
局
等
の

国
や
市
内
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
在
留
資
格
や
労
働
問
題
等
に

対
す
る
相
談
対
応
の
体
制
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
４
言
語

対
応（
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
）か
ら
、
電
話
通
訳
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
に
よ
り
、
11

言
語
対
応
（
４
言
語
に
加
え
て
、

韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
ネ
パ
ー

ル
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
、
タ
イ
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
）へ
と
機
能
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　

開
設
後
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

以
前
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
、
タ

イ
語
で
の
年
金
に
関
す
る
電
話
相

談
が
寄
せ
ら
れ
、
電
話
通
訳
の
活

用
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
と
通
訳
を

行
う
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
年
金
事

務
所
を
つ
な
ぎ
、
４
者
通
話
で
相

談
対
応
を
行
う
な
ど
、
支
援
の
拡

充
が
図
ら
れ
て
い
ま
す（
写
真
）。

(3) 

国
の
制
度
及
び
予
算
に
関
す

る
提
案
・
要
望
〈
令
和
元
年
６
月
〉

　

令
和
元
年
６
月
、
本
市
は
、
国

の
制
度
及
び
予
算
に
関
す
る
提

案
・
要
望
の
中
で
、「
外
国
人
材

の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
環
境

整
備
」
に
つ
い
て
、
提
案
・
要
望

を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
２

点
で
す
。

① 

外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
国
と
地
方
自
治
体
の

連
携
強
化

　

昨
年
11
月
と
同
様
に
、
外
国
人

と
の
共
生
に
係
る
基
本
法
を
新
た

に
制
定
し
、
国
と
地
方
の
責
務
を

法
律
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
、
ま
た
、
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
歩
み
を
着

実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
に
根
差
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
活
動
が
不

可
欠
で
あ
る
た
め
、
外
国
人
へ
の

生
活
支
援
等
に
取
り
組
む
団
体
の

活
動
を
国
と
地
方
が
連
携
し
て
支

援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

前
述
の
と
お
り
、
新
た
に
国
の

支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
た
も
の

の
、
生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
を

地
域
で
受
け
入
れ
る
地
方
自
治
体

と
し
て
は
、
外
国
人
支
援
は
一
過

性
の
も
の
で
は
な
く
、
継
続
し
て

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
外
国
人
と
の
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
国
と
地
方
が

一
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
、
国
に

お
け
る
外
国
人
と
の
共
生
に
か
か

る
基
本
法
の
制
定
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
横
浜
市
で
は
、
横

浜
市
国
際
交
流
協
会
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｅ
）
を
通
じ
た
支
援
や
、
本
市
の

「
多
文
化
共
生
市
民
活
動
支
援
補

助
事
業
」
な
ど
に
よ
る
支
援
等
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
取

り
組
む
外
国
人
へ
の
生
活
支
援
や

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

等
の
活
動
を
国
と
地
方
が
連
携
し

て
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

② 

地
方
自
治
体
が
行
う
共
生
に

向
け
た
取
組
に
対
す
る
財
政
支
援

の
拡
充

　

新
た
に
、
外
国
人
へ
の
情
報
提

供
及
び
相
談
に
係
る
交
付
金
（
外

国
人
受
入
環
境
整
備
交
付
金
）
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
上
限
額
が

一
律
に
１
千
万
円
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
方
自
治
体
に
よ
り
、

受
け
入
れ
る
外
国
人
数
の
規
模
感

が
大
き
く
異
な
る
実
情
の
中
、
地

方
自
治
体
が
居
住
す
る
外
国
人
人

口
に
見
合
う
支
援
拠
点
数
を
運
営

で
き
る
よ
う
、
上
限
額
の
複
層
化

を
提
案
し
ま
し
た
。

２  

今
後
に
向
け
て

　

こ
こ
ま
で
、
国
へ
の
提
案
・
要

望
の
取
組
を
中
心
に
述
べ
て
き
ま

し
た
。

　

横
浜
市
の
外
国
人
人
口
は
10
万

人
を
超
え
、
生
活
上
の
様
々
な
場

面
で
、
外
国
人
を
見
か
け
る
こ
と

も
珍
し
く
な
く
、
既
に
市
民
と
し

て
社
会
の
一
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で
あ

り
、
ま
た
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
や
超
高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
、

直
面
す
る
課
題
を
乗
り
越
え
、
本

市
の
持
続
的
な
成
長
を
実
現
し
て

い
く
上
で
重
要
で
す
。

　

引
き
続
き
、
基
礎
自
治
体
と
し

て
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生

に
向
け
た
総
合
的
な
環
境
整
備
を

進
め
て
い
く
上
で
、
自
治
体
と
し

て
必
要
な
取
組
に
つ
い
て
考
え
る

と
こ
ろ
を
以
下
に
記
し
ま
す
。

　
「
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
・
相

談
対
応
、
日
本
語
学
習
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
推
進
」

　

増
加
す
る
外
国
人
、
そ
し
て
受

け
入
れ
る
地
域
社
会
の
状
況
を

し
っ
か
り
踏
ま
え
つ
つ
、
情
報
提

供
・
相
談
対
応
の
ほ
か
、
日
本
語

学
習
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く

り
等
に
係
る
取
組
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

情
報
提
供
・
相
談
対
応
に
つ
い

て
は
、
前
述
の
と
お
り
推
進
し
て

( 10 )

在住外国人

0722 国際戦略本部会議

　図１「横浜市多文化共生総合相談センター」の対応イメージ
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い
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
語
学
習

に
関
し
て
は
、
現
在
、
横
浜
市
域

に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
約
１
３

０
の
地
域
日
本
語
教
室
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
横
浜
市
国
際
交
流
協

会
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
）
が
地
域
日
本
語

教
室
の
運
営
支
援
や
連
携
促
進
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

新
た
に
、
文
化
庁
の
「
地
域
日
本

語
教
育
の
総
合
的
な
体
制
づ
く
り

推
進
事
業
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
）」

の
採
択
を
受
け
、
地
域
日
本
語
教

室
を
運
営
す
る
団
体
等
を
対
象
に

実
態
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）

な
ど
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
今
年
６
月
に
、
日
本
語

教
育
推
進
法
が
成
立
・
施
行
し
、

現
在
、
国
の
基
本
方
針
の
策
定
に

向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
注
視
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に

関
し
て
は
、
現
在
、
南
区
に
お
い

て
、
急
増
す
る
外
国
人
と
受
け
入

れ
る
地
域
社
会
が
共
に
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
取
組

を
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
モ
デ

ル
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
外
国
人

が
集
住
、
急
増
す
る
地
域
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
、
外
国
人
と
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
つ
な
が

り
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く

視
点
が
今
後
よ
り
求
め
ら
れ
て
き

ま
す
。

「
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
新
設
」

　

現
在
、
市
内
に
は
10
の
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
が
設
置
さ
れ
、
地
域

に
お
け
る
身
近
な
相
談
拠
点
と
し

て
、
日
本
語
学
習
、
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
派
遣
や
異
文
化
交
流
な

ど
の
取
組
も
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

入
管
法
改
正
等
も
踏
ま
え
、
今

後
も
外
国
人
人
口
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
、
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

の
重
要
性
は
一
層
増
し
て
い
く
も

の
と
考
え
ま
す
。
各
区
に
お
け
る

外
国
人
人
口
や
そ
の
増
加
傾
向
、

外
国
人
を
支
援
す
る
市
民
団
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況
な

ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
国
際
化
の

状
況
を
踏
ま
え
て
、
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
新
設
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
外
国
人
支
援
等
に
か
か
る
広
報

周
知
」

　

３
つ
目
と
し
て
、
横
浜
市
国
際

交
流
協
会
（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
）
や
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
生
活
情
報
の

提
供
・
相
談
対
応
の
実
施
、
通
訳

の
派
遣
、区
役
所
窓
口
で
の
通
訳
・

生
活
情
報
の
提
供
な
ど
、
外
国
人

支
援
に
関
す
る
広
報
の
充
実
で

す
。
市
内
在
住
の
外
国
人
５
千
人

の
方
を
対
象
と
す
る
今
年
度
実
施

の
「
横
浜
市
外
国
人
意
識
調
査
」

に
お
い
て
も
、
支
援
制
度
の
認
知

度
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
た
多
言
語
で
の
広
報
周

知
、
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
日
本

語
教
室
の
場
を
活
用
し
た
周
知
、

ま
た
、
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

通
じ
た
周
知
等
、
様
々
な
方
法
で

波
及
に
努
め
、
必
要
な
と
こ
ろ
へ

情
報
が
行
き
渡
る
よ
う
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、外
国
人
材
の
受
入
れ
・

共
生
に
向
け
た
総
合
的
な
環
境
整

備
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
国
の

み
で
な
く
経
済
界
と
の
連
携
・
協

力
と
い
う
視
点
も
重
要
と
考
え
ま

す
。

「
中
小
企
業
等
に
お
け
る
外
国
人

材
の
円
滑
な
受
入
れ
に
向
け
た
支

援
」

　

地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
・
小

規
模
事
業
者
等
に
お
け
る
人
手
不

足
の
解
消
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
外
国
人
労
働
者
へ
の
期
待
は

大
き
い
と
考
え
ま
す
が
、
一
方

で
、
中
小
企
業
の
多
く
は
、
外
国

人
採
用
の
経
験
に
乏
し
く
、
言
語

の
面
を
始
め
、
外
国
人
の
募
集
、

在
留
資
格
に
係
る
手
続
、
雇
用
管

理
等
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て

い
な
い
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
受
入
経
験
豊
富
な
大

企
業
が
、
例
え
ば
地
方
の
経
済
団

体
等
と
連
携
し
た
講
演
会
や
研
修

会
の
実
施
等
、
中
小
企
業
等
に
お

け
る
外
国
人
材
の
円
滑
な
受
入
れ

に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
む
こ
と

な
ど
を
経
済
界
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
在
留
外
国
人
支
援
に
取
り
組
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
支
援
」

　

外
国
人
材
が
魅
力
的
な
労
働
市

場
と
認
識
さ
れ
る
た
め
に
、
子
女

の
教
育
環
境
の
充
実
や
子
育
て
に

お
け
る
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
取

組
が
必
要
で
す
。
一
方
で
、
外
国

籍
児
童
生
徒
向
け
の
放
課
後
学
習

教
室
や
、
外
国
人
親
子
の
た
め
の

地
域
交
流
会
等
の
取
組
等
は
、
体

制
や
財
源
面
な
ど
充
実
が
必
要
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
経
済
界
で
基
金
を
設
置
し
、

上
記
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
助

成
す
る
等
の
支
援
が
な
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

上
記
は
、
本
市
が
経
済
団
体
主

催
の
セ
ミ
ナ
ー
の
際
、
ご
提
案
と

し
て
お
話
し
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の

一
端
で
す
が
、
国
の
受
入
れ
・
共

生
の
方
針
等
の
下
、
外
国
人
を
地

域
や
職
場
な
ど
に
お
い
て
円
滑
に

受
け
入
れ
、
共
生
を
実
現
し
て
い

く
た
め
、
自
治
体
と
し
て
必
要
な

取
組
を
進
め
つ
つ
、
引
き
続
き
、

様
々
な
機
関
と
議
論
を
行
い
、
調

整
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
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いま、横浜市では

　横浜市の外国人住民数は、増加傾向にあり、令和を迎
えた現在、10万人を超えています。また、その出身地も
約160の国・地域からと多様なものとなっています。

外国人を巡る人権問題

　こうした中、外国人であることを理由にアパート等へ
の入居を拒否されたり、店においてサービスの提供を拒
否されるなどといった問題や、最低賃金を下回る違法な
低賃金といった労働に関する問題など、外国人を巡って
様々な人権問題が発生しています。

　ほかにも、就労・留学・結婚などのために来日し、生
活の基盤を日本の社会に置いた外国人の増加に伴って、
育児・教育、福祉・医療など生活全般にわたる相談が増
加しています。中でも、ＤＶ、離婚、生活困窮などの深
刻な相談が増加傾向にあります。

　平成29年度に内閣府が行った「人権擁護に関する世論
調査」では、『日本に居住している外国人に関し、現在、
どのような人権問題が起きていると思いますか？』との
問いに対し「風習や習慣等の違いが受け入れられないこ
と」という回答が最も多く、言語、宗教、文化、習慣等
の違いが人権問題の発生の一因となっていることがうか
がえます。

　さらに、日本国籍であっても父母のいずれかが外国籍
であるなど、外国につながる人々が直面する問題もあり
ます。そうした人々の中には、家庭内での言葉や生活習
慣などの面で日本の暮らしに馴染みが薄いなど、生活上
の困難さを抱えている場合もあるため、外国人に対する
ものと同様、きめ細かな取組が必要です。

　近年、特定の民族や国籍の人々の排斥を扇動する差別
的言動が、いわゆるヘイトスピーチとして社会的問題と
なっています。平成28年（2016年）５月にはいわゆる「ヘ
イトスピーチ解消法」が成立し、本邦外出身者又はその
子孫に対する不当な差別的言動のない社会の実現を目指
すため、その解消に向けた取組を推進していくことが定
められました。
　しかしながら、隣の川崎市などでは、法の制定後も市
内に住む外国人に対して、ヘイトスピーチとされる行為
が何度となく行われています。そして、その対策として
ヘイトスピーチ解消法だけでは不足と考え、市独自に罰
則を設けた条例の制定を進めているところです。
　横浜市においては、現在のところ、市内でヘイトスピー
チが頻繁に行われているという状況ではありませんが、
今後も、川崎市など他都市での状況をしっかりと注視し
ながら対応を図っていく必要があると考えています。

横浜市における取組

　地域社会の一員として外国人が自立し、円滑に生活し
ていくためには、行政サービス等において多言語ややさ
しい日本語での案内・対応を進めることなどが大切です。
　そこで、横浜市の人権施策の取組の全体像を明らかに
することなどを目的として策定された「横浜市人権施策
基本指針」では、英語や中国語、スペイン語といった多
言語によるパンフレットややさしい日本語を用いたパン
フレットを作成して、外国人の方にも横浜市の基本姿勢
を伝えています。

　また、人権よこはまキャンペーンや市民・企業に向け
た人権啓発の講演会といった機会を捉えて人権パネル展
を開催することで、外国人の人権をはじめとする、様々
な人権課題についての
啓発につなげています。
　こうした啓発施策を
充 実 す る こ と に よ っ
て、市民の人権意識の
高揚を図り、今なお根
強く存在する在日韓国・
朝鮮人に対する差別意
識や社会の様々なとこ
ろで生じている外国人
に対する差別の解消を
目指すとともに、相互
理解の促進や共に歩む
まちづくりに努めてい
ます。

多様性を認め合って

　さて、令和元年（2019年）のラグビーワールドカップ
2019の開催に続き、令和２年（2020年）には、東京2020
オリンピック・パラリンピックの開催を控え、より多く
の旅行者、外国人が訪れることが見込まれます。
　加えて、政府による外国人労働者の受入れも今後一層
進んでいくことから、文化、宗教、生活習慣等における
多様性に対して理解を深め、これを尊重し、偏見や差別
のない環境づくりがこれまで以上に求められています。

　横浜市では、人権尊重を市政運営の基調としています。
それは、一人ひとりの人権が尊重されることが、誰もが
安心して生活を営むために欠くことのできないものだか
らです。
　そもそも人は、それぞれ違う条件のもとに生まれます。
国籍や文化の違いにかかわらず、同じ横浜市民として、
互いを理解し、日本人も外国人もともに地域社会を支え
る主体となるよう、一人ひとりが互いに人権を尊重し合
い、ともに生きる社会を目指しましょう。

外国人の人権について
市民局課長補佐（人権課担当係長）　北川　隆範

令和元年度 横浜市人権啓発ポスター
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暮
ら
し
や
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」
を
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■
自
己
紹
介
～
な
か
国
際
交
流
ラ

ウ
ン
ジ
と
の
関
わ
り

【
中
村
】
私
は
、
本
日
の
進
行
役

で
、な
か
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ（
以

下
「
な
か
ラ
ウ
ン
ジ
」
と
い
う
。）

の
館
長
を
務
め
て
い
ま
す
、
中
村

で
す
。

　

全
国
的
に
、
ま
た
横
浜
市
で

も
、
外
国
人
の
人
口
が
増
加
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
日
は
外

国
人
市
民
・
日
本
人
市
民
の
立
場

か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
と
一
緒
に
「
暮
ら
し
や
す
さ
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
初
め
に
、
皆
さ
ん
か
ら
自

己
紹
介
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
張
】
は
じ
め
ま
し
て
、
張
珂
と

申
し
ま
す
。
今
、
な
か
ラ
ウ
ン
ジ

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
１
年
に
夫
の
仕
事
の
関
係

で
来
日
し
ま
し
た
。
現
在
は
西
区

に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
役
員
や
自
治
会
の
役
員
を
務

め
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
現
在
も

環
境
委
員
を
務
め
て
お
り
、
外
国

人
住
民
の
困
り
ご
と
な
ど
の
対
応

も
し
て
い
ま
す
。

【
阿
部
】
阿
部
と
申
し
ま
す
。
埋

地
地
区
の
連
合
町
内
会
長
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
地
区
内
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
自
治
会
の
責
任
者
も
し

て
い
ま
す
。

　

な
か
ラ
ウ
ン
ジ
と
の
関
わ
り

は
、
ま
た
後
で
話
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
外

国
人
向
け
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
と

な
っ
た
と
き
に
、
相
談
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
の

中
国
語
と
英
語
の
翻
訳
を
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
地
区
の
こ
と

や
催
し
の
こ
と
な
ど
で
い
ろ
い
ろ

と
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
毛
】
毛
文
静
と
言
い
ま
す
。
今
、

大
学
１
年
生
で
す
。
両
親
が
先
に

日
本
に
来
て
お
り
、
一
緒
に
暮
ら

す
た
め
、
中
学
１
年
生
の
と
き
に

日
本
に
来
ま
し
た
。
な
か
ラ
ウ
ン

ジ
と
はRainbow

ス
ペ
ー
ス
（
※

１
）
の
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
の

関
係
が
あ
り
ま
す
。

【
林
】
林
錦
園
と
申
し
ま
す
。
私

も
毛
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
母
が
仕

事
の
た
め
先
に
日
本
に
来
て
お

り
、
一
緒
に
暮
ら
す
た
め
、
中
学

２
年
生
の
と
き
に
来
日
し
、
そ
れ

以
来
中
区
に
ず
っ
と
住
ん
で
い
ま

す
。
高
校
、
大
学
、
大
学
院
ま
で

進
学
し
、
現
在
は
、
な
か
ラ
ウ
ン

ジ
で
若
者
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

な
ど
の
活
動
を
行
うRainbow

ス

ペ
ー
ス
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

し
て
い
ま
す
。

【
小
池
】
中
区
役
所
の
地
域
振
興

課
の
小
池
と
申
し
ま
す
。
な
か
ラ

ウ
ン
ジ
を
担
当
し
て
５
年
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
区
の
国
際
交
流

や
多
文
化
共
生
に
関
す
る
取
組
や

施
策
な
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
と
変
化

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
、
な
か
ラ
ウ
ン
ジ
の
事
業
を

拡
大
す
る
こ
と
や
新
規
事
業
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
な
ど
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
木
村
】
中
区
役
所
区
政
推
進
課

の
木
村
と
申
し
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
中
区
役
所
に
配
属
に
な
り
ま
し

た
。
多
文
化
共
生
の
関
係
で
は
、

区
役
所
内
の
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
企
画
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本

語
教
室
等
に
職
員
が
出
向
い
て
行

政
情
報
を
伝
え
る
出
前
講
座
の
開

催
や
、
中
区
に
初
め
て
転
入
さ
れ

た
区
民
の
方
向
け
の
ウ
ェ
ル
カ
ム

キ
ッ
ト
と
い
う
冊
子
を
作
成
す
る

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
な

か
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
、
そ
の
関
係
で

ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
り
、
一
緒

に
活
動
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
本
で
暮
ら
す
～
日
本
語
と
文

化【
中
村
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
外
国
人
市
民
の
皆
さ
ん
は
、

日
本
に
住
ま
わ
れ
て
長
い
よ
う
で

す
が
、
来
日
当
初
、
日
本
語
や
日

本
の
文
化
が
分
か
ら
な
い
と
き
と

今
と
を
比
較
し
て
、
何
か
感
想
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
。

【
張
】
来
日
当
初
は
、
や
は
り
一

人
で
何
も
知
ら
な
い
状
態
で
す
の

で
、
例
え
ば
子
ど
も
に
友
だ
ち
を

つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

も
、
ど
こ
に
連
れ
て
行
っ
た
ら
よ

い
の
か
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
私

も
友
だ
ち
が
な
か
な
か
で
き
ず
に

い
ま
し
た
。
挨
拶
を
し
て
も
挨
拶

だ
け
で
話
が
続
き
ま
せ
ん
で
し

張ち
ょ
う　

珂か

毛も
う　

文ぶ
ん

静せ
い

林り
ん　

錦き
ん

園え
ん
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た
。
そ
の
後
に
自
治
会
に
入
っ
た

の
は
、
優
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の
方

に
お
誘
い
を
受
け
る
と
い
う
き
っ

か
け
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ

か
ら
ふ
れ
あ
い
の
場
面
が
少
し
ず

つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の

中
学
校
の
役
員
に
も
な
り
ま
し

た
。
何
年
間
か
か
け
て
少
し
ず
つ

周
り
か
ら
信
頼
を
得
て
、
他
の
保

護
者
の
方
と
も
仲
良
く
で
き
る
よ

う
な
環
境
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
経
験
か
ら
、
家
に

籠
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
外

に
出
て
、
少
し
社
会
貢
献
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
み
る
と
、
思
い
が

け
な
い
と
こ
ろ
で
、
み
ん
な
が
す

ご
く
よ
く
見
て
く
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
た
だ
、
一
人
で
自
分

か
ら
始
め
る
に
は
不
安
感
や
怖
さ

が
あ
り
ま
す
。「
こ
れ
は
こ
う
い

う
こ
と
で
す
が
、
一
緒
に
や
り
ま

せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

【
中
村
】
同
じ
よ
う
な
経
験
を
毛

さ
ん
や
林
さ
ん
も
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

【
林
】
そ
う
で
す
ね
、
挨
拶
は
し

ま
す
が
、
話
は
深
ま
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば

友
だ
ち
と
カ
ラ
オ
ケ
の
話
題
に

な
っ
て
、
カ
ラ
オ
ケ
は
知
っ
て
い

て
も
、
新
し
い
曲
の
こ
と
な
ど
は

分
か
ら
な
く
て
、
う
ま
く
話
が
続

か
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。

【
毛
】
文
化
も
違
う
し
、
興
味
も

違
う
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

【
中
村
】
そ
う
す
る
と
、
話
も
盛

り
上
が
ら
な
い
し
、
遠
慮
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

【
林
】
そ
う
で
す
ね
。

【
中
村
】
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

一
つ
の
言
葉
の
裏
に
あ
る
文
化
を

知
ら
な
い
こ
と
で
、
相
手
と
の
距

離
を
感
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
、
自
分
が
日
本
語
を
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
変
わ
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

【
林
】
大
学
の
と
き
は
、
日
本
の

こ
と
を
知
ろ
う
と
し
て
、
ド
ラ
マ

や
新
聞
、
特
に
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を

好
き
で
よ
く
見
て
い
ま
し
た
。
日

本
語
が
上
手
に
な
っ
て
、
日
本
の

こ
と
を
知
り
始
め
る
と
、
少
し
自

信
が
付
い
て
き
ま
す
。
相
手
が
話

し
て
い
る
こ
と
も
、
き
っ
と
自
分

は
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
、
少
し

勇
気
を
出
し
て
会
話
に
入
っ
て

い
っ
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
自
分
か
ら
聞
い
て
理

解
を
し
て
話
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

【
中
村
】
張
さ
ん
は
、
他
の
保
護

者
の
方
と
の
交
流
の
中
で
、
感
じ

た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

【
張
】
私
が
び
っ
く
り
し
た
の
は
、

幼
稚
園
で
自
分
の
子
ど
も
を
は
じ

め
て
紹
介
す
る
と
き
に
、
日
本
人

の
方
は
自
分
の
子
ど
も
の
悪
い
と

こ
ろ
を
言
う
こ
と
で
し
た
。「
私

の
子
は
落
ち
着
き
が
な
い
」
と

か
、「
や
ん
ち
ゃ
な
子
」と
か
、「
み

ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る
か
も
し
れ

な
い
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
私
か
ら
す
れ
ば
、
自
分
の
子

は
か
わ
い
い
で
す
し
、
他
の
ど
の

子
も
か
わ
い
い
で
す
。
い
ろ
ん
な

性
格
は
あ
り
ま
す
が
、
悪
い
と
こ

ろ
は
見
つ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

そ
れ
は
文
化
の
違
い
な
の
か
な

と
、
そ
の
と
き
は
思
い
ま
し
た
。

【
中
村
】
そ
う
い
う
こ
と
は
な
か

な
か
〝
教
科
書
〟
に
は
書
い
て
い

な
い
し
、
教
え
て
く
れ
る
人
も
多

分
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
張
】
そ
の
と
き
は
、
私
も
同
じ

よ
う
に
「
う
ち
の
子
は
実
は
…
」

と
悪
い
と
こ
ろ
を
取
り
上
げ
て
話

を
し
ま
し
た
。

【
中
村
】
そ
う
い
っ
た
文
化
を
経

験
の
中
か
ら
学
ん
で
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
た
だ
日
本
語
を
教

え
る
・
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
ど
う

い
う
場
面
・
文
化
の
中
で
こ
の
日

本
語
を
使
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
理
解
し
て
い
く
こ

と
が
す
ご
く
重
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
本
で
の
暮
ら
し

の
中
で
、
困
っ
た
こ
と
や
驚
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

【
張
】
こ
れ
は
私
の
父
と
母
の
話

で
す
が
、
日
本
で
は
、
ご
み
を
決

め
ら
れ
た
曜
日
に
し
か
出
せ
ま
せ

ん
。
で
す
が
魚
な
ど
の
生
ご
み
を

そ
の
曜
日
ま
で
ず
っ
と
家
に
置
い

て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
外
の
廊
下
に
置
い
て
い

て
注
意
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

【
中
村
】
外
に
出
し
て
し
ま
う
気

持
ち
は
分
か
ら
な
く
は
な
い
で
す

が
、ほ
か
の
住
民
か
ら
す
る
と「
文

化
が
違
う
」
と
い
う
ふ
う
に
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

【
張
】「
文
化
が
違
う
」
と
言
う
ふ

う
に
は
、
日
本
人
の
方
は
思
わ
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど

ち
ら
か
と
言
う
と
、「
常
識
外
れ
」

と
思
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

【
阿
部
】
地
区
の
人
か
ら
同
じ
よ

う
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
マ
ン

シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
魚
を

さ
ば
い
て
い
る
人
が
い
た
と
か
。

そ
れ
が
普
通
な
の
か
な
。

【
張
】
ご
み
袋
の
ま
ま
、
外
に
出

す
の
が
普
通
で
す
ね
。

【
阿
部
】
そ
の
辺
り
の
違
い
が
よ

く
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

【
張
】
中
国
で
は
ご
み
に
関
し
て

分
別
や
粗
大
ご
み
な
ど
の
区
別
や

制
限
は
な
く
、
24
時
間
毎
日
出
せ

る
こ
と
か
ら
、
ご
み
に
対
し
て
の

意
識
は
あ
ま
り
な
い
の
だ
と
思
い

ま
す
。

【
中
村
】
張
さ
ん
は
、
冒
頭
で
マ

ン
シ
ョ
ン
の
外
国
人
住
民
の
困
り

ご
と
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
と

お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
が
多
い
の
で
す

か
。

【
張
】
日
本
に
来
て
か
ら
の
役
所

進
行 阿

部　

倫
三

埋
地
地
区
連
合
町
内
会　

会
長

中
村　

暁
晶　

な
か
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ　

館
長

小
池　

浩
子　

中
区
地
域
振
興
課

木
村　

香
里　
　

中
区
区
政
推
進
課
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な
ど
で
の
い
ろ
い
ろ
な
手
続
の
こ

と
や
、
自
治
会
の
仕
組
み
の
こ
と

が
多
い
で
す
。
ま
た
、
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
是
非
な
か
ラ

ウ
ン
ジ
も
利
用
し
て
く
だ
さ
い
と

お
話
し
て
い
ま
す
。

【
中
村
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
お
魚
の
ご
み
の
こ
と
も
一
つ

の
例
に
過
ぎ
な
い
で
す
が
、
国
の

違
い
や
民
族
習
慣
の
違
い
と
い
う

ふ
う
に
話
を
し
て
し
ま
う
と
、
何

か
す
ご
く
遠
い
話
で
、
な
か
な
か

距
離
が
縮
ま
ら
な
い
と
い
う
感
覚

に
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
で
す

が
、「
隣
の
張
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と

教
え
て
も
ら
お
う
」
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
が
あ
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

【
張
】
そ
う
で
す
ね
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
き
っ
と
楽
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

【
中
村
】
阿
部
会
長
は
今
の
お
話

を
聞
い
て
い
か
が
で
す
か
。

【
阿
部
】
今
日
ご
出
席
の
方
は
皆

さ
ん
来
日
し
て
長
い
ベ
テ
ラ
ン
で

す
ね
。
や
は
り
日
本
語
や
日
本
の

文
化
を
理
解
す
る
こ
と
に
は
時
間

が
か
か
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
張
さ
ん
か
ら

お
話
を
い
た
だ
い
た
自
分
の
子
ど

も
の
紹
介
の
こ
と
で
す
が
、
日
本

人
の
「
謙
虚
」
と
い
う
言
葉
に
関

連
す
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。「
謙

虚
」
と
い
う
の
は
少
し
一
歩
下

が
っ
て
、
お
先
に
ど
う
ぞ
、
み
た

い
に
控
え
る
こ
と
で
す
が
、
本
当

は
こ
う
言
い
た
い
と
い
う
の
が
日

本
人
に
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
段

下
が
っ
た
言
い
方
を
す
る
。
行
動

も
多
分
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
の
も
文
化
で
あ
り
、
大
切

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
。

■
地
域
で
共
に
暮
ら
す

【
中
村
】
地
域
で
暮
ら
す
外
国
人

が
増
え
る
中
で
、
感
じ
て
い
る
こ

と
や
考
え
て
い
る
こ
と
、
実
践
し

て
い
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
。

【
阿
部
】
私
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、

外
国
の
人
は
以
前
は
一
人
も
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
５
、
６
年
前

く
ら
い
か
ら
増
え
て
き
ま
し
た
。

最
初
は
４
、
５
軒
で
し
た
が
、
１
、

２
年
経
つ
と
倍
に
な
っ
て
、
今
は

15
軒
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
で
、
マ

ン
シ
ョ
ン
で
ち
ょ
う
ど
そ
の
人
た

ち
と
鉢
合
わ
せ
を
し
た
と
き
に
、

顔
は
見
る
け
れ
ど
も
、
お
互
い
に

挨
拶
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

乗
り
合
わ
せ
て
も
、
一
応
見
は
す

る
け
れ
ど
も
、と
い
う
感
じ
で
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
自
治
会
を

作
っ
た
と
き
か
ら
「
住
み
よ
い
」

と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
24
年

や
っ
て
き
ま
し
た
。「
住
み
よ
い
」

と
い
う
の
は
「
暮
ら
し
や
す
い
」

と
同
じ
、
イ
コ
ー
ル
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
暮
ら
し
の
中
で
は
、
例

え
ば
災
害
や
防
災
の
こ
と
な
ど

で
、
高
齢
の
人
や
障
害
の
あ
る
人

は
特
に
困
る
こ
と
が
あ
る
と
想
像

で
き
ま
す
が
、
そ
の
人
た
ち
を
支

え
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討

が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
外
国
人

も
増
え
て
い
る
状
況
で
し
た
。
そ

う
し
た
中
で
考
え
た
の
が
「
挨
拶

運
動
」
で
す
。
何
の
関
係
も
な
い

と
、
何
か
困
っ
た
と
き
に
誰
に
も

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

し
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
聞
け
ま
せ
ん
よ
ね
。
だ
か
ら
挨

拶
を
し
て
、
挨
拶
を
し
て
い
る
う

ち
に
、
次
の
段
階
で
は
も
う
一
言

付
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
な
関
係
に

な
れ
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
こ
の
取
組
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に

掲
示
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
こ
と
を
な

か
ラ
ウ
ン
ジ
に
相
談
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
取
組
を
始
め
て
か
ら

３
年
目
く
ら
い
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の

ほ
と
ん
ど
の
人
は
挨
拶
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
外
国
人
か
否
か
に
か
か
わ

ら
ず
、「
住
み
よ
い
＝
暮
ら
し
や

す
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
目

は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
二
つ
目

は
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
、
三
つ

目
は
楽
し
く
暮
ら
せ
る
。
大
き
く

こ
の
３
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
感
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
挨
拶
も
必

要
で
す
よ
ね
。
そ
こ
か
ら
お
互
い

に
見
守
る
と
い
う
関
係
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
中
村
】「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
・

気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
・
楽
し
く

暮
ら
せ
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
外
国
人
に
も
共
通
す
る
テ
ー

マ
で
も
あ
る
の
で
は
と
、
お
話
を

伺
っ
て
い
て
思
い
ま
し
た
。

【
阿
部
】
み
ん
な
が
教
え
合
え
る

関
係
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
し
、

そ
れ
が
普
通
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

周
り
か
ら
聞
く
話
で
は
、
外
国

の
方
向
け
に
い
ろ
い
ろ
な
貼
り
紙

を
し
た
と
か
、
そ
う
い
う
話
も
聞

き
ま
す
が
、
結
局
は
外
国
人
は
自

分
た
ち
の
文
化
や
習
慣
、
生
活
に

合
っ
た
や
り
方
で
生
活
し
て
、
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

人
も
い
る
、
と
い
う
訳
で
す
よ

ね
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

が
日
本
と
違
う
と
い
う
の
が
頭
で

分
か
っ
て
い
て
も
、「
自
分
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
や
ら
な
い
、
ル
ー

ル
違
反
」
と
い
う
こ
と
が
先
に
頭

に
あ
っ
て
、
不
満
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
少

し
冷
静
に
考
え
る
と
、
自
分
た
ち

が
外
国
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
や

は
り
周
り
を
見
て
合
わ
せ
る
だ
ろ

う
と
日
本
人
は
思
い
ま
す
が
、
で

も
仕
方
な
い
。
分
か
っ
て
も
ら
う

し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
中
村
】
そ
う
で
す
ね
、
歩
み
寄

る
こ
と
で
す
よ
ね
。

【
阿
部
】
最
低
限
の
こ
と
は
分

か
っ
て
も
ら
う
し
か
な
い
け
れ
ど

も
、
ど
う
や
っ
て
理
解
し
て
も
ら

う
の
か
と
い
う
の
が
課
題
で
す
よ

ね
。

■
多
文
化
共
生
の
取
組
か
ら

【
中
村
】
区
役
所
の
多
文
化
共
生

に
関
す
る
事
業
で
は
、
な
か
ラ
ウ

ン
ジ
も
関
わ
っ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
小
池
さ
ん
、
ご
紹
介
を

い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
小
池
】
は
い
。
先
ほ
ど
阿
部
会

長
か
ら
お
話
の
あ
っ
た
「
挨
拶
運

動
」
で
な
か
ラ
ウ
ン
ジ
に
ご
相
談

い
た
だ
い
た
こ
と
も
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
事
例
で
す
が
、
外



65 ■ 特集・外国人材の受入れと多文化共生の推進

65
国
の
方
で
も
「
地
域
の
方
の
何
か

役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
形
に
し
て
、
外
国
の
方
が
地
域

の
お
手
伝
い
を
す
る
仕
組
み
を
つ

く
れ
た
ら
と
い
う
こ
と
で
、
多
文

化
共
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
事

業
と
い
う
も
の
を
平
成
30
年
度
か

ら
始
め
ま
し
た
。
元
々
な
か
ラ
ウ

ン
ジ
に
は
日
本
語
教
室
や
学
習
支

援
教
室
（
※
２
）
に
関
連
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
制
度
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
実
際
に
そ
う
い
っ

た
方
が
地
域
に
出
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
か
ら
の
イ

ベ
ン
ト
の
案
内
や
チ
ラ
シ
、
防
災

訓
練
や
夏
祭
り
に
参
加
す
る
外
国

の
方
へ
の
対
応
と
い
う
こ
と
で
、

翻
訳
や
通
訳
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
は

山
下
町
の
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
グ
ル
ー
プ
で
参

加
を
し
て
、
ブ
ー
ス
を
一
つ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ブ
ー
ス
で

は
、
ご
み
の
分
別
を
覚
え
て
も
ら

お
う
と
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
の
中
に

い
ろ
い
ろ
な
ご
み
を
入
れ
た
分
別

の
釣
り
堀
ゲ
ー
ム
を
し
た
の
で
す

が
、
お
子
さ
ん
た
ち
や
外
国
人
の

方
、
ご
家
族
連
れ
の
方
な
ど
が
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
す
ご
く
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
こ
の
活
動
に
関
わ
っ
て

く
れ
て
い
る
の
は
主
に
な
か
ラ
ウ

ン
ジ
の
学
習
支
援
教
室
の
卒
業
生

な
ど
、
支
援
を
受
け
て
き
た
若
者

た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
外
国
の
方
が
支
援
を

受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
両
方
の

言
語
が
で
き
る
こ
と
を
生
か
し
て

今
度
は
地
域
の
中
で
活
躍
す
る
、

と
い
う
よ
う
な
広
が
り
に
も
っ
と

つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
中
村
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
な
か
ラ
ウ
ン
ジ
が
参
加
し
た

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
埋
地

地
区
の
餅
つ
き
大
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
こ
に
は
毛
さ
ん
や
林
さ

ん
も
参
加
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。

い
ろ
い
ろ
な
感
想
を
持
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
毛
さ
ん
は
い
か
が

で
し
た
か
。

【
毛
】
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
、

地
域
の
方
と
関
わ
り
が
で
き
て
、

お
餅
を
作
る
と
い
う
一
つ
の
目
標

に
向
か
っ
て
み
ん
な
で
一
緒
に
頑

張
る
と
い
う
と
き
に
は
、
自
分
は

外
国
人
で
あ
る
と
か
な
い
と
か
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
林
】
毛
さ
ん
は
お
餅
を
つ
い
た

り
も
し
て
い
た
の
で
す
が
、
お
餅

を
作
る
方
に
も
参
加
し
て
い
て
、

地
域
の
方
た
ち
に
よ
く
溶
け
込
ん

で
い
ま
し
た
。
ど
こ
に
い
る
の
と

探
す
く
ら
い
に
。
と
て
も
楽
し
そ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。

【
阿
部
】
餅
は
臼
と
杵
で
つ
い
て

作
る
け
れ
ど
、
あ
の
と
き
、
つ
い

て
い
た
ら
杵
の
先
っ
ぽ
が
欠
け
て

し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

【
中
村
】
阿
部
会
長
、
今
だ
か
ら

言
え
ま
す
け
ど
、
そ
れ
を
壊
し
た

の
は
彼
女
（
毛
さ
ん
）
だ
っ
た
ん

で
す
よ
。

【
毛
】
ち
ょ
っ
と
力
が
・
・
・

【
一
同
】（
笑
）

【
中
村
】
毛
さ
ん
か
ら
の
言
葉
に

あ
っ
た
よ
う
に
、
多
分
、
自
分
は

学
校
で
も
ど
こ
に
い
て
も
、
常
に

外
国
人
と
し
て
生
き
て
い
る
。
で

も
あ
の
と
き
、
あ
の
場
で
は
そ
う

い
う
感
じ
は
し
な
か
っ
た
と
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
毛
さ
ん
が
一
番

最
初
に
私
に
言
っ
た
の
は
、「
全

然
外
国
に
い
る
感
じ
は
し
な
か
っ

た
」、「
ま
る
で
自
分
の
ふ
る
さ
と

に
い
る
よ
う
だ
っ
た
」、「
参
加
し

て
す
ご
く
良
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

【
阿
部
】
そ
う
い
う
気
持
ち
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
ち
ら
は
分

か
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
日

本
人
へ
も
こ
う
い
う
こ
と
を
知
ら

せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

【
中
村
】
こ
ち
ら
も
ち
ゃ
ん
と
お

伝
え
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す

ね
。

【
阿
部
】
ま
た
１
月
に
や
り
ま
す

か
ら
、
是
非
。

【
中
村
】
今
度
は
壊
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
ね
。

【
一
同
】（
笑
）

【
中
村
】
そ
の
他
の
活
動
で
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

【
林
】Rainbow

ス
ペ
ー
ス
と
い

う
活
動
が
始
ま
っ
て
１
年
目
に
、

初
め
て
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た

の
が
、
確
か
埋
地
地
区
で
の
防
災

訓
練
の
活
動
で
し
た
。
私
も
来
日

し
て
長
い
で
す
が
、
初
め
て
そ
の

と
き
に
「
地
域
の
一
員
で
も
あ
る

私
」
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
か

も
し
れ
な
い
で
す
。

【
中
村
】
そ
れ
を
も
っ
と
多
く
の

外
国
人
に
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
よ

ね
。
そ
の
た
め
に
、
な
か
ラ
ウ
ン

ジ
で
も
広
報
な
ど
に
も
っ
と
力
を

入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
に
来
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す

ね
。

【
林
】
実
際
に
翻
訳
さ
れ
た
チ
ラ

シ
を
見
て
参
加
し
た
と
い
う
人
も

何
人
か
い
ま
し
た
。
学
習
支
援
教

室
の
卒
業
生
た
ち
も
、
活
動
に
参

加
し
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

や
っ
て
み
た
い
と
な
か
ラ
ウ
ン
ジ

に
相
談
に
来
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
サ
イ
ク
ル
が
で
き
つ
つ

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
中
村
】
先
日
、
な
か
ラ
ウ
ン
ジ

主
催
の
中
区
多
文
化
フ
ェ
ス
タ

（
※
３
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
は
彼
女
た
ち
が
自
分
た
ち
の

ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
映
画
に
し

た
も
の
を
上
映
し
ま
し
た
。
ま

た
、Rainbow

ス
ペ
ー
ス
の
事
業

で
は
、
自
己
表
現
や
、
地
域
活
動

を
通
し
て
日
本
の
文
化
や
社
会
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
通
し
て
、
感
想
な

ど
は
あ
り
ま
す
か
。

【
林
】
阿
部
会
長
の
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
「
安
心
・
気
持
ち
よ
く
・

楽
し
く
」
の
３
段
階
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
関
連
し
て
考
え
て
み
た
の
で

す
が
、
日
本
に
来
た
当
初
は
、
周

り
が
安
全
で
あ
れ
ば
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
中
区
に
来
た
ら
、
中

国
語
に
翻
訳
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ

ス
が
あ
っ
た
り
、
身
の
回
り
の
こ

と
が
難
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
と

思
い
ま
す
。
日
本
語
が
話
せ
な
く

て
も
、
私
た
ち
が
地
域
の
通
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
い
れ
ば
、
来
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て
く
れ
た
外
国
人
の
お
客
さ
ん

は
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
気
持
ち
よ

く
参
加
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
は
そ
の
活
動
の
中
で
は
イ
ベ

ン
ト
の
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
動

い
て
い
る
。
私
た
ち
に
と
っ
て

は
、
そ
れ
が
楽
し
く
暮
ら
せ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。

【
中
村
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
暮
ら
し
や
す
さ
」
と
い
う

の
は
、
や
は
り
国
籍
に
関
係
な

く
、
み
ん
な
が
多
分
望
ん
で
い
る

こ
と
で
、
き
っ
と
ゴ
ー
ル
は
同
じ

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

【
阿
部
】
や
は
り
、
外
国
の
人
た

ち
は
こ
う
い
う
人
で
、
こ
う
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
正
確
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
日
本
人
の
意
識
を

や
っ
ぱ
り
変
え
な
い
と
。
ど
う
し

て
い
く
の
が
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

【
中
村
】
例
え
ば
、
こ
の
間
の
中

区
多
文
化
フ
ェ
ス
タ
の
中
で
上
映

し
た
、
若
者
た
ち
が
作
っ
た
映
画

を
見
て
い
た
だ
く
と
か
は
ど
う
で

し
ょ
う
。

【
阿
部
】
あ
の
映
画
は
全
て
若
者

た
ち
の
自
作
と
聞
い
て
驚
き
ま
し

た
。
林
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て

作
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
少
し

時
間
が
長
い
け
れ
ど
。

【
一
同
】（
笑
）

【
阿
部
】
で
も
す
ご
く
よ
く
考
え

ら
れ
て
い
る
し
、
俳
優
も
上
手
だ

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
そ

の
後
ど
う
し
た
の
で
す
か
。

【
中
村
】
こ
れ
か
ら
区
役
所
な
ど

で
も
上
映
す
る
予
定
で
す
。

【
小
池
】
ま
ず
区
役
所
の
職
員
に

観
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
更
に
観
て
い
た

だ
く
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
阿
部
】
国
の
機
関
や
芸
術
関
係

な
ど
の
組
織
の
賞
な
ど
に
応
募
し

て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
全
国
の
人

に
観
て
も
ら
う
機
会
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
ま
ま
に
し
て

お
い
た
ら
も
っ
た
い
な
い
と
思
い

ま
す
。

【
中
村
】
や
は
り
観
て
も
ら
っ
て
、

理
解
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
す
よ
ね
。
よ
い
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
林
】あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
を
考
え
る

【
中
村
】
本
日
の
座
談
会
を
受
け

て
、「
暮
ら
し
や
す
さ
」
に
つ
い

て
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
に

つ
い
て
改
め
て
お
話
を
伺
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
張
】
私
は
「
き
っ
か
け
」
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。「
一
緒
に
○

○
し
ま
せ
ん
か
」
の
声
か
け
が
な

け
れ
ば
、
自
分
か
ら
参
加
し
た

り
、
地
域
に
入
っ
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
か
ラ

ウ
ン
ジ
のRainbow

ス
ペ
ー
ス
を

通
し
て
で
も
、
何
で
も
よ
い
の
で

す
が
、
何
か
そ
う
い
う
き
っ
か

け
、
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
っ
て
あ
げ

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
新

し
い
世
界
に
入
っ
て
い
く
の
は
怖

い
も
の
で
す
。

【
阿
部
】
そ
の
声
か
け
の
た
め
に

も
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で

い
る
こ
と
を
周
り
が
聞
い
て
あ
げ

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ま
ず

日
本
人
に
も
挨
拶
か
ら
始
め
て
も

ら
う
。
そ
う
し
て
い
け
ば
、
い
ず

れ
相
手
か
ら
も
口
を
開
い
て
く
れ

る
よ
う
な
状
態
に
な
る
で
し
ょ

う
。
時
間
が
か
か
る
こ
と
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

【
木
村
】
お
話
を
伺
っ
て
い
て
、

挨
拶
運
動
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
な
か
な
か
声
を
か
け
ら
れ
な

い
で
い
る
日
本
人
の
背
中
を
押
す

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
、
そ
う
い

う
も
の
も
必
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。

【
阿
部
】
自
分
が
よ
そ
に
引
っ
越

し
を
し
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
初
め
て
声
を
か
け
て
く
れ
た

人
と
か
、
例
え
ば
小
学
校
で
転
校

し
た
と
き
や
、
大
人
だ
っ
た
ら
転

勤
し
た
と
き
な
ど
に
、
初
め
て
親

切
に
し
て
く
れ
た
人
と
い
う
の
は

今
で
も
思
い
出
せ
ま
す
よ
ね
。
だ

か
ら
や
は
り
日
本
人
の
方
か
ら
働

き
か
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
は
親
よ
り
も
子
ど
も
の
ほ

う
が
日
本
語
を
分
か
っ
て
い
る
こ

と
も
多
い
の
で
、
日
本
人
と
外
国

人
の
両
方
の
若
い
人
た
ち
に
も

も
っ
と
意
識
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
毛
】
外
国
人
に
も
若
者
か
ら
高

齢
者
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま

す
。
先
ほ
ど
話
の
出
た
餅
つ
き
大

会
で
は
、
中
国
人
の
お
ば
あ
さ
ん

と
会
い
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
を
見
て

参
加
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

話
を
聞
く
と
、
毎
日
つ
ま
ら
な
い

生
活
を
送
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
が
集
ま
れ

る
よ
う
な
地
域
活
動
が
あ
っ
た
ら

よ
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
人
に
向
け
た
き
っ
か
け
づ
く

り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
林
】
参
加
に
当
た
っ
て
、
自
分

は
今
、
暮
ら
し
や
す
い
の
か
を
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
関

内
駅
の
近
く
で
は
中
国
の
お
店
が

増
え
て
き
て
い
て
、
中
国
語
だ
け

で
も
暮
ら
せ
る
環
境
が
実
は
揃
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
関
内

の
近
く
に
も
っ
と
お
店
が
増
え

て
、
衣
食
住
が
中
国
語
で
全
て
ま

か
な
え
る
よ
う
な
場
所
に
な
っ
た

こ
と
を
想
像
し
て
、
で
は
そ
れ
は

私
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
の
か

を
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
答
え
は

「
そ
う
で
は
な
い
」
と
思
い
ま
し

た
。
生
活
面
に
お
い
て
中
国
語
で

全
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
の

は
便
利
な
こ
と
で
す
が
、
で
は
楽

し
く
生
き
ら
れ
る
か
と
考
え
た
と

き
に
、「
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
」

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
経
験
か

ら
も
、
日
本
と
い
う
場
所
で
暮
ら

し
て
、
地
域
活
動
で
あ
っ
た
り
仕

事
で
あ
っ
た
り
、
日
本
社
会
と
つ

な
が
る
場
所
が
あ
る
こ
と
で
、
楽

し
さ
や
暮
ら
し
や
す
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

【
小
池
】
な
か
ラ
ウ
ン
ジ
の
役
割

と
し
て
、
暮
ら
し
や
す
さ
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
を
考
え
た
と
き

に
、
今
、
林
さ
ん
が
仰
っ
た
よ
う

に
、
自
分
が
外
国
に
行
っ
た
と
き

に
、
日
本
人
街
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
全
て
を
ま
か
な
え
て
し
ま
っ
た

ら
、
同
じ
気
持
ち
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
確
か
に

暮
ら
せ
は
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

国
に
溶
け
込
む
と
い
う
こ
と
ま
で

に
は
至
ら
な
い
で
す
よ
ね
。
外
国

の
方
が
日
本
に
来
た
と
き
、
ま
ず

は
不
安
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す

が
、
例
え
ば
母
国
語
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
な
ど
を
相
談
で
き
る
場
所

が
あ
る
こ
と
。
そ
の
役
割
を
中
区

で
言
え
ば
な
か
ラ
ウ
ン
ジ
が
担
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今

度
は
、
そ
の
人
た
ち
が
気
持
ち
よ

く
、
そ
し
て
楽
し
く
地
域
に
溶
け

込
む
た
め
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
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り
、
情
報
を
発
信
し
た
り
す
る
こ

と
も
、
一
つ
の
役
目
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
き
っ
か
け
づ
く

り
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

【
木
村
】
感
想
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
今
日
参
加
さ
れ
た
外
国

人
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
横
浜
に
住

ん
で
長
い
方
が
多
く
、
中
区
に
は

そ
う
い
っ
た
方
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
れ
が
中
区
の

強
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
中
区
が
行
っ
た
調
査
で
は
、

新
し
く
増
え
て
き
て
い
る
国
籍
の

方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
留
学
生
で

短
期
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
方

も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
た
ち

は
、
な
か
な
か
皆
さ
ん
の
思
う
よ

う
な
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
を
感
じ

る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
行
き
着
か
ず

に
帰
国
さ
れ
て
し
ま
う
方
も
多
い

の
で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
方
に
対
し
て
も
、
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
出
て

く
る
の
で
は
、
と
感
じ
ま
し
た
。

【
中
村
】
暮
ら
し
や
す
さ
を
感
じ

て
も
ら
う
た
め
に
、
な
か
ラ
ウ
ン

ジ
で
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
業
務
と

し
て
、
日
本
語
が
全
く
で
き
な
い

ま
ま
日
本
に
や
っ
て
き
た
方
な
ど

に
対
し
て
言
葉
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
、
正
確
な
情
報
を
伝
え
、
遠
回

り
し
な
い
解
決
の
道
筋
を
つ
け
て

い
く
よ
う
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
今

考
え
て
い
る
の
は
、
外
国
人
と
日

本
人
が
交
流
を
行
い
、
お
互
い
の

気
持
ち
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

「
き
っ
か
け
」
の
場
を
も
っ
と
創

出
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
お
互
い
が
歩
み
寄
り
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
創
り
出
せ
る
、
そ

う
い
う
街
に
な
れ
ば
、
お
互
い
に

暮
ら
し
や
す
い
街
に
な
る
の
か
な

と
、
そ
う
い
う
感
想
を
持
ち
ま
し

た
。

　

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

※
１　

Rainbow

ス
ペ
ー
ス

　

外
国
に
つ
な
が
る
若
者
の
た
め
の
居
場
所
。

外
国
に
つ
な
が
る
若
者
自
身
が
企
画
運
営
を

行
い
、
外
国
に
つ
な
が
る
若
者
た
ち
が
自
分

の
可
能
性
に
気
付
き
、
表
現
で
き
る
居
場
所

を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
29

年
12
月
か
ら
始
ま
っ
た
取
組
で
、
令
和
元
年

度
か
ら
は
な
か
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
事
業

と
な
る
。

※
２　

学
習
支
援
教
室

　

な
か
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
事
業
で
「
中

区
・
外
国
人
中
学
生
学
習
支
援
教
室
」
を

指
す
。
放
課
後
の
時
間
帯
に
初
期
日
本
語

や
国
語
、
数
学
、
英
語
等
の
学
習
を
支
援
す

る
。
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
学
習
支
援
教
室
の

卒
業
生
も
参
加
し
て
い
る
。

※
３　

中
区
多
文
化
フ
ェ
ス
タ

　

令
和
元
年
９
月
29
日
に
横
浜
市
開
港
記

念
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
中
区
お
よ
び
周
辺

地
域
に
住
む
外
国
人
と
日
本
人
が
交
流
す

る
場
」、「
多
様
な
文
化
に
触
れ
る
場
」、「
外

国
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
こ
ろ
の
『
お
も
い
』

を
表
現
す
る
場
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
。
今
回
で
９
回

目
の
開
催
と
な
る
。
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私
た
ち
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
希
望
を
見
い
出
せ
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　

~

多
文
化
共
生
を
推
進
す
る
た
め
の
必
要
条
件
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私
は
横
浜
市
立
大
学
で
１
９
９

７
年
か
ら
多
文
化
社
会
に
つ
い
て

学
生
と
共
に
考
え
る
授
業
を
担
当

し
、
今
年
で
23
年
目
に
な
り
ま

す
。
長
年
の
授
業
を
通
じ
て
、
私

が
得
た
実
感
は
、「
わ
か
ら
な
い

か
ら
、
わ
か
り
た
い
と
思
う
。
わ

か
ら
な
い
か
ら
、
問
い
か
け
続
け

る
。」
こ
と
が
、
多
様
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
々
が
集

ま
る
社
会
で
、
と
も
に
関
わ
り
合

い
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
の
必

要
条
件
で
あ
る
こ
と
で
す
。
多
様

性
が
境
界
線
を
幾
重
に
も
つ
く
り

出
し
た
り
、
ホ
ス
ト
社
会
の
や
り

方
に
強
制
的
に
同
化
さ
せ
多
様
性

を
見
え
な
く
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

で
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進
展

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
を
生
き

延
び
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人

類
社
会
全
体
と
し
て
、
私
た
ち
が

生
き
て
い
く
こ
と
の
本
質
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
教
え
る
前
は
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
西
海
岸
で
10
年
近
く

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
10
年

間
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
マ
ル

チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
（
多
文
化

主
義
）
が
社
会
の
主
流
な
考
え
方

と
し
て
誰
も
が
賛
成
し
て
い
た

（
も
し
く
は
、
賛
成
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
）
時
代
で
あ
り
、
な
ん

と
も
表
現
し
が
た
い
熱
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
私
が
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
た
大
学
が
、
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
と
い
う

こ
う
し
た
動
き
の
中
心
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
熱
気
や
興

奮
し
た
人
々
の
物
言
い
な
ど
が
未

だ
に
鮮
明
な
記
憶
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

み
ら
れ
る
官
製
の
多
文
化
主
義
政

策
と
は
違
い
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
総
称
さ
れ
た
人
々
の
草
の
根
か

ら
の
叫
び
声
に
も
似
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
社
会
を
動
か
し
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
過

程
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

こ
れ
か
ら
つ
く
り
出
さ
れ
る
社
会

は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
と
は
違
う

の
だ
と
い
う
混
沌
と
は
し
た
も
の

の
、希
望
に
満
ち
た
時
代
で
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
分
断
や
対
立
を
生
み
、

１
９
９
２
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
暴

動
（
蜂
起
）
や
そ
の
後
の
流
れ
に

よ
っ
て
、
保
守
的
な
雰
囲
気
が
醸

成
さ
れ
る
に
至
り
ま
す
。

　

一
方
、
私
が
帰
国
し
た
当
時
の

日
本
は
、
川
崎
市
で
外
国
人
市
民

代
表
者
会
議
が
発
足
し
た
り
、
定

住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
付
与
が

確
実
な
も
の
と
し
て
予
感
さ
れ
た

り
、そ
れ
ま
で
強
固
で
あ
っ
た「
国

籍
」
概
念
が
相
対
化
さ
れ
、
お
そ

ら
く
近
代
日
本
国
家
の
歴
史
の
中

で
、
も
っ
と
も
「
多
文
化
共
生
」

に
近
い
未
来
に
開
か
れ
た
状
況
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
で

も
２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
世
界

同
時
多
発
テ
ロ
以
降
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
同
様
、
流
れ
が
逆
行
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
「
多
文
化
共
生
」
社
会
と
は
、

未
だ
成
功
し
た
実
例
が
な
い
ほ

ど
、
流
動
的
か
つ
可
変
的
で
あ

り
、
一
歩
間
違
え
ば
、
対
立
軸
が

い
く
つ
も
あ
る
分
断
社
会
で
争
い

が
絶
え
な
い
状
況
を
生
み
出
し
ま

す
。
そ
の
間
違
い
は
、ど
う
も「
わ

か
り
や
す
い
」
社
会
で
生
き
た
い

と
い
う
、
人
間
の
本
能
に
も
似
た

習
性
が
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
言
い
換
え
る
と
、
た
っ
た
一

つ
の
正
解
や
正
義
が
あ
る
社
会
を

ど
こ
か
求
め
て
し
ま
う
よ
う
な
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

多
文
化
主
義
に
舵
取
り
を
し
た

社
会
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
場

合
、
分
断
化
を
生
み
出
し
、
排
除

や
排
斥
が
激
化
す
る
事
態
を
招

き
、
も
と
も
と
の
多
文
化
主
義
を

否
定
す
る
方
向
に
動
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
人
類
社
会
が
生
き

延
び
る
方
法
は
他
に
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
、
い
ま
だ
に
世
界
中

で
希
求
さ
れ
て
い
る
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
10
月

に
策
定
さ
れ
た
横
浜
市
中
期
４
か

年
計
画
（
２
０
１
８
─
２
０
２

１
）
で
も
、「
政
策
４　

グ
ロ
ー

バ
ル
都
市
横
浜
の
実
現
」
に
政
策

の
目
標
・
方
向
性
と
し
て
「
市
民

の
多
文
化
理
解
や
国
際
感
覚
醸
成

も
進
め
な
が
ら
、
日
本
語
支
援
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ
な
が

り
支
援
等
に
よ
り
、
在
住
外
国
人

と
の
多
文
化
共
生
を
一
層
推
進
し

ま
す
。」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
重
要
性
が

政
策
の
中
で
も
顕
在
化
し
て
き
て

執
筆滝

田　

祥
子

横
浜
市
立
大
学
国
際
総
合
科
学
部
教
授

（
多
文
化
社
会
論
担
当
）

ヨ
コ
ハ
マ
国
際
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

委
員
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い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
私
が

横
浜
市
の
多
文
化
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

作
成
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
と
昨

年
韓
国
で
多
文
化
政
策
の
実
態
に

触
れ
た
経
験
を
も
と
に
、
更
に
具

体
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

平
成
25
年
度
横
浜
市
外
国
人
住
民

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

　

本
特
集
の
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
報
告
の

最
後
に
も
、「
私
た
ち
は
今
、
多

文
化
共
生
ま
ち
づ
く
り
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
の
と
ば
口
に
立
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
社
会

を
目
指
し
て
い
く
の
か
。
そ
れ
が

問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
」（
20
ペ
ー

ジ
の
原
文
か
ら
要
約
）
と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
変
化

が
見
え
て
き
た
の
が
、
２
０
１
３

（
平
成
25
）
年
度
の
外
国
人
住
民

意
識
調
査
の
結
果
か
ら
で
し
た
。

横
浜
市
在
住
外
国
人
の
「
滞
在
の

長
期
化
」「
定
住
化
」「
家
族
滞
在
」

と
い
う
傾
向
が
顕
著
に
現
れ
、
日

本
語
に
習
熟
し
た
そ
の
先
の
生
活

の
部
分
を
具
体
的
に
知
る
た
め
、

私
は
東
京
女
子
大
学
の
石
井
恵
理

子
先
生
と
と
も
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
意
識
調

査
回
答
者
１
５
０
５
名
の
う
ち
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
協
力
し
た

い
と
い
う
回
答
が
２
２
２
名
も
寄

せ
ら
れ
た
と
い
う
の
も
、
調
査
さ

れ
る
側
の
「
外
国
人
住
民
」
か
ら

の
ラ
ブ
コ
ー
ル
の
よ
う
に
も
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
予
算
と
時
間
の
都

合
で
24
名
の
方
に
市
役
所
会
議
室

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
、
様
々

な
困
難
を
抱
え
な
が
ら
も
、「
自

分
た
ち
の
声
を
聞
い
て
く
れ
る
だ

け
で
嬉
し
い
」
と
言
っ
て
来
て
く

れ
ま
し
た
。
行
政
の
施
策
に
対
す

る
不
満
が
多
く
聞
か
れ
る
の
か
も

し
れ
な
い
と
最
初
は
構
え
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
発
言
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
横
浜
市
で
生
活
す

る
中
で
気
づ
い
た
日
本
社
会
の
特

徴
や
壁
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
た
工

夫
の
数
々
な
ど
、
一
人
一
人
の
ユ

ニ
ー
ク
な
人
生
の
軌
跡
が
生
き
生

き
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

れ
は
、
話
を
聞
き
取
っ
た
私
た
ち

の
意
識
も
変
え
る
ほ
ど
の
強
い
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
３
か

月
に
わ
た
り
、
一
人
１
、
２
時
間

か
け
て
聞
き
取
っ
た
ラ
イ
フ
ス

ト
ー
リ
ー
は
、
そ
の
後
の
多
文
化

社
会
論
の
授
業
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。
横
浜
市
の
人
権
研
修
で
も

使
わ
せ
て
い
だ
だ
き
、
そ
の
ご
縁

で
中
区
の
多
文
化
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

づ
く
り
に
も
関
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

中
区
多
文
化
共
生
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
実
践

　

中
区
は
、
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
度
に
「
み
ん
な
ヨ
コ
ハ
マ

中
区
人
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
向
け
、「
外
国
人
と
と
も
に

暮
ら
す
ま
ち
」
の
あ
る
べ
き
姿
を

職
員
が
共
有
し
ま
し
た
。
①
多
文

化
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
②
尊
重
、
③

社
会
参
加
、
の
３
本
柱
か
ら
な
る

行
動
計
画
を
つ
く
り
、
区
役
所
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
み
ず

か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
す
る
皆
様

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う
一
文

を
第
１
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
年

度
末
に
寄
せ
ま
し
た
。
少
々
長
い

で
す
が
、
そ
の
原
文
を
一
部
抜
粋

し
て
こ
こ
に
載
せ
ま
す
。

　
『
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は

行
政
職
員
で
あ
る
一
人
一
人
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
と
そ
の
方
々

が
所
属
す
る
課
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
第

６
回
と
第
７
回
に
行
っ
た
ア
ク

シ
ョ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
学
習
会
や
検
討
会
で
新
た

に
知
り
得
た
知
識
と
事
実
に
立
脚

し
つ
つ
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
仲
間
に
よ
る
問
い
か
け
合
い

に
よ
っ
て
、
日
々
の
問
題
を
見
る

視
点
を
少
し
ず
ら
し
、問
題
の「
再

定
義
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
チ
ー
ム
と
し
て
異
な
る
課
の

間
で
の
連
携
や
協
働
の
可
能
性
を

さ
ぐ
り
、
机
上
の
空
論
や
理
想
論

で
終
わ
ら
せ
な
い
現
実
的
に
実
行

可
能
な
行
動
計
画
（
検
討
会
の
中

で
は
〝
お
蔵
入
り
サ
イ
ク
ル
〟
を

回
さ
な
い
、
と
い
う
言
葉
で
表
さ

れ
て
い
ま
し
た
）
を
立
て
ま
し

た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
は

イ
ギ
リ
ス
の
レ
グ
・
レ
バ
ン
ス
が

発
案
し
た
「
対
立
を
生
ま
な
い
対

話
」の
手
法
で
、チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

同
士
の
問
い
か
け
合
い
に
よ
っ

て
、
目
の
前
の
問
題
の
本
質
的
な

姿
を
精
査
し
、
新
た
に
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
問
題
像
か
ら
、
問
題

解
決
後
の
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
を
想

像
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
向
け

て
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
つ
く
る
過
程
で
、「
そ
う
す
る

よ
う
に
言
わ
れ
る
か
ら
で
は
な

く
、
そ
う
し
た
い
と
思
い
行
動
す

る
」
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
い

く
の
で
す
。
今
回
の
『
中
区
多
文

化
共
生
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
』
は
そ
う
し
た
経
緯
で
つ
く
ら

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

の
プ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ

ま
で
に
様
々
な
地
方
自
治
体
か
ら

出
さ
れ
た
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
の

い
ず
れ
と
も
違
う
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
な
の
で
す
。

　

機
を
同
じ
く
し
て
、
私
も
策
定

委
員
と
し
て
関
わ
っ
た
「
横
浜
市

多
文
化
共
生
ま
ち
づ
く
り
指
針
～

創
造
的
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
素
案
に
関

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
、

「
全
体
に
素
晴
ら
し
い
理
念
が
表

現
さ
れ
て
い
る
が
、
役
所
は
具
体

的
に
何
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
趣
旨
の
意
見
が
散
見
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さ
れ
ま
し
た
。
中
区
役
所
は
、
横

浜
市
の
指
針
を
先
取
り
し
、
独
自

の
手
法
で
よ
り
具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
ま
し

た
。
さ
あ
、
今
こ
こ
か
ら
横
浜
市

指
針
と
中
区
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

が
行
動
期
間
と
し
て
設
定
し
て
い

る
３
年
間
が
始
ま
り
ま
す
。
仲
間

と
と
も
に
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
前

へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
。』

　

ア
ク
シ
ョ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、

問
題
提
起
に
対
し
て
、
質
問
を
つ

な
い
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
多

様
な
メ
ン
バ
ー
の
視
点
を
生
か

し
、
一
人
で
は
見
え
て
い
な
か
っ

た
問
題
の
本
質
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
気
づ
く
と
い
う
手
法
で

す
。そ
し
て
、そ
の
気
づ
き
に
従
っ

て
、
行
動
す
る
計
画
を
立
て
実
行

し
、
そ
の
実
践
を
再
び
反
省
的
に

検
討
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
プ
ラ
ン
は
つ
く

る
が
行
動
が
伴
っ
て
い
な
い
事
例

が
多
か
っ
た
横
浜
市
の
多
文
化
共

生
政
策
で
す
が
、
こ
の
中
区
の
取

組
は
具
体
的
な
行
動
が
伴
っ
て
い

た
と
い
う
点
で
画
期
的
で
し
た
。

　

こ
の
流
れ
を
更
に
進
め
て
い
く

た
め
に
、
２
０
１
８
年
11
月
に
日

本
同
様
に
国
民
の
均
質
性
の
高
い

隣
国
韓
国
の
多
文
化
政
策
の
先
進

事
例
の
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

韓
国
の
多
文
化
政
策
の
現
状

　

ソ
ウ
ル
に
到
着
し
て
す
ぐ
、
市

内
の
様
子
を
滞
在
先
の
ホ
テ
ル
か

ら
市
場
、
繁
華
街
、
ソ
ウ
ル
市
庁

舎
周
辺
ま
で
歩
い
て
探
索
し
ま
し

た
。
町
の
住
民
が
明
ら
か
に
外
見

の
違
う
外
国
人
に
対
し
て
、
と
て

も
自
然
な
応
対
の
仕
方
を
し
て
い

る
こ
と
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。
私

は
、
１
９
８
８
年
、
２
０
０
１
年

に
ソ
ウ
ル
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
訪
問
時
と

比
べ
て
明
ら
か
な
違
い
を
体
感
し

た
の
で
す
。
大
韓
民
国
歴
史
博
物

館
の
展
示
で
は
、
現
在
に
至
る
歴

史
が
、
特
に
外
国
人
移
民
受
入
れ

の
実
態
や
外
国
人
の
人
権
を
考
慮

し
た
政
策
の
数
々
と
と
も
に
展
示

の
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
展
示
を
各
国
語
で
案
内
す
る

ツ
ア
ー
も
毎
日
あ
り
ま
す
。

　

富
川
市
の
多
文
化
家
族
支
援
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。
近
年

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
近

隣
の
ホ
ス
ト
社
会
住
民
の
意
識
を

変
え
る
こ
と
に
あ
り
、
多
文
化
家

族
は
支
援
の
必
要
な
か
わ
い
そ
う

な
人
た
ち
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
、「
郷
に
入
れ
ば
郷

に
従
え
」
と
い
う
ホ
ス
ト
社
会
が

こ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
認
識
を
変

革
す
る
こ
と
を
焦
点
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
ホ
ス
ト
社
会
が
多
文

化
家
族
に
対
し
て
自
然
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
「
美
し
い
心
の
通
い

合
い
で
こ
の
社
会
を
一
緒
に
作
っ

て
い
く
」
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
ウ
ル
市
外
国
人
市
民

会
議
代
表
者
の
主
催
す
る
多
文
化

フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
て
代
表
の
方

と
お
話
し
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
に
設
立
さ
れ
、

こ
の
間
１
か
月
に
１
回
程
度
の
会

合
を
重
ね
様
々
な
政
策
提
言
を
ソ

ウ
ル
市
庁
の
職
員
と
共
に
作
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。
ソ
ウ
ル
市
が
一

番
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
移
民

の
「
力
量
強
化
」
政
策
で
、
そ
の

一
環
と
し
て
こ
の
会
議
が
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議
が

で
き
た
き
っ
か
け
は
、
ソ
ウ
ル
市

が
国
際
結
婚
の
離
婚
率
が
高
い
こ

と
を
『
問
題
』
と
考
え
、
異
文
化

理
解
の
た
め
の
一
つ
の
施
策
と
し

て
考
案
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

な
に
か
『
問
題
』
が
あ
る
と
、

そ
れ
に
対
し
て
行
動
を
と
る
姿
勢

は
、
他
の
多
文
化
政
策
に
も
共
通

し
て
い
ま
す
。『
問
題
』
に
対
し

て
対
処
し
つ
つ
、『
問
題
』
の
形

が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

再
定
義
し
、
ど
ん
ど
ん
変
化
を
生

ん
で
い
く
の
が
韓
国
の
多
文
化
共

生
へ
の
姿
勢
の
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
現
地
で
お
目
に
か
か
っ
た
日

本
人
の
方
か
ら
は
、「
韓
国
は
民

主
社
会
だ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
変
化

を
し
て
い
く
」、「
未
来
の
こ
と

は
、
想
像
し
て
も
わ
か
ら
な
い
。

一
歩
ず
つ
と
り
あ
え
ず
行
動
し
、

変
化
を
う
み
、ま
た
、立
ち
止
ま
っ

て
考
え
て
い
く
と
い
う
の
が
政
策

の
基
本
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
行
政

の
あ
り
方
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し

た
。

　

ソ
ウ
ル
市
内
の
タ
ソ
ン
観
光
高

等
学
校
は
２
０
１
２
年
に
設
立
さ

れ
た
学
校
で
、
多
文
化
の
子
供
を

対
象
に
教
科
学
習
と
専
門
職
業
教

育
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
設

立
の
き
っ
か
け
は
、
学
校
に
通
う

こ
と
の
難
し
い
「
学
校
の
外
の
子

供
達
」
と
い
う
『
問
題
』
が
当
時

あ
り
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に

ソ
ウ
ル
市
、
ソ
ウ
ル
市
教
育
部
と

韓
国
教
育
長
が
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
※
１
）

を
結
ん
で
設
立
し
た
特
性
高
校
で

す
。
学
費
は
す
べ
て
ソ
ウ
ル
市
か

ら
補
填
さ
れ
て
い
る
の
で
、
無
料

で
す
。
ソ
ウ
ル
市
が
結
婚
移
民
の

女
性
が
通
訳
資
格
を
と
る
こ
と
を

全
額
援
助
し
て
お
り
、
資
格
を

取
っ
た
後
に
こ
の
学
校
で
韓
国
語

が
不
自
由
な
生
徒
の
学
習
補
助
に

入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
正
規
の
給

与
を
支
払
っ
て
い
る
点
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
頼
っ
て
い
る
日
本
と

大
き
く
違
い
ま
す
。
こ
う
し
た
学

校
で
は
、
母
国
を
離
れ
て
暮
ら

し
、
家
庭
環
境
も
複
雑
な
子
供
た

ち
に
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
芸
術

や
音
楽
を
取
り
入
れ
た
心
理
的
な

支
援
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
る
こ

と
も
日
本
と
違
う
特
徴
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
演
劇
を
教
育
に
取

り
入
れ
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
全

※
１　

Ｍ
Ｏ
Ｕ
（M

em
orandum

 of 
understanding

）
了
解
覚
書
。
韓
国
社
会

で
は
異
な
る
２
団
体
（
行
政
団
体
に
限
ら
ず
）

が
共
同
で
行
動
す
る
場
合
、
そ
の
行
動
内
容

に
つ
い
て
お
互
い
の
了
解
を
文
章
化
す
る
こ
と

を
日
本
と
比
較
す
る
と
頻
繁
に
行
っ
て
い
る

印
象
が
あ
る
。



71 ■ 特集・外国人材の受入れと多文化共生の推進

71
て
国
が
援
助
し
て
い
る
活
動
だ
そ

う
で
す
。
同
じ
よ
う
な
学
校
で
あ

る
ソ
ウ
ル
オ
ン
ド
リ
ー
ム
教
育
セ

ン
タ
ー
は
、
２
０
１
５
年
に
現
代

財
閥
の
全
面
出
資
で
設
立
さ
れ
た

そ
う
で
、
民
間
か
ら
の
財
政
援
助

も
潤
沢
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

ソ
ウ
ル
市
庁
舎
で
ソ
ウ
ル
市
の

多
文
化
共
生
部
門
課
長
の
ベ
ト
ナ

ム
人
フ
ァ
ム
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
市
で
は
多
文
化

政
策
を
担
当
し
て
い
る
部
署
の
専

任
職
員
が
21
名
（
う
ち
外
国
出
身

４
名
）
お
り
、
年
間
予
算
は
２
０

０
億
ウ
オ
ン
（
約
20
億
円
）。
こ

の
部
門
の
目
的
は
４
つ
で
、
①
外

国
人
の
人
権
を
守
る
、
②
多
文
化

家
庭
が
安
全
に
韓
国
社
会
に
定
着

す
る
、
③
外
国
人
住
民
自
身
の
力

量
強
化
、
④
韓
国
人
と
外
国
人
の

交
流
を
促
進
す
る
、
こ
と
で
す
。

こ
の
部
署
が
で
き
た
当
初
は
韓
国

語
支
援
に
重
点
を
置
い
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
今
は
多
様
性
の
確
保

と
子
供
た
ち
へ
の
支
援
に
シ
フ
ト

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ホ
ス
ト
社
会
が
変
化
し
て
き
て
、

多
様
性
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
自

然
に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
る

そ
う
で
す
。
放
送
や
メ
デ
ィ
ア
の

役
割
も
大
き
く
、
そ
の
雰
囲
気
を

醸
成
し
て
お
り
、
一
般
市
民
が
、

外
国
人
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る

こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
感
じ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ソ
ウ
ル
市
の
外
国
人
総
合
支
援
機

関
ソ
ウ
ル
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー

に
は
、
外
国
人
が
移
住
す
る
と
き

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
一
つ
の
ビ

ル
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
形
で
揃
っ

て
お
り
、
大
変
便
利
な
機
関
で
、

サ
ー
ビ
ス
は
韓
国
語
教
育
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
含
め
て
全
て
無
料

で
提
供
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

動
き
な
が
ら
つ
く
る
新
し
い
よ
こ

は
ま

　　

韓
国
は
１
９
９
７
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ

経
済
危
機
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
単
一
民

族
主
義
に
よ
り
異
質
な
人
々
を
排

斥
す
る
態
度
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
認
識
の
一
大
転
換
が
起
き
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
は
国
民
全
体
を

巻
き
込
ん
だ
世
界
観
の
変
化
で
、

固
定
化
し
た
国
家
観
か
ら
流
動
的

か
つ
相
互
調
整
的
な
プ
ロ
セ
ス
を

生
き
る
国
家
観
へ
の
転
換
で
す
。

流
動
的
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
常
に
出

会
い
続
け
る
こ
と
だ
と
も
言
え
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
世
界
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
だ
と
思
っ
て
い
る
私
た
ち

も
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
力
量
を

つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
よ
う
な
世
界
観
は
、
本

稿
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
横

浜
市
職
員
の
方
々
か
ら
は
想
像
も

し
て
い
な
い
、
想
定
外
の
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
世
界
の

潮
流
を
見
て
き
た
私
に
は
、
韓
国

が
今
ま
さ
に
試
み
つ
つ
、
成
功
し

て
い
る
多
文
化
共
生
の
あ
り
方

が
、
様
々
な
解
を
検
討
し
た
先
に

行
き
着
く
、
納
得
解
の
よ
う
な
気

が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
も
韓

国
も
後
発
的
移
民
受
入
れ
国
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
欧
米
の
先
発
的
移

民
受
入
れ
国
の
失
敗
を
見
な
が

ら
、
様
々
な
施
策
を
と
っ
て
き
ま

し
た
。
日
本
と
韓
国
が
こ
こ
ま
で

違
っ
た
道
を
歩
ん
で
い
る
こ
と

は
、
韓
国
の
方
が
日
本
よ
り
後
に

移
民
受
入
れ
対
策
を
取
り
始
め
た

と
い
う
運
命
の
い
た
ず
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
多
文
化
政
策
を
取

り
、
成
功
し
て
い
る
国
が
少
な
い

だ
け
に
、
韓
国
の
動
向
を
こ
れ
か

ら
も
注
意
深
く
見
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

人
権
と
い
う
芯

　

本
特
集
の
外
国
人
の
人
権
に
つ

い
て
の
コ
ラ
ム
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、「
そ
も
そ
も
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
違
う
条
件
の
も
と
に
生
ま

れ
ま
す
。
国
籍
や
文
化
の
違
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
横
浜
市
民
と

し
て
、
互
い
を
理
解
し
、
日
本
人

も
外
国
人
も
と
も
に
地
域
社
会
を

支
え
る
主
体
と
な
る
よ
う
、
一
人

ひ
と
り
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し

合
い
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。」
そ
う
し
た
社

会
は
、
再
び
本
稿
で
引
用
し
た
Ｙ

Ｏ
Ｋ
Ｅ
の
項
の
締
め
く
く
り
の
言

葉
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
住
民
の

多
様
性
が
地
域
の
個
性
と
し
て
好

感
さ
れ
、
同
時
に
ま
と
ま
り
を
欠

く
こ
と
な
く
相
互
に
認
め
合
い
・

支
え
合
う
社
会
は
ど
う
だ
ろ
う
。

参
考
に
し
た
い
の
が
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
の
日

本
代
表
チ
ー
ム
。
多
様
で
あ
り
な

が
ら
一
体
感
も
あ
る
チ
ー
ム
の
姿

は
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
新
し

い
「
チ
ー
ム
づ
く
り
」
の
道
の
り

は
平
坦
で
は
な
い
が
、
未
来
を
見

据
え
て
本
格
的
に
取
り
組
む
時
期

を
迎
え
て
い
る
。」
１
９
８
１
年

か
ら
横
浜
の
多
文
化
社
会
に
寄
り

添
い
、
関
わ
り
続
け
て
き
た
Ｙ
Ｏ

Ｋ
Ｅ
だ
か
ら
こ
そ
気
付
け
た
、
現

実
の
体
験
に
根
付
い
た
力
強
い
決

意
表
明
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

先
の
社
会
に
希
望
を
持
つ
と
し
た

ら
、
流
動
性
に
伴
う
わ
か
ら
な
さ

に
耐
え
る
力
量
が
必
要
で
す
。
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私
た
ち
は
、
後
述
す
る
関
係

者
の
協
力
を
得
て
、『
セ
ベ
ラ
ン

プ
ラ
イ
市
の
歴
史
・
自
然
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
─「
横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
」

新
興
国
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転
─
』

連
携
事
業
を
２
０
１
５
年
12
月

か
ら
２
０
１
８
年
12
月
ま
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
草
の
根
技
術
協

力
事
業
」
と
し
て
行
っ
た
。
本

稿
で
は
そ
の
成
果
を
異
文
化
交

流
の
記
録
と
合
わ
せ
て
報
告
す

る
。

１
．
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
横
浜
の

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
や
技

術
を
マ
レ
ー
シ
ア
・
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ

イ
市
に
応
用
可
能
な
形
で
移
転

す
る
も
の
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
、

付
属
設
備
等
の
制
作
支
援
と
職

員
の
専
門
的
研
修
で
あ
っ
た
。

　

横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
は
、
１

９
６
０
年
代
か
ら
の
都
市
づ
く

り
構
想
（
６
大
事
業
）
に
端
を

発
す
る
「
魅
力
と
個
性
あ
る
」

横
浜
ら
し
い
都
市
を
つ
く
る
活

動
で
あ
る
。
車
や
経
済
が
優
先

さ
れ
る
都
市
が
主
流
の
当
時
、

「
人
が
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
提
唱
、
歩
行
者
を
優
先
し
、

歴
史
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
な
ど
、
日
本
の
み

な
ら
ず
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
評

価
も
高
い
。
今
に
続
く
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
行
政
だ
け
で
な
く
、
協
働

し
て
い
る
民
間
の
コ
ン
サ
ル
や
大

学
と
いっ
た
官
民
学
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
家
に
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
デ
ザ
イ

ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
横
浜
市
大

と
横
浜
の
民
間
コ
ン
サ
ル
に
も
加

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
官
民
学
の

体
制
を
整
え
、
併
せ
て
セ
ベ
ラ
ン

プ
ラ
イ
市
に
も
地
元
の
マ
レ
ー
シ

ア
国
立
科
学
大
学
と
の
協
力
関

係
を
構
築
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
う

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
体
と
し

て
、
両
市
、
両
大
学
、
後
述
す

る
両
市
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
た

「
横
浜
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
ま
ち
づ

く
り
友
好
委
員
会
」（
以
下
「
友

好
委
員
会
」）
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
通

称
「
４
＋
１
＋
１
」
と
言
わ
れ
る

チ
ー
ム
が
出
来
上
が
っ
た
。

▽　

マ
レ
ー
シ
ア
は
約
33
万
㎢

（
日
本
の
約
０
・
９
倍
）、
人
口

約
３
２
０
０
万
人
。
マ
レ
ー
系

69
％
、
中
国
系
23
％
、
イ
ン
ド

系
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
国
教
は

イ
ス
ラ
ム
教
で
あ
る
。
対
象
地
で

あ
る
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
は
タ
イ

と
の
国
境
に
ほ
ど
近
い
ペ
ナ
ン
州

に
属
す
る
市
で
人
口
約
86
万
人
。

ア
ジ
ア
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る

ペ
ナ
ン
島
（
ペ
ナ
ン
市
）
の
対
岸

に
立
地
し
、
経
済
や
政
治
、
観

光
の
中
心
で
あ
る
ペ
ナ
ン
島
の
ベッ

ド
タ
ウ
ン
的
な
位
置
の
市
で
あ

る
。
マ
レ
ー
系
42
％
、
中
国
系

41
％
、
イ
ン
ド
系
７
％
と
、
貿

易
港
で
あ
っ
た
ペ
ナ
ン
の
影
響
で

中
国
系
の
占
め
る
割
合
が
高
い

の
も
特
徴
で
あ
る
。

　

な
お
、
実
は
１
９
８
０
年
代
、

技
術
職
員
交
流
で
横
浜
市
の
都

市
デ
ザ
イ
ン
や
道
路
・
交
通
、

廃
棄
物
処
理
の
職
員
が
今
回
の

対
象
地
で
あ
る
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ

市
と
同
じ
ペ
ナ
ン
州
の
ペ
ナ
ン
市

に
派
遣
さ
れ
て
様
々
な
ま
ち
づ

く
り
提
案
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
技
術
交
流
の
参
加
メ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
の
が
、

今
回
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
た
友

好
委
員
会
で
あ
る
。
都
市
デ
ザ

イ
ン
分
野
で
は
、
ペ
ナ
ン
市
の
中

心
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
都
市
デ

ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
（
調

査
季
報
95
号
参
照
）、
歩
行
者

空
間
の
整
備
な
ど
を
実
現
し
て

い
る
。
そ
の
後
ペ
ナ
ン
市
は
歴
史

的
建
造
物
の
街
並
み
保
存
へ
と

舵
を
切
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
は

２
０
０
８
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け

は
、
80
年
代
の
交
流
時
は
ペ
ナ
ン

市
の
都
市
計
画
職
員
で
あ
っ
た
、

セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
の
マ
イ
ム
ナ
ー
市

長
（
当
時
）
の
「
横
浜
か
ら
得

た
経
験
を
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
職

員
に
も
学
ん
で
欲
し
い
」
と
い
う

強
い
要
望
で
あ
っ
た
。
同
時
期
、

横
浜
市
に
は
国
際
局
が
誕
生

し
、
２
０
１
５
年
10
月
、
先
述

の
４
＋
１
＋
１
の
計
６
者
で
覚
書

を
締
結
し
た
。
既
に
発
展
途
上

国
で
は
な
い
マ
レ
ー
シ
ア
だ
が
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
後
の
新
興
国
に

魅
力
を
付
加
す
る
都
市
デ
ザ
イ

ン
に
は
可
能
性
が
あ
る
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
か
ら
認
め
ら
れ
、
約
５
４
０
０

万
円
の
事
業
費
が
つ
い
た
の
で
あ

る
。

横浜の都市デザイン・マレーシアへの
技術移転の記録

　
　桂　有生

都市整備局都市デザイン室
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２
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始

　

セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
に
、
都
市

計
画
が
専
門
の
フ
ァ
ラ
・
デ
ィ
ラ

さ
ん
を
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各

種
専
門
性
を
持
つ
市
職
員
に
よ
っ

て
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
が
結
成

さ
れ
た
。
横
浜
か
ら
は
横
浜
市

国
際
局
国
際
連
携
課
と
都
市
デ

ザ
イ
ン
室
、
横
浜
市
大
か
ら
鈴

木
伸
治
教
授
、
中
西
正
彦
准
教

授
、
藤
岡
麻
理
子
助
教
、
民
間

コ
ン
サ
ル
は
山
手
総
合
計
画
研

究
所
／
片
岡
公
一さ
ん
、
角
野
デ

ザ
イ
ン
ノ
ー
ド
／
角
野
渉
さ
ん

が
、
友
好
委
員
会
の
主
要
メ
ン

バ
ー
か
ら
元
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
・

市
大
特
任
教
授
の
国
吉
直
行
さ

ん
、
元
道
路
局
・
交
通
専
門
家

の
親
松
俊
彦
さ
ん
、
元
ペ
ナ
ン
市

職
員
で
現
在
は
民
間
都
市
コ
ン

サ
ル
の
リ
ム
・
フ
ィ
シ
ャ
ン
さ
ん
と

い
う
陣
容
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始

ま
っ
た
。

　

対
象
地
と
な
っ
た
の
は
ブ
キ
マ

タ
ジ
ャ
ン
地
区
（
Ｂ
Ｍ
地
区
）。

中
国
語
表
記
「
大
山
脚
」
の
ま

ま
に
マ
タ
ジ
ャ
ン
山
の
ふ
も
と
に

あ
る
、
古
く
か
ら
中
華
系
の
人

た
ち
が
商
売
を
し
て
き
た
交
通

の
要
衝
で
、
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
と
い

う
歴
史
的
な
民
家
兼
店
舗
が
多

く
残
さ
れ
た
旧
市
街
地
だ
。
周

辺
地
域
全
体
の
中
心
と
な
る
寺

院
や
生
鮮
市
場
も
あ
り
、
そ
の

市
場
２
階
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
も

最
初
期
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
る
な
ど
、
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
の

店
舗
群
と
合
わ
せ
て
以
前
は
何

で
も
揃
う
買
い
物
の
街
と
し
て

栄
え
て
い
た
そ
う
だ
。
し
か
し

近
年
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

火
事
で
焼
失
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
あ
お
り

を
受
け
て
、
個
人
商
店
か
ら
客

足
が
遠
の
い
た
。
追
い
打
ち
を
か

け
た
の
が
鉄
道
駅
の
移
転
で
、元・

駅
前
通
り
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
化

し
て
い
た
。
寺
院
や
市
場
に
は

ま
だ
活
力
を
感
じ
る
も
の
の
、

旧
市
街
地
の
狭
い
道
路
に
流
入

す
る
物
流
の
ト
ラ
ッ
ク
や
買
い
物

客
の
路
上
駐
車
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
Ｂ

Ｍ
地
区
に
、
横
浜
の
都
市
デ
ザ

イ
ン
を
応
用
す
る
こ
と
で
街
の

再
活
性
化
を
描
く
こ
と
が
我
々

に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。

３
．�

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と

の
議
論

　

取
組
を
始
め
て
ま
ず
驚
い
た

の
は
、
地
域
の
交
通
量
や
人
口

と
いっ
た
基
礎
デ
ー
タ
が
全
く
な

い
こ
と
で
、
そ
の
予
定
外
の
調
査

に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
調
査
で
は
地
元
の

方
々
と
の
ま
ち
歩
き
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
の
だ
が
、タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
当
初
、

地
域
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
消
極

的
で
あ
っ
た
。
横
浜
チ
ー
ム
が
現

地
に
い
ら
れ
る
時
間
は
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー

ム
に
調
査
や
作
業
を
進
め
て
も

ら
お
う
と
試
み
た
も
の
の
、
メ
ー

ル
、skype

な
ど
、
各
種
ツ
ー
ル

を
使
っ
て
も
う
ま
く
進
捗
管
理

で
き
ず
、
作
業
は
し
ば
し
ば
停

滞
し
た
。
訪
問
時
、
打
合
せ
に

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
も

多
く
、
何
事
に
も
の
ん
び
り
と

し
て
お
お
ら
か
な
「
マ
レ
ー
シ
ア

ン
タ
イ
ム
」
に
は
最
後
ま
で
悩
ま

さ
れ
た
。

　

背
景
と
し
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

は
イ
ギ
リ
ス
支
配
下
に
あ
っ
た
歴

史
を
背
景
に
多
民
族
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
経
済
的
に
は
華
僑

が
圧
倒
的
に
強
い
。
そ
の
た
め
マ

レ
ー
人
優
遇
政
策
＝
ブ
ミ
プ
ト

ラ
が
敷
か
れ
、
国
立
大
学
入
学

や
公
務
員
も
マ
レ
ー
人
が
優
先

さ
れ
て
い
る
（
実
際
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
チ
ー
ム
は
全
員
マ
レ
ー
系
）。

ま
た
宗
教
の
違
い
も
大
き
く
、

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
が
Ｂ
Ｍ
地

区
に
（
入
ら
な
い
の
で
は
な
く
）

入
り
に
く
い
の
は
、
豚
を
扱
う

市
場
や
食
品
工
場
な
ど
が
あ
る

こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
だ
っ

た
。

　

Ｂ
Ｍ
地
区
の
特
性
を
探
り
、

将
来
ど
の
よ
う
な
街
に
し
て
い
く

か
を
方
向
付
け
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ

イ
ン
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
に
当
た
っ
て

は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
何
度
も
行
っ

た
。
た
だ
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く

る
よ
う
な
抽
象
的
な
議
論
は
時

に
空
回
り
し
た
。
彼
ら
は
横
浜

の
話
を
聞
い
て
、
Ｂ
Ｍ
地
区
を
歩

き
や
す
い
街
（w

alkable

）
に

し
た
い
と
言
う
。
し
か
し
実
際

は
、
暑
さ
の
た
め
マ
レ
ー
シ
ア
人

が
街
を
歩
く
こ
と
は
滅
多
に
な

い
。
で
あ
る
な
ら
、
例
え
ば
市

場
の
賑
わ
い
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
べ

き
だ
と
提
案
す
る
と
、
そ
の
場

で
は
一
応
了
承
さ
れ
る
の
だ
が
、

彼
ら
の
資
料
か
らw

alkable

が

無
く
な
る
こ
と
は
な
い
。つ
ま
り
、

議
論
を
し
て
い
て
も
彼
ら
は
相

手
に
異
議
は
挟
ま
ず
、
相
互
に

矛
盾
し
て
い
て
も
物
事
に
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
を
つ
け
て
選
択
す
る
こ
と

も
な
い
。
こ
れ
も
多
民
族
間
で

衝
突
な
く
や
っ
て
い
く
知
恵
な
の

だ
。
た
だ
、
こ
れ
で
は
議
論
は

深
ま
ら
な
い
し
、
こ
ち
ら
の
提
案

を
押
し
付
け
る
訳
に
も
い
か
ず
、

大
変
苦
労
し
た
。
何
と
か
み
ん

な
で
到
達
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
は

「B
M

 M
y H

om
etow

n : 
Livable tow

n based on the 
local identity

」。
市
場
、寺
院
、

シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
と
い
っ
た
地
域
の

資
源
を
活
用
し
て
、
ま
ず
は
地

域
の
生
活
、
居
住
環
境
か
ら
再

生
し
よ
う
と
い
う
意
味
だ
。
こ

れ
ら
地
域
の
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
終

的
に
は
彼
ら
の
提
案
で
あ
る

BM地区の風景。
奥に見える山がブキマタジャン（マタジャン山）

アーバンデザインプランの概要
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w
alkable

に
つ
い
て
も
全
体
計
画

に
う
ま
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。

４
．一
難
去
っ
て
ま
た一
難�

　

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
議

論
を
し
て
い
る
最
中
、
実
は
庁

内
の
別
チ
ー
ム
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

地
区
外
に
移
転
す
る
検
討
を
進

め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
交

通
問
題
と
市
場
の
安
全
性
が
主

な
理
由
で
、
ま
ず
は
ス
ー
パ
ー
の

あ
っ
た
２
階
部
分
を
早
急
に
取

り
壊
す
と
い
う
。
２
階
部
分
は

火
事
で
閉
鎖
さ
れ
て
は
い
た
が
、

位
置
的
に
も
、
機
能
的
、
心
象

的
に
も
街
の
中
心
で
あ
る
市
場

が
、
も
し
地
区
外
に
移
転
し
て

し
ま
え
ば
、
わ
ず
か
に
残
る
個

人
商
店
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
。
２
階
を
保
全
す
れ

ば
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

む
場
所
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

と
し
て
使
え
る
と
い
う
提
案
を
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と
一
緒
に
ま

と
め
、
緊
急
で
マ
イ
ム
ナ
ー
市
長

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
当
初
、
州
と
の
関
係
も
あ
っ

て
難
し
い
と
い
う
の
が
市
長
の
意

見
で
は
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
市

場
の
２
階
は
修
復
、
１
階
の
市

場
機
能
も
存
続
し
、
地
区
内
の

周
縁
部
に
別
棟
を
増
築
す
る
こ

と
で
機
能
更
新
と
交
通
負
荷
の

軽
減
を
図
る
案
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

は
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
活
用
事
例

も
あ
る
こ
と
か
ら
、タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
チ
ー
ム
も
当
初
よ
り
そ
の
価
値

を
認
め
て
い
て
、
地
区
内
の
全
数

調
査
を
行
っ
た
。
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス

が
連
な
っ
て
保
全
さ
れ
る
こ
と

は
、
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
に
付
随
す
る

公
共
歩
廊
＝
5 foot w

ay

に
よ

る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
と
っ

て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

先
述
の
よ
う
に
デ
ー
タ
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
の
経
験
が
な
か
っ
た

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
で
あ
る

が
、親
松
さ
ん
の
指
導
で
交
通
量・

駐
車
実
態
調
査
を
行
い
、
国
立

科
学
大
学
が
分
析
を
担
っ
た
。

結
果
的
に
計
画
時
に
分
析
は
間

に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
定

量
的
な
指
標
に
基
づ
い
た
施
策
、

評
価
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い

る
。

　

少
し
ず
つ
状
況
が
好
転
し
て

き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
２
年
目
が

終
わ
る
頃
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
強

力
な
旗
振
り
役
で
あ
っ
た
マ
イ
ム

ナ
ー
市
長
が
ペ
ナ
ン
市
長
に
任
命

さ
れ
（
市
長
は
州
知
事
の
任
命
）

セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
を
去
る
こ
と

と
な
っ
た
。
横
浜
チ
ー
ム
と
も
地

元
の
中
華
系
住
民
と
も
つ
な
が

り
の
強
い
マ
イ
ム
ナ
ー
市
長
の
交

代
は
、市
の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
タ
ー

を
失
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
マ
イ
ム
ナ
ー
さ
ん
は
さ
ら
に

そ
の
直
後
、
Ｕ
Ｎ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の

事
務
局
長
に
就
任
す
る
こ
と
と

な
る
。

５
．�コ
ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
／Rakan�BM

の
登
場

　

横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

長
年
、
地
域
住
民
と
の
ま
ち
づ

く
り
（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
）
に
取
り
組
ん
で
き
た
た

め
、
当
初
か
ら
積
極
的
に
地
元

と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た

が
、
官
の
強
い
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

地
域
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
ま
ち

づ
く
り
は
ほ
と
ん
ど
経
験
が
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
セ
ベ
ラ
ン
プ

ラ
イ
市
も
別
地
区
に
お
い
て
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
は
い
た
が
、
壁
画
を
一
緒

に
描
く
と
いっ
た
取
組
で
、
地
域

の
主
体
性
を
育
て
る
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
で
は
な
か
っ
た
。
都
市
デ
ザ

イ
ン
に
お
け
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
や
進
め

方
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
幹
に

関
わ
る
部
分
で
も
あ
る
た
め
、

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と
の
意
識

合
わ
せ
に
多
く
の
時
間
を
費
や

し
た
。

　
一
方
、
地
元
を
巻
き
込
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
、
例
え
ば
Ｂ
Ｍ
地
区
の
歴

史
を
再
発
見
す
る
ヘ
リ
テ
イ
ジ

ウ
ォ
ー
ク
や
、
地
域
と
の
話
合
い

の
場
で
あ
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
路
地
の一
部
を
憩
い
の
ス
ペ
ー

ス
に
変
え
る
社
会
実
験
は
、
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
が
自
発
的
に
、

し
か
も
短
期
間
で
大
規
模
に
実

現
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
実

践
の
重
要
性
を
私
た
ち
に
思
い

出
さ
せ
た
。
日
本
的
な
理
論
構

築
は
日
本
の
複
雑
な
管
理
社
会

を
突
破
す
る
た
め
で
、
必
ず
し

も
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
必
要
な
い
の

だ
。
私
た
ち
も
彼
ら
の
“
や
っ

ち
ゃ
え
精
神
”
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
徐
々
に

日
本
の
や
り
方
も
伝
え
る
よ
う

に
し
て
いっ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
市
場
の
２
階
を

地
域
の
た
め
に
使
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
地
区
の
祭
礼
を
取

り
ま
と
め
る
中
華
系
団
体
が
ま

ち
づ
く
り
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「Rakan 

BM

（BM

フ
レ
ン
ズ
の
意
）」
を

結
成
し
て
く
れ
た
。
当
初
、
市

場
の
改
修
は
最
小
限
に
し
て
ま

ず
は
使
っ
て
み
る
と
い
う
の
が
横

浜
チ
ー
ム
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
が
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
結
成
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。

街
か
ら
直
接
こ
の
市
場
の
２
階
ス

ペ
ー
ス
に
上
が
る
大
階
段
に
、
彼

ら
と一
緒
に
な
っ
て
地
元
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
ア
ー
ト
を
設
置
し

た
。
外
か
ら
よ
く
見
え
る
こ
の

大
階
段
は
単
な
る
Ｐ
Ｒ
に
留
ま

ら
ず
、
彼
ら
の
活
動
の
シ
ン
ボ
ル

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最

終
盤
、Rakan BM

メ
ン
バ
ー
と

話
す
中
で
、
中
華
系
住
民
の
大

部
分
が
現
在
は
Ｂ
Ｍ
地
区
外
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

こ
こ
に
来
て
コ
ン
セ
プ
ト
を

「Re:Livable tow
n

＝
も
う
一
度

住
め
る
街
に
」
に
変
更
し
た
。

最
後
の
最
後
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
根
幹
に
関
わ
る
情
報
が
出
て

来
る
こ
と
に
改
め
て
驚
い
た
が
、

良
い
悪
い
で
は
な
く
、
我
々
は
違

う
の
だ
。
国
際
貢
献
で
は
こ
の

マーケットの建物と階段アート
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違
い
を
認
識
し
て
乗
り
越
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
再
認
識

す
る
出
来
事
に
な
っ
た
。

６
．
成
果
と
今
後
の
可
能
性�

　

成
果
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
ま

ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
今
回
一
番

重
要
で
あ
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン

プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
最

終
的
にD

RA
FT

（
案
）
と
い

う
形
で
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
に

引
き
渡
し
を
行
っ
た
。
今
回
作

成
し
た
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ

ン
は
、
ま
だ
よ
そ
者
（
横
浜
チ
ー

ム
）
が
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
だ
。
今
後
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

チ
ー
ム
がRakan BM

や
他
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
の
議
論
を
深
め
、

自
分
た
ち
の
正
式
な
プ
ラ
ン
と

す
る
こ
と
を
宿
題
と
し
て
い
る

（
実
際
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
多
く

の
都
市
計
画
はD

RA
FT

の
ま

ま
正
式
に
運
用
さ
れ
て
い
る

が
）。
内
容
に
つ
い
て
は
、
風
水

上
も
重
要
な
マ
タ
ジ
ャ
ン
山
へ
の

見
通
し
の
確
保
、
歴
史
的
建
造

物
で
あ
る
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
の
保
全

や
活
用
の
方
針
、
市
場
の
保
全

と
新
築
棟
の
あ
り
方
、
寺
院
や

市
場
、
水
路
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す

る
歩
行
者
空
間
、
今
後
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
、
広
範
囲
か
つ
具
体

的
に
記
述
し
た
の
で
、
十
分
に

活
用
で
き
る
内
容
と
な
って
い
る
。

　

付
属
設
備
等
の
制
作
支
援

は
、
前
述
の
市
場
２
階
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
整
備
と
階
段

ア
ー
ト
、
歩
行
者
の
た
め
の
道
づ

く
り
（
シ
ェ
ー
ド
な
ど
）、
地
区

の
歴
史
を
伝
え
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
と
歴
史
的
建
造
物

を
示
す
ヘ
リ
テ
イ
ジ
プ
レ
ー
ト
を

設
置
し
、
こ
れ
ら
を
紹
介
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
た
。
こ

れ
ら
の
成
果
品
は
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
具
体
的

な
形
と
な
っ
て
見
え
る
も
の
で
、

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
の
理
解

に
も
役
立
つ
と
地
域
や
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
に
と
て
も
喜
ば

れ
た
。

　

職
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
に
加
え
、
丸
１
か
月
、
延
べ

９
人
を
受
け
入
れ
た
横
浜
で
の

職
員
研
修
が
効
果
を
発
揮
し

た
。
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
は

こ
の
研
修
が
一
番
成
果
の
見
え
に

く
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
過
程
に
お
い
て
意
思
疎
通

を
徐
々
に
円
滑
に
し
、
最
後
は
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ
と

つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
は
様
々
な
主

体
と
取
り
組
む
こ
と
で
成
果
を

生
む
、
横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

手
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
何
と
いっ
て
も
当
初
の

予
定
に
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
区
内
に
市
場
の
機
能
と

建
物
を
存
続
で
き
た
こ
と
が
実

際
に
は
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
。

こ
ち
ら
は
実
践
し
な
が
ら
想
定

も
し
て
い
な
い
成
果
に
到
達
し
た

と
い
う
意
味
で
「
マ
レ
ー
シ
ア
ン

ス
タ
イ
ル
」
で
も
あ
っ
た
。
今
も

Rakan BM

のFacebook

に
は

市
場
２
階
を
楽
し
そ
う
に
使
い

こ
な
し
て
い
る
様
子
が
ア
ッ
プ
さ

れ
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
新
市

長
で
あ
る
ロ
ザ
リ
市
長
か
ら
は
、

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
を
ベ
ー
ス

に
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
の
よ
う
な

組
織
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
表
明

も
あ
り
、
今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
一
段
落
し
た
２

０
１
９
年
７
月
、
１
３
０
年
の
歴

史
を
持
ち
、
市
場
と
並
ん
で
街

の
中
心
で
あ
る
寺
院
、
玄
天
廟

が
燃
え
て
い
る
とFacebook

に

次
々
と
画
像
が
上
が
り
、
寺
院

は
外
観
の一
部
を
残
し
、
内
部
は

全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
が
、
現

地
か
ら
は
あ
る
種
前
向
き
な
雰

囲
気
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た

横
浜
の
知
見
が
必
要
と
な
る
こ

と
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
80
年
代

の
交
流
が
、
時
に
個
々
人
の
つ
な

が
り
に
よ
っ
て
続
い
て
き
た
よ
う

に
、
我
々
も
こ
の
先
の
Ｂ
Ｍ
地
区

に
関
わ
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思

う
。

［
執
筆
協
力
］

桑
田　

雄
飛
（
国
際
局
国
際
連

携
課
担
当
係
長
）

宮
坂　

修
義
（
国
際
局
国
際
連

携
課
担
当
係
長
）

小
田
嶋　

鉄
朗
（
環
境
創
造
局

動
物
園
課
担
当
課
長
／
元
都
市

デ
ザ
イ
ン
室
担
当
係
長
）

松
本　

尚
子
（
文
化
観
光
局
観

光
振
興
課
／
元
国
際
局
国
際
連

携
課
）

親
松　

俊
彦
（
横
浜
セ
ベ
ラ
ン
プ

ラ
イ
ま
ち
づ
く
り
友
好
委
員
会
）

国
吉　

直
行
（
横
浜
セ
ベ
ラ
ン
プ

ラ
イ
ま
ち
づ
く
り
友
好
委
員
会

／
横
浜
市
立
大
学
）

片
岡　

公
一
（
山
手
総
合
計
画

研
究
所
）

角
野　

渉
（
角
野
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー

ド
）

藤
岡　

麻
理
子
（
横
浜
市
立
大

学
）

サイドレーンのシェード。
RAKAN�BMにより緑化された

RAKAN�BMによる
マーケット２階の活用の様子
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●
第
182
号
〈
二
〇
一
八
年
三
月
〉

特
集　

デ
ー
タ
活
用
の
現
在
と
こ
れ
か
ら

１　

座
談
会
「
自
治
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
あ
り
方
」　

─
─
─
─
─
─ 

村
上
文
洋
、
山
中
竹
春
、
岩
崎
学
、
小
林
一
美

２　
「
デ
ー
タ
活
用
」
を
取
り
巻
く
環
境
の
現
在

①
い
ま
、
な
ぜ
デ
ー
タ
活
用
が
求
め
ら
れ
る
の
か 

〜
社
会
の
変

化
と
国
の
取
組　

─
─
─
─
─ 

内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
総
合
戦
略
室

②
横
浜
市
を
取
り
巻
く
状
況
と
デ
ー
タ
活
用
の
現
在　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

３　

横
浜
市
に
お
け
る
取
組

①
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
推
進
に
向
け
た
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

大
山
紘
平

②
デ
ー
タ
に
基
づ
く
経
済
政
策
の
展
開 

─
─
─
─
─ 
土
屋
秀
子

③
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
保
土
ケ
谷
区
版
Ｇ
Ｉ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
取
組　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

鈴
木
達
也

④
住
民
と
共
有
・
活
用
す
る
デ
ー
タ 

〜
瀬
谷
区
地
区
支
援
を
例

に
〜　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

松
岡
文
和

⑤
港
北
区
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
取
組　

─
─
─
─ 

大
屋
正
信
、
亀
田
裕
佑

⑥
デ
ー
タ
活
用
を
支
え
る
取
組 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

<

コ
ラ
ム>

横
浜
市
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
条
例
の
制
定　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

<

コ
ラ
ム>

横
浜
市
立
大
学
（
Ｙ
Ｃ
Ｕ
）
×
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

〜
Ｙ
Ｃ
Ｕ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
〜　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

奈
良
井
聡

４　

他
都
市
に
見
る
デ
ー
タ
活
用
の
取
組
事
例

①
神
戸
市
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
の
取
組 

─
─
─
─ 

中
川
雅
也

②
佐
賀
県
に
お
け
る
統
計
デ
ー
タ
等
の
利
活
用
の
取
組
に
つ
い
て

─
─
─
─
─ 

佐
賀
県
統
計
分
析
課

５　

地
方
自
治
体
の
政
策
形
成
に
お
け
る
デ
ー
タ
活
用
事
例　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

津
田
広
和

６　

自
治
体
に
お
け
る
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
未
来
像　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

福
田
次
郎

７　

職
員
座
談
会
「
職
員
か
ら
見
た
デ
ー
タ
活
用
の
課
題
と
こ
れ

か
ら
」 

─
─
─
─
─
─
─
─ 

藤
田
豊
、
福
島
優
、
松
岡
文
和
、

山
中
研
、
青
野
実
、
北
聡
子

８　

お
わ
り
に　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

総
目
次

●
第
183
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

特
集　

よ
こ
は
ま
の
緑
の
取
組
〜
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
横
浜
」
の

推
進
に
向
け
て

１　

は
じ
め
に
〜
特
集
の
ね
ら
い
〜 

─
─
─
─
─
─
─ 

編
集
部

２　

横
浜
の
発
展
を
支
え
る
環
境
行
政
の
展
開
〜
開
港
か
ら
を
振

り
返
る　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

野
村
宜
彦

３　

緑
の
多
様
な
機
能
〜
市
民
生
活
と
社
会
に
与
え
る
影
響　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

北
野
紀
子
、
北
川
知
沙
、
堀
田
誠
治

４　

よ
こ
は
ま
の
緑
の
現
状 

─
─
─
─ 

大
内
達
詩
、
北
野
紀
子

５　

緑
の
取
組
の
あ
ゆ
み　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

北
川
知
沙
、
大
内
達
詩
、
斎
藤
優
太

寄
稿
／
緑
政
学
か
ら
み
た
環
境
先
進
都
市
・
横
浜　

─
─
─
─
─
─
─
─ 

進
士
五
十
八

６　

横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
の
10
年　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

清
水
健
二
、
枝
広
育
恵
、
長
尾
哲
也
、

井
上
雅
人
、
北
村
直
也

７　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
「
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
」
の
策
定
を
振
り

返
る　

 

─
─
─
─
─ 

橋
本
健
、
佐
藤
智
也

８　

地
域
に
お
け
る
取
組
か
ら

①
公
園
愛
護
会
の
取
組　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

吉
谷
悠

②
市
民
の
森
愛
護
会
の
取
組 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

裏
戸
秀
幸

③
緑
の
取
組
を
通
し
た
地
域
の
活
性
化　

─
─
─
─ 

上
田
智
子
、
高
田
房
枝

④
花
と
緑
で
活
気
に
あ
ふ
れ
、
地
域
が
つ
な
が
る
ま
ち
へ
〜
港
北

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
開
催
を
通
し
て　

─
─
─ 
木
和
田
茉
莉
、
田
村
賢
太

⑤
企
業
に
お
け
る
横
浜
の
緑
の
取
組

─
─
─
─ 

永
沼
孝
臣
、
柴
田
芳
宏

９　

公
園
に
関
す
る
取
組　

 

─
─
─
─
─
─
─
─ 
千
木
良
泰
彦

10　

緑
と
し
て
の
農
地　

 

─
─
─
─
─ 

朝
倉
友
佳
、
宮
口
均

11　

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
緑

①
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
に
お
け
る
緑
化
の
ま
ち
づ
く
り　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

加
藤
稔

②
横
浜
に
お
け
る
港
湾
緑
地 

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

吉
村
慶
一

③
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
に
お
け
る
都
市
の
緑
化
／
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
横
浜　

 

─
─
─
─
─ 

桂
有
生
、
渡
辺
荘
子

12　

座
談
会
／
横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画 

こ
れ
ま
で
の
10
年
間

と
今
後
へ
の
期
待
〜
市
民
推
進
会
議
発　

─
─
─
─
─
─ 

東
み
ち
よ
、
内
海
宏
、
蔦
谷
栄
一
、
望
月
正
光

<

コ
ラ
ム>

横
浜
の
街
路
樹　

 

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

藤
波
徹

13　

全
国
都
市
緑
化
よ
こ
は
ま
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

大
浦
康
史

14　

花
と
緑
で
街
を
つ
な
ぐ
「
ガ
ー
デ
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
横
浜
」　

─
─
─
─
─
─
─
─
─ 

高
村
暁
子

15　

国
際
園
芸
博
覧
会
の
招
致
に
向
け
て 

─
─
─ 

岩
ヶ
谷
和
則

16　

税
制
か
ら
見
た
横
浜
み
ど
り
ア
ッ
プ
計
画
〜
横
浜
市
税
制
調

査
会
に
お
け
る
み
ど
り
税
の
議
論
か
ら 

─
─
─
─
─
─ 

中
川
譲

17　

現
状
の
課
題
と
今
後
の
展
望

①
座
談
会
／
職
員
が
考
え
る
現
状
の
課
題
と
今
後
の
取
組
の
方
向

性 

─
─
─
─
─
─
─ 

大
内
達
詩
、
千
木
良
泰
彦
、
関
根
伸
昭
、

池
上
佑
里
、
吉
野
美
沙
樹
、
相
場
崇

②
み
ど
り
の
現
状
と
今
後
の
政
策 

─
─
─
─
─
─
─
─ 

今
村
隆

③
対
談
／
横
浜
の
課
題
と
今
後
の
展
望　

─
─
─
─ 

涌
井
雅
之
、
野
村
宜
彦

〈
調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
〉「
共
感
を
軸
に
し
た
三
方
よ
し
」
で
、
持

続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進 

─
─
─
─
─ 

大
木
節
裕

総
目
次

編 

集 

後 

記

　

今
回
の
発
刊
に
当
た
っ
て
は
、
山
脇
先
生
、
滝
田
先
生
を
は
じ
め
、
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
、

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
、
地
域
に
お
い
て
活
動
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
な

ど
、
多
く
の
方
々
に
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
庁
内
関
係
部
署
の
皆
様
に

も
原
稿
の
執
筆
な
ど
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
が
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
と
多
文
化
共
生
と
い
う
今
日
の
課
題
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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